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は し が き

デ ー タ ・バ ン ク ・シ ン ポ ジ ウム は1969年12月6日,7日 の 両 日に

わ た り,迎 賓 館 に お い て別 記 の学 者 な らび に 官庁,民 間 企 業 の学 識 経 験

者20名 が 参 加 し,九 州大 学 教 授 北川 敏男 博 士 の 座 長 の も とに 開催 され

た。

シン ポ ジ ウムは 次 の よ うな 要領 で進 め られ た。

第1日 午 前

コ ーデ ネ ー ター 野 口 照 雄

縮 者 ㌘ ㍑ の勤 行疎 鮒 る‥ タ 高 瀬 保

開銀 に おけ る情 報 処 理 ン ステ ム 鈴 木 康

第1日 午 後

コ ーデ ネ ー ター 伊 大 知 良 太郎

報 告 者 デ ー タの 二 一 ヅと処 理 シ ステム 渡 辺 雄

電 力 業 に 疹け る情 報 処理 シ ステ ム 堀 比呂志

第1日 夜

自 卵 論 騨 麟 離 合

第・日 午前 資 料 室

コ ー ア 不 一 タ 一

拳儲;義 繭 ㌫ システ哺 成口 設 敏2

情 報 の価 格 形 成 今 井 賢 一

第2日 午 後

総 合 討 論

こ の よ うに,日 本 とア メ リカの デ ー タ ・パ ン クの現 状 報 告 か ら始 ま り,



デ ー タ論 情 報 の 価 格 形 成,さ らにデ ー タ ・バン クの シス ア ム構 成 ま で,

広 範囲 に 問題 が と りあげ られ た 。 第1日 の夜 は 速記 を止 め議 題 を設 け な

い 自由討 論の 場 が 設 け られ たが,参 加 着 た ちは 期せ ず して,情 報 の 価 値

と価格 を め ぐって 討 論 を集 中 した。 最 後 の総合 討 論 で は,北 川 座長 は こ

の シ ン ポ ジ ウム に おい て 提 起 さ れ,今 後 検討 を要 す る 問題 と して,ω 情

報 憲章,② 情報 の 価値,価 格,〔3)デ ー タ ・ パン クの 技 術 的理 論,(4噌 庁統

計,(5)情 報 ネ ッ ト・ワ ー ク,の5つ の テ ーマを あげ て,シ ン ポ ジ ウム の

ま とめ とされ た。1

この冊子 は デー タ 。バ ン ク 。シ ンポ ジ ウムの諸 報 告 な らび に討 論 の要

点 を記 録 した も ので あ る。

討 論 参 加 者 は 下 記 の通 りで あ る。

赤 司 正 記

足 立 哲 朗

伊大知 良太郎

今 井 賢 一

河 合 三 良

北 川ト敏 男

鈴 木 康

高 瀬 涙

中 井 浩

中 園 道 男

野 口 照 雄

長谷川 寿 彦

羽 賀 祐

堀 比呂志

日 本 経 済 新 聞

日 本 興 業 銀 行

一 橋 大 学

一 橋 × 学

行 政 管 理 庁

九 州 大 学

日 本 開 発 銀 行

京 都 産 業 大 学

日本科学技術情報センター

野 村 総 合 研 究 所

興 亜 石 油 株 式 会 社

寛 々 公 社

電 通

関 西 電 力 株 式 会 社
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武 藤 正 夫

山 田 勝 久

渡 辺 龍 雄

平 田 敬一郎

稲 葉 秀 三

馬 越 善 通

日 本 長 期 信 用 銀 行

通 商 産 業 省

通 商 産 業 省

日本 経 営 情報 開 発協 会

ノ'

"

なお,こ のデ ー タ ・バ ン ク ・シ ン ポ ジ ウムは,日 本 自転 車 振興 会 の 機

械 工業 振興 資 金 に よ る 「経 済統 計 デ ー タ ・パ ン クに関 す る基礎 調 査 」 の

一 部 と して 実 施 さ れ た もの で あ り,こ の記 録 が今 後 の デ ー タ ・バ ン ク研

究 の一 つ の資 料 と して役 立 つ こ と を希 望す る。

昭和45年2月16日
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要 旨

1.地 方 行 政 に お け るデ ー タ ・バ ン ク ー 米 国の 場 合一

山 カ リホ ル ニア 州 の情 報 コン トロール ・シ ステ ム

カ リホル ニ ア州 の行政 組織 では,23の 郡 役 所 が28の 州関 係 役

所 に600項 目 の情 報 を 規 則 的 に 送 って い る。 した が って,1つ の郡

は1年 間 に1万 に 近 い 個 々の報 告 を類 型 的 に 送 る こ とに な る。 今 日,

この膨 大 な 情 報量 を扱 うのに 古 めか しい フ ァ イル ・キ ャ ビネ ッ トが

使 用 され て い る。 も し何 らか の 手段 が講 じられ なけれ ば1970年 に

は 整備 キ ャ ビネ ッ トの長 さは 約560キ ロメー トル に も達 す る で あろ

う。 しか し,現 在 では,市,郡,州 に おい て集 め られ た 情報 を コン

ピ ュー タに入 れ,ボ タソー つ で 希望 した情 報 が コ ン ピュ ー タを通 じ

て 出 さ れ,電 話 線 に より市,郡 間 を結 び,コ ン ピュ ー タ同 志 で 話が

で き る リモ ー ト・コ ン トロール が可 能 に な った 。

た とえ ば,自 動 車 事故 が起 きれ ば,事 故 現 場 か ら無 線 で 警察 本 部

に番 号 を連 絡 して,そ こ か ら親 子 コン ピュー タの連 絡 線 を 利 用 して

州全 体 の免 許 証 の イ ン フ ォ メー シ ョ ンの 入 った 親 の コ ン ピ ュー タに

チ ェ ッ ク して もらい,そ の結 果 が数 秒 もた た ぬ間 に警 察 本 部 の 子 の

コン ピュ ー タに 出 され,そ れ を 現場 の警 官 に教 え る こ とに な る。 ま

た,税 金 問題 の 場 合 で は,州 は 州所 得税(日 本 にお け る地 方 税),

郡 は固 定 資 産 税 を 徴集 す る。 前 者 は 日大 と異 な りサ ラ リー マ ンで も

申告 制 なの で,年 末 に連 邦所 得 税 の 申告 とと もに州 に 申告 す る。 そ

こで 申告 さ れ た領 は 州 だ けの 記 録 に とX"ま り,郡 へ 提 出 した固 定 資
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産税 の 申告 と照合 さ れ る こ とが ない 。 そ のた め 前者 と後 者 の間 には

相 当 の 差が あ り,も し郡 か ら郡 へ,あ る い は他 の州 か らの 移動な ど

が あ った場 合 で もそ の実 態は つ かみ に くい。 も し申告書 に 関す る イ

ン フ ォ メー シ ョン が1ケ 所 に集 中 され てい れ ば,虚 偽 の 申告 をチ ェ

ッ クで きる ばか りか,徴 税 業 務 も簡 易化 で き る で あろ う。 この 情 報

コ ン トロー ル ・シス テ ム の研究 は ロ ッキ ー ド・ミサ イル宇 宙 会 社 に

よ って 行 な わ れ た。

こ の 研究 に よ り提 案 され た システ ムは,第1は 現 在離 れ 離 れ に な

ってい る情 報 処 理 用 コ ン ピュー タ ・セ ン ター の連 合体 をつ くる こ と,

第2は それぞ れ の セ ン ターがte互 い の 間 で情 報 交 換 を行 なえ.る よ う

な 情報 中 枢 を 設け る こ とで ある。 情 報 中枢 は 各 ス ソ タ ーを 結 び つけ

て1青報交 換 を 自動的 に行 な うため の コ ン ピ ュー タを基 礎 とす る コ ミ

ュニ ケ ー シ ョン ・シ ステ ムで あ る。 こ の情 報 中枢 は どの 末 端局 か ら

の 要 求 に も応 じ,ど こ に情報 が あ るか を さが し,ど の セ ン タ ーか ら

も情報 を と り出 し,そ れ を 要求 の あ った局 に中 継 す る。 こ の カ リホ

ル ニア州 の 情報 コン トロ ール ・ シ ステ ムは1980年 に完 成 の 予定 で

ある。

このsystemの 利 点は 次の4点 に要 約で き る。

1)福 祉 行 政 を考 え.る場 合,人 口動 態,都 市 と農村 の人 口の 動 きが

わか って も,具 体的 に どの よ うに 実施 す べ きか を決 める こ とは非

常 に むつ か しか っ たが,こ れ に 関連 情報 が 入 って くる た め に,容

易 に予 想 デ ータを 入 手 する こ とが で きる。

2)福 祉 金を支給す る場合,州 ま たは郡か ら支給 される場 合 と市か

ら支 給 され る場 合 が あ って大 変 複 雑 で あ った 。 ところ が,こ の シ
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ステ ムを 利 用 した結 果 州 直接 の 支払 が 可 能 に な り,そ の方 が効 果

的 で ある こ とが わ か った。

3)自 動 車 関 係 で は,今 ま で 自動 車 行政 局 とハ イ ウェ ー建 設 局 との

間 の情報 交換 が そ れ 程 活発 では な く,別 箇 の対策 を た てて い たが,

コ ン ピ ュー タに よ って すべ て の 情報 が 一 か所 に集 ま って くるの で,

自動 車 行 政局 は こ の シ ステ ム を通 じて 自動 車 台数 の 増加傾 向 を ハ

イ ウ ェ イ局 に知 らせ る こ とが で き,そ の 建 設 プ ランに大 きな利 益

を もた らす。

4)都 市 計 画 と くに ス ラム地 区 の 改善 に あた って は,こ の シ ステ ム

に よ って,そ の 地 区 の産業 状 況,人 口 動 態,経 済 状 況 に関 す る 総

合 的 なデ ー タが 入 手 で きる の で,将 来 の 町 づ く りは大 い に プラ ス

に な る。

② 地 方 行政 に おけ る デ ー タ ・バ ン クの 位置

ア メ リ カの地 方 公 共 団体 は,必 要 な社 会 経 済 指 標 を対 象 と した デ

ー タ ・バ ン クを整 備 してい る が ,そ れが必 ず し も全 米 的 な傾 向 でな

ない 。 何 故 な れ ばそ こ には多 額 の 予算 を 必 要 とす る か らで あ る。 そ

の様 な 難 点 か ら連 邦政 府 自 らそ のデ ー タ ・バ ン クの育 成 を め ざ して

い る が,や は り地 方 そ れぞ れ の細 か い要 求 に 答 え.られ ない 。

地 方 公 共 団 体は 今 ま で各 部局 で もって デ ー タ処理 を し,そ れぞ れ

の フ ァ イル を持 ってい た もの か,デ ー タ ・サ ー ビス部 とい った 独立

の部 局が 設 立 され て セ ン トライズ さ れた形 で行 な って い る。 この例

が ロセ ソゼル ス市 役 所 にみ る こ とが で き る。 ア メ リカの 地 方行政 は

デ ー タ ・バ ン ク とい うもの を 媒 介 と して 再 編 成 が 行 なわ れ 始 めて い

る。

-3一



次 に問 題 に な るこ とは,デ ー タ ・バ ン クを通 じて の広 域 行 政 圏設

置 の問題 で あ る。 都 市 化 の進 展 に ともない,一 つの 大 都 市 のま わ り

にい く つか の 衛 星 都 市 が 出現 してい る。 今 ま で の よ うな市 の レ ベル

の 地方 行 政 は,行 政 境 界 の枠 を こえ た行政 計 画 を 必 要 と してい る。

ある地 域 に対 す る長 期 計画 に 必要 な デ ー タ ・パ ン クは,必 然 的 に

広 範囲 な情報 を 対 象 とす る。 過 去 の行 政 区分 に と らわれ て い た の で

は,こ の 仕 事 の 発 展 の 可 能性 は ない。 デ ー タ ・バ ン クの発 展 は行 政

区 分 の枠 を 破 りつ つ ある 。

■

2.開 銀に お け る情 報処 理 シ ステ ム

開 銀が現 在 使 用 してい る コン ピュー タはFACOM230-50お よび

FACOM230-30各1機 で,適 用分 野 は大 別 して,① 日常業 務,② 経

営 分析,③ 調 査企 画,の3業 務 に分 け られ る。作業 の性 格 とい う面 か

らみ れば,① デ ー タの 収 録,② デ ー タを 利 用 して の定 期的 計 表作 成,

随時 抽 出,③ 経 営 科 学 手 法 の 活 用,の3つ に分 け る こ と もで き る。

(1)日 常業 務

本 行 融 資先 の 取引 状 況 に 関 す るデ ー タを収 録,集 中 管 理 して,そ れ

れ を も とに各種 業 務 資料 を作 成,提 供 す る もの で あ る。 この 面で の

機 械化 は す でにPCS時 代 か ら行 な'bれ てい た が,コ ン ピ ュー タに

よ って さ らに 体 系化 が進 ん だ。 そ の ほ か に,各 職 員の給 与,経 歴 に

関する デ ー タ も収 録 し,人 事 資料,異 動 資 料 を作 成 して い る。

{2}経 営 分 析

財 務 諸 表 デ ー タは企 業別 情 報 の基 本 的 な もので,利 用範 囲 が広 く,

原 資 料の 収 集,体 系 化 も比 較的 容 易 で ある。 昭 和39年 か ら コン ピ
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ユー タ収 録 に着 手 し,有 価証 券 報 告 書 ベ ー ス に よる上場 会社 の デ ー

タ蓄 積 は,す でに第1部,第2部 の 大半 を完 了 し,速 報性 に は乏 し

い が・ デ ー タの豊 富 性,信 頼 性 に お いて す ぐれ て い る こ とか ら,行

内 では 最 も広 く利 用 され て い る。

企 業 の 経 営 計 画 や融 資 対 象 プ ロジ ェ ク トを 長 期 にわ た って綿 密 に

検討 す る た め,計 算 方 式 や 因果 関係 を体 系化 して,外 生値 さえ.与 え

れ ば,移 通bで も計 算 比 較 で きる よ う,現 在,長 期 計画検 討 用6種,

個別 プ ロジ ェ ク ト4種 の プ ロ グ ラムが あb,貸 付,審 査 等 の際 に利

用 され て い る。

{3}調 査 計画

ア ン ケ ー ト方 式 に よる調 査 を3種 類,(イ)設 備 投 資計画 調査,〈n)±fU

域 別 設 備 投 資計 画 な らび に融 資 期待 額 調査,← →工場 分 散調 査 を行 な

い,そ の集 計 作 業 を コ ン ピュー タで処 理 してい る。 経済 産業 統計 の

うち,主 要 な ものを 長 期 間 に わ た って組 織 的 体 系的 に蓄積 し,こ れ

を 分 析 の 必要 に 応 じて 機動 的 に抽 出加 工 で きる よ うに してい る。 現

在,主 要 経 済 統 計 と して,国 民所 得統 計,法 人 企 業 統計,産 業設 備

資 金 統 計 を 収 録 して い るが,こ れ らは情 報 交 換 の形 で イン プッ ト ・

デ ー タ シ ー トを 直接 所 管省 庁 か ら入 手 して い る。 そ のほか に,地 域

経 済 統計,企 業 別 業 界統 計 も収 録 して い る 。

(4}KEMPF

開銀 は,39年 度末 機 種 決 定 後 直 ちに 富 士通 との協 力 の もとに,

「汎 用 的 プ ログ ラム ・シス テ ム」 の開 発 に 着 手 し,41年7月 導 入

時 ま で に 当初 考 えて い た シス テ ム の大 半 を 完 成 し,こ れ をKEMPF

と名 づ け た。KEMPFは 計量,モ デ ル分 析,OR手 法,多 変 量 解 析,

-5一



統 計 解 析 のほ か に デ ータ の収 録,抽 出,加 工 機 能 を もふ くむ。

(5}デ ータ ・パ ン ク利用上 の問 題 点

開 銀 が業 務 遂 行 上 取 扱 う多 種 多様 の 情 報 の ほ とん どは 外 部 か らの

入手 に依 存 して い る。 しか も,政 府 の政 策 金融 機 関 とい う性 格 上,

経 済 社 会 の変 化 に即 応 し た機 動 的,有 機 的 な 情 報処 理 活 動 が要 求 さ

れ る。 この よ うな立 場 か ら コン ピ ュー タ ・ ンステ ム と情報 活 動 には

次 の よ うな問 題 点 が あ る。

1)情 報の 利 用 側,提 供側 の ギ ャ ッ プとそ の 調整

人 間 の扱 う情 報 は,そ の選 択 が 個別 的 で あ り,し か もニ ー ズは

時 と と もに変 化 す る。 提 供 側 の悩 みは こ うい っ た選 択 の個別 性 と

ニ ーズ の変 化 に 適 確 に対 処 で きる か,ま た 利届 者 の不 時 の要請 に

い つ で も応 じ得 る だけ の 大 量 の デ ー タを常 にか か え こむ こ とが で

きるか とい うこ とで あ る。

こ の 問題 を 根 本 的 に解 決 す るに は,タ イム ・シェ ア リン グの実

現 に よ って コン ピ ュー タ と通信 回 線 の結 合 に よる情 報 処 理 の 迅速

化 にま つほ か は ない で あろ う。 次 善的 な解決 策 と して は,内 部的

には利 用者 と提 供 者 の接 近 を はか ク,対 外 的 には各 関係 機 関 相互

間 に情報 処 理 ネ ッ ト・ワ ー ク を設 け る こ とが考 え られ る。

2)組 織 上 の 問 題

利 用 側は 依 頼 者,提 供 側 は受 注 者 とい う よ うな形 で責 任 を 分担

す る の で な く,両 者 が サ ブ ・システ ム あ るい は コ ン ポネ ン トと し

て1つ の組 織 を 形 成 す る こ とが望 ま しい。 社 内的 には固 定 した部

を撤 廃 して機 能別 集 団 と し,プ ロジ ェ ク トご とに各集 団 か ら参 加

す る チ ーム を編 成 す れ ば,情 報 処 理 がス ム ー ズに 生か され るで あ

一6-一

命

●

●



●

6

ろ う。

3)外 部 関係 機 関へ の要 望

行 政 機 関 の作 成 す る統 計 は,戦 後 の統 計 整 備 の 必 要 性 の 認識 を

基 調 と して 発 展 して きた もので,20年 以 上 経 った現 在 で は 指 定

統 計 の体 系 を抜 本 的,飛 躍 的 に改 善,整 備 す る こ とが 望ま しい。

と くに,生 産 力重 視 の 観 点か ら,農 林,鉱 工 業,運 輸,労 働 力等

の関 係 統 計 が不 必 要 に膨 大化 してい る反 面,社 会 変 動 に 関す る統

計 が著 し く立 ち遅 れ て い る こ とは問 題 で ある。

民 間機 関 では,設 備 投 資 ア ンケ ー ト調査 や 財 務 情報 な どの供 給

面 で重 複 の面 が 見 られ る。全 体 と して 効率 的 合 理 的 なデ ー タ ・バ

ン 多利 用 シス テ ム の開 発 が 望 ま れ る。 デ ー タ ・バ ン クの開 発,利

用 は,特 色 を も った 専 門機 関 が 多元 的 に 存在 し,相 互 間 で情 報交

換 可 能 とい うネ ッ トワ ワ ー ク構 造 を 前提 と して進 め られ る こ とが

望 ま しい。

崎

3.電 力業 に お け る情 報 処 理 シ ステ ム

田 電力 産業 の 情報 ニ ーズ

電気 エ ネ ル ギ ーは 光 速 に近 い早 さで 流 通 し,ま た 生産 即 消費 で あ

り,在 庫 が 実 質的 に零 で あ る。 地域 独 占 の形 態 を と り広大 な面 積 に

供給 しなけ れ ば な らな い の で,普 通 の企 業 とは異 な った 情報 を必要

とす る。

生産 ・流通 を 管理 す る 情 報 は,そ の速 さ の点 で次 の3つ の シス テ

ム に分 類 さ れ る。

'1)高 速 管 理
シス テ ム
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落 雷 の よ うな不 測 の事 故 を迅 速 に 除 去す る た め に使 わ れ る。 関

西電 力 で は,事 故 の発 見 お よび 必 要 箇所 へ の伝 達速 度 は約50分

の1秒 か ら50分 の20秒,そ して 受け た 情 報 に もとついて実 際 に

電 気 を 切 る 早 さは50分 の20秒 か ら1秒 の 間 で実 施 しなけ れば な

らない。

2)中 速 管理 シス テ ム

高 速 管理 シス テ ム で 除去 で きな か った 事 故 を 処 理す る た め に,

2秒 か ら数 分 の間 で情 報処 理 が行 な われ る。 この シス テ ムは 現在

もっ と も遅 れ てい る。 電 話 で は遅 す ぎ る し,所 要 情報 ル ー トが 複

雑 で利 用度 も低い か らで あ る。1965年 の=ユ ー ヨ ー クの大 停電

は この中 速 管理 シ ステ ム の欠陥 に よって 生 じた。

3)低 速 管 理 シ ステ ム

発 電機 の 出 力 コ ン トロ ール,系 統 の 切替 え 等,数 分か ら十 数 分

の速 さで 処 理 すれ ば よい 情報 に つい ては 現在 電 話 で処 理 され てい

る。 しか し,最 近 では この部門 に も コ ン ピ ュー タ の進 出 が 目立 ち,

近 い 将 来 に は完 全 に コン ピ ュー タ ライ ズ され てい く可能 性 があ る。

経 理,資 材,労 務 関 係 の情 報は一 般 産 業 と類 似 してい るが,販

売 に必 要 な情 報 は,需 要 家数 が 多 く,広 く分 布 し,し か も変 動 す

る とい う点 で,デ ー タ処理 お よび業 務 管 理 上特 殊 な問 題 を持 って

い る。 ま た,電 力 設備 を つ くる の には 約5年 か か る ので,5年 後

の 設 備 計 画,収 支 予 測 等 の 情報 が 要請 され る。 した が って,10

年 とか20年 とか の非 常 に長 期 の シ ミ ュ レー シ ョン 分析 が必 要 に な

な る。 こ の場 合,情 報速 度 よ りも内容 の深 さ が重 要 に な る。

一般 情報 ネ ッ トワー ク とのアナ ロ ジ ーで
,流 通 系統 は 従来 信 頼
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度 を高 め る た め,コ ス トの 許 す か ぎ りmeshが 選択 さ れ て きたが,

最 近 系統 の 簡 明 さ,大 規模 事 故(た とえ ば ニ ュー ヨーク大 停 電)

の復 旧 の早 さ等 か らTreeシ ス テ ムが再 認識 され つ つ あ る。

② 関 西電 力 の 情報処 理 シ ステ ム

関 西電 力 は,1967年7月 に,IBMシ ズテ ム360の モデ ル40

と50を コン バ イ ン した形 で導 入 してい る。ELD運 用 は,実 際 に は

IBM360/50で 主 な計算 を やb,そ の結 果 をIBM1205に よ っ

て1200ボ ーの通 信 回線 で10㎞ ぐらい離 れ た本社 へ送 る。 本社 で

はHITAC8300が そ の 情報 を受 け・ 必要 な箇 所 ,た とえ ば 発電

所 にか な り低 速 で指 令 を発 す る。 必要 な イン フ ォー メー シ ョンは テ

レ メー タで本社 へ 集 めてHITACが 整 理 し,IBMに 廻す とい うデ

ー タ ・シ ス テム で あ る。

お も しろい 使 い方 と して は,オ ン ライン ・イ ン ク ワ イア リー が か

な り順 調 にい ってい る こ とで あ る。2㎞ か ら60㎞ 離 れ た9営 業 所

か らIBMlosoを 使 って 行 な ってい るが;1968年11月 か ら稼

動 して 対象軒 数 は 約200万 軒,毎 月2万 ない し3万 の イン ク ワ イ

ア リー が ある。

料 金認 定 の た め に,約550万 需 要 家を 対 象 に 過 去3ケ 月 の調 定

実 績 異 動事 項 等 を 含 む マ スタ ーテ ープを つ くり,検 針 票作 成,料 金

計 算,領 収 証作 成等 を行 な う。 この ぼ う大 な処 理 には1日27万 軒

の読 み と りが で き るOCRを 使 ってい るが,実 際 の デ ー タを送 る に

は トラ ッ ク輸 送 に よ ってい る。

MISに 関 す るテ ス ト・モデル と して,2,3の 構 想 を も って い る

が,小 規 模 の もの だ が実務 に役 立 つ もの で,と くに部課 長 は じめ 多
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くの入 が イン プ ッ トと情 報検 索 に参 加す る こ とに よ り,MISに 対

す る親密 度 が 深ま る ように したい 。 そ の構 想 に は 次 の よ うな もの が

あ る。

1)長 期 経 営 分 析 ファ イル

い くつか 持 って い る長 期 経営 分 析の シ ミ ュ レ ー シ ョン ・モデ ル

を 管理 す る フ ァイル をつ く りた い。 シ ミ ュ レー シ ョン ・モ デル は

計 算す る たび に 修 正 を 加え る の で,修 正 内容 を 管理 す る ファ イル

と,そ の上 に各 種 の初 期条 件,パ ラメ ー タ値,テ ー ブル値 な どの

シ ミ ュ レ ー シ ョン 条件 を 適 切 に管理 す る必 要 が あ る。 そ う して お

け ば,も しこ うい う条 件 で計 算 しろ とい うと き,そ の 条 件 だけ を

計 算 す る とい う シ ステ ムに な る。 そ れ か ら,シ ミ ュ レー ショ ンの

主 な計 算結 果 も フ ァイ ル して お きた い。

こ れ らの 構 成 は,デ ー タフ ァイル と して は3種 類 ぐらい の 内容

を持 つ もの で,そ れ がGISに よ って 管 理 され,イ ン ク ワ イア リ

ーは直 接GISか らき くこ とに なる
。

2)社 長 フ ァ イル

社 長 フ ァ イル は,社 長 ある い は重 役が何 を考 え,何 を希 望 して

い るか を 知 る こ とが 企 画業 務 で も っ と も重 要 では ない か とい う発

想法 に よ る もの で ある 。 即 ち,社 長 が 必要 とす る 情 報 を整 備 す る

フ ァ イル で な く,社 長 個 人を 追跡 す る フ ァイ ル で,そ れ に よ って

社 長 を補 佐 す る入 が,必 要 な情 報を 得 るた め の もの で ある。ま ず

欲 しい の は 社 長の 日程 に 関 する フ ァイル,即 ち社長 の 出席 す る会

議 社長 の訪 問 先,面 会 者 な どに関 する 情 報 で あ る。 つ ぎに 稟 議

書の 管 理 な ど もフ ァイ ルする 。 こ うい った フ ァ イル が で きて,社
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長 が そ れ に対 して 質 問を する と,そ の 質 問 事項 を フ ァ イル して お

け ば,2度 目の質 問 には何 とか 答 え られ る よ うな フ ァイル を整 備

す る こ とが 可 能 なは ず で あ る。 さ らに 経験 を つ めば,あ る程 度 社

長 の質 問 を予 測 し,必 要 な情 報 を 用意 す る こ と も可 能 に なろ う。

こ の種 の フ ァ イル が 成功 す る た め には,そ の ファ イル を活 用 した

い と思 う人 々 が同 時 に イン プ ッ ト者 と た り,適 切 で 有 効 な情報 を

イン プ ッ トす る よ う な シ ステ ム を 確立 す る こ とで あ る。

●

4.デ ー タのニー ズ と処 理 シ ス テ ム

ω 情 報 需 要 の 現 状 と情 報 の あ り方

産 業 界や 行政 機 関 に おい て は,現 在,有 機的 な管理 運 用 体 制 を 確

立 す る こ とが 急 がれ て お り,情 報 お よび 情報処 理 の果 す 役割 りは ま

すま す重 要 に な ってい る。 製 造業 の 分 野 に例 を とる と情報 需要 は 次

の よ う花型 に分 け られ る。

1)計 画 型 の情 報需 要

鉱 業,鉄 鋼,軽 合 金,石 油 精 製,紙 ・パル プ等 の大 規 模 な プ ラ

ン トを有 す る基 幹 産業 が こ の タ イ プであ る。 製品 の安 定 供 給 を 維

持 す る とい う社 会 的 責 任 が あ り,現 実 に も一 貫生 産 を 定 常 的 に 行

な うの で,各 種 経 済 モデ ル を 利 用 した 長 短期 の需要 予 測,設 備 ・

生産 計画 な どのた め内外 情 報 を 確 実 に 把握 す るこ とが 重要 で あ る。

2)工 程 管理 型 の 情報 需 要

化 成,石 油 化 学 等 プ ラン ト工業 の なか で も同一 原 料 か ら数 多 く

の 派 生品,誘 導品 を作 る産 業 の例 で あ る。 生産 管 理 面 の情報 と と

もに,販 売 面 の情 報 が重 視 され,現 況 を 適 確に知 る こ とに重 点 が
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お か れ,需 要 の変 化 に敏 感 で,ス ピー ド処 理 が行 なわれて い る
。

3)設 計管 理 型 の 情 報需 要

量機 械 ・ 造 船 な どの資 本 財 の 受 注 生産 を 行 な って い る産 業 がそ

の代 表例 で あ る。 販 売 関 係 の情 報 依 存 は 小 さ く
,販 売 契約 の前 に

行 な わ れ る設 計 と見積 り,ス ケ ジ ュー ル化 な どに 関 す る 情報処 理

が重 要 で ある。

4)販 売管理 型 の 情 報 需要

繊維 製 品,化 粧 品,医 薬 品,雑 貨 な どの非 耐 久 消費 財 生産 業 が

この型 で ある。 需 要 動向 把 握 の情 報 と して 販 売情 報 を 多 面的 に活

用 す る とと もに,各 種 の マ ー ケ ッ テ ィ ン グ ・リサ ーチ を積 極 的 に

行 な う。

5)混 合 型 の 情報 需 要

家 庭 電 気,自 動車 な ど耐久 消費 財 関 係 の産 業部 門 では,第1に

需要 との接 点,第2に 生 産管 理,第3に タ イム リー な計 画 の た め

に,以 一ヒあげ た4つ の タ イ プに,製 品 に 付 す る ア フ タ ーサ ー ビ ス

の た め の情 報 を含 ん だ広 範 な情 報 の組 み 合 わせ が 重視 され る。

情 報 は,こ れ か らは 経済 財 と して 扱 われ る こと が一 般 化す る必

要 があ る。 そ の なか で,公 共 財的 な情 報 の あ り方 につ い ては 次 の

2点 を考 え る必 要 が あ る。

1つ は 官 公庁 な ど で行 なわれ る固 有 業 務の事 務 作 業 が コン ピュ

ータ 処理 に 切 りか え られ る と き
,こ れ を 独 立完 結 的 な シ ステ ム に

止 め な い で,国 民全 般 が利 用 で きる よ うに しな け れば な ら ない。

コン ピ ュー タに よ り処理 さ れ た 情報 の価 値 は非 常 に 高 い もの に な

ろ う。 しか し,一 方 で は 指定 統 計 の 陳腐 化 が 目立 ち,情 報 の 二 一
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ズ の変 化 に充 分 対応 で きな い面 が増 え.て い る。 レヂ ス トレ ー シ ョ

ン の結 果 との相補 関 係 を も考 慮 して統 計 の改 善 と体 系化 が 必要 に

なる。

2つ は 情 報 需要 が 個 別完 結的 な もの は 少 な く,大 部分 の 情 報 が

他 の情 報 と有機 的 な つ な が りを持 つ 形 で利 用 され るか ら,加 工 分

析 は きわ めて 多 様 性 に とみ,多 次 元 の デ メソ シ ヨンを 持 つ こ とに

なる。 した が って,公 共 財 的 情 報 の提 供側 は,集 計 ・加 工 ・分 析

に 主 観 の押 しつ け 的 な制約 を し ない こ とが 望 ま しい。

② 情 報 処理 シ ス テ ム

さ きに述 べ た情 報 需 要 を 満 た す情 報 処理 機 能 は,企 業 にお い て,

MISと して 実 現 さ れ る。MISは 内 部構 造 と して,① オ ペ レー シ

ョナル ・シ ステム,② プ ラン ニ ン グ ・シ ステ ムに 対応 す る有 機 的 な

情報 処 理 機 能 を もつ 。 オ ペ レー シ ョナ ル ・シ ステ ムは,コ ン ピュー

タを 中心 とす る販 売 活 動,購 買 活 動 な どの定 型 的 な業 務 処理 を 中心

と した定 常的 な情 報 のサ ー キ ュレ ー シ ョン を形 成 す る。 この オ ペ レ

ー シ ョナル ・シ ステ ムは 戦 術的 な機 能 で あ る のに 対 して
,プ ラン ニ

ン グ ・シ ステ ム は戦 略 的機 能 を は た す。 即 ち ,オ ペ レー シ ョナル ・

シ ステ ムか ら供給 さ れ る情 報 お よび 社 内 外 の 関連 情報 を収 集 し,こ

れ らを総 合処 理 して 上 層 部 に提 供す る機 能 を もつ。

各 産 業 に おい てMISを 完 成 す るた めには,オ ベ レー シ ョナ ル ・

シズ テ ムが 不 可 欠 の前提 条 件 とな りつ つ あ る。 将来 は 各産 業 部 門 の

リン クには ネ ッ トワ ー ク ・セ ン タ ーが形 成 され る こ とに よ り,子 会

社 ・下請 け企 業 との リン クま た は 取 引 先 ・銀 行 ・事 業 団 体 との リン

クな どを通 じてMIS間 が 直接 的 に リン クさ れ,オ ペ レー シ ョナ ル
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な 情報 の流 通 が行 な わ れ る こ と に な ろ う。 これ らの ネ ッ ト・ワ ーク

の形 成 につ い て は,政 府 が産 業政 策,社 会 開 発,国 土 計 画 な どの 問

題 にお け るNISの1機 能 と して 大 規模 に検 討 して い く必要 が ある。

ほ}情 報 ネ ッ トワ ーク

シ
.ズテ ム 相互 間 の有機 性 を保 つ た めに は・ 高密 度 の情 報 ネ ッ トワ

ー ク機 能が 要 求 され る が ,オ ーガ ニ ゼ ーシ ョン 間に 流通 してい る情

報 は,個 別 の 情報 シ ステ ムの必 要 に応 じて 選 択 され,自 然 発生 的 に

組 み合 わ さ れ,そ れ が 発 展 して 社 会 全 体を お お うNISに な って ゆ

く もの で あ る。 こ の情 報 流通機 能 は集 中的 ・集 働 勺な トリー 構造 に

よb供 給 条 件 を先 導 的1(進 め よ う とす る もの で な く,問 題 別 に ど こ

で もがそ れ ぞ れ 自 由 に中心 に な るこ とが で き る よ うに,個 々 の情報

処理 システ ム間 を多 重 的 に結 合 可 能 にす る性 格 を持 つネ ッ ト・ワ ー

ク を 考 え る 必 要 が ある。

●

5.デ ー タバ ン ク のシ ステ ム 構成 に お け る技 術 的 諸 問題

田 情報 の 流通 機 構 を 担 う もの と して の デー タ ・バ ン ク

デ ー タ ・バ ンク を位 置 づ け るた めに,コ ミュニ ケ ー ショ ンを さま

ざま な角度 か ら捕 え て み る。先 ず 通 信 技術 が発 生 した 頃 の 古典的 通

信 モ デ ルを 描 き,そ れ を一 つ一 つ否 定 して い くこ と に よ って,問 題

を 展開 させ よ う と思 う。

古典 的 通 信 モデ ルは4つ に特 徴 づ け る こ とが で き る。 第1は 信 号

は発 信 か ら受 信 へ伝 送 され る。 第2は 発信 と受信 の聞 には 明 確 な対

応 が ある 。 第3は 発 信 指 向的 で あ る。 第4は そ の発 信 指向 的 で ある

こ とを 技 術 と して考 え.る と,発 信 信 号 が忠 実 に受 信者 に 届 け る とい
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う通 信 技 術 の 「忠 実 性 」 の課 題 で あ る。

しか し,あ る 程度 忠実性 が確保 され る と,忠 実性以 外 に 「経 済 性」

が要 求 され る。 エ コ ノ ミ カル に通 信 容 量 を利 用 す るた めには,受 信

者 側で 何 の 情 報 を 必 要 とす るか の情 報 を もと に して,発 信 す る もの

を制 限 し,送 信 す べ き もの を 選択 す る。 即 ち,発 信 指 向 的を 否定 す

る こ とに よ り,受 信 指向 的 な通 信 モ'デル が得 られ る こ とがデ ー タ圧

縮 技術 で ある。

つ ぎに,発 受 信 の 対応 が 明 確で ある こ とを 否定 して,ラ ンダ ム で

あ る と考 え る。 即 ち,一 方 では 何時,何 処 で,誰 が何 を発 信す る か

わ か ら ない ソ ース が あ り,他 方 では 何 時,何 処 で.誰 が 何 を要 求 す

るか わ か らな い ユ ー ザ が あ る とい う通 信 モ デル が得 られ る。 こ の よ

うな ソー ス と ユ ー ザ ー間 の コ ミュ ニ ケー シ ョン に対 して は,商 品 の

サ プ ライ ヤ ー とユ ー ザ ー間 の 流通機 構 ヵ非 常 に ア ナ ロジ カル に適 用

で きる。 サ プ ラ イヤ ー の生 産 した商 品 は,先 ず 集荷 され ス トック と

い う形 で商 品 棚 か 倉庫 に フ ァ イル され る。 これ を よ り よ く流通 させ

るた め の 流通 情 報 が,値 段 とか広 告 とい う形 で造 られ て 流れ てい く。

一 方 ,ユ ー ザ ー の方 は 自分 が何 をほ しい か の需 要 分 析 を行 ない,流

れて きた流 通 情 報 と合 わせ マ ッチ した と き購 入 を決 定 す る。 こ れ と

同 じよ うに 情 報 流通 の プ ロセ スを考 え.る と,流 通 の た めの 見 出 し情

報 フ ァ イル(2次 情 報)と,需 要を 表 現 した見 出 し情 報(検 索 指令)

を マ ッチ ン グ させ る プ ロセ スと,そ れ に よ って ス トック ・フ ァ イル

か らオ リ ジナ ル情 報(1次 情報)を と り出 す プ ロセ スが,狭 い意床

で1.Rと かデ ー タ ・バ ン ク と呼 ばれ る もの で あ る。 した が って,デ

ー タ ・バ ン クは 本 質 的 に発 受 信 の 対応 が ラ ン ダ ム な系 に お け る情 報
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流通機 構 の な か で問 題 にな る もの で ある。

次に,古 典 的 通 信 モデ ルの な か の 「発 信 か ら受信 へ のみ 情 報 は 流

れ る」 とい う考 え 方 を 否 定 して み る。 そ うす る と,最 初 に 生 れ る の

は2つ の 個 体 の 間 で 相 互 に コ ミュ ニケ ー シ ョンが行 なわ れ る モデ ル

で ある。 即 ち,2つ の 個 体 の 間 には2通 路 の 流通 シ ステ ム が 介在 す

る。 こ の2つ の 個 体 を そ れぞ れ ブ ラッ ク ・ボ ック ス と考 え る と,そ

の ブ ラ ック ・ボ ッ タ スは 入 力 された 情報 が 内容 を変 換 され て 出 力す

る。 即 ち・ 内容 変 換 を伴 な う通 信 モ デ ル が得 られ る。 この 内容 変 換

の システ ムの なか で,{1}記 憶 ファ イル の 構 成,② 入 力 メ ッセ ー ジの

なか の必 要 部 分 の と り出 し,(3}入 力 メッセ ー ジ との相 関 で配 慮 フ ァ

イルの なか か らの 関 係 部 分 の とり出 し,の 部 分 が デ ータ ・バ ン クの

果 す役 割 りに な る。

最 後 に・2個 体 に限定 す る考 え方を 否 定 す る と,多 くの 個 体 が そ

の持 つ 内容 変 換 機 能 を,相 互 の コ ミ ュ ニケ ー シ ョン で結 ぶ とい う通

信 モ デル が得 られ る。 こ れ は 異 質 な機 能 を持 つ 成 分 が全 体 と して1

つ の働 きを持 つ とい う 「シ ステ ム 」 を コ ミ ュニ ケ ー シ ョン ・サ イ ド

か らみ た もの で あ る。 この 中 で は,フ ァ イル ・フ ァ イル ・コ ミュ ニ

ケー シ ョン と相 互 の コン トロ ール が 問題 とな り,ネ ッ ト ・ワ ーク 型

組 織 論 を 必 要 と す る。

(2)情 報 の秩 序 化 と検索 の技 術

伝統 的 な 古い 通 信 モ デ ルを 否 定 した受 信 者 指向 的 な流 通 シ ステ ム

を考 え た場合,そ の 目的 は,ω 情報 を 必 要 とす る人 が,{2}必 要 と し

た時 に,ほ}必 要 と した ものだ け を,(4)望 む媒 体 で,⑤ 望 む コ ス トで,

(6}最少 ¢)労力 で,〔7)必 ず 手 に入 れ る こ とが で きる とい うこ とに な る。
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こ れ らの 問題 を考 え る 流通 シ ステ ムは,ま だ シ ステ ム ・デ ザ イン が

で きる ところ ま でい って い ない のが現 状 で あ る。 これ らの ク ラ イテ

リオン を 全 体 と して ど う評価 す るか,ど の 部 分 を どの よ うに ウエ イ

トづけ るか な どに よ り,全 体 の 流通 効率 を 測定 しなけ れ ば な らな い。

この流 通 効率 の 問題 は 情報 の 価値 と本 質的 にか らみ 合 って い る。 こ

の よ うな シ ステ ム の なか で使 わ れて い る 技術 は,経 験 を主 と した ド

キ ュ メン テ ー シ ョン で あ って,テ クノ ロジ ーの段 階 にま で達 して い

るの は非 常 に少 ない 。

情 報 の秩 序 づ け と検 索 の技 術 は,従 来 の通 信 と情報 処 理 とを結 び

つ け る もの で あ り,こ れ が ネ ッ ト ・ワ ー ク理 論 と結 び つ いて ,情 報

流 通問 題 を支 え る理 論基 礎 を 与え る もので あ る。 コン ピュ ー タが わ

れ わ れ の 対話 の相 手 とな る に及 ん で,そ の 解 明 の手 が か りをい くつ

か つ かみ 得 た 。 しか し問 題 の核 心 は は るか遠 くにま だ 姿 も見せ て い

ない。

ρ

6

/

6.情 報の 価 格 形 成

情報 の市 場 分 析,と くに 情 報 の価 格 形 成 を め ぐる諸 問題 を基 礎 的 な

点 か ら考 察 す る。

田 情報 市 場 の 問 題 点

情報 の市 場 が形 成 され る上 で障 害 とな る点 と して は 次 の よ うな も

の が考 え、られ る。

1)情 報 は,い った ん 生 産 され る とご く僅 か の費 用 で再 生 産 で き る。

た とえ ば,コ ン ピ ュー タの プ ログ ラム は カー ドを デ ュ プ ロす れ ば

よい。 この よ うな見 方 は,特 許 な どで よ って 専有 制 が 確立 しな い
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か ぎ り市場 が成 立 しに くい。

2)多 くの 情 報 は公 共財 的 な性 格 を もち,排 除 原 則 が適 用 さ れ ない。

しか し,公 共 財的 な情 報 の場 合 に もそ の 刀口入 者 に だけ 情 報を提 供

す る とい う場 合 の よ うに,準 公共 部門 と して ク ラ ブ財 的 に とり扱

わ れ る場 合 が あ る。 この場 合 には固 定 料 金 と比 例 料 金 の2部 料 金

制 が 用 い られ る場 合 が多 い。

3)特 定 の使 用 者 にだ け しか効 用 の ない 情 報 の場合 に は,市 場 はい

わ ば無 数 に 成 立 す る。

{2}情 報 の差別 価 格

専 門 の 情報 生 産 者 が 多 くの 需要 者 に 情 報 を 販 売 す る場合 の価 格 形

成 の型 は,一 般 的 な差 別価 格 となる。 す なわ ち,需 要 者 の 限 界評 価

価 値 に も とつ い て 需 要 者 毎 に別 個 の価格 が決 め られ る こ とに なる。

一 般 の 私 的 財 の場合 に は ,再 販 売 が可 能 なた め に この よ うな差 別 価

格 は販売 者 が独 占 力 を持 って い る場合 以 外 に は 成 立 しない が,情 報

の場合 には 再 販 売 とい うこ とは意 未 を持 た ない か ら,競 争 市 場 に お'

い て も需 要 著聞 の差 別 価 格 が で きる 。 もし,各 需 要老 の情 報 に対す

る限界評 価 関数 が か な り 明 白 な かた ちで 把 握 され て い る とす る な ら

ば,情 報 の 価 格 は,そ の 限 界評 価 曲 線 よ りい く ぶん 低 い と こ ろ に定

め られ るで あ ろ う。

つ ぎに,供 給 側 の 事 情 を考 えてみ よ う。 た とえ ば,IBMが コン

ピ ュー タの プ ロ グ ラム を販 売 す る場合,IBMと しては 数 多 の プ ロ

グラマ ー と蓄 積 さ れ た ソ フ トウエ アを 経 営 資源 と して所 有 してい る。

これ らの資 源 は い ろ い ろ な用 途 に移 転 が 可能 で ある● 即 ちい ろい ろ

な 目的 に応 じた各 種 の プ ・グム ム を作 り うる よ うに,プ ログ ラ マー
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を編 成 す る こ とが で き る。 した が って,こ の よ うな企 業 が販 売 す る

もの は,あ らか じめ決 め られ た 製 品 で は な く,情 報 の生 産 能 力 で あ

る。

い ま ・ こ の企 業 は3つ の市場,即 ち第1の 市 場 は汎 用 プ ロ グ ラム,

第2は 需要 者 向 け の特 定 プ ロ グ ラム,第3は 基 礎 的 プ ログ ラ ムの 市

場 を 持 つ と仮 定 しよ う。 第1の 市 場 か ら手 を つ け,次 第 に 第2,第

3の 市 場 に侵 入 して い った もの と し,利 潤率 は この順 序 で高 く,し

た が って 第3の 市 場 が 限 界市 場 だ とす る。 この場 合,第3の 限 界 市

場 に お い て 限界 収 入=限 界費 用 の 均 等 が達成 さ れ る よ うに 生産 量 が

決ま る。 つ い で各 市 場 で も限 界 収 入 に等 し くな る よ うに 生産 量 が 決

め られ,こ れ と需 要 曲線 が交 わ る 点 に価格 が決 定 す る。 こ の よ うに

して,こ の企 業 は限 界費 用は 殆 ん ど変 らない プロ グ ラム を,そ れぞ

れ3つ の差 別 的 な価 格 で販 売 す る。 情報 烈よ う な生 産 物 に はそ の 多

角化 と需 要 者 間 の差 別 価格 とは 同 じ こ とに帰 着 す るわ け で あ る。

f

◆

Z情 報 の 価 値 と 価格 一 自由討 論一

デ ー タ ・バ ン ク に 関 す る 自由討 論 が行 な わ れ た が,お の つ か ら議 論

の集 中 した の は 情報 の 価値 と価格 の問 題 で あ った。

(1}デ ー タ ・バ ン クの 企 業化 は 意 外 と早 い 時 期 に 実現 され る と思 う。

そ して 情 報 あ るい は デ ー タが販 売提 供 され る よ うに な った 場 合,む

ろ ん 需給 の経 済 原 則 に よ ってそ の 価値 は変 動 す る と思 うが,そ の価

格 を どの よ うに決 め た らよい か が,こ れ か ら一 つ の大 き な問題 に な

る と思 う。

情 報 には 迅速 性 が要 求 され る が,こ れ を 裏 返せ ぱ時 と共 に情 報 の
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価 値 が下 が る とい うこ とで あ る。 しか しな が ら,そ の一 方 情 報の 価

値 は6年 目位 いま で は上昇 カ ー ブを た ど る。 そ こ で,上 昇 カー ブに

あ る間 の情 報 の 価格 を ど う決 めるか な ど,情 報 の 販 売佃1格を どの よ

うな基 準 で 決 め た らよい か とい う問 題 を提 起 した い 。

② 民 間機 関 が 情 報交 換 を行 な え.ば必 らず 情報 の価 格 を ど うす る か と

い う問題 が起 こ るで あ ろ う し,ま たそ れ以 前 の問 題 と して 情 報 の 価

値 とい うこ とが論 ぜ られね ば な らな い と思 う。

情報 とい うもの は,一 方 では 稀少 価 値が 高 い もの が価 値 が高 い と

い う性 質 を もって お り,個 別的 に接 近 すれ ば す る ほ ど一 般 的 で ない

情報 が 必 要 に な る。 とこ ろが そ の一 方 で は,そ れを オー プン に して

共 同 に 利 用す る場 合 には共 通 の 利用 価 値 と い う もの が必 要 に な って

くる。 情 報 に は この よう な相 矛 盾す る2つ の 側 面 が あ る よ う な気 が

す る。

流通 の 側面 で は あ くま で オ ー プン に して 広 く行 き 渡 る こ とが望 ま

しい の だが,も し生 産者 に 生産 者 利 潤み たい な もの が全 く認 め られ

ない な らば,創 造 的 な情 報を 作 ろ うと努 力 す る 人 が い な く な るおそ

れ があ る。 しか し,作 った 情報 を誰 に も渡 さ ない とな る と,新 しい

情 報 の よ り広 い利 用 に は障 害 に な る。 こ う した事 は,情 報 の価 値 に

ま つ わ る一 般 的 な問 題 だ と思 う。

財 務 情報 に して も,現 在 数 か所 で個別 的 に開 発 してい るが,作 る

側は 他 より も独 自性 を も ってい る こ とを主 張 す る し,利 用 者側 は な

るべ くフ リー に使 い た が る し,そ れ に生 の デ ー タそ の もの とい う 問

題 と,そ れ に付 加 価値 を 与 え る分析 手 法 の問 題 がか らん で くる。 価

格 の問 題 もこ の辺 の事 情 を考 慮 しない とす っ きり した 解決 に は な ら
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な レ、の では ない か と思 う。

政 府 が集 め て 供給 する デ ー タに して も,必 らず し も無 償 で な くて

も よい の で は ない か。 ユ ー ザーに 対 し代価 を とって もよい の では な

か ろ うか。 同様 に企 業 の 場合 は開 発費 を ど う扱 うべ きで あろ うか。

(3}現 段階 で価格 とか プ ラ イ シ ングを云 々す るの は時 期 尚早 だ とい う

気 が す る。 そ の 前に 先 ず一 般論 を展 開 すべ きで あ る。 私は デ ータ ・

バ ン ク の運営 の仕 方 と して ,外 国 の例 を も含 めて2つ に大 別 す る こ

とが で き る と思 う。

1つ は オ ー プン ・ システ ム とい う もの で,そ こでは プライ シン グ

の問 題 な ど考 え ず に,と にか く集 めた もの を 誰 にで もどん どん 只 で

提 供す る。 それ に対 し,ク ロー ズ ド・シ ステ ム で は何 か1つ のチ ェ

ック を お い て 自 由 に は出 さ ない で条 件 を つけ る。 そ して,そ の 条 件

の1形 態 が プラ イシ ン グ な ので あ る。 だか ら一 般 論 と して は ク ロ ー

ズ ド ・シ ステ ム の在 り方 とい う もの が,ど う成 立 するか とい った と

ころ か らつ めて行 く必要 が あ るの では なか ろ うか。

も ちろん,デ ー タの種 類 を区分 け して,こ の デー タにつ い て は民

間 とい え ど もオ ー プ ンにせ よ,こ れ か ら先 は 一 定 の条件 を つ け て も

よhと い う よ うな こ とは 出来 る と思 う。 け れ ど も元の デ ー タは1つ

で あ り,企 業 内 で作 られた デ ー タは 別 と して も,外 か ら入 った もの

をい く ら加 工 して も,そ れ に加 工 賃だ け を つ け て も難 しい問 題 が起

きる。 ク ロ ー ズ とオ ー プン の境 界 を どの よ うに区 分け する か とい う

の が 第1点 で あ り,こ れ を 確 決 した ら,ク ロー ズ ドの条 件 の 側面 と

して は じめて プ ラ イ シン グの問 題 が出 て くる の であ る。

ま た プ ラ イ シン グの問 題 に して も,保 有 と利 用 とが結 び つ いて い
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る他 の財 とは違 っ て,情 報 とい う財 は,特 定 の人 が利 用 した 後 もい

く らで も他 へ 流 勒 して 行 く。 したが って,普 通 の経 済学 の原理 に し

たが って の プ ライ シ ン グでは ち ょっ と難 しい ので は なか ろ うか。

具 体 的 な価 格 付 け を し よ うと して も,最 初 は 試 行錯 誤 でや ら ざ る

を 得 ない と思 う。 しか し,そ れ は相 当 変 動 す る と思 うし,し か も一

方 には オ ー プンの ものが あ る と なる とそ の動 きは 予 想 もつ か な い。

プ ラ イシン グ の問 題 一 つ を 取 り あげ て も私 は そ う早 く安定 した デ ー

タ ・バ ン ク企 業 が実 現 す る とは考 え ない。

(4}当 然価 値 が 議 論 され て か ら価 格 に入 るべ き で あb,稀 少価 値 が あ

る と きは価 格 は高 く なる で あ ろ う。

しか し,そ の価 値 が他 の財 と違 うか ら,買 っ て か らの機 密 保 護 が

問 題 に な る。Aか らBへ 売 る と きに は 当 然 そ うい う条 件 が つ く訳 で

あ り,現 に ス タン ダ ー ド ・プア社 は他 へ 転 売 し ない とい う条 件を つ

け て い る。

(5)戸 籍 謄本 や何 か の証 明 を貰 う時 と同様 に,政 府 の デ ータ ・バ ン ク

もコ ン ピュー タを動 かせ ば 経 費 がか か る の で ある か ら,当 然手 数 料

の よ う な もの を と って もよい と考 え る。

しか し,そ れ は コン ピュ ー タ経 費 で あ って,情 報 の価 値か ら生 ず

る価 格 では ない。 そ う した プ ラ ス ・アル フ ァの方 は考 え や す い と思

う。例 え ば政 府 統 計 に して も刊 行物 セ ン タ ーへ 行 け ば売 って くれ る

が,あ の値段 も統 計 情 報 の 価 格 では な く,媒 体の 価格 なの で あ る。

そ れ と同 様 に デ ー タ ・バ ン ク の場 合 も,加 工 費そ の ものは プ ラ スす

る こ と がで き るが,元 の情 報 の価格 とな る と理 論 的 には なか なか 解

決 は むつ か しい 。
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{6)価 値 の 問題 は需 要 者 が決 め る とい う感 じがす る。 同 じ公 共 財 で も

天 気予 報 な どは客 観 的 な財 な の で,仮 り に流 用 す る と して も比較 的

問題 な く,一 定 の 価格 な り あるい は 只 同 然 の もの と して 利 用 で き る

の では ない か。 もっ とも,ヒ マ ラ ヤ の山 に 登 る と きに利 用す る よ う

な,か な り地 理 的 な形 でサ ー ビスを して い る会社 も ある が。

そ うい う会 社 の場 合 に は,山 へ 登 る と きの天 気 が ど うか とい う問

題 で あ り,長 期間 の 時系 列 をみ て 相関 係 数 を計 算 す る な ど,相 当の

知識 と加 工 費 を要 す るか ら代 価 を と るの は 当然 で あ る。 一 方 テ レ ビ

の 天 気予 報 な どは,国 へ 税 金 を払 って み ん な が平 等に 貰 うの だ が,

そ の点 は は っ き り してい る ので は ない か。

(7)判 例 の デ ー タ ・バ ン ク に して も,外 国 の判 例 につ い て は 東大 に外

国 法文 献 セ ン タ ーが あり,行 って頼 め ば只 で教 え.て くれ る。 そ うい

う もの が一 方 に あ る と き,他 方 に 企 業化 され た もの がで きた と した

ら,ど うな るか問 題 で ある。

企 業 化 さ れ た場 合,地 方 にい て もサ ー ビス を受 け られ る とか,も

っ ときめ の 細 か い サ ー ビス が受 け られ る とい うの で結 構 利 用 者は い

る と思 う。

ア メ リ カで も判 例 デ ー タ ・バ ン クは企業 と して は難 しい そ うだ。

セ ン トラル ・コ ン ピ ュー タのフ ァイル能 力を 越 え るテ ン ポ で判例 が

増 え つ つ あ り,経 営 的 に非 常 に難 しい。 コソ ビュー チ ケ ッ トもア イ

デ ア が喧 伝 されて い る割合 に は うま く使 用 さ れ てい な い。 一方 で は

そ うい う もの を非 常 に欲 す るム ー ドが あ るに も拘 らず,経 営 的 に成

り立 た ない とい うの は,価 格 体 系 とは別 に 問題 があ る よ うな気 が す

る。 コン ピ ュー タの 容 量,通 信 回 線 あ るい は利 用者 の増 加 で将 来解
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消す る問 題か も知 れ ぬ が。

{8}情 報 の値段 に ついて 具 体 的 に研究 してい るか,公 共 デ ー タ ・バ ン

クの 場合 で も,検 索 方 法 に特 別 な 注文 が つい た場 合 は,政 府 刊 行 物

が 内容 に つい て は 金 を と らぬか 印 刷 に つい て金 を とる の と同様 に,

オ ペ レ ー シ ョナ ル な もの に つ い て,オ プシ ョンの 受 益 者負 担 の 形 で

費 用 を とるべ き で あろ う。

公共 財 と して の デ ー タを貰 い,自 分 の創 意工 夫で 加 工編 集 して 売

り 出そ うと してい る者 もあ るが,こ れは 内容 に顧 客 を惹 きつけ るよ

うな加工 を ほ ど こ して価 値 を 高 めてい る よい例 で あ り,こ れ だけ は

顧客 が 値 段 を 決 めて い る よ うな感 じがす る。

一 番 問題 なの は ,門 外 不 出 の 貴重 な情 報 が しま い 込 ま れ て しま う

こ とで ある。 これ は 国 家経 済 全 体 か らみ て マ イナ スで あ り,そ う し

た ものが取 引 き され るよ うに 価値 付 けを 考 え て行 か ね ば な らぬ。

Know-Howの よ うに取 引 き の 材料 に な る とい う通念 が 確 立 な れ れ

ば,そ の限 り で しま い 込 ま れ る こ とは ない な る で あろ う。 これ は 国

策 的 に考 える べ きで あろ う。

{9)日 本 の政府 統 計 は くわ しす ぎて,企 業 が外 国 企業 と交 渉 をす る場

合 に不 利 な立 場 に お か れ る とい う話 も ある。

日本 よ り詳 細 な国 も ある。 相 手の 国 が発 表 して い ない か らこ ち ら

も隠 す とい うの では な く,む しろ 相 手 に公 開 を迫 る と い う態度 を と

るべ き で あろ う。

企 業 に おい て は 一 波業 務 の 転換 とい うか,付 帯サ ー ビスと して 情

報 の蓄積 を行 な って お り,コ ス トに見合 うな らオ ー プンに して もよ

い とい うの か実 態 で あ る。 しか しもう一 歩 進 んで,い ま の まま でや
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って行 け る か ど うか は 問題 で ある と思 う。

一 般 業 務 を や って い る 中 に蓄積 され た のだか ら原 材 料 が只 で あ る

と考 え る のは 問 題 で ある。 デ ー タ ・フ ァイル に使 用 され た人 件 費 や

コン ピュ ー タ時 間 を全 部 計算 した と して も,そ れ だ け で は本 当 の コ

ス トとは 言 え ない。 前 期 ま での効 用 や,再 生産 価 値 な ど を加 え る と

随 分 高 い もの に な る と思 う。

企業 の 中 で オ リジ ナル に作 られた 資 料 は特 にそ うだ が,官 庁 統 計

に して も官 庁 毎 に地 方 の 人 件費 ま で 入れ て原 価計算 を して み る と,

み な単価 が 違 って来 る。 そ れ を全 て只 で提 供 して い るの だが,そ の

間 の差 を ど う して埋 め る か,そ して そ れ に再 生 産 の こ とま で考 え合

わせ る と非 常 に高 くつ く とい うこ と にな る。 そ う した もの を加 工費

は とる と して も,一 方 で は オ ー プン に して おいて,他 方 で は企 業 化

された もの が 出来 る とそ の間 の ギ ャ ッ プを ど うして 埋 め る かが 問 題

に なろ う。

{10)商 売 を 目的 と して デ ーーーータ ・バ ノ ク をは じめ た ら恐 ら くコ ス ト倒 れ

に な る。 しか も集 め た デ ー タ も古 くな れ ば どん どん捨 て た けれ ば な

らぬ か ら,1万 件 の 中 か ら検 索 す るの と80万 件 の 中 か ら検索 す る

の とで は価 値が 違 っ て くる 。1度 も検 索 され ず に捨 て られ る デ ータ

の コス トも計 算 に入 れ てい た らとて も商売 で き る よ うな価 格 で はデ

ー タを 売 る こ とは で きな くな る
。

そ れ で あ るか ら,日 常 の個有 業 務 が あ ってそ の処理 の 副産 物 と し

て デ ー タが蓄 積 され てい る。 そ して そ の デ ー タを どの よ うに評価 す

るか と い うよ うに機 能 の面 か ら整理 しない とデ ー タの価 格 は 出て こ

ない よ うに思 わ れ る。
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例 え.ば,有 価 証 券 報 告 書 は ク ロスセ ク シ ョンを調 べ る と きは 役 立

つ が,時 系列 で調 べ よ う と して も役 に立 た な い。 そ して 時系 列 に 直

す には 一 つ一 つ チ ェ ック して大 変 な努力 が要 るか,デ ータ ・バ ノ ク

業 と してそ ん な こ とを して い ては た ちま ち破産 して しま うで あろ う

し,ま た チ ェ ッ ク ・モ デ ル が 出来 てい るの で 観 点 が少 しで も違 え ば

役 に立 た ない とい う問 題 が あ る。

t

8.デ ー タ ・バン ク ・シ ンポ ジ ウ ムの ま とめ 一 総合 討 論 一

2日 間の 討 論 でた くさん の話 題 が 出さ れた か,そ の な か か ら,と く

に 今 後検討 を要 す る 問題 点 と して は,(1)情 報 憲 章,(2}情 報の 価 値 ・価

格 ・市 場,{3げ 一 夕 ・バ ノ ク の技 術的 理 論,の3つ の テ ー マ があ げ ら

れ る。 総合 討 論 では,(1)官 庁統 計,{2情 報 ネ ッ ト・ワ ー ク の問題 が と

くに とり あげ られ た。

田 情報 憲 章

情報 の 作 成,保 存,廃 棄 あ るい は ネ ッ ト・ワ ーク に よる交 換,公

開の 批 判 な ど に関 す る基 本 的 な社 会 道 徳及び 職 業 倫理 を 考 えた い と

い う提案 があ った 。

(2)情 報 の 価値,価 格,市 場

情報 市 場,情 報 の 価格 形 成 の問題 につ い ては,か な り活発 な 討論

が行 なわ れ た 。 情 報 の 価 値 につ い て は,経 済学 の立 場 か ら鋭 い 問題

提起 がな され た。 いず れ も非 常 にむつ か しく,ま た未 解決 の 分 野 で

あ り,今 後 の 研究 に ま つ べ き もの で あ る。

{3)デ ータ ・バ ノ クの 技術 的 理 論

デー タ ・パ ノ ク を考 え る に は,流 通問 題 か ら コミ ュ ニケ ー シ ョノ
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の背 後 ま での 情報 に 関 す る しっか り した技 術 的理 論 が 必 要 で あ る。

この問 題 に関連 して 科 学技 術 情報 の分 野 にお け る経験 に関 して 説 明

が あ った。

(4}官 庁 統計

αQ)官 庁 統 計 は,情 報 化 社会 へ の変 革 に 対す る適 応 が 不 十 分 な た め,

民 間 企 業 か らの 官庁 統 計 の あ り方 へ の要 望 と官庁 統計 の現 状 との

問 に は 大 きな ギ ャ ッ プが あ る。 歴 史 的 使 命 を終 えた 統 計 は廃 棄 し,

現 在 の 統計 を 合 理 化 し,必 要 な新 統 計 の積 極 的 な開 拓 を はか らね

ば な らない。

但① 統 計 は沢 山 あれ ば あ るほ ど よい とい うもの でな く,い らない も

の は 捨 て る とい う ス ク ラ ッ プ ・ア ノ ド・ ビル ド方 式 で つ く り直 す

必 要 があ るo

(130新 しい デ ー タに対tる 需要 と して は 国 土 開 発計 画,社 会 変動

の 実 態 を トレー ズで き る こ とが 要 請 され,生 活水 準 の把握,社 会

関発 に役 立つ よ うなPPBSの 評 価 をす るた め の デー タ等 々,パ

ブ リ ック ・フ ァク タ ーに つい て デ ー タの要 請 が 強い 。 今 ま で の よ

うなデ ー タの と り方 だ と大 変 な調 査 表 を つ く らね ば な らな い こ と

に な る。 オ ノ ・ラ ィノ的 に 生 の 情 報 を イノ プ ッ トで き る方 法 も考

え ね ばな らない段 階 に な りつ つ あ る。

⑩ 官庁 統計 の 発表 の し方 を み る と,各 省 の 行政 目的 の た め,あ ま

りに も着 物 を着せ す ぎて い る。 もっ と裸 の ま ま で デ ー タが 利 用 で

き る よ うにす べ きで あ る。

(50)官 庁 統計 は 速報 性 の要 望 に も応 じ られ る よ うに しなけ れ ば な ら

ない 。 国勢 調 査 の集 計 の と き,集 った調 査 票 の うちか らの抽 出率
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1%の 抽 出 標 本 に つい て集 計 す れ ば相 当早 くな る。 しか も,こ れ

が全 体 の 集 計 とほ とん ど変 らな い とい うこ とは 実証 され て い る。

こ の こ と か ら,敏 速 性 を問 題 にす る の な らば,国 勢 調 査 は は じめ

か ら百 分 の一,十 分 の一 の サノ プル 渠 計 で よい の で は ない か とい

う問題 が あ る。

(6Q)官 庁 統 計 の 訂正 を論 じる こ とは,官 庁 組織 の問 題 に まで さか の

ぼ る ことに なる。 縦割 りの機 構に 横 割 りの機 構 が もっ と活 用 さ れ

ねば な らな い。 さ らに,デ ー タが 自 由に 組み かえ.る こ とが で きて,

多 種 多 様 に 取扱 える よ うな 組織 を 別次 元 の発 想 で考 え 直 さ ねば な

らな い こ と に な るだ ろ う。

ag民 間企 業 は官 庁統 計 に 依存 して,そ の恩 恵を 受 け る こ とを考 え.

る だけ では いけ な い。 た と え.ぱ,電 力会社 は世 帯 数 の 移動 に つい

て,オ ペ レ ー シ ョ ナルな 過 程 の なか でそ の 情報 を作 成 して い るの

で あ るか ら,こ の 情 報 を と り入 れ る 民間 の デー タ ・バノ ク ・ネ ッ

トワ ーク を作 り,官 庁 統計 が これ に つ な が る こ と も考 え ね ば な ら

ない 。

(5}情 報 ネ ッ ト・ワー ク

理 想 的 なデ ー タ ・バノ ク は オノ ・ラ イノ の ネ ッ ト・ワ ークを 想定

してい るが,果 してそ れ を 必要 とす る ニ ー ズ が あるか,ド キ ュ メノ

ト ・ リ ト リバ ル程 度 の もの で あれ ば,オ ノー・ライノ に しな け れ ばな

らな い必 然性 はな く,バ ッ ヂで十 分 で あ る。 ネ ッ ト ・ワー クを 組 む

と きの障 害 と して,デ ー タの互 換 性 の ない こ とがあ げ られ る。 しか

も,年 数 が た て ばた つ程,蓄 積 され た も の の交 換 が むつ か し くな る。

政 府 のAIS間 の ネ ッ ト・ワ ークは 政 府 の デ ータ ・バ ノ ク の 機 能
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を 果 す こ と に な る。 政 府 の な か に,1つ の デ ー タ ・バ ノ ク が で き て

も うま くい か な い 。 互 い に パ ー トナ ー を 育 て る こ とに よ っ て は じめ

て 政 府 の デ ー タ ・バ ノ ク の 役 割 が 果 せ る。 政 府 のAISと 国 民 的 な

デ ー タ ・バ ノ ク とい う も の との 関 係 は ど うな る の か とい っ た 問 題 が

あ る。

ネ ッ ト ・ワ ー ク の 問 題 に は,ト リ ー 構 造 と ネ ッ ト ・ワ ー ク 構 造 の

選 択 が あ る 。 そ の 意 義 は 何 か,優 劣 可 否 に つ い て 討 論 が 行 な わ れ た 。

●

●
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第1章 地 方 行 政 に お け る デ ー タ ・ バ ン ク

ー 米 国 の 場 合 一

高 瀬 保

私 は8月 か ら9月 に か け,協 会 の御援 助をうけて1ヵ 月ほ ど米国に行 きま

した。ワシン トンお よびカリフォルニア 州 に お いて,ど うい う形 で シ ス テム が

社会 開 発 に生 か され てい るか を み て き た。

ア メ リカの 地方 行 政は 日 本 とは異 って,政 府 で はな くス テ ー トが 中心

に なっ て い る。 そ の上 ・日本 でい う県 ともち がっ て予 算そ の他 に 関 し て

相 当 の独 立性 を もっ て い る。 もっ と も,一 部 の州 で ,い わ ゆ る連 邦 政 府

か らの 援助金 を も らっ てい る が,原 則 的に各 地方や 州 は 財政 的 に 独 立 し

てお り ・独 自の 計 画 を もっ て 仕事 を してい る。 そ して州 の下 に は い わゆ

る郡 とい う日本 に は ない 地 方 行 政 機 関が あ る のであ る
。 さ らに アメ リカ

の 地方 行 政 を 複雑 化 して い る もの の 一 つに 市 とい う機 関 が あ る こ と も見

逃 がせ な い。 これ は,市 が州 の 一部 分 にな っ て い るに も拘 らず,機 能 的

には 州 と同等 の地 方 自治 機 関 で あ り,そ の意 味 で系 列 の関 係 に おか れ て

い る とい う こ とを さ す。 この へ んが ち よっ と 日本 とち がっ てい る ところ

で あ る。

また連 邦政 府 は'地 方 の そ れ ぞれ の政 府が 行 な う計 画 に 関 して 財 政 的 ,

技 術 的 援 助が 必要 だった り,仕 事 が 二 つ の州 に また がっ て い るよ うな 場

合 に,そ れ らに 関 与 し てい る ので あ る。 しか もそ の関係 は 日本 の 政 府 と

地 方 各県 ま たは 市 との関 係 よ りルー ズ で あ る といっ て も過 言 では な い
。

そ の よ うな前 提 の うえで,い わ ゆ る アメ リカの地 方行 政 に おけ る デ ータ

バ ン ク につ い て 少 し論 じて み た い
。

t社 会 開 発 の シス テム 的 ア プ ロー チ(社 会工 学)
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アメ リカでは こ こ4,5年 前 か らシ ス テ ム解 析 の 方 法を 利用 して社

会 開発 問 題に 総 合 的な ビ ジ ョンを 立 て られ な いか と い う意見 が出 てい

た の だカ㍉ と くに ア ポ ロ11号 の成功 を 機 と して,そ の シ ステ ム技 術

とい う もの を,い かに利 用 し よ うか とい う問題 が新 たに 起 こっ て きた。

(1)ア ポ ロ計画 の波 及効 果

↓f)航 空 宇 宙 産 業 に おい て

アメ リ カに着 い て す ぐ南 北 両 カ リフォ ル ニア地 区 の い くつ かの

航空 宇 宙 産業 を訪 ね て,そ この重 役 連 中 に,い っ たい アポ ロ計 画

とい うの は ど うい う波及 効果 かあ っ た のか とい うこ とを(い わ ゆ

る イ ンセ ンティ ブの 問題)聞 い てみ た。 以 前 日本で 通産 省 の大 型

プPジ ェ ク トが ど うい う波及 効=果が あ るか とい う こと を聞 い てい

たの で,そ うい う質 問 を した のだ が,大 多 数 の 航空 宇 宙産 業 の重

役 の 返事 は いわ ゆ る 「ノー 」 で あ り.私 を あぜ ん とさ せた。 しか

し,す ぐそ の あ とに 「バ ッ ト(し か し)」 とい う言 葉 が続 い て い

る。 これ は つ ま り,ロ ケ ッ ト本 体 い わゆ る金 物 に 関 しては 直接 民

間 に 利用 で き る よ うな波 及 効 果は ない が,長 い 目で見 た ら,い つ

かは そ うい う と きもあ る に ち がい な い。 ま た この アポ ロ計 画 を遂

行 させ た シ ステ ム解 析 の技 術,っ ま り10カ 年 計 画 は 人類 に とっ

て ほ と ん ど は じめ て の莫 大な 未 知の 要 素 をか か えた 宇 宙 問題 と取

り組 ん で 成 功 さ せて お り,そ の時 に 使 っ た シス テ ム の技 術 には大

きな波 及 効果 が あ る。 そ うい うこ とを 意 味 して い るの では な い か

と思 う。

(ロ)ナ シ ョナ ル ・サ イエ ンス ・フ ァイ ン デシ ヨン

ワシ ン トン で も同 じ よ うな質 問 を した とこ ろ,「 少 な くど も ア

ー32-一

司

◆



/

ゐ

ρ

/

バ
r

'rf"'

ポ ロ計 画は わ れわ れ に とっ て 一段 と多 くの影 響を 与 えてい る。 そ

れを 裏 付 ける 例 と しては,ワ シ ン トンに ナ シ ョナル ・サ イエ ンス・

フ ァイ ン ディ シ ヨン とい う全 米 科学 財 団 一 日本 の 学 術振 興会 に

類 す る 一 が あ り,ア メ リカの 各大 学 の基礎 研究 に援 助資 金 を 出

してい る。 」 と言 っ てい た。 具体 的 には 各 大 学,ま たそ こ の先 生

た ち が 個 人の 資格 で 目分 の 基 礎研 究 を 発展 さ せ たい とい う要 求 に

対 して,い わ ゆる プ ラ ン トとい う形 式 で 金 を出 した りして い るわ

け で あ る。 こ この年 間予 算は40億 ドル で,そ の うち コ ン ピュ ー

タ ・サ イエ ンス ・ディ ビ シ ヨン で出 す 金 は ハー ドウェ ア,ソ フ ト

ウェ アを 含 め て22億Fル,す な わ ち 半分 を こ こで 出 して い る こ

とに な る。 そ うい う独 立 した機 関 とい う ものは ナシ ョナ ル ・サ イ

エ ンス ・フ ァイ ンデ ィ シ ヨン以外 に は な く ,最 近 ア メ リカの コ ン

ピュ ー タ ・サ イ エ ン ス が急 速 に発 展 し て き たた めに アメ リカ議 会

の決 議 と要 請 によっ て そ うい うデ ィ ビ シ ヨンが で きた わ けで あ る。

この22億 ドルの 金 を使 っ て何 を す るか とい うと,各 大 学 に お

ける コ ン ピュ ータ の ハ ー ドウェ ア お よび,コ ン ピュ ー タ の利 用 技

術 の 問題,と くに 今 回は 利 用 技 術 の うち 企 業 また は行 政 に お け る

長 期 計画 に 関す る研 究 に相 当多額 の 金 が使 われ る とい うこと であ

っ た。 これ が アメ リカの発 展 の 一つ の要 素 になっ てい る もの で は

な い か と思 う。

←→ 都 市 問題

ワ シン トンの ホ ワ イ トハ ウスの 中 に,こ ん どの ニ ク ソ ン政 権 の

公 約 に も とず き,都 市 問題 の 解 決 を 目 ざ した 都 市 問題 委 員会 とい

うもの が あ る。 そ この 次長 の ヘ ス氏 は,「 ア ポ ・計 画の成 功を 一
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番 利 用 しな くて は い け ない のは 都市 問題 で はな かろ うか。 」 と言

って,さ らに 「公 害 と都 市 交 通 の 問題 ,都 市 化 現 象 に伴 う犯 罪 現

象 の問題 の三 つ の 問題 を わ れ わ れは 緊急 課題 に して い る。 我 々 は

それ を この シス テ ム的 な ア プ ロー チ で や ろ うと考 え,現 在NAS

Aで この シス テ ムの 専 門 家 た ち を われ わ れの委 員 会 にお く
って い

る。 」 とい うことを 言っ てい る。

た しか にヘ ス氏 の 都 下 には .昨 日まで ラン ドコー ポ レイ シ ョン

に いて シ ステ ム 問題 を 研究 して い た 人 とか ,一 昨 日 ま で ワシ ン ト

ン郊 外 の国 防分析 研 究 所 の シ ス テム ズ ・アナ リシ ス をや っ て い た

とか とい う人 々が た くさんい て ,い よい よ アメ リカ も本格 的 に こ

の 問題 に手を 出 した と い う印 象 を 受 け た
。

この よ うな バ ック グ ラン ドとい うか 背 景が あ るな かで ,現 在 ア

メ リカ の長 期計 画は 三 つ の分野 を 中心 に 行な わ れ て いる とい うの

が 現状 で は な いだ ろ うか。

(・二)0型{とL型.

さて ・ この よ うな 状 態 の 中で,い っ た いそ の シ ステ ム的 な ア プ

ローチ は ど うい うこ とを 示 して い るか とい うと
,非 常 に お もし ろ

い こ とに は,い まま で の 総合 開発 計画 が ,O型 で あっ た と い うこ

とで あ る。 つ ま り一 つ の 計 画 に は 起承 転 結 が あ るわ け だが ,閉 鎖

的 な プロ ジェ ク トを い くっ か つ くっ て い っ た うえで の 相 互 関係 が

あ ま り密 接 な もの に な っ て い な か っ た。 も う一 つ0型 の 特徴 は
,

5年 な い し10年 で社 会 開発 計 画が で きあ がっ た瞬 間 に おい て 陳

腐 化 す る ことが 非常 に多 かっ た こ とで あ る。 ま た も う一 つ例 を 出

す な ら,ロ サ ン ゼル ス の 場合,た くさ んの ハ イ ウエイ をつ くる こ
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とに よっ て都 市 問題 の 交 通 を改 善 した わ け で あ る。 その た め ロサ

ン ゼル ス の 市 内交 通 機 関 で あっ た電 車 を1959年 ご ろ に全 部廃

止 して し ま い,そ の結 果 例 の有 名な ロサ ンーゼル スの フ リー ウ エ イ

が でき,逆 に 自動 車 で いっぱ いに なっ て二 進 も三 進 もい か な くな

っ て し まっ た。 そ れで も う一度 電車 を っ くろ うと い うこ とに なっ

てい る のだ が これ は 総 合 的 な交 通 改 革の プ ランが なかっ た と い う

O型 の 典 型 的 な例 で あ る。

日本 で もそ の例 は あ り高速1号 線 で 羽 田 ま で い くの を横 浜 につ

な い だ結 果 低 速 線 にな っ て しまっ た とい うこ とが あげ られ る。

こ うい う こ とを 見 て くる と今 後 の社 会 開発 計 画はL型 で な け れ

ば な ら な い とい うこ とが 強 く思 わ れ る。

このL型 とい うのは ど うい うこ とか とい うと .政 府 が公 共 投資

とい うこ とでLと い う形 で2本 の柱 を つ くる。 そ の1本 の柱 は 道

路で あ るか も知れ な い し,ま た は下 水道 で あ るか も知 れ な い が ,

要 す る に 政府 が 公 共 投 資 の部 分 をや り.社 会 資 本 の 中にた くさ ん

の民 間 資本 を 導 入 す る。 そ うす る こ とに よっ て社 会 開 発は よ り容

易 にな るの では な いか とい う考 え方 で あ る。

す なわ ちL型 で は2本 の柱 を 中心 に して 扇型 に な る わ け で あ る。

そ の 部 分 は 空間 があ る。 従 っ て 一つ の 計画 で い くつ か のLと い う

もの を つ くっ て い けば,ど こか の空 間の 延 長 に お い てL型 が ぶ っ

か っ て い く。 同 時 にO型 で な い ためua-一 つ の 計 画が は じ まっ て技

術 革新 が行 な わ れ る と,古 い 部 分を こわ して そ のL型 を い くつ で

も発 展 させ る こ とが で きる。 この 考 え 方 が一番 新 しい社 会 開発 の

考 え方 では な か ろ うか。
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と くにL型 に す る場 合 に,長 期 の予 測性,ち や ん とし た計 画で

その 誤差 が な い よ うな ものを つ くらな い限 り危 い 橋 を 渡 る ことの

嫌 いな 民間 資本 の導 入 は で きな い。

休)社 会 開発 に お け る六 つ の 段階

そ の 結果,NASAの アポ ロ計 画の 一 部分 が い わ ゆ るPLRP

と い う形 で そ れ に利 用 され て い る。 この モ デ ル を社 会 開発 の一 つ

の方 法 に しょ うと い うのが アメ リカ連 邦 政 府 及 び 地 方 政 府 の 一 つ

の 一致 点 で あ る。

その 場合 モ デ ル の プ ロセ スに は六 つ あ り,第 一 段 階は 政 府 ま た

は地 方 団 体 が 長 期 計 画 を 実 施 す るに 当た って政 府,団 体 の も つ現

在 の力,た と え ぽ財 政 的 な 能 力 とか人 材 問題,ま た は ど うい う形

で 財 政 資金 が得 られ るの か とい う問 題 に っい て の現 状 把握 を ど う

す る か とい うことで あ る。

二 番 目 にはそ の 計画 を実 施 す るに 当 た っ ての 関 連 的 な社 会経 済

指標 を 評価 しなけ れ は い けな い とい う問 題 があ る。 た と えば あ る

州 に おい て総 合 的 な 住 宅 問題 を や る場 合,そ の州 の 今 後10年 間

に お け る産業 構造 の 動 向は ど うな るか とか,そ れ に 関 連す る国 民

所 得 の 形 に よっ て,ど うい う類 の人 間 がそ こに ふ え て くるだ ろ う

か とか い った 問 題 であ る。

第 三に,そ の よ うな 二 つ の 前提 の うえ では じめ て や り得 る目標

と い うもの が設 定 さ れ るの で は な いだ ろ うか とい うこ とが 言 え る。

次 に 問 題 に なる の は.そ の 目標達 成 の ため の方 法.つ ま り プ ロ

グ ラ ミン グの 問 題 で あ る。 すな わち その 場 合 に公共 投 資 と民間 投

資 の比 率 を ど うす る か とい う各 種の プ ログ ラ ミン グに っ い ての 問
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題 で あ る。

こ ういっ た こ とを 基 に して は じめて シス テム 的 な解 析 が で き,

い くつ かの代 替 案 を 出す こ とが で きる。 つ ま りイ ン プ ッ ト,ア ウ

トプ ッ トの 形 で 計 画の 代 替案 を い くつ か 考 え出 す こと が で きるわ

け であ る。 これ を 五 番 目 の プ ロセ ス として.最 後 に デ ン ジ ヨン メ

=カ ー,す な わち政 策 決 定者 が そ の 中か ら一 つ を選 ん で実 施 す る。

この よ うな形 式 がNASAで 開発 した モ デル で あ り,現 在 ア メ

リカで は これ を 一 つ の 基 本 と して行 なっ てい る。

そ の 一つ の バ リエ ー シ ョンに,た とえば 住 宅 問 題 とか,交 通 問

題 とか,工 場設 置 の 問題 とか い ろ'いろ あっ て,そ うい うモ デル は

約60有 余 あ る と いわ れ てい る。

以上NASAの 例 を ひ いて長 期 計 画を立 て る には一 番 目の現 状

分 析 と とも に二 番 目 に おけ る社 会 関係 ・)イン ディ ケ イ タ ー が 不 可

欠 で あ る ことを 述 べ て き たが,こ こで デー タバ ン クが問 題 に なっ

て くる ので ある。

2.長 期計 画 とデ ー タ ・バ ン ク

アメ リカには 民 間 デ ー タ バ ン クのサ ー ビス会 社 が い くっ か あ るが,

そ の発 足 の 過 程は 必 ず し も地 方 自治 団 体 な どを 対 象 に した もの で は な

かっ た。 同 時 に 連 邦政 府 にお い て も農 務 省 または 商 務省.運 輸 省 とか

の役 所 の 中 に デー タバ ン ク とい うもの が あ るが,そ れは 連 邦 的 な意 味

で の デー タバ ン ク であっ て 地方 の小 さな問 題 まで 目 の届 くよ うな デ ー

タバ ン クは まだ で きて い ない。 と くに地 方 目治 に お い ては,計 画 をす

る際 で さ え も デ ー タバ ン ク の 的 確な サ ー ビス を必 ず し も受 け られ な い

とい うこ とが,大 きな 悩 み に な って い る。
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(1)t964年 のカ ルフ ォ ル ニ アに お け る社 会開 発プ ロ ジ ェク ト

い まか ら6年 前 に カ リフ ォル ニ アで は じめ て社 会開 発 の プ ロジェ

ク トが行 な われ た。 「は じめ て」 とい っ た のは ,前 述 した よ うな シ

ス テム解 析 の 方 法 を 使 っ ての社 会 開 発 計 画 が 初 め て であっ た とい う

意味 で あっ て その 結 果,そ の実 現 に は 一 つ の 可 能性 が生 まれた 。

しか し.地 方 行 政 にお け る情 報処 理 の 問 題,犯 罪 防止 問題,公 害

問 題,交 通 問 題 の各 分 野 に つ い て実 験 した結 果,技 術 的 には 可 能 で

あ るが,実 施 す る段 階 で デ ー タ の集 積 を ど うし よ うか とい う問題 が

でて きた。 す なわ ち 長 期 計 画 の 中で一 番 大 きな 要 素は デー タを収 集

し,要 約 し,分 析 す る こ とで あ り,こ の前 提 な く しては 長 期計 画 を

立て る こ とは で きな い の だが,そ れ に必 要 な デ ータ バ ンク がな か っ

た とい う点 に おい て,64年 に 行 な わ れ た社 会 開発 の プ ロジェ ク ト

が一 種 の空 中楼 閣 に なっ て し まっ た。 この 実 験 は ます ます コ ン ピュ

ー タ 利用 の 技 術 が発 展 して
,そ の 技術 的 な 可 能性 の 範囲 が 広 がっ た

に もかか わ らず,そ れが な かな か実 施 で きな い とい う こ とを暴露 し

た 意 味 に お いて大 きな反省 の 材 料 をあ た えて くれた わ け であ る。

(2)PPBS方 式 の 採用

そ こで アメ リカ で は議 会 を 中心 に して デ ー タバ ン ク問 題 の公 聴会

を 開 き,ま た連i邦政 府 が 中心 に な っ て 完全 なPPBS方 式 を 採用 す

る こ とが ・デー タ バ ンク を設 立(実 施)す る た めの一 つ の 基本 的 な

考 え方 で は な いか とい うこ とが 言 われ て お り,実 際 に,1965年

には ジ ョン ソ ン前大 統 領 が マク ナ マ ラ方 式 の成 功 に よっ て全 連邦機

関 にPPBS方 式 を 採用 す る こ とを うたっ て メ モ を 出 して い る。実

際 には ベ トナ ム戦 争 の激烈 化 に伴 っ て遅 れ て い たわ け な の だが,ニ
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ク ソン政権 に なっ て か ら,二 つ の省 で緊 急 か つ急 速 にそ れ を実 施 せ

よ とい うことを いっ て い る。 その うち の一 つは デパ ー トメ ン ト ・オ

フ ・ヘル ス ・エ ジケ イ シ ヨン ・アン ド ・ウエ ルヘ ァす な わ ち 厚 生 教

育 省 で あ り,も う一 つ は デパ ー トメ ン ト ・=オブ ・ハ ウ ジン グ ・アー

ノミー ンデヘ ロ トメ ン トす なわ ち 住 宅都 市 開 発省 であ る。 現 在 ビニー

ラブバ ジェ ッ ト(連 邦 予 算局)に お い て この二 つ の省 のPPBS化

を 行 なっ てい る。 そ うす る ことに よっ て い ま まで デ ータに 共 通 性 す

なわ ち コンバ ー タ ビル テ ィ が なかっ た た め に各 省 が勝 手 に集 め た も

の を.こ ん どは 一 つの 統 一 方 式 に よっ て一 ヵ所 に 集め て ,そ の デー

タを 各 省 で 利用 で き る よ うに す る とい うわけ で あ る。

《3)カ リフtル ニ ア州 に お け るデ ー タ ・バ ン クの位 置

以 下 カ リフ ォル ニ アの 例 に よっ て デー タ ・バ ンク の位 置 を 説 明 し

てみ た い。

先 づ州 の 行政組 織 で あ るが,23の 郡 役 所 は,28の 州 関係 役 所

に規 則 的に 情 報 を送 る。 そ の種 類 は600項 目を 数 え る。 そ して1

年 間 に1つ の 郡は,1万 に 近 い個 々 の報 告 を類 型 的 に送 るの で あ る。

今 日,わ れわ れ は この膨 大 な 情 報量 を扱 うのに,古 め か し い方 法,

す な わち フ ァイ ル ・キ ャ ビ ネ ッ トを用 いて い る。 カ リフ ォル ニ ア州

だ け で も.非 能 率 的 な 方法 で 情 報 を 整 理す る地 方行 政機 関 の使 用 す

る 整備 キャ ビネ ッ トの 長 さは,ほ と ん ど75マ イ ル(約130キ ロ

メー トル)に お よん で い る。 も し何 らか の手 段 が講 じ られ な け れ ば ,

1970年 には,そ の 長 さが350マ イル(約560キ ロメ ー トル)

に も達 す るで あ ろ う。

そ して1974年 ま で には,こ う して所 蔵 さ れ た文 書 は,月 まで
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往 復 す る長 さ になっ て しま うで あ ろ う。 す な わち 整 備 キ ャ ビネ ッ ト

か ら必 要 な 書 類 一 枚 発見 す るの に,月 に いっ て帰 っ て くるの と同 じ

困難 さ を要 求 される ことに な るの で あ る。 か とい っ て,現 在 の マ イ

ク ロ フィ ル ム では ま だ利 用上 問 題点 が多 い ので あ る。 ◎

市
役
所

一}一　州
-
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カ リフォ ル ニ アの場 合 は 次 に 述べ る よ うな 情報 中 枢 シ ステ ム とい

う一 つの 理 想 案 を 出 し てい る。

A情 報 中 枢 シ ステ ム

情 報 中枢 とは各 々の セ ンター を 結 びつ け て情 報 交 換 を 自動 的 に

行な うた め の,コ ン ピ ュー タ ー を基 礎 とす る コ ミュ ニケー シ ヨろ

シス テ ム で あ る。 この 中枢 は,ど ん な 地域 の 情 報 処理 設備 か ら え

られ た も の であ っ て も,す べ て の 情 報 を 結 び つ け る よ うな コ ミュ

ニ ケー シ ョン ・システ ム を利 用 す る こ とに な る。 そ して この 中枢

は どの 末 端 局 か らの要 求 に も応 じ,ど こに 情 報 が あるか を さが し,

どの セ ン ター か ら も情 報を と りだ し,そ れを要 求 の あっ た局 に 中
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継 す る。

B情 報 シ ス テ ム の運 営

州 お よび 地方 自治 体 の全 情 報セ ン ター と コ ンピュ ーター 集 合体

は,情 報 中枢 に連絡 され てい る。 これ らは 個 々 の部 局 の セ ンター

で あ る こ と もあ る し,共 同 設備 や 地域 的集 合 体 の こ と もあ る。

●

州 一

郡 一

市

区地

//
連合 シス テム

(情 報中枢)

福祉 関係

資 源

教 育

自動車

財 政

租 税

矯 正

一 時的な もの

(サ ー ビスな ど)

図2情 報中枢組織

① こ の シス テムは,詳 しい情 報 につ い て の 問 い合 わ せ に 応 じる。

② こ の シ ス テ ムは,末 端局 で の操作 プ ログ ラムの イン プ ッ トの

要 求 に も こた える。

③ この シス テム で は,目 動的 に フ ァ イル を更 新す る。

情報 中枢 を制 御 体 と した連合 シ ス テムは,完 全 集 中 シス テ ム ほ

ど高度 に 標準 化 す るには お よ ば ない。 しか し,さ ま ざ まな シ ス テ

ム を よ り大 きな シス テ ム に ま とめ るた め には,デ ー タ ・コ ー ド,

問い合 わせ の 言 語,情 報 の カタ ロ グ化 技 術 な どを 標 準 化 しな けれ

ば な らな い 。 また 同 じ よ うな機 能 を 持 っ た フ ァイ ル の構 造 を 標準
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化 す る こ とが望 ま しい。

この シ ス テ ム に よっ て,州 の発 展 に と もな うコス トの増 加 を お

さ える ため の か な り大 きな可 能 性 が で て くる。 この 計画は10年

の 期間 を 考 え て い るので,完 成 時 期 の1980年 には ,情 報 処 理

に10億 ドル支 出 さ れ,人 件 費 か 相 当部 分 節 約 で きる で あ ろ う。

この情 報 コ ン トロー ル ・シ ステ ム の利 点 は,次 の 四点 に要 約 で

きる。

① 福祉 行政 を 考 え る場合,人 口の 動態,都 市 と農村 の 人 口 の 動

きが わ かっ て も,具 体 的 に どの よ うな福 祉 行 政 を す べ きか を き

め る こ とは 今 まで 非 常 に むず か しか っ た が,こ れ に全 部 の 関連

情報 が 入っ てい るた め に,容 易 に 予測 デー タ を入 手 す る こ とが

で きる。

② 社 会福 祉 の恩 恵 に 浴す る 人 たち が福 祉金 を支 給 され る場合 に

は,州 または 郡 か ら支給 され る場 合 と市 から支 給 さ れ る場 合 が

あっ て,大 変複 雑 であ っ た。 と ころが,こ の連 合 シ ステ ムを 利

用 した結 果,州 直 接 の支 払 が可 能 に な り,ま た そ の方 が効 果 的

で あ る こ とが わ かっ た。

自動車 の数 産業 動向 経済成 長 人 口動態

//
ス ア ム

ハ イ ウエ 一 計 画

図 一3
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人口動態 失業者数 経済成長 産業構造

メ

/ン////
シ

社会福祉対策

1㊨ ・

図 一4

φ'

▲

③ 日動 車 関係 では ・今後 自動 車 が どん な 傾 向 で ふ え て ゆ くか
,

ま た産 業 の移 動 に と もな うハ イ ウエ ー は ど うあ るべ きか を知 る

こ と が で きる よ うに な る。 今 までは ,自 動 車 行政局 とハ イ ウェ

ー建 設 局 と の間 の 情 報 交換 が そ れ程 活 発 で は な く
,別 個 の対 策

を た て て い たが,コ ン ピュー タ ー に よっ てす べ て の情 報 が _カ

所 に集 まっ て く る ので,日 動 車 行 政 局 は ,こ の シス テ ムを通 じ

て 自動 車 台数 の増 加傾 向 を ハイ ウエ ー 建 設 局 に 知 らせ る こ とが

で き ・そ の建 設 プ ラ ンに大 きな利 益 を もた らす よ うに な る
。

④ 都 市 計画,特 に ス ラム 地区 の 改 善に あた っ ては,こ の連 合 シ

ス テ ム に よっ て ,そ の 地 区 の 産業 状 況,人 口動 態,経 済状 況 に

関す る総 合 的 な デ ー タが入 手 で きる の で,将 来 の町 づ く りに は

大 い に プラス に な る。

この シ ス テ ムが,州 の今 後 の 発展 に と もな っ て 生 じて くるも ろ

もろ の 問題 に予 測を 与 え,そ の 対 策 を たて る助 け にな るの であ る。

すで に政 府 行 政 の 個 々の 仕事 の 枠 の 中 で は有 効 な 対策 の た て られ

な い よ うな問 題 が 多 く,そ のよ うな 意味 で,仕 事 の相 互 関係 の上

か ら,総 合 的 な 計 画を 立 案 す る の に この シス テ ム は大 きな威 力 を
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示 す で あ ろ う。

こ うい うものを つ くる こ と に よっ て長 期 計 画 を可 能 な ら しめ よ う

とい うのが カ リフ ォ ル ニ アの そ もそ もの 目的で,こ の シス テ ムは ロ

ッキ ー ド航 空 宇 宙 会 が委 託調 査 を受 け て半 年 が か りでつ く りあげ た

もの で あ る。 図 ② に 州,郡,市,地 区 と い う地方 行 政 区 分 が あ るが,

その 中で 地 区 とは い くっ か の郡 を 集め た 形 の エ リアの こと であ っ て

カ リフ ォル ニ アに お い て は そ れ ぞ れ南 カ リフォ ル ニ ア地 区,北 カ リ

フォル ニ ア地区 といっ た 行 政組 織を さす。 図 の右 側 には ど うい う分

野を カバ ーす るの か とい う ことが書 い て あ る が,こ れ には 福 祉関 係,

資源,教 育,自 動車,財 政,租 税,矯 正,一 時 的 サー ビ ス といっ た

もの が はい っ て い る。

最 後に 果 た して,こ の よ うな 理想 計画 が カ リフォ ル ニ アに お い て

実 施 で きる か ど うか と い う点につ いて,カ リフ ォ ル ニ アで は 次 の よ

うに言 って い る。 「犯 罪 防止 の 計画,大 気 汚 染 な ど公 害 防止 の モデ

ル問 題,交 通問 題,地 方行 政 に お け る情 報 処 理 問 題 とい っ た 四 つ の

プ ロジ ェ ク トを 実 施 す る際,基 本 的 に必 要 な ことは,デ ー タ バ ン ク

を 推 進 す る こ と と,そ れを 推進 す るの に民 間 ベ ー ス に た よっ て い る

わけ には い か な い,と い う こ とであ る。 わ れ わ れ と して は カ リフォ

ル ニ ア州 を 中心 に して,こ れ を 完成 す れ ば 各 州 に お いて も社 会 開発

が で き る とい う確 信 に 到達 した わけ な のだ が,し か し この よ うな連

合 シ ステ ム が 完 成 す る には 少 な くと も10年 か か る。 しか も,わ れ

われ は10年 は 待 て ない の だ。 待 てな い場 合 に ど うす るの か,そ こ

が 問題 に なっ て くる。 しか し,現 在 あ るデ ー タ バ ンクを 連 絡 さ せ な

が ら最大 限 に利 用 し て,ゆ くゆ くは こ うい っ た理 想 的 な 連合 システ
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ム に して い こ うとい うの が ,い ま のわ れわ れ の考 えで ある。 また,

そ うす る ことに よっ て相 当程 度 の コス トも安 くす る こ とが で きるは

ず で あ る。 」

カ リフ ォル ニア州 で は その た め に い くっ か の分野 に おい て実 験 的

な 研究 が 行 な わ れ て お り,そ れ を 次 に紹 介 し たい と思 う。

〔⑤ イ ン フ ォ メー シ ョン ・セ ン ター を利 用 した シ ステム

現 在,構 想 中 の ものは 連 合 中 枢 は イン フ ォ メ ー シ ョン ・セ ンタ ー

を完 全 な もの に す る。 即 ち スイ ッチ ン グ ・セ ン タ ーを っ くっ て お き,

そ れを 使 っ て 関 連 の コ ン ピュー タを 結 び つけ て お けば よい。 そ して

ζの 連 合 中 枢 の 役 割 り を ど の よ うに す る の か と い う と,情 報

が ほ しい と い う と ころ をAと して,そ の情 報 をBと す れ ば,

Aか らス イ ッチ ン グ ・ボ ー ドを通 じ て指 令 が いっ た んICに い く ,

つ ま り一 種 の 索 引の 役 割 りを す るわ けで あ る。 これ がBに 当 た る と

い うこ と がわ か る と,ICか らBに デ ー タ が いっ て,AとBを 連結

す る とい う方 式 で あ る。

次 に これ を ど うい う形 でや っ て い くの か とい う と,Aか ら ス イ ッ

チ ング ・ボー ドを 通 じてICに 情 報 を要 求 す る。 す る とICか らB

に情 報 の ある こ とが わ か る。 そ こでBか ら も う一 度ICに 戻 っ て,

こ こか らAに 情報 が 戻 る と い う形式 の イ ン フ ォ メー シ ョン ・シ ステ

ム を つ くっ て い くわ け で あ る・

と くに 現在 の 地 方行 政 に お い ては 各 地方 団体 ま たは各 部 月 毎 に コ

ン ピュー タ の 形式 が異 っ て い るの だが その 異 った ランゲ ー ジを 翻訳

す る装 置を っ け て い けぽ 現状 の もの もそ の ま ま利 用 で き るの で は な

いか。 さ らに そ れ を こ うい ったつ ま りICを 中心 に した い くつ か の
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サ テ ライ ト方 式 で 結 んで い けば 現在 の 組 織 をそ の ま ま利 用 で きるわ

けで あ る。 ただ し問題 な のは 地 区 別に こ の組 み 合わ せを や る のか ま

たは サ ブジ ェ ク ト方 式 でや るの か とい うこと であ る
。 た とえば,カ

リフ ォル ニ ア に例 を とる と同 じ福祉 の場 合は サ ク ラメ ン トの情 報 も

サ ン フラ ン シス コ の情 報 もま た ロ サ ンゼル スの 情 報 もすべ て こ うい

う形 に す るの か.ま たは 完全 に機 構別 つ ま り州 立 大 学 は州 立 大 学間

で.ま た税 務 関 係 は税 務 署 間 で つ くるの か とい う問 題 で あ る
。

(4)カ リフ ォル ニ ア州 に お け る具 体 的 な シ ステム の例

この様 な ことをや りな が ら,い ま ロ ッキ ー ドで 研 究 して お り ,技

術的 に 可能 で あ る とい う線 まで い っ てい る。 実 験 と しては カ リフナ

ル ニ ァ州 に あ る全 大学 か こ の シス テ ム を使 っ てお り ,サ ン フ ラ ン シ

ス コで も地 区 毎 に こ うい う衛 星組 織 を つ くっ て い る
。 州 毎の 研 究 と

して は犯 罪 に 関 して の シス テ ムを サ ク ラメ ン トを 中心 に した 三 つ の

組 織で実 験 して お り,そ の 中で どれ が一 番 い い か を みつ け ,そ こか

ら将 来 の方 向を み つ け よ うと して い る。 ただ現 在 の段階 で はICま

では 通 じて レ・な レ㌔

そ れを 受 けて 各 地方 団体 す な わち 教 育委 員会 で も,た と えば ,サ

ン ジェ ゴの 教 育委 員会 な どで は デ ー タバ ン ク が で きて い て ,教 育行

政 に関 す る デ ータ,そ れ か ら先生 に 関 しての 完 全 に個 人 的な イ ン フ

ォ メ}シ ョン ・そ して学 生1人1人 の イ ン フォ メ ー シ ョン ,さ らに

は全 カ リフ ォル ニ アの 教 育 に 関す る デー タな どを 入 れ て い る。 サ ン

ジェ ゴ とい うと ころは そ の意 味 で は 非常 に発 達 して い て ,そ この 市

役所 で も今年 の 三 月 には デー タ バ ン クが 完成 す る とい う ことで あ る。

警 察 と消防,ま た 公 益事 業 関 係(こ こでは ガ ス ・水 道)と い っ た公
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衆 に密 接 な関 係 が あ る 役所 で は,従 来 そ れ ぞれ ちが っ た 形 の デー タ

が使 わ れ て いた の で,そ れ を統 一 した コマ ン ド・コ ン トロー ル.シ

ス テ ムが 完成 し て いる。

また サ ク ラ メ ン トを 中心 に した 犯 罪 組 織 の デー タバ ン クは 過 去 の

犯 罪者 の レポー ト,銃 器 登録,そ れ か ら自動 車 が どこ にあ るか とい

う三 つ のデ ー タ か らな りたっ て い る。 私 が 去年9月 まで カ リフ ォル

ニ ア州 に 住 ん でい た とき の こ とを紹 介す る と
,向 こ うの係 官 が,私

の 自動 車 を み て 「登録 番 号 は?」 と聞 くの で 教 えてや る と
,そ の 登

録番 号 と免 許 証 番 号 を 端末 機 に かけ て そ のデー タを持 っ て きた。 私

の 乗 っ て い た 自動 車 は も うす でに あ る友 人 に 売っ てあ っ て
,私 の 名

儀 には な っ て い な かっ たのだ が,そ れ も何 月何 日に売 っ て ,な ん と

か と い う人 の 名に な っ て い る。 場所 は い ま まで あっ た ス タ ン フォ ー

ドか ら どこ ど こへ 移っ てい るな どといっ た こ とを 指摘 す る
。 そ れ か

ら免 許 証 に つ い ては,本 人 の免 許 は 本年 三 月に切 れ てお り ,過 去 何

回罰金 を も らっ た とか そ ん な こ と まで全 部 は じ きだ して くる。 これ

に は 私 もお どろ い た もの だが,犯 罪 防 止で は,そ の三 つの デー タ バ

ン クが 基礎 に なっ て い る。

5・ 地 方行 政機 関 に お け るデ ー タ ・バ ン ク の位 置

(1)法 的 規 制

最 近 では ・そ れ を法 的 に 規制 す る問 題 が ク ・一ズ ア ッ プさ れ て き

て い る。

つ ま り ・デー タバ ン ク と い うものが で き るに は ,い まま で の よ う

な行 政 単位 では だめ で あ り,そ うい う意味 では 一 つ の デ ー タバ ン ク

を 中心 に した行 政機 構 とい っ た もの を法 制化す る必要 が あ る とい う
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こ とで あ る。 先年1月 に米 国 では じめ ての 「INTERGOVERN-

MENTALBOARDONELECTRONICDATAPROCE-

SSING」 とい うものが カ リフ ォル ニ ア州 に設 立 さ れ た が,こ れ は

い ままで の 行 政 単 位 を越 えた 形,す なわ ち 国 連 の よ うな 組織 を もっ

て い る。 し か も デー タ バ ン クに 関 して は,こ れ が 絶対 権 限を もち,

い くつ か の 関 連分 野 に 関 して は統 一 的 な 形 を 持 つ とい うこ とが法 的

に規 定 され て いる。 この 「INTERGOVERMENTALBOARD

ONELECTRONICDATAPROCESSING」 が 全 米 の模

範 に なっ て お り.各 州 ま たは 各市 に おい て も,こ の形 を利 用 しよ う

とい う機 運 が高 まっ て い る。

(2)日 本 と カ リフtル ニ ア との対 比

以 上述 べ て きた こ とか ら今 後の 日本 に お け る問 題 を考 え る と,い

わゆる社 会 経 済指 標 に 関 して 完 全 な データバンクが 必要 に なっ て くる。

と くに 最 近 の 関 西 経 団 連 を 中心 に した 近畿 総 合 開発 プラ ンとか,

兵 庫 県 の県 勢5カ 年 計 画 と い うよ うな問 題 に おい て も一 番 基 礎 的な

問題 は や は りデ ー タ バ ン クの 問題 で あ る。 すで に 関西 経 団 連に お い

て も この問 題 につ い ては 相 当 理解 があ る よ うに見 受 け る の だが,現

実 の と ころ 日本 に おい て そ れ を 実施 す る には い くつ かの 問 題 が あ る。

す な わち デ シ ジ ョン ・メ ー カー 政 策 を 決定 す る人 間 に デ ー タバ ン ク

が いか に 大 きな役 割 りを演 ず るか とい うこ とが理 解 されて い な い 限

り,い くら調 査す る人 間 また は実 際 の 技 術 を担 当 す る人 間 が必 要 だ

といっ て も,な か なか 耳 を か さな い と い う現 象 が起 きてい るこ とで

あ る。

この 点,カ リフ ォル ニ アに お い て 問題 に なっ たの は 原 則 的に 利 益
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を追 求 して い くた め の デ ー タバ ン ク ・サ ー ビス 会社 の デ ー タ バ ン ク

と,地 方 行政 団 体 が利 用 す るデ ー タ バ ン ク とは 本質 的 に ちが うとい

う点 で あ る。 つ ま り非 常 に長 期 的な 計画 をす る場 合に は基 礎 的な デ

ー タ を集 め る こ とが 中 心 にな るの で ,一 般 民 間 に まか せ て お け な い

ものが あ る ので は な い か 。従 っ て社 会 経 済 関 係 の デー タ バ ン クは や

は り地 方 行政 団体 が 中心 にな っ て 行 な うべ きで はな い の か とい う意

見 で ある 。

4.日 本 に お け る問 題

現在 日本に お け る こ の 分野 は,0に 近 い と云 っ て も過言 では あ る ま

い。 日本の 各 地 に あ る 地域 総 合 開発 計 画 の例 を み て も,シ ス テ ム的 ア

プ ロー チ を した も のが皆 無 で あ る。 そ の ため,一 つ の開発 がす め ば,

それ に 関連 す る産 業 公害,高 速 道 路 を つ くれ ば,そ の 前 後の 交 通 渋 滞

等,皆 シス テ ム 的 ア プ ロー チ が 欠 け て い る か らで あ る。

更 に,日 本 の シス テ ム 的 アプ ロー チ を 不 可 能 に してい る もの に,長

期 計 画 に 必 要 な デ ー タ.バ ン クの 問 題 が あ る。

す で に い くっ か の 地方 行 政体 は,コ ン ピュ ータ を 導入 し て い るが,

そ れは あ くまで,伝 票 処 理 とか,給 与 計算 とか の範 囲 で あっ て 電 算 機

の 能 力を 高 度 に利 用 して い な い。 兵 庫県 の 例 であ るが,交 通 事 故 の 統

計 に 関 して,現 状は あ く まで事 故 件 数 が 何 件 とか,何 人 死 傷 した かに

っ い て だ け関 心 を 示 し,長 期 計 画の 立 場か らみ た デー タ,つ ま りど こ

の町 角 に,何 時 に何 件 お きた か とい っ た立 体 的,か つ説 明 的 な デ ー タ

を 集め よ うと してい ない 。

以 上 考 えてみ る と,

1、 政 策 プ ラ ンナ ー の コ ン ピ ュrタ へ の理 解
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2,デ ー タ ・バ ン クの法 制 化

の 二 点 が 根 本 的 に 必 要 であ り ,ま た か っ 緊 急 事 項 で あ る よ うに思 える。

そ の た めに は,米 国 議 会で や っ た よ うな 議 会 に よ る公 聴会 の 形 式 で

識 者 の 意見 を集 め るべ きであ ろ う。
、

討 論

山 田 私 は7月 まで カナ ダの トロ ン ト総 領 事 館 に お りま した
。

そ の 暗 む こ うにい る,ビ ジネ ス マ ン か ら 日本 の経 済,社 会 の話 を

聞 か し て くれ と よ くい われ ま した が,そ の とき に ,い ま日本 で な に

が流行 し'てい る か と 聞か れ る と,そ れは マ ク ル ー ハ ンの理 論 と未 来

学 だ と答 え た もの で した。 と ころ が帰 っ てみ る と ,そ うい う こ とは

古 くなっ て いた わ け で,い ま流 行 し てい る のは な んだ と問わ れ た ら

シス テム 技術 と コ ン ピュー タ で あ る とい うふ うに答 え るだ ろ うと思

い ます。

ア ポ ロ以 後 の シス テム開 発 とい う問題 が アメ リカで 現在 非 常 に 問

題 に なっ てい るわけ で す が ・そ れ を社 会 開 発 とい う面 で み る と,た

ま た まニ ク ソ ン政 権の 課題 と して都 市 問題 ,住 宅 問題 が大 きく ク ロ

ーズ ア ッ プ さ れ て きた
。 た と えば ブルー キ ン グ ・イ ン スティ トー ト

の ア ジエ ンタ イ ン フォ メー シ ョン とい う論 文 集 が ニ ク ソ ン政 権 の 手

に よっ て去 年 出 たわ け で す がそ れ に よ る と相 当程 度 の ボ リュ ウムを

住 宅 問 題 な り都 市問 題 な りに さ か れ て い る とい う ことが わ か ります 。

これは 非常 に 象徴 的 な ことで あ ります 。

ア メ リカの システ ム 技術 開 発は 宇 宙 開 発 の 副 産物 か

こ うした アメ リカで の シ ス テ ム技 術 の 開発 は ,ア ポ ロの 月 を征
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服 す る とい う大 きな 目標 にの っ とっ たNASAが 中心 にな り 。い

ろ い ろな シス テ ム ・エ ンジ ニ ア,シ ス テ ム ・アナ リス トを動 員 し

て で き あが った わけ で す。 そ して こ うい う一 つ の大 きな 目標,宇

宙 計 画 とい うもの を中心 に して 出来 て きた シス テ ム開 発技 術 が,

い ま社 会 開 発 に使 わ れ る とい う程度 の 段 階 なの で しよ うか
。今 後

いっ たい 社 会 開 発 のた めの シ ステ ム技 術 の 開発 とい う ,純 粋 に社

会 開発 が 目標 にな った 研究 開 発 の方 向に 移 っ て い くあ だ ろ うか。

あ るいは これ は あ くま でNASAの 月 か ら火 星 へ とい う研究 を す

る 段階 の 産 物 と して で き るのだ ろ うか ,と いっ た こ とを お き きし

た い。

シス テ ム技 術,デ ー タバ ンク 技 術に っい て

も う一 つ は 社 会 開 発 で も ア ポ ロで も 。シ ス テ ム技 術 な りデ ー タ

バ ン ク の技 術 な り とい うもの が 非常 に具 体 的 な要 請
,ま た は具体

的 な プ ロ ジェ ク トの開発 を 通 じて,そ の過 程 の 中で 生 まれ て くる

のか ど うか ・と い うこ と。 あ るいは そ うい う時 代 は 終 わ っ て ,多

目的 と い うか,多 目標 とい うか,公 害問 題 に も犯 罪問 題 に も,そ

して交 通 問 題 に も い ろ い ろ社 会 開発 の 場 面 に共 通 して 使 え る よ う

な シス テム 技術 どい うものが あ り,そ れ を 研 究 す る こと に よっ て

シ ス テ ム技 術 とい うもの を 発展 させ て い くの か,そ れ が可 能 であ

る とアメ リカ で は 考 えて い るの か とい うこ とを第 二 に うか がい た

いo

ローマ ク ラブに っい て

そ れ か ら高 瀬 先生 の お話 に なっ た傾 向 とい うものが,最 近は ヨ

ー ロ ッパ で も現 わ れ て きて お り
,そ の 辺 の こ とを二 つ ばか りお話
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し した い と思 い ます 。 一 つ は 去 年 で きたP－ マ ・ク ラ ブの こ とで

す。 新 聞を ち ょっ と読 んで み ます と,「 今 日の 世界 をお お っ て い

る学生 運動 や 人種 問題 な どの 一連 の社 会 不 安 は,急 テ ンポ な 技 術

革新 の 一方 的 進 歩 が もた ら した社 会 の ヒズ ミで あ る。 技 術 と社 会

のギ ャ ッ プ,人 間 と経 済 の ア ンバ ラ ンス を正 常化 す るため に シ ス

テム分 析 の 技 術 を 導 入 して先 進 諸 国 か共 同 し て この 問 題 の解 決 に

当 た ろ う と い う こ とで 設 立 さ れた もの で す。 アメ リカの ロ ッ

ク フェ ラー大 学 の名 誉 総 長 や,バ ッテ リ ・メ モ リアル 研 究 所 長 な

ども参加 して い ます が,主 と して ヨー ロッパ の 政界人,経 済 人,

学 会 人 に よっ て 構成 され,今 ス イ スで シス テ ム分 析 の 会議 を 開 く

と い うこ とを言 っ て お ります 。 」 も う一 つ はOECDの 経 済 政 策

委 員会 とい うと ころ で従 来 経 済 問題 を 取 り扱 っ て い た の です が,

こん どは 現代 社 会 の 諸 問 題 とい うこ とを 中心 に大 きな ワー キ ン グ ・

グ ルー プを つ くろ うとい う提 案 か ク リス ティ セ ン事 務 総 長 か らな

され,現 在 これ を 検討 して お り ます。 これ は 中 小 企業 問題 を は じ

め と して公 害 問 題 な どに 先 進国 が共 同 して取 り組 も うとい うこ と

で,こ うい う社 会 開発 問題 は ヨー ロ ッパ で も 出 てい る とい うわ け

です。

ソ シア ル イテ イ ケ 一 夕ー と は

そ れ か ら も う一 つ,ソ シアル イ ンデ ィ ケ ー ター とい うもの が 非

常 に 重 要 だ とい うこ とです が,そ の ソ シ アル ・インデ ィケ ー ター

とい わ れ るもの の 中み を も う少 し詳 し くお話 ね か い た い と思 い ま

す。

カ リフォル ニア の プ ロジ ェ ク トの 現在 の 段 階
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次 に カ リフ ォル ニアの プ ロジェ ク トは1964年 か らは じまら

て5年 た った わ け です け れ ど も,4つ の プロ ジェ.ク トを実 施 す る

とい うふ うに聞 いて い ま すが,現 在 の 段 階 で は 実 験 段 階 な の か,

あ るい は実 験 段 階 を す ぎて も う少 し本 格的 な も の に な っ て い るの

だろ うか と い うこ とを うかが い たい。

デ ータ バ ン ク と広 域 行 政

最 後 に 日本 の デ 一 夕ノミン クと地 方行 政 の話 は よ くわ か りませ ん

が,最 近 都 道 府県 制 をや めて6っ か7っ か の道 州 制 にす るとい う

広 域 行 政 問 題 が最 近 で て きて い ます。 デ ー タバ ン ク,今 後の 情報

ネ ッ トワー クあ る いは 情報 化社 会 とい う ものは 道 州 制,つ ま り広

域 行 政 とい うもの を 非 常 に促進 す る方 向 に あ るの か ど うか とい う

こ と。 あ る いは 必 然 的 にそ うい う情 報 化社 会 に な っ てデ ー タバ ン

クが 地方 行 政 に きわ めて 必要 に な っ て しま え ば広 域 行 政 に移 ら ざ

るを得 な い ので は な い だろ うか,と い うこ とを お き きした い と思

い ます。

高 瀬 社 会 開 発 の シス テ ム技 術は,NASAの も のを 利用 して 来た

け れ ども,こ れ が 独 自 に発 展 す るか ど うか とい う ことは,二 番 目の

質 問 で あ る多 目 的な 問 題 と関連 し てい るわ け で す 。 す な わ ちNAS

Aの 報 告 書 を 読 んで み ます と,NASAの 生 んだ シ ス テ ム 開発 の技

術は,す でに我 々の 手 を離 れた,と 書 い て お ります 。 これ は つ ま り,

社 会 開発 の専 門家 た ち に よっ て 推進 され な けれ ば な らな い とい うこ

とです 。連 邦 政 府 お よび カ リフナ ル ニ ァで 実 際 π社 会 開発 を してい

る担 当 官 の意 見 で は,モ デル の発 展 を させ る た め には,原 則 的 に経

済学 者 を 中心 に行 なっ た 方が 良 く,そ れを 中 心 に した1つ の 委 員会
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を作 って ・座 長 と して そ れ ぞ れ のプ ロジ ェ ク トご とに社 会 学者,交

通 学者 とかを お き,そ の下 に シ ス テ ム ・エ ンジ ニ アを 付 け る方式 か

一番 い い の で は な いか と語
っ てい ま した。

次 に 多 目的 な問 題 な の です が,NASAの 計 画 の報 告書 では ,い

くつか の分 野 すな わ ち交 通 問題,住 宅 問 題,地 方 行 政 の 総 合 計 画 と

い うも のは,そ れぞ れ 別 な もの であ り,独 自に 発 展 さ せね ば な らな

い と書 い て い ます。

次 の3つ 目の社 会 経 済 指標 の 問題 は,私 も具 体 的 に,は っ き りア

メ リカ 側 を 理 解 し て いな いの です が,相 手 と話 してい ま す と ,土 地

利用 を 盛 ん に い い,ソ シ アル ・イ ンデ ィ ケ ー タ ー な ど といっ て い ま

す。 ど うい うことか と想 像 して み ます と.我 々 が 土 地利 用 とい う表

現 を 使 う場 合 には,ど こが工 場 地 帯 で,ど こが港 湾 地帯 で あ る とい

った こ とを 指す の で す が,彼 ら の場合 は そ うでは な く,あ る ブ ロッ

ク捌π どん な 種類 の 人 聞 が いて,ど んな イ ン カ ムを もった どん な教

育 程度 を受 け て い るの か,ま た人 間 は そ こで 自活 し てい るの か,ど

こへ 通 っ て い るの か.そ してそ の地 区 の 人 間 の 文 化 的 なバ ック グ ラ

ン ドは 一 多 民 族 国 家 で す か ら 一 ニ グ ロなの か ,メ キ シ コ人 な の

か とい っ た よ うな こ とを土 地利 用 といっ て いる の だ と思 い ます 。

次 の カ リ フォ ル=ア 実 験 の4つ の 内.私 力';サク ラ メン トの 担 当官

に聞 いた と ころ で は,地 方 行政 の問 題 は ロ ッキ ー ドが現在 や っ て お

り,こ うい う型 で 一 部実 施 す る と い う ことで地 方行 政 計 画 は 動い て

い ます 。 犯 罪防 止 計画 は サ ク ラ メン トを 中心 股 した デー タバ ン ク が

出 来 上 が っ てい ます か ら,そ れ を元 に来 年3月 に 一 応 カ リフ ォル ニ

ア州 の デ ー タバ ン クが 出 来 上 が っ て か ら,次 の政 治 を 考 え る とい う
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こ とで す。

大 気汚 染 と公 害 防 止 問題 は 広 範囲 であ り,手 が つけ に くか っ た と

い うこ とです が.比 較 的容 易 に で きる 自動車 排気 ガス 問 題 の コ ン ト

ロール と家 庭 の ゴ ミの問題 を見 ま す。 排気 ガ スに 関 して は,Pス ァ

ン ゼル ス の あ る 地区 で実 験 を して お り ,シ ス テ ム ・デベ ロッ プメ ン

ト'コ}ボ レー シ ヨン と い うと ころで や らせ て い ます
。 又 家 庭 の ゴ

ミです が,カ リフ ォ ル ニ アの 一地 区 であ る フ レス ー とい う所 で実 験

が お こな わ れ,フ ィ ジ ビ リテ ィー ・ス タ ディ ズ の厚 い報 告 書 が 出 て

い ます 。

最 後 の交 通 問題 で すが ・全 然 手を つ け て いな い とい う段 階 です
。

今 私は 協 会 の方 へ 社 会 開発 に関 して ど うい う状 劾1.にあ る か とい う報

告書 を 書 い て い ます の で,で き あ が り しだ い提 出 い た し ます。

それ か ら 広域 行政 問 題 は,さ きほ どカ リフォ ル ニ アで 申 し上 げ た

よ うに ・必 然 的π そ うな るんで あっ て{(ロ ス アンゼ ル ス の 図 で す が)

真 ん 中 の デ ー タ バ ン ク ・ビ ュ ー ロ ー と は ロ ス ア ン ゼ ル ス 区 役 所 の こ

とで}WESTS.F.VALLEYと か
,VENICEと か,WEST

LOSANGELSと か ・・ス ァ ンゼ ル ス市 の 閉 りの衛 星都 市は
,。

ス ァ ンゼ ル ス 市 を 中心 に 結 び つ け て考 え な い 限 り存 在 し得 な い とい

うこ とです 。 デ 一夕 バ ン グ とし ては この よ うな密 接 な 関係 が 出て い

る とい うことで す が,カ リフォ ル ニアの この よ う'な行 き 方 が ,将 来

地方 行 政 に大 きな 影 響 を 与 える と い う印 象を うけ ま した。

堀 地 方 行 政 に 関 し ま しては 私 な ど も幅 の狭 い範 囲内 で しか タ ッ

チ して い ませ ん が ・今 日の お話 を うか がっ て デ ータの 収 集
,解 釈 と

い うよ うな ことが い ろ い ろの 元 に なっ て い る の が非 常に 良 くわ か り
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ま した。 こ うい う よ うな もの の進 み 方 を実 際 に お きき して い ます と,

我 々が 今 ま で 一般 的 に受 け て い る地 方行 政 は デ ー タの重 要性 を感 じ

な いで 行 な わ れ て き た とい うこ とを強 く感 じる しだ い です。

た と えば 私 ど もの 工場 で も,公 害問 題 で 非常 な 影響 を 受 け る し,

石 油 の 販 売 に つい て も デー タ を収 集 して,そ れ に 基づ い て企 業 の 長

期 計 画 を 立 て る の で す が,そ の ときに い つ も気 がつ くこ とは,デ ー

タ に 普遍 性 が ない と い う こ とです 。 これ が 国 家 的 な,あ るいは 地方

的な 話 し合 い を し よ うとい う時 に,大 きな 障 害に な る と思 うの です。

今,い か に普 遍 性 の 上 に立 つ 考 え方 が 大切 で あ るか を 痛 感 してい ま

す。

又,今 最 後 に お っ し ゃい ま した広 域 行 政 と い うこ とです が,今 の

日本 にお け る地 方行 政 との間 に,い か に も離 れ た感 じが す るわ けで

す。 は っ き りい い ます と,政 治 的 とい うの で し ょ うか,地 方政 治 と

行政 との間 の ギ ャ ッ プを強 く感 じ るわ け です 。

しか し こ うい う研 究 な い しお 考 えを み な さ ん が デ ス カ ッ シ ヨンす

る ことに よっ て,よ り良 い社 会 作 りが 出 来 る可 能 性 が 充分 あ る こと

を感 じ,大 変安 心 い た しま した。

高 瀬 広域 行 政 問 題 に つい てカ リフォ ル ニ アの 例 を上 げ ます と,ア

メ リカ では 市 が 独 立 して い る場合,市 と市 とが連 結 が な く,市 に 州

の 命令 権 が な い に もか か わ らず,デ ー タ バ ン ク に 関 す る法 案 が 通 っ

た以 後 は,州 全 体 が 一 つ の シス テ ムを完 成 す るま で は 各市 又 は 各 地

方 行 政 団体 が親 しい コ ン ピュー タ を導 入 す る こ とを 禁 止 し ま した。

これ は アメ リカで は 画 期 的 な ことです。

す なわ ち州 が この よ うな 形で 関与 す る とい うこ とは,昔 な らば徹
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底 的 な 反 抗 を した で し よ うが,導 入 を 禁 止 したの は これ 以 上 新 しい

シス テム が増 えて は デ ー タ ・バ ンク が困難 に な る とい うと とで す。

そ れは 末端 が,今 ま では 勝 手 に 導 入を して いた とい うこ とです

かo

高 瀬 そ うで す。 こ れ を カ リフォ ル ニ ア州 で は統 一 的な シ ステ ム を

完成 させ る とい うこ とで 禁止 した わけ で す。

-L型 とい うこ とで2本 か ら成 り立 っ て お り ,間 が あ い て い る と

い うこ とはo

高 瀬O型 で す と全 部 埋 め て し ま うんで す が,L型 で は 真 ん 中 が あ

い て おっ て無 限 に 広 がっ て い く とい うこ とで す 。

一 そ うい う ものを 成 立 させ た とき に,デ ー タ の求 源 は ど うなっ て

い るん で し ょ うか。

高瀬 ロサ ンゼル ス の 場合,今 ま では 各 部局 毎 にデ ータ の 収集 を し

て い た が,こ れを 一 応 デ ー タサ ー ビスビ ュー ロー が 中心 に な っ て 集め,

そ こで常 に現 場 か ら集 ま っ て来 る デ ー タを調 整 して入 れ てお くとい

うこ とです。

です か ら,今 まで だ と福祉 な ら福祉,警 察 な ら警 察 が 集 め て いた

ものを,コ ー ディ ネー シ ョンな しに使 っ てい た んで すが,今 度 は一

応 デ三 夕 ・サ ー ビス ・ビ ュー ローへ もっ て行 き,デ ー タの 共 通 性 を

出 して 調整 し、そ こで デ ー タ ・サ ー ビス ・ビュ一 口へ移 行 す るわ け

です 。

そ れ が州 の 場合 は,州 警 察 本 部 は 警 察関 係 に 出す デ ー タを 全 部 入

れ るわ け です。 カ リフ ナル ニ ア州 の場 合 は,各 端 末 で や っ た もの を

本部 で 全部 調整 す る。 そ れを調 整す るた め に 知事 の下 に イ ンタ ー ・
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リポ メ ンタ ル ・ガ バ メ ン ト ・フ ォー トと い うもの が あ る わけ で す。

一 現 場か ら情 報 を収集 す る シ ステ ムは
。

高 瀬 完全 な ロ ッキー ド方 式 か で きる た め には,収 集 組 織 が 別に 必

要 です が,で きる まで の間 はい まの組 織 を つ か お うとい うこ とで す。

ロサ ンゼ ルスで デー タ ・サ ー ビス ・ビ ュー ロー が で きて か ら ,す

で に動 い て い る連 合 シ ス テ ムは,社 会福 祉 と犯 罪 と図書 館 だ そ うで

す。 ただ 一 番進 んで い るの は教 育 関 係 だ とい うこ とです。

そ れ か らソ シアル ・イ ンデ ィ ケー ター の話 です が,ど この国 で

も州 で もエ コ ノ ミック ・デー タ とい う もの が圧 倒 的 な 中心 に なっ て

い るか,そ れ では い け な いわ け で,こ れ か ら開発 され る い ろい ろな

デ ー タ バ ン クは,新 し いデー タ の ジ ャー ナル に な らね ば い けな い の

て は な い で し ょ うか。

高 瀬 同 感 で す。

∨
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第2章 開 銀 に お け る情 報 処理 シス テム

鈴 木 康

私 の報 告は4つ の 部分 か ら成 る もの で あ る。1つ は 金 融機 関 にお け る

情報 処理 とその 背景,2つ は 開発 銀 行 に おけ る情 報 処理 シス テ ム ,3つ

は デ ータバ ンク利 用 上 の 問題 点,4つ は それ らを 通 じて外 部 関係 機 関へ

の要 望。 以 下 は この4つ に つ い て説 明 す る。

1.金 融 機関 に お け る情 報 処 理 とそ の 背景

(1}民 間 金 融 機関

開 発銀 行 は 政府 金 融機 関 で あ っ て一 般 の銀 行 とは ちが っ てい る。

一 般銀 行 の 代表 的 な もの と して商 業 銀 行
,都 市 銀 行,地 方 銀 行 とい

わ れ てい る もの を と りあげ,そ うい った一 般 銀 行 と開銀 との 違 い を

明 ら か に してお き たい 。

銀 行法 に よれば.第1条 に,そ の業 務 内容 が 固 有業 務 と付 帯業 務

に分 け て厳 密 に 規 定 さ れ てい る。 この こ とに象 徴 さ れ る よ うに ,銀

行 は 非 常 に公 共 性 の 高 い性 格 を もっ てい る もの であ る。 そ れは 大 衆

の もの を 預か る とい う意 味 もあ る し ,そ れ を も とに,信 用 創 造 を 行

な うとい った 重 要 な 役 割 を に な う ことか ら,現 在 で もか な りい ろ い

ろの 面 で 規制 さ れて い るわ け であ る。 一 方 ,業 務 活動 の特 色 と して,

一 般 の メ ー カ ーな どに くらべ て 証券
,帳 票事 務 とい っ た ものの ウ エ

イ トが 非常 に 高 い。 そ うい う意 味 で は事 務 処理 が 即本 来 の基 本 業 務

で あ るとい うこ とで あ り,そ れ を正 確 に,能 率 的 に処 理 す る こ とが

要 求 され てい る。 この こ とが,コ ン ピュ ー タの 利 用 とい う面か らは

か な り重 要 に な るわ け で あ る。 そ うい う関係 も あっ て44年3月 末
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に お け る コ ン ピュ ー タ普及 率 も,全 業 種 の 中 で一番 高い とい う状 況

に なっ て い る。 一般 的に は そ うい う事 情に あ るが,と くに最 近 の 環

境 変 化 もそ れを促 進 し た とい うことがい え る よ うに 思 う。 日本 の 経

済 成 長 や 社 会 変化 か ら くる事 務 量 の増大,事 業 の 多様 化 とい っ た 点

あ るい は そ れ に よっ て支 え られ てい る内 部 の環 境 と して,労 働 の需

給 ひ っ迫 とか,国 債 発 行 な どに伴 う人件 費 の上 昇や 資金 需給 の変 化

とい っ た点 か ら,コ ス トを 軽 減 し,効 率 的 な経 営 を しなけ れ ばな ら

ない とい う要 請 が 生 まれ て きた。 そ うい うこ と か ら,コ ン ピュ ー タ

利用 へ の ドライ ヴは ます ます 強 ま りつつ あ る とい えよ う。

日本 の銀 行 は 欧 米 と比 較 す る とい ろい ろ の特 徴 が あ る とい わ れ て

い る。 そ の 特徴 が,コ ン ピュー タ利 用 の背 景 に な ってい る とい え る。

預金 面 で は い ろ い ろの預 金 を 扱 っ て お り,こ れ を有 機 的か つ合 理

的 に 処理 す る た め には オ ン ライ ン ・ リアル タイ ム ・シ ス テム の利 用

が 不 可 欠 で あ る。 さ らに これ を 促進 して 効 率 的 に運営 す るこ とも検

討 さ れ て い る。 本 支 店 間 の情 報 ネ ッ トワー クを 形成 し,た と えば 地

方 銀 行 協 会 に み られ る よ うに銀 行間 の 為替 取 引 業務 の機 械 化 を 進 め

る とか,あ るい は 電 力,ガ ス会社 とい っ た ものの依 頼 に も とつ く料

金 取 立 て事 務を 行ない,さ らに そ の他 の受 注 計 算 に も応ず る とい う

ことな どを 含 めて,オ ン ライ ン ・システ ム の導 入 とい うこ とが,ほ

か の 産 業以 上 に現 実 の 問題 に なっ てい る とい うこ とであ る。

一 方 ,貸 付 面で は い わ ゆ る商 業 銀 行で は あ る けれ ども長 期金 融の

分 野 に も関 係を もち,さ らに最 近 では 消費 者 金 融,ク レ ジ ッ ト,住

宅金 融,さ らには そ れに 関連 して の信 用 紹 介 とい うこ とで,い わゆ

る デ パ ー ト化 とい うこ ともい わ れ て い る。
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こ うい っ た ものを 背 景 と して与 信,調 査 業 務 につ い て もコ ン ピュ

ー タ が 利用 さ れ る よ うに なっ たわ け で あ る
。 そ の効 果 的 利 用の ため

には デ ー タバ ンクの 整 備 が 必要 であ る。 す で に財務 情 報 デー タバ ン

クに つ い て は,す で に そ れ らを整 備 し,あ るい は 取 引先 に 情報を 提

供 す る動 き も出て きて い る。 こ うして 銀 行 業 務 にお け る コン ピュー

タ ー 利用 の 動 向は 今 後 さ らに進 展 す るで あ ろ う。 同時 に 銀行 を と り

ま く環 境が 大 き く変 わ りつつ あ る ので,そ れ に伴 な っ て,た とえ ば

資 本 自 由 化 とか,預 金 金利 の 自 由化,配 当 の 自 由化 とか とい うこ と

も検討 さ れて い る よ うで あ る。 ま た,そ れ を 中心 に再 編 成 が進 む の

では ない か とい うこ と もいわ れ てい るのが 現 状 で あ る。

一 方 ,郵 政審 議 会 の 答 申 にそっ て公 衆 籏 気 通 信法 が改 正 さ れる こ

とに なれ ば,オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ムを介 して ほ かの 企 業 との 間 の結

び つ きが,よ り容 易 に な る こ とが 予想 さ,孔る。 また国 際 的 な投 資銀

行 を つ くる と かい う気 運 もあ り・ さ らに今 後 は ま す ます 公 共投 資を

促 進 しな け れ ば な らな い とい うことか ら,こ れ を 国債 発 行 で まか な

うとす れば,ま たい ろ い ろ な変 化が 予 想 さ れ る わけ で あ る。

これ ら の動 き の コン ピュー ター利 用 の面 へ の影 響は,基 本 的 には

これ まで に述 べ た よ うな こ とが さ らに進 む もの と思 う。

こ うい っ た 背景 に お い てデ ー タ バン クの 利 用 を どの よ うに 考え る

か とい うこ とが,金 融 機 関 一般 の 問 題 に な っ て くるわ け で あ る。

(2)日 本 開発 銀 行

開銀 の性 格 を 一言 で い えば,政 府金 融機 関 とい うこ とで,政 府 の

政 策 に順 応 してい く とい うこ とが 当初か ら社 会 的 に要 請 され てい る

銀行 で あ る。 従 っ てい ろい ろな規 制 を 受 け る反 面,行 政 に応 じて業
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務 内容 が変 わ っ て い く とい う特徴 を もっ てい る。

た とえぽ,日 本銀 行 は 発 券 銀行 で あ り ,政 府 の銀 行 で あ り.銀 行

の 銀行 で あ る とい う3つ の 性格 は ,明 治以 来 ど うい う環境 変 化 が あ

っ て も ・変 わ っ て おら ず,そ れ が 日本銀 行 を 支 え る柱 となっ て い る。

それ に対 して 開発 銀 行 は環 境 変 化 に か かわ らず とい うこ とで は な

くて,要 す る に経 済社 会 の発展 を 促 進す るた め の 開発 資金 を 提 供 す

る,そ して 異 聞金 融を 補 完 奨励す る立 場 で 金 融 を 行 な うとい うこ と

が要 請さ れ てい るわ け で あ る。 具 体 的には 設 立 当 初は 基 幹 産業 を 中

心 に 考 えら れて い た もの が,30年 代 に 自由 化 対 策,地 域 開発 とい

っ た こ とか は じ ま り,40年 代 には い っ て から は大 都 市 再 開発 ,流

通 近代 化,技 術 開発 な どが と りあ げ られ,さ ら に最近 で は シ ス テ ム

産 業,情 報 産 業 とか の話 も出 てい る。

以上 の よ うな 政 策 金 融機 関 と して,そ の 業 務 内容 や 事 務 処 理 面 で

民 間 金 融 とは かな り性格 が ちが うとい う こと で あ る。

具体 的 な 特色 と して3つ の点 を あげ れ は,第 一－ua預 金 ,手 形 割 引,

為替 取 引 な どの銀 行 の 手 続 き的 業 務は な く,現 業事 務 と しては 貸 出

だ け しか 行 なわな い とい うこ と。 第 二 に,貸 付 け に 当た っ ては よ り

長期 的 な 貸付 け に な るの で 業界 調査,企 業 分析,プ ・ ジェ ク ト検 討

が重 要 視 され る とい う こと。 第 三 に,さ らに そ の背 景 とな る よ うな

マ ク ロ的 な 情報 収 集,分 析予 測 とい っ た 企 画 調査 が 必要 で あ り
,業

務に 占め るそ の ウ エ イ トも高 い とい うこ と。

こ うい っ た 事 情 か ら コン ピュ ー タ利 用 の 歩み も.民 間 銀 行 とは か

な りちが うの であ る。

事 務の 合 理化 に つい ては,一 般 の 銀行 か らみ れば か な りテン ポが

一62一

●



い
己

亀

遅 れ てい る が ・主 とし て業務 の性 格 に よる の では な い か と思 う。 合

理 化 とい う要 請は も ち ろん あ るが ,手 続 き的 な 合 理化 もほか の面 と

並 行的 に 進 め な け れ ば 大 きな 効果 は 期待 で きな い とい うこ とで あ る。

た とえぽ 処 理 手 続 き の標 準 化 とか,組 織 を ど う変 え る とか ,あ る い

は基 礎 とな る資 料 を どの よ うに 体 系 的 に整備 す るか とい った こ とを

合 わせ て 考 え てい か なけ れ ば経 営 の合 理 化に は な らない 。 そ の 点 で

は銀 行 と い うよ りも一 般企 業 に お け る合 理化 と まっ た く変 ら ない よ

うな 立 場 におか れ て い る。

従 っ て コ ン ピ ュー タ 導 入に お い て も,そ うい った 面 を い かに合 理

化 し.改 善 す るか とい うこと と 同時 に,個 別 的 あ るいは マ ク ロ的 な

調査 に 利用 す る デ ー タ の処 理 とい う面 で どの よ うに有 効 に コ ンピ ュ

ー タ を 活用 して い くか とい うこ とが
,銀 行 内 の デー タバ ンク の利 用

あ るい は 情 報 処 理 シ ス テム を考 えて行 く上 で もっ と も重要 な こ とに

な る と い う ことで あ る。

今 後 の 課題 と しては た とえば新 全 国総 合 開発 計画 に示 され た よ う

な ビジ ョンあ る いは 構造 変化 に ど う対処 してい くか とい うこ とが あ

る。 そ うい っ た 要 請 に応 ず るた め に コ ン ピュ ー ター を どの よ うに活

用 す るか とい う目標 は,一 言 で い えば 「定 型 的 意思 決 定 は で きる だ

けEDP化 し,非 定 型的戦 略 的 意 思決 定 に人 間 の創 意 と智恵 を活用

す る よ う.人 と機 械 の複 合 組織 を築 く」 とい うこ とにな る。

しか しな が ら,目 標は な かな か遠 く,解 決 しなけ れ ば な らない 多

くの 問 題 を か か え て い るの が 現 状 で あ る。

2.日 本 開 発 銀 行 の情 報 処 理 シス テム

開 銀 に お いて 現 在 使 っ てい る計 算 機は,FACOM230-301台
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で あ るが,69年11月 下 旬 か ら230-50を 導 入 して2台 に な る。

適 用 分 野は 大別 して 日常 業務,経 営 分析,調 査 企 画 の3業 務 に分 れ

る。 こ こで,日 常 業務 は 貸付 管 理,給 料 計 算 な どに 関連 す る業 務,経

営分 析は ミク ロ的 な デ ー タの 収録,利 用,調 査 は マ ク ・的 な デ ータ の

利用,分 析 に 関 す る もの で あ る。

これ を作 業 の 性 格 とい う面 か らみ れば,そ の ほ とん どが デ ー タの収

録,利 用 あ るい は 情 報 シ ステ ム の 整備,活 用 とい うこ とに 関連す る も

の で あ る。 た と えば 日常 業務 に して も,オ ン ライ ン に よる事 務処 理 で

は な く,各 種 資料 の 作 成,提 供 の ため の デー タ ・フ ァイル ・シ ス テ ム

とい う性 格 を もっ て い る。 そ うい っ た 面 か ら も,一 応3つ に分 け る こ

とがで きる。1つ は,デ ー タ の収 録 な り利 用 とい っ た デ ー タ 。フ ァイ

ル そ の もの に 関 連 す る作 業 で,こ れ が 定 期 的 に 計 表 を作 成 す る た め の

もの と,必 要 な と きに随 時 抽 出 加 工 で きる よ うに整 備 した も の とに分

れ る。 そ して この 第2の 分 野 は主 と して 外 部 デ ー タ の利 用 に 関す る も

の であ る。 第3は そ れ らの デー タを さ らに高 度 に とい うか,最 近新 し

く開発 さ れた い ろ い ろ な 手法 を 活用 して分 析 を 行 な い,種 々 の判 断 に

役 立 て る とい うこ と に な る。

この よ うに業 務 の種 類 を3つ,作 業 の性 格 も3つ に分 け られ る。

なお,コ ン ピュ ー タ シ ステ ム の運 営 管理 とい うこ とに 関連 した 問題 は

人 の機 能 と機械 の 能 力 とを どの よ うに結 びつ け る か とい うこ とで あ る。

そ の 場合 と くに コ ン ピュ ー タ 部 門 では ど うか,こ れを 利 用 す る ユー ザ

ー 部 門 では ど うか
,こ の 両 者 の 関係 を どの よ うに うま く調 整す るか,

とい うこ とが 常 に問 題 に な る。

そ れ から デー タ の利 用 形態 は オ ン ライ ンで は ない の で,カ ー ド・・磁
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気 テ ー プ ・ ドラム のい ず れ か に な る。 現在 は 基 礎 的な マ スタ ー.フ ァ

イル は すべ て テ ー プをベ ー ス と して い る。 各 業務 間 の テ ー プの や り取

りに つい て は(表1)に 掲 げ て お い た。

(1)日 常 業務

日常 業 務 に 関 して は ご く簡単 に しか載 せ 左 か った が ,要 す る に市

中 銀行 でい う貸付 け 統 計 を つ くる とい っ た感 じの もの が 中心 に な る。

イ ン プッ トの種類 ・あ るいは そ れ を 使っ て のア ウ トプッ トの概 要 は(表

2)に あ る通 りで あ る。

②
、経 営 分 析

経 営 分析 の一 つ に企 業 財務 情 報 の収 録,利 用 とい う作 業 が あ る。

これは 現 在 私 達 だ け では な くて 興 銀 ,長 銀,野 村 証 券 な どで も同 じ

よ:な こ とを や っ てお ら れ る。 以 前 当協 会 で 行 なわ れた デー タバ ン

クの 懇談 会 の と きに も,そ うい っ た 問題 を め ぐっ て ,そ れ ぞ れの関

係者 が 報 告 され てい る と ころ で あ る。 私達 の シス テ ム の特 徴 と して

は 比 較 的早 くか ら着 手 した の で ,収 録 して い る会社 数,期 数 並 び に

項 目数 とい っ た点 で 整 備 され て い る と、・うこ とが い える と思 う。 し

か し最 近 興銀 では 項 目数 に おい て は私 達 の2倍 以 上 とい う ,デ ー タ

バ ンクを 作成 して お られ る よ うす で あ る
。 こ うい っ た 財務 情報 の 収

録 並 び に利 用 を 関 係者 相 互 間 で 重複 し ない よ う有 機的 か つ機 動的 に

行 な うた め には ど う した らい い か とい うこ とが,デ ー タ バ ンクの 利

用 とい う面 で 具 体 的 に 最初 に 問題 にな る 点 で あ ろ うか と 思 う。

しか し,現 状 で は デ ー タ バ ン クの 問題 は そ れ ぞれ の 機 関が ,そ れ

ぞ れの 要 請 に応 じて 適切 な シス テ ム を 開発 す る とい っ た 形 で ,利 用

者 側 を 中心 と した 意 識 ない し目 的 にデ ー タ バ ンク を どの よ うに うま
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表2 日 常 業 務 の 概 要

師

P

(貸 付管理)

貸 付

火災保険

(人 事関係)

給与計算

経歴管理

イ ン プ ッ ト

項目数

126

122

項 目内容

会社要項お よ

び右記 の各段

階 にお けるデ

イ ト,金 額,

条件etc.

取 引先,保 険

会社,保 険種

類,金 額期間

etc・

原 票

申込受付書,貸 付

決定書,条 件変更

決定書,貸 付実行

資金交付,回 収の

各日報

ア ウ ト プ ッ ト

罐 鷲 劃.糖 誠
子補給計算など/

撮細難

箋l
etc・

保 険期 日管理表

付 保累計額表

月例給.期 末 手当(社 会保険料その他

の天 引計算を 包括,各 職員経歴etc.

明細

人事統計,資 料,異 動昇格

資料

人事長期計画資料

(そ の他)

固定資産減価償却計算

本行諸勘定関係(決 算資料,資 金繰り表)

事務量調査集計分析(ワ ークサンプリング,自 己申告)
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く対応 さ せ て い くか とい うこ とが ポイ ン トで あ る とす れば,'し か も,

そ れ を あ る程度 民 間 企業 の 自 由競 争 の よ うな線 で 考 え る ときに は,

早急 にそ の 調整 を実 現す る とい うこ と には む ず か しい 面 も あ る と思

っ て い る。

ただ,私 達 が 現在 目前 で 財務 分 析 シス テ ムを 収録,更 新 して い る

のは む しろ まっ た く内部 の 必要 に も とつ くもの で あっ て,審 査 とか

貸付 上 の 要 請 か ら,各 企 業 のB/S,P/Lあ るいは,そ れの 加 工

を体 系 的 に行 な うこ とが求 め られ る か らで あ る。 ちな み に,こ れは

行 内 の各 種 の デー タ バ ン クの 中 で も,一 番 広 範 に 頻度 多 く利 用 さ れ

て い る もの の 一つ であ る。 も ちろん 比 較的 そ うい っ た面 の体系 化が

容 易 で あ る とか,収 集 が 簡単 に で きる とい っ た 事 情 も あ るが,利 用

度 も非 常 に 高い わ けで あ る。

な お この ほ かに この デ ー タを 使 っ ての や や 計量 的 な分 析 も並 行 し

て 進 めて い る。 こ こで計 量 的分 析 とい うの は 因 子 分 析 とか,判 別函

数 とかい っ た もの を経 営 指 標 を 使 っ て行 な う分 析 で あ る。 未 だ 実 験

の段階 でそ れを直 ちにいろいろな会社の比 較検討 に利用す ると ころ

まで は いっ て い ない 。 中 心は む しろ こ うい っ た ミク ロ的 な 財務 情 報

デ ー タ と して磁 気 テー プに 収録 してい る も のは 何 種類 か あ り,一 覧

表(表3)を 掲 げ て おい た。

さ らに ミク ロ 的な分 析 と しては 経 営計 画 検討 の ため の シ ミュ レー

シ ョン ・モ デル とい うことを手 が け てい る。 これは 特 定 の産 業 あ る

いは 企業 に つい て 条件付 き予 測 とい うか,確 率 モ デル に よる 計量 分

析的 ア プローチ を試 み る とい う ことでは な くて,計 算 方 式 を よ り体

系 的 に モデ ル 化 し,外 生 値を 適 当 に 与 え れ ばい く通 りで も計 算結 果
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表3企 業財務 等情報収録一 覧

原デLタ 収 録 収 録
項 目数 期 間 会社数 原 資 料

主要ア ウ トプ ッ ト

(財 務諸表データ) (製 造 業有証 ベース
■

製造業企業(上 場) 210 1956年 以 降 1240
有価証券報
仕.堂

の場 合)

1.各 社 別原デー タ
口 口ヨ

(B/S,P/L,
'w (取 引先) 46 1957年 以 降 1,940 営業報告書 製造原価明細)

2.要 約 表お よび経

海運企業 222 1955年 以 降 37 営諸比率一覧
・7表 ワ ンセ ッ ト

欧米企業(SEC) 179 1964年 以 降 300
SECへ の

年次報告 (表 の選択可能)

①損益状況 ②財

(COMPUSTAT) 60 最近20年 1DOO 米国 政状態 ③以上明
Standard 細 ④資金運用表
Statisti-

cs社
⑤生産性指標 ⑥
経営諸比率 ⑦回

転其間
・以上の業種別各社

別等(適 宜指示)

(1洛 禍1随 経時系

列,対 前期増減

(2)業種別数社合計

時系列

(3)業種別数社平均

時系列

(4牒 種別特定期数

社並列(合 計平

均).な ど

3,特 定 項 目任 意抽

出

(特 掲産業明細デー
亀,

タ)

九 電力,需 給,設 250 1951年 以 降 9 各社1 決算資料
, 備収支財政等の実

績

石炭破別収支実績 1401954年 以 降

資

料源

発

気

葉

合

電

事

連

会

電

聞

書

一般業況資料

決算資料
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が 比 較 検 討 し得 る とい っ た形 の 確 定 モ デ ル を つ くっ て プ ロ グ ラム化

した も ので あ る。 そ の 内容 は具 体 例 と して(表4)に 掲 げ て おい た。

以上 が ミク ロに 関す る適 用例 で あ る。

(3)調 査業 務

調 査 業 務 は 前者 の ミク ロ的 な もの に対 して マ ク ロ的な性 格 の もの

で あ り,こ こで は これ を3つ に分 け て書 い てお い た。 第1は ア ンケ

ー ト調 査 の 集 計作 業
。 これは 作 業 の 性格 と して は 大量 事 務 処理 だ が,

目 的は あ くまで調 査 業務 の 一環 と して の もの で あ る。 本行 で は政 策

金 融 機 関 と しての 立 場 か ら,企 業 に 対す る各種 ア ンケー ト調 査 の結

果 を 予 算要 求 の 資 料 と して 使 うと か,年 々 の 貸付 計画 の 基礎 に使 う

とか の 形で利 用 して お り,そ のた め に,非 常 に ス ピー デ ィ ,か つ正

確 に い ろい ろ の形 で集 計作 表 を行 な うことが 要 請 さ れ るわ け で あ る。

現 在(表5)に 書 い た よ うに3種 類 の ア ンケー ト調査 を 行 な っ てい

る。 各企 業 に調 査表 を 送 り,必 要 な項 目に 記 入 の上 御 返送 願 っ て 集

計 す る わけ だ か,こ の発 送,回 収,督 促 あ るい は 内容 検討 な ど の段

階 は ど う して も人 間 が や ら なけ れ ば な らな い。 しか し,そ れ以 外 の

デー タ ・ チ ェ ック,計 算,プ リン トな どのEDP化 で きる 部分 は す

べ て人 手 を 介 さず,い わば 連 続的 自動 的 に ス ム ーズ に処 理 され て い

る。

第2は,さ きほ ど ミクPに つ い て 述べ た よ うな 問題 を,こ ん どは

経 済 産業 統 計 の フ ァイ ル ・シ ス テム につ い て 行 な お うとい うこ とで

あ るが.こ れ は(表6)に 書 い て お いた 。 これ に つい て も例 の懇 談

会 で 問 題 に なっ た よ うに,同 じ よ うな もの につ い て重複 して い ろ い

ろ の と ころ で デ ー タバ ンクを 作成 す る とい う問 題 が 起 き るが,こ う
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表4経 営 計 画 検討 用 シ ミュ レー シ ョン一 覧

項 目

(企 業長期計画)

本行長期資金計画

海運長期計画

海運本船収支

海運 コンテ ナー船収 支

電力長期計画

日本電子計算機掬長期計

画

(個 別 プ ロジ ェク ト検討)

都市開発事業(内 部用)

(事業家用)

電力発電 コス ト

製造業設備投資経済計算

作 業 内 容

貸付規模,貸 付条件.外 債 発行予定な どを想定し .10
年 間 の資金 計画,B/S・P/Lな どを計算

建造規模.運 賃収入,資 金調達方法,助 成条件などを

想定し.10年 間の資金計画 ,主要経済指標を計算

運賃率,運 航費などを想定し,年 次計算 を行なって新

造船の投資回収年数 を計算

コンテナー関連要素を加味して .上 記同様新造船の投
資回収年数を計算

電力需要,料 金水準.開 発計画,資 金調達方法な どを

想定 し,5年 間の収支予想.資 金計画を計算

電算機需要.下 取 り見込 .資 金 調達見込な どを想定 し

10年 間 の資金計 画,B/S,P/Lを 計 算

貸ビル.駐 車場,倉 庫な どの事業の建識 量,資金調達

方法 ・利用率などを規定し.25鞘 の収支予想 .資金計画
,借入金回収期間を計算

上記 と同種の プ ロジ ェク トについて .イ ンプッ ト項 目.
ア ウ トプ ッ ト表の数を 増加し .さ らに詳細な検討が で

きる ようにした もの。

火力 および 原子力発電関係 フ ァクターを想 定 し建設単

価,発 電 コス トを計算

製造業企業の経営活動を設備投資を中心にモデル化 し.
いろいろな条件のもとでの将来予測あるいは投資経済

計算ができるようにしたもの。

一71一



1

表5ア ン ケー ト調 査 集 計 作 業 の概 要

1)目 的

2)対 象企業

3)調 査時期

4)調 査 項 目

5)ア ウ トプッ ト

6)作 業手順

1調査部,設 備投資計画
調査

当年度および翌年度にお
けるわが国産業界全体な
らびに主要産業および企
業の投資動向把握

資本金1億 円以上(8月
調査)ま たは10億 円以
上(2月 調査)の 民間企
業一農楽商業金融サービ
スを除く全業種

毎年8月 お よび2月(31
～33年 度8月 のみ)

償

研

・

高

・術

別
県
期
府

容

上

質
技

半

・

内

苑

k
投
外

(
別

の

.
e
別
海

資
続

事
横
面
益
分

・

鱗

)
轟
欝

藤

設
新
別
主
投
資
却
資
究

～

ー

事
業
分
類

主
業
分
類

対象会社一覧表5種

集計表64種

企業別 リス ティング7種

(三主孝17.事 業11.

府県 】2他)

(作 莱 の全体)

言}凝集 の 設計

対象会 社の選定,

台帳 作成 ……調査台帳,

作成 更新

調査票の 発送 一 ・調i査票
に会社名 プ リント

etc.

回 収督促

内容.計 算チ ェック
ー 計算 チェック

デー タ集計.加 工.作 表
…・… 左 記のすべて

文字枠組貼.都 内検討 役

員会 説明,新 聞発表.報

告書作 成

2艶 聞企画部,支 店設備投
資計画蔀渣 および本行期
待額調査

当年度お よび翌年度におけ
る各地域別投資動向ならび
に本行融資期待額の把握

(予 算要求.貸 付計画立案
のための基礎資料作成)

北陸.中 匹国,九 州 につ、

て2月.8月 と も資本金

50百 万 円以上 となる よう

調査部調査を補 完

匡 左

事業分類一設備投資,主 要
工事の内容

主業分類一本行融資期待額

設備投資関係
リスティング
集計表
融資期待関係
リスティング
集計表

2種

4種

種

種
1

3

入
送
配
返
②会

錫
㊥鞠
璽

作
禄

地

鰹

3.総 務部.地 開 企画部,

都 市開発部,工 場移

転調査

工場分散融資運営のた
めの基礎資料作成

調査部対象のうち.製
造業で既成三大工業地
帯(京 浜,京 阪神.中
京)に 工場を有するも
の

毎年8月

理工場 一敷地 面積.建

物面積,従 業員

移転計 画一移転先,工

事 内容(土 地,建

物 面積).工 事 期

間,工 事 費,45

年度 本行期待

集計表12種

リステ ィング1種

蝶⑳竃
⑦
集
計
表
整
理

聰
薦

裏

三

④

デ

ー

タ

・
イ

ン

①

コ
ー

ド

記

入

②

原

票

チ

ェ

。
ク

①

原

票

発

送

回

収

ブ ッ

ツク

ト

一・・72-一
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表6経 済 産 業 統 計 一 覧

統 計 名 称

(主 要経済統計)

国民所得統計

一般経済指標

法人企業統計

産業設備資金統
計

業種別生産能力
稼動率

(地域経済統計)

地域要約統計

地域月‖工…業統言十

表

(企 業別業界統計)

自動車統計

主要産業生産販販
売統計

収 録 内容

国民総生産 と
総支出他.基
本表,9表 諸
項目

消費.投 資.

生 産.貿 易,

物 価,労 働,

金融専

業種別,規 模

別,B/S,
P/L

業翻ll.金 融
機関別.設 備
資金供給

ワー トン ・ス

クール方式 に

よる稼動 率計

算

府県別,主 要
経済指標

府県別,業 種

別.項 目別

車種別,会 社
別生産動態
車種別,会 社
別,銘 柄男燈
銀

紙パ(48品

目.139社

生 産)

石油(17,
35社 生 産販

売)

鉄鍋(60品 目,

50社 生 産販売

収 録

系列 数

157

158

29×50

39×24

119×46

30×46

86×2

71

48×139

17×35

60×50

収録期間

1951

年度 以 降

1955

年 以 降

1954

年 以 降

1958

年以 降

1、953

年 以 降

1955

年度 以降

1950

年度 以降

0躍

〃

1
年

19-58

年 以 降

〃

〃

収録時系列

4半 期

月または

4半 期

4半期

〃

〃

年 度

〃

月

年 度

原 資 料

入 手 先

経済企画庁

大蔵省

大蔵省.日銀

通産統計

通産省

各業界
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い った ものは 収 録 す るだ けで は な くて,ど の よ うに利 用 さ れ る かを

か な り慎重 に考 え て い く必要 が あ る。 私達 では ア ッ トラン ダム に た

くさん入 れ る とい う ことは な る べ く避 け て い き たい と思っ てい る。

そ うい った ものを コ ン ピュー タ利 用 の デー タ ・フ ァイ ル の対 象 と し

て選択 す る ため の原 則 と して3つ を考 え てい る。1つ は共 通性 の あ

る基 礎統 計 で 使用 頻度 の 高い こ と。2つ は 手作 業 の 場合 に くらべて

EDPS化 の効 果 が大 きい こと。 た とえば 地域 経 済 統 計 で は 時系 列

の ト レース に 何冊 もの 原 資 料 を 要 す るの で,EDPS化 の効 果 が 太

きV・。3っ は定 期 的 資 料 作 成 の 必要 が あ る こ とで,こ れ らの点 を中心

に利 用 側 の 立 場 に 立っ て デー タ選 択 を 行 なっ て い る とい うこ と。 も

の に よっ ては か な り膨 大 な もの もあ るが,統 計資 料 に よ くま と まっ

て 出 てい て そ れを 見 た方 が 早い よ うな もの は 避 け る よ うに して い る。

な お,こ れ に つい て は 外 部 との情 報 交換 の ネ ッ トワー クを 組 む とい

う ことが,お 互い の利用 とい う こ とか らい っ て も最 も有 効 で ある と

い う考 え方 になっ て い るの で,手 は じめ と して通 産 省 の 渡辺 さ ん な

どと有 無 相 違 的 な情 報 交換 につ いて協 議 して い る。 この 点 につい て

は,さ らに あ とで ふ れ た い と思 う。

第3の 計量 分 析 の 問題 に っ い ては ・経 営 科 学 手法 とい うか 計 算 機

で な け れば す ご く時 間 が か か る,あ るい は 事実 上 で きない とい う統

計 的 な分 析 手法 を 中心 に,い ろい ろ な加 工,計 算 を 機動 的 に,か つ

安 直 に利 用 で き る よ うな 処理 方 式 を 考 え てい る。 プ ログ ラム と して

はKEMPFと い うシ ス テ ム に ま とめ て,前 述 の デー タ ・フ ァイ ル'

との つ なが りも 考え,コ ン トロー ル ・カ ー ドに よる操 作 だ けで あ ら

ゆ る ケー ス に適 用 で き る とか,あ るい は い ろい ろな 手法 の 中 での 計
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合

算 内 容 の選 択 とい う こと もか な りで きる とい っ た 意味 で の 汎用 的 な

もの に してい る。 そ のKEMPFの 内 容 に つ い ては(表7)に 項 目

だ け 掲 げて お い た。 デー タ加 工 とか ,統 計処 理 な どとい った こ とか

らは じまっ て,周 期解 析,エ コ ノメ ト リッ クス,多 変 量解 析 な ど ,

計量 的 な分 析手 法 な どに 関連 す る もの を 全 部包 含 して お り ,そ うい

っ た 面 で は ほ とん どの ものを 網 羅 して い る と思っ てい る。 もち ろん

こ のほ かに もオ ペ レー シ ョンズ リサ ーチ と よば れ る多 くの 手 法
.た

とえ ばLP,PERT,,待 ち 行列 な どが あ るわ け だ が ,こ れは こ こ

に あ る もの と デー タ処 理 や ア プ ロー チ の しか たが ち が うので 別 の プ

ロ グ ラム に して い る。

次 に,こ うい った もの をい か に 有効 に利 用 す る かは,も ち ろ ん 計

算 機 の 問題 だけで は な く,そ れ を 使 っ て分 析 を す る人の 数 とか,銀

行 一 般 の 空 気 とし て,こ の種 の 分析 結 果 が あ る程 度 上 層 部で も評 価

され る こ とな どが 条件 に な るわ け で あ る。 開銀 で は幸 い に して コン

ピュ ー ター 導 入 以来 調査 活 動 に おい て こ うい っ た 計 量分 析 に オ リエ

ン トす る空 気 が強 くな ってお り,(表8)に 書 い た よ うに ,い ろい

ろの 問 題 につ い て この種 の分 析 手 法 を積 極 的 に利 用 す る とい う こ と

が す でに 行 な わ れ てい る。

ただ 問 題は,こ うい った ア プロー チは きわ め て個 別 的 な 性格 が 強

く,手 法 を 先 に考 え るので な くて,む しろ手 法 よ りも分 析 の 目的 な

り.問 題 の性 質や 時 期 に応 じて ど の よ うな モ デル を組 む か,そ れ に

対 して ど うい う手 法 を使 うか とい うア プ ロー チ で ない と役 立た ない

とい うこ とで あ り,そ のへ ん が一 般の オ ペ レー シ ヨナル な業務 に く

らべ て 非常 に や りに くい とい うか,コ ン ピュー タ ・シ ス テ ムを運 営
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表7KEMPFの 構 成

1.デ ー タ加工

Aデ ー タ抽 出

Bデ ー タ加工(加 工式 パター ン40)

ω 加 減乗 除

(2麟 数(絶 対値.平 方根対数

e×P,三 角 関数,べ き乗)

(3}平均,最 大,最 小

(4)タ イ ム ・ラグ

㈲単純移動平均

(6淀 数化

(7)移動

㈲ 時系列統 合(月 →4半 期 ご と)

⑨ 前期比,前 年 同期 比,構 成比

(rdDoStatement

(多 数 の系列について

加工式 の繰返 し)

Cデ ー タの収録,維 持

Dデ ータのプ リントプロ ット.転 換

(1}ク ロス ・セ ク ション

(時 系列ト〉ク ロス ・セク ション)

(2)プ リン ト(3種)

信}プ ロット(時 系列,相 関図)

2.周 期 解析

A季 節調整

(1)移動 平均(単 純お よび加重)

(2}連関 土ヒ率法

(3)MITI法

(4)センサス 局法

(5)EPA法

B周 期解析

(1)系列相関分析

(コ レログ ラム.自 己 回帰母数推定)

② スペク トル解析(パ ワー ・クロス)

3計 量 モデルの推定

A単 一方程式(変 数選択ダービ ンワ トソン

比な ども含む)

(1)通常の 最小2乗 法(1)

(2)〃(2)(ダ ミー変数.

予 測撹 乱項ウエ

イ トづけ など可

能)

(3)(3)(同 一一説明変数

に対 し被 説明変

数2個 以上)

(4対 数 最小2乗 法

㈲一 般化最小2乗 法(撹 乱項が1次 の

自己相関を もつ

場 合,く り返 し

法 で推定)

(6)三回最小2乗 法(ハ ウタッカーテイラー

の理論を プログラ

ム化)

B同 時 推定モ デル

(1)制限情報最大法

(2}2段 階最小2乗 法

4.シ ミュし←シ.ン(同 時推定 モデルのテス

ト予測)

(1)トータル・テスト(先決 変数 の力ll工可 能)

② ファイナル ・テスト(先決 変数の加工 およ

び プロッティング可 能)

(3)予測(外 挿)

5.係 数 相等性テ ス ト

ω 方程式全体のテス ト

(2)一部の説明変数 に関するテス ト

6.多 変 量解析

(1}分散 分析

② 共分散分析

㈲ 主成 分分析

(4)因子 分析

(5)判別 関数
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表8 経営科 学手 法の適用例(1}

項 目 主 要 内 容 掲 載 資 料 等

(計 量モデル

分析)

経済予測 経済見通しに関する計量モデル(短 期. 経済見通し作業(調i査 部)

中期,長 期)を プログラム 化し.外 生

変数(世 界貿易伸び率,租 税負担率, 長期経営計画作業(企 画室)

政府支出金利ノk準等)を 想定 し,GN

Pお よび関連指標を予測

需要予測 個別業 種または商 品(自 動 車,電 力, 月報43/5,原 子 力産業
・

鉄 鍋,ア ルミサ ッシュ,コ ンテ ナー,ニ ックル, 会議弓報44/2

ビール等)主 要産業需給 バラ ンス(60 行内需要予測研究会資料

部門の経企庁産業連関モデル)

技術進歩分 生産または付加価値の上昇に対す る技 月華R42/2,42/4,

析 術進歩の寄与率を,鉄 鋼業,機 械工業 42/7.43/6

電力等の各産業にっいて分析,評 価

(コ ッ プ.ダ グ ラス 型.ヒ ック ス型,

CES型 生産関数)

設備投資動 設備投資アンケー ト調査達成状況の分 月報41/5.43/3

向分析 析(売 上高.一 般 経済動 向 との関連な

ど)

設備投資動向の循環パターンの変化分

析

企業の経営 企業の行動態様を計量モデル化し.経 設研 レポー ト

予測 済予測の場合と同様の手法で条件付予 41/5.44/5

測を行ない.あ わせて当該業種ならび

に企業 の評価を行な った(鉄 鋼,自 動

車な ど)

金融市場分 金融市場の資金運用状況分析.経 済成 月報42/6～9

析 長に占める日銀信用の役割分析

そその他 船舶担保評価基準算定,エ ネルギー需 設研 レポー ト42/10,

給モデル推定,付 加価値生産性分析 44/9

地域開発融資の効果算定.流 通市場の エネルギー経済研レポー ト

構造変化分析.小 売業動向分析など

(注)月 報は調査月報の略
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表8経 営科学手法の適用例②

口'↓

㌧

'
、
.'

、
、
ラ

字
}

・

'

1項 目 主 要 内 容 掲 載 資 料

(多 変量解析) 代

経営指標分析 代表的 指標の選別.企 業の パター ン分類 設研 レポー ト44/8

評価(PCA,FACTOR)優 劣 グル

一プ別判定(判 別関数)

金融市場分析 主要金融指標(時 系列データ)のPCA 月報42/11

により,金 融市場の規制要 因分析

輸出競争力分析 輸出競争力に関す る定性的要因を用いて 日経調資料41/9
PCAを 行ない,い くつ かの性格 に分類,

評価

(LP)

電力設備投資計 電力需給.設 備計画などに関する制約条 月報42/5,

画分析 件のもと比費用 最・」化 モ デルを解 き.原 43/7

子力の 将来性を中心に電力長期設備計画

を評 価(全 国ならびに3広 域について計
!

算)

…'　 r企 業 合 併 効 果 分 」'ラ 二日アδイ業界の合併計画を費用最小 営 一 レ ポ ー ト

:ξ璽懲 懲 難:
」コ.'

刻時デ難 よって評価''":

最適産i業構造分
「 ㌔

二+

漸ス そ
魑;.'㌧

一-→ 「「

3旦 暮門の予想連関表と資本 ・労働 ・国

際墜 な加 諸制約のもとに ぶ 大成長

モデルを解き:.あ るいは 目的 と条件を入

設翻 し・ポ ー ト

44/12

←^一 ・.,.・ 「 げLF㍉ ・.

・ 一声れかえ るな どして 昭和
46年 の最 適構造

を検討

O
倉

`
●

、

ぽ'

φ
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す る うえでむ ず か しい こ とがあ る と思 う。

使 用 す る デー タ も 外部 か ら もっ て きた もの と,デ ー タ バ ンク に あ

る もの とを 併 用 す る こ とか多 く,ま た 目 的 に応 じて 適 当 な 変改 や 手

法 を 選 択す るこ と に加 え て,デ ー タ に つい て も想 定 した モ デル にふ

さわ しい もの を 選ぶ こ と,つ ま り使用 デー タ の代 表性,斉 合 性 とい

う ものを 満 足 させ る よ うな こ と も合 わせ て 考 え な け れ ば な ら ない。

そ うい う意 味 で,計 算機 の 運用 上 は ピーク ・一 ドとい うか,一 定 の

業 務 を 定期 的 にや る とい うこ と とは条 件 の ちが っ たい わ ば,飛 び込

み 作 業 的 に しか で きな い とい う制 約 が ど うして も 出て くるわ け で あ

る 。 そ のへ んに 多 少 問 題 は あ って も,同 じ デ ー タを い ろ い ろの分 析

に用 い る こと もか な り多 い わ けで,デ ー タの共 通 利用 とい うこ と も

配慮 してい る わ け で あ る。 以上 に 述べ た よ うな 調査 業務 に おけ る デ

ー タ と プ ログ ラム と プ ロジ ェ ク トの 間 の関 係は(表9)に グ ラフ の

よ うに して 示 して おい た。

以 上 が 開発 銀 行 に お け る ヨ ン ピュ ー

利 用 の具 体 的な 例 で あ る。

3,デ ー タ ・バ ン ク利用 上 の 問題 点

獣 日本情報開発協会
利 用 な らび に デー タバ ン ク

資 料 室

これ まで述 べ た こ とか ら も明 ら か な よ うに,開 銀 で は外 部 情 報 を利

用 す る こ とが 多い わ け で,コ ン ピュ ー タ利用 もそ うい っ た 面 に か な り

ウエ イ トを 置 い てい る。 そ こで,外 部 情報 を使 っ てい く うえで,ど う

い う点 が 問題 に な る か とい うこ とを,一 つは コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ム

の立 場 か ら,も う一 つは 情報 その もの の 問題 か ら と らえて みた い と思

う。
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表9調 査 業 務 に お け る プPジ ェ ク ト,デ ー タ,プPグ ラ ムの相 互 関 連

プ ロ ジ ェ ク ト

ー

o◎
O
ー

テ ー タ 一{個 別ブ・グ・・

(OR手 法による分析.予 測)1

経済予測 短期

中期

長期

需要予測 産業間需給

個別業種製品

企業経営予測

電力設備計画検討な ど

その他

プ ロ ジ ェク ト

①一般経済指標

②国民所得統計

◎法人企業統計

④産業設備資金統計

⑤業種別能力稼動率

⑥地域要約統計

⑦地域別工業統計表

⑧電力統計

⑨自動車統計

⑩主要産業生産販売統計

短期予 測モラうレ

中間 〃

長期 〃

産業通関 モデレ

企 業予測モデレ

国民所得

法人企業

産設,株 式統計

稼重陸

地開一般加工

特殊加工

工業統計表

電力決算一般業況

自動車統計

製品別企業別統計

一

一

=

フ

ー

一

二

①◎⑤⑥

③②③⑤

①②③⑧⑨(◎

①②③⑧⑨⑪

①⑥⑧

省略

二
'＼

一

＼

－KEMPF

お よび

関連プログラム

LP

x
l

八

}
|'1

|

①～ ⑩以外 の収録 デー タ(

お よび個 別データは省略) }

データ収録更新はす()

べ てKEMPFに よる

(企 業長期計画等)

電力長期計画

〃 発電コス ト計算

都市開発プロジェクト

電力長期展望

火力 コス ト,

原子力 コス ト

箱ものフbジェク ト

きKEMPF

}
[

輪 < ㍉
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(1}コ ン ピュ ー タ ー ・シ ス テ ム

コ ン ピ ュ ータ ・シス テ ム と しては 結 局MISと い っ た よ うな も の

の理 想を実 現す るの に ど うす るか とい っ た こ とが,と くに外 部 情報

を 利 用す る さい に ど うか とい うこ とが問題 に な る。MISと いっ て

もい ろい ろ 定 義が あ る よ うだが,私 は 「経 営意 思 決 定 の た め に有 効

な情報 を 利用 者 の必 要 に応 じて,い つ で も提供 で きる シ ス テ ム」 と

い うふ うに 解 釈 して い るo外 部 情報 を 扱っ て い く場 合 に 問題 とな る

のは,一 つは 情報 の利 用 側 と提供 側 にギ ャ プがあ る とい うこ と,そ

れを どの よ うに 調整 す るか とい うこ とで あ る。 問 題 の 所 在 は,開 銀

の シス テム の 説 明 で もふ れ た よ うに,結 局 われ わ れ の扱 う情報 とい

うのは,利 用 側 にお け る一 定 の選 択 を経 て ば じめ て価 値 を もつ わけ

で あ る。 そ うい う選 択 前 は デー タ で あって,選 択 され た の ち に情 報

にな る とい う人 もい る。 そ の 問題 意識は人 に よっ て ち が うわ け で ど

うい う選択 が 行 な わ れ るかは個 別 的に な ら ざ るを 得 ない。 しか もそ

うい った 選 択 か ら生 ま れ る二 一 ヅは 時 と ともに変 わ るわ け で ある。

そ れゆ え供 給 側 で は そ うい っ た 選択 の個 別 性 と 二一 ヅの 変 化 に うま

く対応 してい け るか ど うかが 絶 えず 問 題に な るわ け で あ る。 しか も

利用 す る 人は 常 に急 い で お り,直 ち に 出 て くる こ とを 期 待 す るわけ

だ し,そ れ が 直 ち に 出な い と役立 たな い とい うこ とに な るが,供 給

側 で そ うい う要 望 に応 じて ゆ く のは大 変む ず か しい。 そ のへ ん に基

本 的 な ギ ャ ッ プが あ る とい うこ とが あ る。 これ を もっ と も根 本 的 と

い うか,大 規模 に 解 決す る た めに は タイ ム ・シェ ア リン グ ・シ ス テ

ムの実 現が 望 ま しい 。 す な わ ち,ま ず オ ン ライ ン で大 型 コ ン ピュー

タに 端末 機 が つ な が る こ と と,そ れ を運 営す る非 常 に弾 力 的な ソ フ
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トウエ ァが 完 備 され る とい うこ とが 条 件 に な る。 そ ういっ た要 請 に

十分 マ ッチ す る よ うな 埋想 的 な タイ ム ・シェ ア リン グは な かな かむ

ずか しい よ うである。私 も68年 春 に アメ リカへ い っ て きた が,ア メ

リカ で も コン ピュー タ 使用 法 を知 らな い利 用者 が固 定 さ れない 使 用

言語,デ ー タ形 式 で利 用 で き る とい っ た理 想 的 な もの は 必 らず し も

実現 してい な い よ うで あっ た。

従 っ て 次 善 的な 解決 方法 と しては,現 在 の 技術 水 準 を 前提 として

そ の枠 内で 可 能 な努 力 を続 け る とい うこ とか 当面 重要 な 問題 で は な

か ろ うか と 思 う。

そ の 一1一つ は,私 達 実際 の 業務 に携 わ る立 場 で 考 え れ ば,利 用 者 と

提 供者 とい う立 場 か な るべ く うま く接 近 して あ る程度 機 能 が=オー バ

ー ・ラ ップす る とい うこ とが 内 部的 には 必要 では ない か。 もち ろ ん

経 営 シス テム と しては 機 能 分 化で進 め,体 制 の も と,責 任 体 制 をは

っ き りさせ て デ ー タ のや りと りな り,業 務 遂行 を す る とい うこ とは

必 要 だ と思 うが,前 述 した よ うな 問 題 に 対 処す る ため には,あ る程

度 そ うい う責 任 体 制 を 前提 と して 機 能 の オ ーバ ー ラ ッ プを 考 え る こ

とが 望 ま しい と思 う。

も う}っ は 対 外 的 に各 企 業 あ るい は 機 関 相互 間 で 情報 交 換 の ネ ッ

トワー クを 組 む とい う方 向。 これに つ い ては さら に の ちほ どふ

れ る ことに す る

デ ー タ ・バ ン ク利 用上 の 問題点 と して.コ ン ピュー ター ・シス テ

ム の 立 場か ら 考 慮す べ き第2の 点は 収 録 と分 析 の 関連 とい うこ とで

あ る。 デ ー タバ ン ク に 蓄積 さ れ る デー タ 量 が 多 くな る につ れて イ ン

プ ッ ト ・デ ー タ を正 確 に維 持,更 新す る とい うこ とだ けで もた いヘ
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ん な 作 業 とい うか,多 くの 手 数 を要 す るの で,さ きほ どか ら 問題 に

なっ て い る よ うに,完 備 した デ ー タ バ ンク をつ くる こ とは 望 ま しい

に は違 い な い が,そ れが 分 析,利 用 との 関連 にお い て コス ト倒 れ に

な る よ うで は,経 営 シス テ ムに おけ る コ ン ピュー タ 利用 とい う面 か

ら も根本 的 な問題 に な る とい うわけ で あ る。 これ は,さ きに 述 べた

デ ー タ の供 給 側 と利 用 側 の ギ ャ ッ プ とい う問題 と も関連す る こ とで

あ る。 デ ー タ の チェ ッ クを正 確 に行 な うこ とが たいへ んだ とい う前

提 で,分 析,利 用方 法 との 関連 を よ く考 え て シス テ ムを 設計す る こ

とが 必要 だ と思 う。

第3に は,そ れ に 関連 して コ ン ピュー タ ・シ ス テ ム に関 係す る人

の組 織 の 問題 が あ る。 と くに最 近 で は 変 化 に うま く対応 し得 る よ う

な弾 力的 な 組 織,制 度 といっ た点 に対 す る配慮 が 望 ま しい とさ れ て

い る。

4番 目の 問題 と し ては コ ン ピュー タ利 用 の 技 術 的 な側 面 で 新 た な

開発 が 行 な わ れ れば,か な り状 況 が 変わ っ て くる ので はな い か と思

う。

② 統 計の利 用 と分 析

これは 情 報 その も の に関す る問題 で あ る。 具 体 的 な 問題 として は

統 計 の利 用 と分 析 を 中心 に考 えて み た い と思 う。 第 ユにや は りコ ン

ピュ ー タ ・シ ス テ ム に つい て述 べ た の と同 じ よ うな デー タ利 用 側 と

提 供 側の ギ ャ ッ プ とい う問題 。 一

第2に 統 計 の内 容 に関 す る問題 と予 測デ ー タ の重 要 性 とい うこ と。

つ ま り,一 般 に、人聞 の行 動 に とっ て ほ ん とに必 要 な ことは 現在 か ら

将 来 に かけ て の問題 で あ っ て,過 去 の実 績 とい う ものは そ うい っ た
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目的 に 利 用 さ れ る 材料 に す ぎない の では な い か,し た が っ て デ ー タ

の 選択 と か,そ れ の利 用 とかを 考 え る場 合 に も,主 として 予 測 とか

新 たな ビ ジ ョ ン を 導 き 出す とい う観点 を 中心 に 考 えて い く こ とが

必 要 に な っ て くる ので は な い か とい うこ と。 最 近で は 各種 の統 計 の

中 に もと くに そ ういっ た面 に 着 目 して,い ろい ろ な 予 測 とか 計 画 と

か に 関連 した 指標 が 含 まれ る よ うに な っ て お りそ の 例は(表10)

に 書 いて あ る。

そ の ほ か に 統計 の利 用 に あ たっ て は,統 計 の 計 数 と同時 に,そ れ

を 利 用 す る場 合 の 一定 の ビジ ョンな らび に そ れ を 利 用 す るた め の ト

ゥ ー ル とい う もの が 当 然 必要 な る。 す な わ ち 統 計 情 報 その もの とそ

れを 利 用 す る 目的 な らび に そ れの利 用 方 法 あ るい は 分 析手 法 とい っ

'た
一3っの 面 を い か に結 び つ け るかが 統 計利 用 の ポ イ ン トでは な い か

とい うわけ で あ る。 コ ン ピュー タは ビ ジ ョンに つ い ては 現 在 の と こ

ろほ とん ど役 立 た ない け れ ど も,ト ウ ー ル と統 計 の処 理 とい っ た2

つ の面 で は 使 い 方 に よっ ては かな り有 効 な 役割 を 果 して い る とい う

ふ うに 考 えて い る。

4.外 部 関係 機 関へ の要 望

情 報 の作 成 な り利 用 な り とい う点 にっい て,主 と して外 部 情報 を使

う場合 に,利 用 者 の 立 場 か ら関係 機 関 に お願 い した い とい う問題 。

まず,作 成 側 に つい て は,や は り 二一 ヅ に うま く対応 し得 る よ うに,

現 在 の統 計 の 体 系を 抜 本 的に 改 正 す る必 要 が あ る と思 う。 と くに生 産

とか産 業 とか に 指 向 して いた 従 来 の統 計 よ りも,む しろ社 会,変 動 の

実 態 を トレー ス で き る よ うな総 合的生 活 指 標 とい っ た もの が 今や 重 要

に なっ て き て お り,こ うい った 改編 を 通 じ て 急 激 な 構造 変 化に対 処 す
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1.経 済 全 般

表10

ω 経済計画

(長 期予測)
作 成

期 間

目 標

年 次
予 測 内 容

手
法

経済社会発展計画

(経 審計量委員会報告)

昭42/2

43/9

フォローア ップ

昭46年 度

度

(マ クロ)GNE各 項 目.鉱 工業生産

物価.賃 銀.労 働.分 配etc

(産 業)60部 門需給労働,資 本

A

地 域 経 済 計 画 42/9 46{

60

9地 域別.人 口 ,就 業者.生 産所得.

分配所得,民 間公共投資,個 人 消費

民間.社 会資本ストック.旅 客財貨移動etc

A

全国総合開発計画 44/3 , 60 国土 利用,入 口世帯,生 活時間.費 用

経済規模水準.就 業 構造,投 資規模,ネ ッ ト

ワー ク産業開発 プロジェクト環境保全計 画

以上の他 首都 謄li整備 計画j近 畿圏整備計画etc

(2}短 期経済予測

各 種 予 測 計 画 等 一 覧(公 表 さ れ て い る 主 な も の)

2.部 門 別,産 業 ま た は 製 品

ω サーヴェイ調査

予測モデル(経 企 庁)

(日 経 センヂー)

44/3

随 時

1年 半

～2年 先 経 済発展計画 マクロモ デル と同様

A

A

(政 府)

(日 経 センター)

(都 銀 長 銀)

毎年12月

随 時

毎年12月

翌年度

18ケ 月先

翌年度

(人 口就 業者.旅 客.貨 物輸 送)

GNE各 項 目,鉱 工業生産,物 価

国際収支

B

B

以上の他

㈲ 景気予測

予測 モデル,ト ヨタ自工.東 海銀行.拓 銀,開 銀な ど

経 済 見通 し θ経 団連.野 村総研な ど

景 気 動 向 指 数 毎 月 25系 列(先10同8遅7)に よ る

デ ィフ ユージ 。ン,イ ンデックス

C

景 気 警 告 指 標 毎4半 期 12指 標 の赤黄青信号の数 に よる総 合判 定

(チ ェックポイント 前期比9金 額1指 数2)

ビジ ネス,サ ー ヴェイ

(企 業経営者見通 し調査)

毎 半 期 資本金1億 円以上企莱アンケー ト調査

経済全般,自 己企業の経営状態

D

日銀短期経済観測 毎4半 期

`

上記と同様 D

(注1)

(注2)

手 法A計 量モデル分析Cバ ロメー一夕一法

B段 階的接近法Dサ ー ヴェイ

調 査機関,特 に記 してないのは経済企画庁

一85～86一

調 査 名1 調 査 時点 調 査 対 象

設 備 投 資 計画調査(企 画 庁) 2.5,8ユ1.月 資本金1億 円以上

(通 産 省) 2.8月 所管業種主要産業

(開 銀) 〃 資本金1億 円以上.農 林,流 通サービスを除く

(中 小公庫) 〃 製造業,従 業員10人 以上

機械受注見通 し調査 3.6.9.12月 主要企業127社

個人消費支出 消費者動向予測調査

独身勤労者 消費動向説査

以上の他 設備投資計画調査 興長銀(取 引先企業を対象)

各種市場調査 電通他

色}産 業別.製 品別.長 期計画または見通し

行政 審 議 会答 申計 画 産構審(鉄 鋼.重 工業.化 学工業 雑貨建材 繊維産業資金etc各 部会)

経審産業分科会,総 合エネル ギー訪査会,機 械工業,電 子工業

鉱業.石 炭鉱業,電 源開発調整,航 空機工業、海運造船合理化etc

各程審議会

政府各省庁企画部門予測 (通 産省)主 要物資需給見通し,(農 村省)作 柄調査

糖類需給 見通し,最 高輸出会議輸出目標etc、

各業界団体作 成 見通 し 鉄鋼連盟,軽 金属工業会,鉱 業協会.自 動車工業会.電 機工業会

機振協.電 子協,JECC石 油連盟,石 油化学協調懇

電気事業連合会etc.

㈲ 公共投資関係長期計画

行政 投資整 備計画 道路整備5ケ 年計 画,住 宅建設5ケ 年計画

治山,治 水事業10ケ 年 計画.港 湾整備5ケ 年計 画etc

公 社公 団事 業計 画 国鉄(第3次 含糊 ヒ,山 陽新幹 線僧)帝 都高速度交通

電 々公社(10ケ 年の ビジョン)道 路公団

日本住宅公団,住 宅金 融公庫etc.
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るた めに必 要 な デー タが い か に機 動 的 に提 供 され る よ うに なる かが 問

題 の 中 心 で あ る と思 う。

そ れ に 関連 して メ ッシ ュ統 計 の 整備 とい っ た よ うな こ とが 問 題 に さ

れ てい る。 そ れ も現 在の 地 域 別 統 計 集 計 制 度 の単 な る再 編 成 に終 る こ

とが ない よ う前 向 きの積 極 的 な立 場 で 取組 ん で行 くこ とが 望 ま しい。

この こ とを私 は 統 計作成 の 関係 省 庁 に 対 して 強 く要 望 したい 。

そ のほ か 官 庁側 の問 題 と しては 集 計 シ ステ ムの改 善,速 報 性 の 問 題,

流 通面 で も情 報 交 換 ネ ッ トワー クの実 現,民 間機 関 の利 用 に よるサ ー

ビ ス活 動 の拡 充 な どの こ とが あ る。 また民 間 機 関 に 対 して とい うか,

私 達相 互間 の 問 題 か も知 れ ない が,重 複 す るものは その調 整 を は か る

とい うことが 対 象 に なっ てい くの では な い か と思 う。

これ らを総 合 してさ き に懇 談 会 等 で 問題 に なった 情報 交 換 ネ ッ トワ

ー ク と い う こ とを ,コ ン ピュ ー タ利 用 の 向上 と並 ん で 関係 機 関 同 士 で

よ り積 極 的 に協 議 してい くこ とが必 要 で は ない か と愚 生

θ

討 論

足 立 ただ い ま鈴木 さ んか ら開 発銀 行 の システ ム に関 す る包 括 的 な

お話 を うか がっ たわ け で ご ざ い ま す が,こ れ は大 な り小 な り,市 中

銀 行 の 問 題 と も共 通 で あ る と思 い ます。 開 発銀 行 を 含 め て,銀 行 の

場合 は お そ ら く情 報 処理 の 問題 に つい て2つ の方 向 が 考 え られ る よ

うに 思い ます。

そ の 士つの 方 向は 報 告 の前 半 に あ り ま した よ うに,日 常 業務 か ら

出 て くる情報 処 理 に関 連 し た方 向で あ り,も う玉 つは た だい ま の 報

告 に もあ りま した 開発 銀 行 の特 性 か ら生 ず るよ うな非常 に高度 な 判
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断 の た め に必 要 と なる情 報 処 理 とい う方 向で あ り ます。

第1の 日常業 務 か ら出 て く るデ ー タバ ン ク機 能 の 市 中銀行 に お け

る進 み方 とい うものは,最 近 の商 業 銀 行の 大 衆 化,情 報 処 理,事 務

処理 の 大量 化,業 務 内容 の進 展 と深い 関係 があ り ます。

その 一 例 として た とえ ば ク レジ ッ トカ ー ドの発 達 とか,あ るい は

決 済 に関 連 した情 報 処理 セ ンタ ー の設 置,さ らにそ うい った情 報処

理 の 中か ら将 来 出 て くる信用 情 報 デ ー タ バ ン ク機 能 の高 度利用 とい

うこ と な どが あ げ られ ます。 これは 非常 に速 い ス ピー ドで定着 化 し

て きて い る現 実 の方 向で あ る と思 われ ます。

この方 向 が 開発 銀 行 に おい て も 日常 業務 の コン ピュー タ 化 と関連

して,銀 行 内のMIS体 制 の定 着 化 とい うこと になっ て お る との 御

報 告 に現 れ てい る と思い ます 。

こ う した 意味 の第1次 情報 に基 づ い た デー タバ ンク 機 能 の充 実 方

向 に対 して,第2の 方 向 と しては い わ ば 高度 の 判 断を す る ため に,

必 要 な 情報 の集 積を 進 め る こ とが あ ります 。 判断 業 務 に お け る分 析

手 法 の発 達 は そ れ に 関連 した 外 部 デー タ の 補 充 の必 要性 を 高 め る と

い うこ とに なっ て,外 部 情 報 を整 備 す る必 要 性 に迫 られ る とい う意

味 の 動 き であ ります。

開発 銀 行 が 日本 経済 の 中 に 占め て い る地 位は 重要 な もので あ り,

そ う した 判 断を され る とい うことの メ リ ッ トは市 中銀 行 に くらべ て

い ち じる し く高 い と思 い ます。 した が っ て,そ うした判 断を シス テ

ム的 に総 合 的 に進 め るた め に",判 断 の た め の 分析 手 法,い わは 新 し

い 分 析手 法 の 開発 と同 時 に,そ れ に 関連 した外 部 情 報 を 充実 す る と

い う必要性 も高 い わ けで,そ うい っ た もの を 集 め,二 次 加 工 を して
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蓄積 す る とい うデ ー タバ ン ク機 能 が 特 に大 き な役割 を果 す もの と思

わ れ ます 。

、
こ うして分 析 手 法 の充 実 とデ ータ バン ク機 能の 充実 とい

っ た1っ

の面 で,開 発 銀 行 は 御 報 告 にあ り ま した よ うに非常 に高 い 水 準 で デ

ー タの 集 積 を 行 な
ってい る と思 い ます 。 そ して他 の銀 行 な り関係 機

関では ・この デ ー タ バ ン ク の充 実 に協 力す る と同 時 に ,こ れ を あ る

程 度 い ろい ろ の 形で 利 用 させ てい ただ く こ とが 望 ま し く ,そ れに よ

っ てデ ー タ バ ン クの 蓄積,利 用を社 会 的 に も効 率 的 にか つ 速 い ス ピ

ー ドで 進 め て 行 く とい う方 向 を 推進 す べ きで あ る と思
い ます。

こ うした社 会 的 な役 割 に 関連 して 興銀 の場合 につい て 若干 補 足 し

ます と.た とえば 公社 債 関係 の業 務 に関 す る第一 次 情報 の 集 積 は ,

証券 市 場 が で きて 以来 連続 的 に行 な っ てお り ます。 また 企業 の 業 績

統 計 に っい て も主 要 法 人企 業統 計 が あ り,現 在 の よ うに統 計 が 整 備

され て くる まで の 間,重 要 な社 会 的役 割 を 果 して まい りま した。

さ らに 企 業 の ア ンケ ー ト統 計 と して ビジ ネ ス ・サ ーベ イ を ,こ れ

を あ る時 期 に興 銀 で 開発 して 現在 では これ を 日本 銀 行 に移 管 してい

るわ けで ご ざい ます。

この よ うに分 析 手法 が 高度 化 す る こ とに よっ て ,新 しい デーグ を

集積 す る必要 が生 じて くる とい うこ とか ら,情 報 の網 ら性 と い う意

味 で新 しい 分野 に おけ る情 報 収 集 が 工 夫 さ れ てい くこ とが 望 まれ ま

す 。

デ ー タ バ ン クには オ リジ ナル デ ー タを 蓄積 した もの と ,第 二 次 デ

ー タ に よる もの とが あ
.り ます。

企業 財 務 諸表 の デー タバ ン クに つい て 痛 感 す るの は,印 刷 さ れ た
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報 告 書 を 単 純に パ ンチ す れば デ ー タ バ ン クが で き るわ け では な い と

い うことで す。 第 一 次 情 報 で あ る財 務 諸表 の処 理基 準 とい うものが

現 在 は 幅が あ る た め に,こ れ を あ る統 一 の規 準 で もっ て コン ピュ ー

タ にイ ン プッ トす る こ とが,非 常 に高 度 な 専 門的 知識 を 必 要 とす る

こ とで あ ります。

最 後 に 第 一次 情 報 の デ ータバ ン クに従 事 し て まい り まし た私 の痛

感 し てい る こ とを 申 しあ げ ます と,い わ ば 情報 憲 章 とい うか,情 報

事 業 に従 事 す る もの の共 通 の基 盤 の よ うな もの につ い て,い わ ば こ

のさい 考 えて お く必 要が あ るの では ない か とい うこ と です。 これ は

デー タ バ ン ク間 の ネ ッ トワー ク と交 流 が ます ます 必 要 と なっ て い く

こ とを 考 え る と,き わ め て重 要 な ことで あ る と思 い ます。 情 報 憲 章

の 内容 は 情 報 の本 質,あ る いは 情報 流 通 の本 質 的 な 原 則 と対 応 して ・

た とえ ば 情 報 処 理 の た め の デ ー タ 。バ ン ク 基 準,あ る い は 規

格 の 統 一 化,あ るい は そ う した も の の 内 容 と友 る と 思 い ま す

が,イ ン プッ トの 正確 性,詳 細 性,そ れ か ら デー タ系 列 の 連 続 性,

速報 性,あ るいは 情 報 の保 存 義務,情 報 の廃 棄 並 び に選 択 に っい て

の基 準,ま た新 し く必要 とされ る情 報 を積極 的 に網 ら し てい くこ と

か社 会 的 な1つ の 使 命 で あ る と思 うわ けで ご ざい ます。

そ う した 情 報を イ ンプ ッ トす る た め には,こ れ を 高度 に利 用 で き

る よ うに,利 用 の た め の た とえぽ 情 報 処 理 技 術 あ るいは 情 報処 理 方

式 の 標準 化,あ るい は 記録 用 式 の 標準 化 とい った こ とを 進 め る こ と

が,デ ー タバ ン ク に従 事 す る ものの 非 常 に大 きな 社 会 的 な責 任 であ

る と思 うわ けで す。

さ らに重 要 な こ とは 秘 密 保 持,あ るい は プ ライノミシー とい うこ と
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に 関す る基 準の 考 え方 で ご ざ い ます。

デ シジ ョン ・メ ー キ ン グの 段 階 に お け る違 い

野 口 デ シ ジ ョン ・メ ーキ ングの段 階 にお け る民 間 銀 行 と開 発 銀 行

との 間 の本 質 的 な ち が い とい うのは ど うい う と ころ に あ るの で す か。

鈴 木 業 務 活動 を め ぐる民 間 ベ ー ス の競 争 が あ るか ない か とい うこ

とが 本質 的な 問 題 であ る と思 い ま す。 開銀 は 業 務 上 ほ か の民 間金 融

機 関 と競争 しては な らない とい う条 件 の下 に経 営 を行 なっ てい るわ

けで す。

開銀 も政 府 金 融 機 関 とい うも のの 中で は比 較 的い ろい ろ の面 で 自

主 性 と申 し ます か,専 門 機関 と しての 立場 が 認 め ら れて い る とい う

こ とは い え る と思 い ます。

しか し なが らそ れが あ くまで も政府 機 関の 制 約 の 中 での も ので あ

って い民間金 融 機関 にお け る特 定 の銀 行法 の ワ ク内 で の活 動 とい う

場 合 に比べ る と,政 府 並 び に 財投 資金 を 運 用 す る場 合 に受 け る規制

の 方が 強い わ けで あ ります 。

市 中銀行 と財 務 情報 提 供 の周 辺

馬越 武藤 さん に うかが い た い ん です が,市 中銀 行 と財務 情 報 提 供

の 契 約 を さ れ る とか い う話 があ りましたが,そ の辺 の と ころを ご説

明 願 え ませ ん で し ょうか。

武 藤 私 は経 営 者 で はあ りません か ら的 確な 答 弁 は で きませ んが,

結 局 い まの銀 行 法 で 考 え られ て い る,い わゆ る 主た る 業務 とい うも

の の 考 え方 が,ど ち らか とい う と保 守 的 で昔 決 られた 銀 行法 そ の ま

まを使 っ てい る とい う点 に若 干 の問 題 が あ りま す。

長 期信用 銀行 法 に つい て も この考 え方 か,そ の ま まと られ て い る
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わ け で,も ち ろん 長 期信 用 銀 行 法 につい て は一 般銀 行 に比 べ て若 干

の 変更は 加 え られ てい ます が,何 れ にせ よ ,今 後は 一 般 的 に 銀行 業

務 とい うもの が そ れな りの 制 約 の もとに転 換 してい くの では な か ろ

うか と思い ます。

と 申 します の は 証券 業 界 とい うよ うな もの も 含め て ,金 融 機関 の

性 格 は,こ れ か らは た だ 金 を集 め て貸 す とか と い う仕 事 でな くて,

1つ の 道 と しては 情報 処 理 サ ー ビス 的な い き方,も う1つ は デ ータ

とか.あ るい は 加 工 した 情 報 とい うもの を 提 供 してい くとい う2つ

の い き方 が あ る と思い ます。

第 十 の道は,給 与 とか.精 算 とか,い ろい ろ な 活動 の 取引先 の 事

務 処理 とい うか,そ うい う面 を 受 託 計 算 し てい く。 これ を盛 ん に し

てやっ て い く,情 報 処理 産 業の い き方 で あ る と思 うの です。 そ れ に

対 して も う1つ の 行 き方 は 情 報 提 供 サー ビス 的な 動 きで す。 私 ど も

もこ うい う性 格 の銀 行 です か ら,昔 か らい ろい ろの デー タを集 め て

い ますが,そ れ も内部 の 自分 目身の 貸付 審 査,あ るいは 業 界 全 体 の

見通 し とかな どの こと のた め に デー タ を 集め て い た わ け です 。 そ

れ を ゆ ずっ て くれな い か とい う話 もあ りま したが ,そ うい う方 向 に

今後 銀行 とい うもの の進 んで い く1つ の道 が あ る か と思 い ます 。

む ろん,さ きほ ど足 立さ ん か らお話 のあっ た よ うに ,銀 行 とい う

ものは 多分 に 取 引先 の デ ー タ を頂 戴 す るし.そ の機 密 保 持 は 自か ら

も 守 らな け れ ば な らない も ので あ る と思 うの で あ り ます 。 公 表 して

差 し支 え ない もの,あ るいは す で に公 表さ れ てい る もの を二 次 加 工

な りして,そ れを提 供 して い く。 そ の場 合 に考 えら れ る こ とは 同 じ

よ うな ことを い ろい ろ の と こ ろで や るの もけ っ こ うです が ,同 時 に
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で きる な らば なるべ く国 民 経 済 的 な もの に展 開 さ れ た ほ うがい い。

私 ど もで も た また ま そ うい うこ とで昔 か ら して いた 関 係 か ら,都 市

銀 行 に提 供 して い る とい う こ とで ござい ます。

長 期 計 画 にお け るデ ー タ の使 い方(開 銀)

武藤 開銀 では 長 期 計 画を た て る場合 に,も っ てい る デ ー タ ー を ど

の よ うに使 うの か,い ま 少 しご説 明 願 い たい。

鈴木 長 期経 営 計 画 の 作 成,検 討 は 企 画 室が 担 当 してい ま す が,す

で に 述べ ま した よ うに か な り広い 視 野か ら常に 変化 に対 応 して 行 く

こ とを要 請 さ れ て い る 関係 もあ っ て,そ こで必 要 な デ ー タをす べ て

コ ン ピュ ー タに 貯 え ら れ たデ ー タ ・バ ン クか ら提供 す る とい うわ け

には 参 りませ ん。 と くに扱 う問題 がそ の 時々の情 勢 に即 した政 策 的

な 問 題 で あ り,政 治 的背 景 とい うよ うな こ とも常 に 考 慮 しなけ れ ば'

な り ませんの で,デ ー タ ・バ ン クか ら提 供 し得 る もの は.一 部 に 過

ぎま せ ん 。重要 な のは 政策 思考 で あ り.問 題発 見 であ る とい うこ と

か ら,そ れ に対 応 し得 る デー タは そ の都 度 散発 的 に集 め る とか,ふ

つ うの 統 計 や 資 料 な どには 出 て い ない も のを特 別 の ル ー トで 探 し出

さ なけ れば な らな い とい うこ とが 多い わ けです 。 もっ と も,デ ー タ

バ ンク とい うの は実 は そ うい う機 能 を 果 す もので な くては な ら ない

と思 い ます が。

長期 と短 期 の 問題 の 関連

武藤 立 てた 長 期経 営 計画 と,常 に変動 して い く短期 の 業 務 計 画 と

い うよ うな もの との接 点 を ど の よ うに解 決 してお られ るの か,鈴 木

さ ん に伺 い た い。

.鈴木 長 期 的 な 問題 と 短 期的な 問 題 の関 係 につ い て,こ の点 も,慎
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重 に検 討 を 重 ね てが っ ち りで き上 っ た長 期 計 画 を,短 期 的 に修 正 し

て行 く とい う よ うな 動 き方 の で きな い の が 開銀 の 現状 で す。 と 申 し

ます の は,情 勢 変化 に 対応す る とい うた て まえ で 活 動 してい ます か

ら,長 期 計画 が 作 ら れ て いて も,短 期 的 な 変 動 に即 して,大 巾に 変

更 す る とか,観 点 を 変 えて 出 直さ な け れば な らない とい っ た こ とが

実 に 多い 。 た とえば,最 近 の都 市 開発.社 会 開発 とい う新 ら しい 分

野 に して も.一 般 には,2,3年 前 に もそ うい う ものが,そ ん なに

強 く要 請 さ れ る こと にな る とは 考 え られ て い な かっ た。 しか もそ の

対 応 の 仕 方 は,開 銀を 通 ず るよ り も特 定 の 公団 を作 れ とか,民 間 資

金 を導 入 す る こ とが 望 ま しい とか い うよ うな 政 治情 勢 の な り行 き如

何 で 大 き く変 る し,ま た 開銀 の動 き方 が外 部 に ど うい う影 響 を 及 ぼ

す か とい うこ とも考 慮 しな け れば な らな い わ け で す。 したが っ て,

多 くの 場合,予 期 し難 い環 境 変 化 に そ の都 度 う ま く対応 す る とい う

こ とが よ り重 要 です し,そ の ため に は,も っ と直 感 的 に 諸般 の 情 況

を よ く見 き わめ,試 行 錯 誤 的な ア プ ロー チ を行 な っ て 行 くことが 必

要 だ と思 い ます。 要 す るに,こ うい っ た 面 に関 し ては,現 在の デー

タバ ンク や コン ピ ュー タ ー に よる情 報処 理 では 解 決 で きない 問 題 が

余 りに も多 い よ うです 。
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第3章 電 力 業vak・ け る 情報 処 理 シ ス テ ム

の 現 状 と問題点

ケ

堀 比呂志

電 力産業 とい うもの は,情 報 とい う面 か ら見 る と非 常 に お も しろ い特

性 を持 っ てい る と私 は つ ね つ ね 思 って い る。 そ こで多 少 の こ じつ けが あ

るか も知 れ ない が,一 般 の 情報 シス テ ム と も関連 させて,電 力産 業 に おけ

る情 報 シ ステ ム とい うもの を論 じてみ たいo

●

1.電 力産 業 の情 報 二 一 ヅ

(1)生 産流 通 管理 情 報

電 気 エネ ル ギ ー は光速 に近 い速 さで 流通 し,,ま た 生産 即 消費 で あ り,

在庫 が実 質的 に零 で あ るoそ の上,地 域 独 占の形 態 を と り,.独 占 して

い るあ らゆ る 地域 に平 等 に 、か つ広 大 な 面積 的 広 が りを も って供 給 し

なけ れ は な らな いoそ の た め に普 通 の企 業 とは 異 った情 報 が 必 要 に な

って くるo

o初 期 の流通 網

まず 電 力産業 に お い て は,電 気 しか 生 産 してお・らず,よ って物 質 の フ

ローtt非 常 に 簡単 で ある○ 図1の よ うに,と こか に電 気 を発 生 して,い

ろ い ろ な濡 髪 家 に地 域 的 に分 配 す る とい うシステ ムを と り,初 期 に お い

て は,当 然 ツ リー シス テ ムで 送電 してい たoこ れ は,ツ リー シス テ ムが

一番 安 あが りだ し ,ま た これ 以 外 に あ ま り適 切 な送 り方 が な い とい った

事 情 に よるoし か し反 面 信 頼 度 は か な り低 い とい う欠 点 か あ った こ とは
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見 逃 が せ ないo

図1初 期 の 流 通 網

L

㊦ 発電所

回 需 要

送電網

4

4

o最 近 の流 通 網

と ころが,最 近 原 子 力発 電 な どに よ り電 気 を発生 す る場 所 が非 常 に 地

域 的 に広 が って くる と,そ こか ら送 る流 通 網 と して 信 頼 度 を 高 くす る必

要 に迫 られ,経 済 性 と も考 え 合 わ せ た ネ ッ トワー ク(送 電 網)の 発 展 が

な され る よ うに な って きた○ 即 ち,ツ リー とメ ッ シュが そ の時 の情 勢 に

応 じて 非 常 に入 り組 ん で い る。 信 頼度 の高 さ を要 求 す る と ころで は,メ

ッシ ュ もか な り使 わ れ て は い るが,ツ リー の経 済 性,簡 明 さ も捨 てが た

いの で あ るo

以上 の よ うな シス テ ム を管理 す る際の 情 報 の 問題 を,速 さ の点 で分 類

してみ よ うo一 般 的 に情 報 は 速 いほ どい い,と い うこ とが大 前提 と して

い われ て い るが.し か しこ の よ うな電 力系 統 に お い て は速 け れば 速 い程

い い とい うわけ で は な く,そ の速 さ に よ って い ろい ろ な対 応 の仕 方 が異

って い るo

●
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図2最 近 の 流 通 網
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④ 高速管理ツ ステ ム

落 雷 とか,カ ラス が碍 子 に とま って 起 こる よ うな,ど こに起

こるか わか らない,不 測 の事 故 を迅 速 に 除去 す るた め の シ ステ

ム と して 主 に 使 われ る もの に は 高速 管 理 シス テ ムが あるo

関西 電 力 で は,普 通事 故 が あ った と き,遮 断器 を 切 り離 して

事 故 箇 所 を除 去 す るの だが,そ の 事 故 の発 見 お よび必 要箇 所 へ
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の伝達 速 度 は約5-0分 の1秒 か ら50分 の20秒 で,受 け た 情

報 に もとつ い て実 際 に 電気 を 切 る早 さは,50分 の20秒 か ら

]秒 ぐ らい の 間 で や らな け れ ば な らな いoそ れ 程遠 い 情報処 理

の 必 要 が あ るの で あ るoこ れ には.電 気 が 非 常 に情 報 を 処 理 し

や す い とい う点 か ら も考 え る と,だ い た い ア ナ ログ型 の コン ピ

ュー タ を想定 して よい と思 うが 、そ うい う リレ ーを用 い て関西

電 力 では 実 用 上 あ ま り不 自由の ない く らい に処 理 して きてい るo

従 って本 格 的 な コ ン ピュ ー タは ま だ用 い て い な い。 た だ,そ の

特性 と しては 非 常 に 守 備 範 囲 が 限定 さ れ て お り,し か もそ の守

備 範 囲 内 では だい たい 自分 の 判断 で処 理 で きる とい う点 が あけ

られ るoま た ご くまれ に,非 常 に重 要 なル ー トでは,自 分 の場

所 の イ ン フ ォ メ ー シ ョンだけ で な く,そ れ以 外 の イ ン フ ォ メー

シ ョ ンを利 用 した い場 合 が あ り,そ うい う場 合 には キ ャ リア ウ

ェー方 式,つ ま り電 波 を 使 って情 報 を交 換 し,20～30KI1tの

間 は そ れ で監視 す る とい う方 式 も使 われ てい る○

◎ 中 速 管理 シス テ ム

次 に,高 速 管理 シス テ ム で うま く処 理 で き なか った場 合,そ

れ を カバ ー し,バ ック ア ッ プす る た めの 中速 管理 シ ス テ ム とい

うもの が 必 要 に な って くる。 これ は2秒 か ら数 分 の オ ー ダで い

ろい ろの情 報処 理 をす る た め の ものだ が,今 の と ころ全 くお 手

上 げ とい った状 態 に近 ら 。 そ の 理 由 と して 電 話 で は遅 す ぎる と

い う点 と,ま た か りに こ うい う中 速 の 情 報 を必 要 とす る システ

ム をつ くった と して も,そ の利 用率 が きわ めて低 い とい うこと ,

さ らには情 報 を伝 達 す る ル ー トを あ らか じめ 確定 す る こ とが で
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き な い,と い う こ と な どが あ げ られ るo

◎ 低 速 管 理 シス テ ム

最後 に,中 速 管 理 シス テ ム の場 合 よ り もも う少 し長 い,数 分

か ら10数 分 の 速 さで処 理 す れ は いい情 報 に つ い て は,現 実 問

題 と して電 話 で処 理 して きて い る。 これ で処 理 しなけ れ ば な ら

ない問題 には,発 電 機 の 出 力 コ ン トロー ル,送 電網 の ス イ ッチ

に よる切b替 え な どが あ るoし か し最近 では,こ の 部 門 に もコ

ン ピュ ー タ の進 出 か 目立 ち,近 い将 来 ほぼ 完全 に コ ン ピ ュー タ

ライズ さ れ て い く可 能 性 が あ るo

② 全 般 的 な電 力会社 の ニ ー ヅ

経 理,資 材,労 務 関 係 の 情 報 は 一 般 産業 と類似 して お り,特 に特

徴 は ない が,次 に あげ る販 売 情 報 。企画 情 報 な どで は い くつ か の問

題 が あ るo

⑦ 販 売情 報

電 力販 売 の特 徴 は べ らほ うに 需要 家数 が 多 い こ とで ある○

(関西 電 力 では約600万 軒),地 理 的 に広 く分 布 してお り,し

か もそ れ が 変動 す る とい う点 では,デ ー タ処 理 お よび業 務 管 理

上 特 殊 な問 題 を も って い る。 従 って これ らの情 報 を完 全 に処理

で きる よ うに な れは 、 そ れ か ら生ず る情報 は非 常 に価 値 の 高 い

ものに な っ て くる可 能 性 が あ る。

㊥ 企 画 情 報

企 画 情 報 は,計 画情 報 の 中 で も最 も計画 的 な特 性 の 強 い もの

で あ るoし か も電 力産 業 の場 合 は普 通め 企 業 と異 って,製 品 が

陳 腐 化 す る とい うこ とが ない の で,徹 底 的 に 設 備 を 使 い 尽 く
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す 必 要 が あ るoま た,あ る設 備 をつ くる の に も4。5年 は かか

り,4～5年 先 の設 備 計画,収 支 予測 等 が 中 心 に な らざ る を得

ないo従 って ど うして も,10年 とか20年 とか の非 常 に長期

の シ ミュ レ ー シ ョン 。分析 が 必 要 に な って くるが,そ の か わ り

逆 に情 報 速 度 よ りは,分 析 の深 さ の方 が 重 要 に な っ て くるo

◎ 一 般 情 報 ネ ッ トワー ク との ア ナ ロ ジ ー

一 般 情 報 ネ ッ トワー ク との ア ナ ロジ ー で今 ま での 問題 を考 え

て み る と,ま ず ソ リー と メ ッ シ ュの問 題 が あ るoこ の ソ リー と

メ ッシ ュは,一 方 的 にあ る と ころ か ら電 気 を起 こ してそ れ を広

い範 囲 に 分 配 す る とい う一 方 向 の流 通 系統 で あ るが,我 々は そ

れ を コス トと信 頼度 の面 か ら選 択 して きた。 従 来,信 頼度 を高

め るた め,コ ス トの許 す 限 り メ ッシ ュが 選 択 さ れ て きた のだが,

最 近,系 統 の 簡 明 さ,大 規 模事 故 時(例 え ば ニ ュー ヨー ク大停

電)の 復 旧 の早 さ等 か ら ソ リー シス テ ムが 再 認 識 さ れ つつ あ る

の で あ るo

一 般 の情 報 伝 達 の 速 度 に く らべ て,電 気 の 流 通 情 報 は あま りに も速

す ぎ る○ が しか し,こ れ を何 万 倍,何 千倍 か に 拡 大 して み る と,か な

b-一一般 的 な情 報 の ア ナ ロ ジーか あ るは ず で あ るo非 常 に速 い情 報 伝 達

の ス ピー ドを要 求 す る シス テ ム で も,狭 い範 囲 内 で処 理 で きる よ うな

シス テ ム な ら,局 部 的 に処理 す る こ とは可 能 で あ る し,ま た それ が相

、当膨 大 な シ ステ ム で も,そ の シス テ ム をつ くる こ とはそ れほ どむず か

しい こ とで は 古 い。 た とえ ば,一 見 複 雑 そ うな銀 行 とか鉄 鋼 な どの工

程 管 理 シス テ ムで も,シ ステ ム設 計 は そ れほ どむ ず か し くな い の で あ

る。 とこ ろが 電 力 で は,中 く らいの 速 度 のネ ッ トワー ク に相 当す る も
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のが 実 際 の情 報 ネ ッ ト ワー クで も存 在 し,こ の処理 が 一 番 む ず か しいo

電 力 でそ の一 例 を示 す と,1965年 に起 った ニ ューーヨー ク の大停

電 で は ニ ュー ヨー ク全 市 を10時 間 もの長 い間 真 暗 闇 に したoそ れ ま

で ア メ リカの電 力系 統 に対 して絶 大 な る信 頼 を お い てい た 我 々 日本 人

に とって は実 に驚 くべ き もので あ った〔 そ の 原因 は,電 力流通 関 係 の

中速 度 の 情 報 に対 す る情 報 処 理 が 非 常 に ウ ィー クだ った とい う点 に あ

ったoそ の た めに,送 電流 の継 電 器 が1個 トリ ップ した とい うだけ の

単 な る事 故 が徐 々に発 展 して い って,あ ん な ものす ごい 事 故 にな って

しま った の で あ るoこ の 例 で もわ か る よ うに,電 力系 統 では 中速度 の

ネ ッ トワー ク に相 当 す る ものが一－esむ ず か しいoそ の点,一 般 の ネ ッ

トワー クで もそ の恐 れ か あ るの で は ない だ ろ うかo

さ らに こ こに も うひ とつ例 を あげ る と,1929年 に 起 った大 不 況

とい った ものが あ るが,そ うい う大 不 抗 の 予測,あ るい は防 止 に,現

在 の情 報 シス テ ムは 果 して役 に立 つ の で あ ろ うかo

そ して,も し改 善 す る とす れ ば,情 報 伝 達 の速度 なのか,そ れ とも情

報 の深 さ な のかoそ うい った意味 で,デ ー タの ス ピー ドと,デ ー タの

必 要 な 内容 の深 さ とい う問題 を も う少 し整 理 して論 ず る必 要 が あ る と

思 うo

2関 西 電 力 の コン ピ ュ ー タ シ ステ ム の 現状 と問 題 点

(1)IBM/360モ デ ル40/50導 入 後 の稼 動 状 況

関西 電 力 は67年7月 に,IBMシ ス テ ム360の モデ ル40と

50を コ ンバ イ ン した 形 で導 入 して い る。 だい たい の構 成 は 図3で

あ るが,特 徴 と しては,表2に 見 られ る よ うにベ ラボ ウに稼 動 率 が
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図3 電 子 計 算 機 構 成 図
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高 く,最 近 では モデ ル50で500時 間 をオ ーバ ー す る こ とが あ るo

従 って 私 の い る企 画 部 で使 お うと思 って もなか な か コ ン ピュー タが

あか ず,逆 の意 味 で非 能 率 な シス テ ムに な って い る といえ る か も し

れ ないo

表1コ ン ピュー タ関係 の 要 員

人 員 備 考

上 級 管 理 者 6 本 店課長以上

業 務 シ ス テ ム 開 発 40

コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム 3

運 営 管 理 2

組 織 計 ・画 3

庶 務 3 女

小 計 57

中央計算所{晶
6

9

小 計 15

合 計 72

注1、 技術計算 はオー プンプログ ラム制 をと っている。

2.キ ー パンチは外注割

麦2稼 動 実 績

360/50 360/40
360/40
spoo1

OCR

秘 書,労 務,庶 務

経 理,資 材

営 業,配 電

料 金 調 定

工 務,火 力 、 建 設

ELD(off-line)

イ ン ク ワ イ ア リー

計 算 セ ン タ ー そ の 他

599

488

68.0

178の

1134

297

228

369

124

307

193

151.3

11.3

=
386

406

35.3

6.3

640.8

10.7

二

18.0

4

-

83

595.4

二
一

30

計 5575 263.6 751.7 610.7

稼 動 率 77.4 699 282

注1.稼 動 率==稼 動 時 間/30日 ×24時 間
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(2)主 な シ ス テ ムの 特徴

④ELDオ ン ライ ン制 御 シス テ ム

実 際 にはIBM360/50で お もな計 算 をや9,そ の結 果 を

IBM1205に よって1200ボ ーの 通 信 回線 で10Kmぐ らい

離 れ た本 社 へ 送 る。 本 社 で はHITAC8300が そ の情 報 を受

け,必 要 な箇 所,た とえば 発 電 所 だ け に か な り低 速 な 指令 を発 す

るo逆 に,必 要 な イ ン フ ォ メー シ ョンは テ レ メ]タ ー で本社 へ集

め てHITACが 整 理 し,IBMに 回 す とい うデ ー タシ ス テ ムで

あ る○ これ は一 番 優 先度 の高 い業 務 で あ り,そ こか ら要 求 が あ る

とあ らゆ る計 算 をス トップ してELD計 算 をす るoし か し普 通 の

状 態 で は1回6秒 で,1日200回 ぐ らい の計 算 とな る○ そ れ か

ら,前 日に翌 日の 予 想 をか な り詳 細 に 計 算 す るが,こ れ に はIBM

360/50で 約2時 間程 度 か か るo(図4参 照)

図4ELDonline制 御 シス テ ム

360/50

be1200ボ ー

多

寄

テ レ メ ー タ ー

50ボ ー
一

ハノ〈∨/

OTMH蒜ト十=

この よ うに して,各 発 電所 の 出 力が 最 も経済 的 に な る よ うに コ

ン}ロ ールが 行 な われ てhる の で あ るo

一105一



◎ オ ン ライ ン イ ン ク ワ イア リー

これ は2K孤 ～60Kmは なれ た9営 業所 か らの 問合 ぜ 業 務,異 動

受付,メ ッセ ー ジ交 換 等 をIBM1050を 使 って 行 な う もの で

あ る が,68年11.月 の 稼 動 開始 に もか か わ らず か な り順調 にい

って い るo稼 動 以 来 対 象 軒 数200万 軒,毎 月2万 ～3万 断 の イ

ンク ワイ ァ リーが あ るo

図5イ ンク ワイァ リー シス テ ム連 用 状 況

④ ③ ② ①

回 回 万件

10505

万件

8402004

6301503

420100'2

210501

5

0000

② プアイノヒ化需要家数

43/1112 44/1
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◎ 料 金 認 定

約550万 軒 の 需 要 家 を対 象 に 過 去3ケ 月 の調 定 実績 異 動事 項

等 を含 む マス ター テ ー プ を作 り,検 針 票 作成,料 金 計 算,領 収 証

作成 等 を 行 な うo

この膨 大 な処 理 に は1日 に27万 件 の読 み取 りが で きるOCR

を使 って い るが,実 際の デ ー タを送 る には トラ ック輸 送 に よって

い るoこ れは 表3の と お・りで あるo今 後 の技術 革 新 で い ろい ろ変

わ って い くか も しれ な いが 関西 電 力 では 少 な く とも料 金 認 定 に関

しては,電 話 回線 に よるデ ー タ伝 送 は 考 え られ ない と思 わ れ るo

表3デ ー タ伝 送 コス ト比 較 計 算 値

織テー プ伝送 磁気テープ伝送 ト ラ ッ ク

所 要 人 員

伝送コス ト/軒

172

2円60銭

88

6円12銭

一

71銭

?

◎

θ 自己電業 務 機 械 イヒ

1978年 の 完成 を 目指 して,130万 本 の 電柱,45万 台 の

変圧 器,23万Kmの 電線 を管 理 す る予定 に な って い るoこ れ は ク

ローズ な シス テ ムで い け るの で,コ ン ピュー タ化 はそ れほ どむ ず

か し くな い○ 完 成 す れば,電 気 の 需 要 の 地域 的 な分 布,い わ ゆ る

デ ィス ト リビュ ー シ ョンが 完 全 に浮 か び あが って くるの で,非 常

に お も しろい もの に な りそ うで あ るo

た だ 膨 大 な コ ン ピュ ー タが必 袈 な こ とと,500万 軒の もの をい

ろい ろ分 類 す る とコス トがか か るの で,現 在 で はや ってい ないo
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5M工Sに 関 す る スケ ッチ

企 画部 門 とい う狭 い範 囲 を 中心 と してMISを や る と した ら,い っ

た い ど うい うこ とが可 能 か,と い うこ とを検討 は してい るが,殆 ん ど

前進 してい ない の が現 状 で あるoMISに 関 す るテ ス トモ デ ル と して

ある二,三 の構 想 の主 な狙 い を 示 す と

① 小 規 模 の も のだ が 実務 に 役立 つ もの

② ソフ トウ ェ アの テ ス ト(IBMのGISを 使用 の予 定)

③ 秘 密 保 護 機 能 の チ ェ ・ク

④ フ ァイル の 自律 的成 長 線 程 お よび フ レキ シ ビリテ ィーの 観察

等 で あ り,と くに 部,課 長 をは じめ,で き るだけ 多 くの 人 が イ ン プ ッ

トと情 報検 索 に参 加 す る こ とに よb,MISに 対 す る親 密 度 が深 まる

よ うに した いo

(1)長 期経 営 分 析 フ ァ イル

さ て,構 想 であ る が,ま ず最 初 に長 期 経 営 分 析 フ ァイル・ つ ま り

我 々がい くつ か持 って い る シ ミュ レー シ ョン モデ ル を管 理 す る フ ァ

イル を つ くりた いo具 体 的 に 言 うと シ ミュ レー シ ョン モデ ル は計 算

す るた び に修 正 を加 え て い くの で,い った い ど うい う修 正 を加 えた

のかを 管理 す る フ ァイ ル とそ の 上 に シ ミュ レー シ ョン条 件 を管 理 す

る フ ァイルか 欲 しい○ シ ミュ レー シ ョ ン条 件 に 関 して は,各 種 の初

期条 件 とか ・ パ ラメ ー タ ー の値,テ ー ブル値 な どが あ るが,こ れ ら

は 適 切 に管理 す る必 要 が あ るo仮 に10個 の パ ラメー タ ー をそれ ぞ

れ5種 類 ぐ らい 値 をか え て シ ミュ レ ー シ ョン した とす る と,全 部 の

組 み合 わせ を考 え れ ば,だ いた い1千 万 回計 算 しなけ れは な らな く

な るo実 際 に ち ょっ と した 大 きな モ デ ル に な る と,非 常 に重 要 な パ
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e

ラ メ一 夕 ー だけ で もお・そ ら く,50や100は でて くるの で実 際問

題 と して シ ミュ レー シ ョンをや る とい うの は,ど うい う条 件 を与 え

て も計 算 で きる とい うモ デル を 確 認す る こと と,特 殊 な,い わ ゆ る

バ ンダ リー な条 件 を 与 え て ,あ る ア ッパ ー と ロァ ー を チ ェ ックす る

よ うな計 算 をや って お くとい うこ とに な る○ そ れ だ け の計 算 だ と,

2,3百 ケ ース ぐらい やれ ば よ く,そ れ 以 外 は シ ミ ュv－ シ ョン条

件 の 管理 に まか せ て,も しこ うい う条 件 で計 算 しろ とい う とき,そ

の条 件 だけ を計算 す る とい うシス テ ムにせ ざ る を得 な い○ そ れ か ら

仮 に,二,三 百 ケ ース ぐ らい の代表 的 な ケ ー ス を計 算 す る とす る と,

せ っか く計 算 した の だ か ら,お もな計 算 は や は リ フ ァイル に とって

お きた くな るoた だ しこれ は非 常 に簡 単 な四 谷 だ け で よ く,く わ し

い内容 が知 りたけ れ は,も う一 度 計 算 しなお せ は よい とい うこ とに

な るo

これ らの構 成 は 大 体 図6の ような ものが考え られ る。 つ ま リデ 一 夕

フ ァイル と して は 三 種 類 ぐ らい の 内 容 を 持 った も の で,そ れ が

GISに よ って 管 理 され,イ ンク ワィア リー は 直接GISか ら き く○

また,実 際 のモ デル の修 正 とい うのは,行 った うえ でそ の修 正 した

イ ン フ ォ メ ー シ ョ ンだ け を フ ァイル に整 理 す るoそ して シ ミュ レー

シ ョン モデ ルそ の もの は別 に 管理 す るo大 体 こ うい った シス テ ムに

な るか と思 うo
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図6
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ト ー 一 一 ー 一 一

標 準 的 な 比 較 表 の 作 成

(結 果 要約セグメント)1(シ㌻ ㌘ ㌘件);(㌢ 、三

i初 期 条 件

IN標 準
11ス ト ハ フ メ 一 夕 ー 内

1テ ー ブ ル 植 民

1計 算 番 号 理

モ ア ル

修 正

イ ン ク

ワ イ ア リー

長 期 経 営 分析 デ ー タ フ ァ イル

② 社長 プ アイ ル

も う一 つ の 構 想 例 と して は,「 社 長 フ ァ イル 」が あげ られ るoこ

れ は,社 長 の権 限 が非 常 に強 い企 業 で は,社 長 か 何 を 考 え,何 を希

望 して い るか を 知 る こ とが,企 画業 務 で もっ と も重 安 で は ない か,
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とい う発 想法 に よる もので あ るo即 ち,社 長 が 必ftと す る情報 を整

備 す る フ ァ イル で な く,社 長個 人 を追 跡 す る フ ァ イル で,そ れ に よ

って社 長 を補 佐 す る人 が,必 要 な情 報 を得 るた め の もの で ある○ 勿

論 ・ これ は た ま たま 代表 と して社長 を とっ た だ け で あ って ,重 役全

部 をそ の 対 象 に して も差 支え は ない○

図7社 長 フ ァ イ ル

■

＼

日 程1社 長説明1社 長質問 ㍑必要情報

}

1

t

|

L_____________

→ イ ン プ ッ ト

一 一〉 イ
ン ク ワ イ ア リ ー

の 回答

*必 要 情 報 は 最 近 時 点 の 社 長 フ ァ イル の 内 容 に 応 じ て担 当 課 で

情 報 を整 備 し,イ ン プ ッ トす る 。
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④ 社 長 の 日程 の 管 理

まず 最 初 に欲 しい のは,社 長 の 日程 に 関 す る フ ァイル,即 ち,

社 長 の 出席 す る主 要 会 議,あ る い は社 長 の訪 問 先,社 長 へ の 面会

者 な どに 関 す る情 報 で あ るoこ うい った フ ァイル が あ る と,例 え

ば社 長 説 明 の た め の 時 間 を探 す の が む ずか しい場 合,非 常 に役 立

つ の では ない か と思 うo

㊥ 稟 議 書 の管 理

次 に,稟 議 書 の管 理 な ど も フ ァイル を作 れ ば うま くい くの では

な い だ ろ うかoこ の場 合,一 裕 重安 なの は,稟 議 書 に社 長 が,ど

うい うコ メ ン トをつ け た か,と い うこ とで あ って,そ れ に 稟議 書

の概 要,承 認 日時 な どを つ け加 えれ ば い いo

㊦ 社長 の イ ンク ワ イ ア リー

また 、 こ うい った フ ァイル が で きて,社 長 か そ れ に約 して質 問

をす る と,そ の質 問事 項 を フ ァイル して おけ ぱ,最 初 の 質問 に は

答 え る こ とが で きな くて も,二 度 目の 質 問 に は なん とか 答 え られ

る よ うに フ ァイル を整 備 す る こ とは可 能 なは ず で あ るoさ らに経

験 をつ め は,あ る程 度 社 長 の 質 問 を予測」し,必 衰 な情 報 を用 意す

る とい った こ と も可 能 に な る か も しれ な いoそ してそ の た めには,

そ れ相 応 の イ ンプ ッ ト因係 の 詠 か必要 に な って くるo

最 後 に,こ うい った一 連 の フ ァイル をつ くる には.結 局,社 長 秘書

をは じめ,重 役 とか,実 際 の い ろい ろ な計 画 を 説 明 す る 部長 とい った

人 々が 直接 イ ン プ ッ ト側 に回 る 必要 が あ るoそ の上,こ れ を利 用 す る

場 合 には プ ライ バ シー の問題 もか らん で くるの で,非 常 に強 い制 約条

件 を おか ね は な らないoこ うい った栴 成 を うま くすれ は,こ の フ ァイ
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ル は 自律 的 に成 長 して い く可 能 性 が あ り,実 験 的 に も面 白い もの にな

るの で は な い だ ろ うか 。

4.電 力会 社 か ら見 た一 般的 な イ ンフ ォ メー シ ョン シス テム に対 す る

要 望

(1)官 庁 報 告 を コ ン ピ ュ ー タで

我 々電 力会 社 は,実 に膨 大 な資 料(主 と して通 産 省)を 要 求 され

るのだ が,そ れ を全 部 手書 きで いち い ち書 い て報 告 して い る。 しか

し,も しコ ン ピュー タで この報 告書 を作 成 し,カ ー ドか テ ー プ で報

告 で きる とい うこ と にな る と,こ の イ ンフ ォ メー シ ョ ン シス テ ム は

一 挙 に改 善 され る可 能 性 が ある
。

(2)秘 密 保 護 に関 す る問 題

原 デ ー タが よ くて も,秘 密保 護 の問週 がか らん で ぐるの で,法 律

改 正 を考 え な い と空 理 空論 に な る恐 れが あ る。

(3)シ ス テ ム作 成 と技 術 進歩 の タ イ ミン グ

シス テ ムを 作 る うえ で一番 困 るのは,技 術 進歩 の テ ン ポが 予測 で

きな い の で,そ の シス テ ム に見合 った機 種 をつ か まえ る ことが なか

な かで きな い,と い う こ とで あ る。 つ ま リタ イ ミ ングが つ か め な い

た め,ど うい う技 術 進 歩 が あ り うるか とい うこ と を予測 す る 必要 が

あ る。

(4!情 鞭 索サー ビスの問題

この 問 題 で提案 した い こ とは,情 報検 索 の途 中 に人 間 がは い った

らど うか,と い うこ と で あ る。 い ま ま で はすべ て コン ピ ュー タ だけ

でや る よ うな形 が 前提 とな って い た わけ だが,逆 に人 間 を途 中 に入

れ る よ うな シ ス テ ム を作 っ た ら ど うな るか,こ の辺 を チ ェ ッ ク して
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み る の も面 白 い の では な い だろ うか。

討 論

な ぜ ツ リー シス テ ム が 見 直 され て きた か

長 谷 川 ツ リー と メ ッシ ュの問 題 で,ツ リーの 方 が 信 頼 性 が 高い と

い うお 話 が あ りま した が,そ れ につ い て の 説 明 を も う少 し くわ しくお

願 い した いo

堀 これ は,必 ず し も理 論 的 に正 しい とい うわけ で は な く,そ うい

う考 え 方 もあ る,と い っ た程 度 の もの な の で すが ……o

従 来,電 力 で も電 話 と同 じよ うに,メ ッ シ ュ にす る と非 常 に信 頼 度

が 高 くな る とい う分 析手 法 が あ った わけ で す が ,そ の 完 全 さに もか か

わ らず例 に 出 した よ うに ニ ュー ヨー クの 大 停 電 が あ った○ そ れ を反 省

して み る と,
.結 局 メ ッシ ュです と,お 互 い に 助 け あ うた めほ ん と うに

重 症 に な る ま で わ か らな い の じゃな いか とい うこ とが 考 え られ ます。

電 話 に例 を とる と,あ らゆ るル ー トが ビジ ー に な って ダ ウン して しま

う,と い った 状 態 の こ とで すoも しそ うだ とす る と,メ ッシ ュの場 合

は そ うい った重 体 の 部 分 を 切 り捨 て よ うとい う判 断 が い まの と ころで

き ないoそ うい う意味 で,思 い きって ツ リー に して,い くつか の ブ ロ

ッ クに分 り て お け は,あ る ブ ロ ックに 大 きな事 故 が 起 きて,そ の ブ ロ

ック が つぶ れ た と して も,そ こた け で す む の で は な い か○ 反 対 に ,そ

れ を メ ッシ ュ で つ な い で 益 くと ,全 部 が つぶ れ て しま うの で,そ うい

った観 点 か ら意 外 に ツ リーか 見 直 され て きて い る とい う訳 ですoそ の

他 に ツ リーの特 徴 と して は,系 統 の構 成 が わ りあい 簡 明 な の と,経 済
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的 に安 い の で,そ れ な りに 信 頼度 を高 め る よ うな上 等の 設 備 が つ くれ

る,と い うこ とが あけ られ る と思 い ま すo

ニ ュー ヨー ク大停 電 に 於 け る中速 度 管 理 の 欠 陥 につ い て

長 谷 川 さ きほ どの お 話 しの ニ ュ ー ヨー ク大停 電 とい う問 題 で,こ

の事 故 が 中速 情 報 の 管理 に欠 陥 が あ った ため に起 こ った とい う点 を,

この停 電 の プ ロ セス な どを追 って,も う一度 ご説 明 して いた だ き たい

と思 い ますo

掘 この事 故 が起 こ った発端 は,ナ イヤ カ ラの 出 口に あ る 発 電所 に

つ なが ってい る4本 の送 電 線 の うち1回 線 が リレーの故 障 で ミス トリ

ップ した わけ ですoそ うす る と今 度 は4本 分 の 電 力を3本 で は送 り き

る こ とが で きな くな っ て,自 動 的 に こ の3本 の 送電 線 の リレーが 遮断

して しま った。 リレ ーの 切れ た原 因 が,雷 が 落 ちた とか,鳥 や樹 木 で

短 絡 した とか い うふ うに ハ ッ キ リ して い るの な ら,さ きほ どの高速 管

理 シス テ ムが 見 逃 が す は ず は な い の で す が,こ の場合,わ け の わか ら

な い うちに切 れ て しま った の で,な ぜ そ うい うことに な っ たの か とい

うこ とが,遠 い ニ ュー ヨー ク では 全 然 わ か らな い。 そ の うちに なん と

な く系 統 が お・か し くな って,い っ たい ど こが ど うな った の か わか らな

い うち に,ど ん どん サ イ クル が低 下 した り,電 圧が 下 が って きた り し

たoま た こ うい うこ とが あ る程 度 の限 界 を越 え る と 自動 的 に発 電 機 が

止 ま って しま うとい う管 理 シス テ ム に な って い るの で,電 気 の 発 生 も

止 ま って しま うo電 力 にお い て は,そ れ ぞれ 局 部的 に全 部 を管 理 して

い る の で,そ こが あ ぶ ない条 件 に な った ら他 の こ とは おか まい な しに

切 って しま うわ け で す○ あの大 事 故 は そ うい った こ とが波 及 して起 こ

一115-一



った とい うこ とが で きます ○

そ の と き,も し2分 ぐ らい で 、 ☆互 い に情 報 を交 換 しあ うこ とが で

きれ は,ど こに事 故 が あ ったか,ど こが おか しいか と い うこ とが 簡単

に わ か るわ け な の で すが,電 話 で2分 以 内 に,必 要 な情 報 をす べ て交

換 す る とい う ことは 実 際,不 可 能 で すoも しこの 時 オ ー トマ チ ック な

デ ー タ通 信 で完 全 な情 報 交 換 をす る こ とが で き る とい うシス テ ムが で

きて い た と した ら,き わ めて 簡 単 に除 去 で きた は ず ですo

しか し,ど こで ど うい う現 象が 起 こるか わか らない,し か もめ った

に起 こ らない もの の た め に,あ らゆ る条 件 を カバ ー す る中 速 度の ネ ッ

ト ワー ク をつ くる こ とは 容 易 な ことで は ない の で,現 実 にお い て もそ

うい うネ ッ トワー クは 存 在 して い ない こ とに な りま すo

,

皐

自動 給電 シ ステ ム とMIS

長 谷 川 い わ ゆ る 自動 給 電 シス テ ムの 情報 とNISの 関係 につ い て,

そ れ が具 体 的 に ど うい う形 に な るの か,ご 説 明 して い た だ きた いo

堀 自動 給 電 システ ム とい うのは,シ ス テ ムそ れ 自体 は複 雑 で すが,

我 々 の企 画 の立 場 か ら見 る と非 常 に ク ロー ズ で 、わ か りや す い シス テ

ム で あ り,ま た 経済 的 に 運 転 しろ とい う命 題 に応 じて それ な りに 処理

して い くとい う性 格 の もの で す○ また 翌 日の 需 要 想定 を す る場 合 に,

天 候 が ど うだ とか,経 済 情 勢 が ど うだ とか,ス トが あ るか ど うか とい

う外 部情 報 も必 要 です が,そ れ が な か った ら ど うに もな らん とか ・そ

れ が オ ー トマ チ ック には い って こ なけ れ は い か ん とい う必要 性 は必 ず

し もな い わけ であって,こ うい うこ とは だ いた い 電 話 で間 に 合 もの と思

い ますo
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最 後 に,全 国 の 自動 給 電 シス テ ムの 問題 にふ れ てお きた い の で す が,

私 は 実 際 の業 務 に タ ッチ して い ない の で,実 機 の構 想貫 知 りま せんo

しか し も し問 題 が あ る とす れ ば,各 社 が そ れ ぞ れ異 った 自動 給 電 シス

テ ム を使 って い ます の で,そ れ らを ど うや って カ ップ リングす る か と

い う問題 と,ど うい うル ール でや るか とい う問題,そ れ さ え決 め れば

い いん じゃな い か と思 い ま すo

●

◆

NASAに 於 け るデ ー タバ ン クの 欠陥

掘 高 瀬 さん にNASAの こ とにつ い て,ち ょっ と質 問 した い と思

い ますONASAの 技術 を ア プ ライす る場 合,デ ー タ が な くて に っち

もさ っ ち もい か ない とい うこ とで すか,そ の場 合,必 要 な デ ー タ とい

うのが'ま った く新 し くデ ー タ を収 集 しなけ れ は ダ メだ ったの か,そ れ

と も既 存 の デ ー タで い い の だか,そ れ が 整 理 さ れ て い ない た め に ダ メ

だ った のか ち ょっ とわ か りに くか った の ですo

そ れ と仮 に既 存 の デ ー タを整 理 す れ は よか った と して,そ の整 理 を

コ ン ピュ ー タ で や らなけ れば 何 百 年 もか か るの でダ メなの か,そ れ と

も人 手 でや って も半 年 ぐらい で なん とか 処 理 で きるん だが,そ うい う

デ ー タ処 理 の た めに ムダ な時 間 を費 す のは バ カバ カ しい ので,デ ー タ

バ ン クの 必 衰 が 出て きた のか,そ うい っ た点 をお うか か い した い と思

い ますo

高瀬NASAの 計 画 を実 施 した 時 に2つ の 欠 陥 が あ りま した01

つ は,現 在 あ る デ ー タバ ンク の デ ー タ,す な わ ち社会経 済 指 標 が全 部,

今 か ら10年 前 の国 勢調 査 を もとに して い るoつ ま り最 近 の デ ー タが

は い っ て い な か っ た とい う点 で すo
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も う1つ は,国 勢 調 査foよ び各 種 の政府 機 関 で行 う中 間 の報 告 デ ー

タ を も とに した デ ー タバ ン ク を地 域 ご とに設 け る とい うこ と○ つ ま り

少 な く とも州 政 府 の レベ ル に お い て,中 央 政 府 か らデ ー タ を もら って

きて,同 時 に ロー カ ルの 問題 をい れ て社 会 開発 をす る必 要 性 が痛 感 さ

れ て い る とい う点 ですo

掘 つ ま り,つ ね に新 しい デ ー タ を と る必 要 は ないん で,既 存 の デ

ー タで もいい が ,た だそ の 管理 が悪 い とい うこ とです ねo

高 瀬 そ うで すo

■

電力 業 と情報 問 題

伊 大 知 電 力業 の情 報 に 関 す るス ピー ドとインフォメー ショ ンの 関 係

の 問 題,あ るい は デ ー タの速 さ と深 さ をか らめ ての 問題,こ れ は い ず

れ 今後 の議 論 の 対 象 に な る問題 だ ろ うと思 い ます し,そ れ と ツ リー と

メ ッ シ ュの問題 が あ ります が,い ろ い ろ議 論 の ある と ころ だ と思 い ま

すo

私 は しろ うとで よ くわ か らな いん で すけ れ ど も,い わ ゆ る広 い 意 味

の 全 国 的 な官 庁 とか 民 間 とか,全 部 を含 め た よ うなそ うい う場 合 の ネ

ッ トワー クの 問題 と,1企 業 の なか の ネ ッ トワー ク とい う問 題 は 少 し

違 うん じゃ ない か とい う気 が い た しますoし たが って1企 業 の なか で

は ツ リーのほ うか いい とい うこ と も大 い に可 能 で あ る とい うふ うに 考

えて 聞 い てお りま したoこ の へ ん は こ議 論 をま つ とこ ろ で あ りますo

と くに最後 の 電 力 とい う部 門 か ら一 敗へ の安 里事 項 を4つ ほ ど並 べ

られ たoい ちい ち痛 い,も っ と もな点 だ と思Larg.す が,そ の4つ を ち

ょっ と復 習 させ てい た だ く.と.第1点 は転 記 しない で た だ ちに イ ンプ
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ッ トで き る よ うな形 に す れは ス ム ーズ に い くん じゃ ない か とい うご指

摘,こ れ は官 庁 統 計 の立 場 か らも非 常 に やか ま しい 問題 に な ってお り

ま して,も しこ うい う方 法 あ るい は改 良 が 行 なわれ て,そ れ を バ イパ

ス で きる よ うな こと に なれ は 非 常 に お も しろい'と思 い ますo大 い に将

来 期 待 した い と思 い ま すo

つ い この 聞,九 州 宮 崎 で,全 国 の調 査 員 大会 とい うのが あ りま して ,

そ こで調 査 員 た ちが し き りに訴 え るの は,調 査 員 と して の活 動 が 非常

に むず か し くな って い る とい うこ と,し か も情 報化 時代 とい うこ とを

と き ど き聞 か され るた び ご とに,い ずれ 調 査 員 なん か仕 事 は な くな っ

て しま うん じゃ な いか とい う危慎 を持 って い る とい う ことで す。 そ れ

で い ま の努 力を や ってい るの は ムダ じや な いか とい う訴 え方 をす る○

日本 の 統 計 が あ る意味 では,危 機 に遭 遇 して い る と思 い ます け れ ど も,

そ れ を回 避 す る1つ の 方 向 が こ うい った工 夫 で 回避 で きた ら非 常 に お

も しろい と思 い ま して,大 い に期 待 した い ところ で ご ざい ますo

第2点 は秘 密 保 護 に関 す るつ め をや らな くち ゃいか ん とい うご指摘

で ご さい ます○ 統 計 法一 つ 考 え て も,法 規 の 改正 な どは た いへ ん むず

か しい 問題 だ し,解 釈 に つ い て は い ろい ろ変 わ り うる点 が あ るん じゃ

ない かo終 戦 直 後 に で き あか った あの 法 律 か そ の ま ま20何 年 か 少 し

も変 わ らす 進 ん で きた と ころ に,一 つ の 安 定性 は あ るけ れ ど も,ま さ

に さ きほ どか ら指摘 さ れ て い る硬 直化 が 濃厚 に あ らわれ てい るわ け で

すoこ の へ ん は さ っそ くや らなけ れ は な らない問 題 と考 え る しだ い で

ご ざい ま すo

第3番 目は,予 測 しが た い 技術 進 歩 に合 わ せて シ ス テ ム を作 成 しk

け れ ば な ら な い とい う ご指 摘 。 このへ ん で技 術 進 歩 の 見 通 しにつ

一119一



い て だ れ が 教 え て も らえ な い か,と い う ご希 望 な ん で す が,で き

た ら稲 葉 先 生 に 発 言 して い た だ き た い と思 い ます け れ ど も,非 常

にむ ず か しい問 題 だ と思 い ますo

第4番 目には 情 報 検 素 サ ー ビス の なか に,た だ機 械 だ け に ま かせ ず

に,人 聞 を なか に入 れ う とい うご主 張 を堀 さ ん は な され て い ます が,

これ は,い わ ゆ る機 械 との対 話 形 式 を生 か してい くとい うこ と じゃな

い か と思 い ますo

技 術 進 歩 の見 通 し

稲 葉 私 は技 術 進 歩 の見 通 しとい う点 か ら潜 越 なが らお 話 し しますo

ご存 知 の よ うに,69年 の春 か ら経 済 社 会 発 展 計 画会 議 の 産 業 部 会 の

部 会 長 に な った もの で すか ら,た だ単 に,量 的 に6。7年 先 が どSな

るか とい うこ と よ り も,む しろ基 本 的 な問題 を検討 して,そ の上 に 先

を考 え た らど うか とい う提 示 をい た しま して,6つ の 研究 会 をつ くっ

て いた だ きま した○ 例 と して は 農業,中 小企 業,前 向 きの も の と して

技 術 進 歩 研究 委 員 会 とい うの をつ くって も ら ってお・bま すoそ れ か ら

情 報 化 社会 の 研究 会,あ とは労働 力 とエネルギーとい った よ うな こ とに

つ い て 将 来 ど うい う問題 が あ るか,あ とは需 要 供 給 の関 係 を も うい

っぺ ん過 去 と連 結 して,50年,51年'ぐ らい に 産業水 準 は ど うな るか

とい う情 報 を結 び つけ ます。 そ して これ ま での よ うに,た だ 昭和50

年 に は こ うい うこ と にな ります とい うの で は な く,こ うい う前 提 な

ら こ うな ります とい うや り方 を 出 して み て は ど うか 。 結 呆 を 出す よ り,

問題 を投 げ 出 したほ うが い い だ ろ うとい うよ うな こ とでい ま作 業 中で

ご ざい ます ○

そ の中 の技術 研 究委 員会 の報 告 が こ の ま え 出 たわ け です 。 ただ,
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申 し合 わせ か ら しま して,各 勧 究会 の報告 は,研 究会 の 独 立 的 な意見

で 出 して いた だ い て,そ れ に た い して は 他 の部会 は干 渉 しない,た だ

しそ れ らを集 め て,産 業 が ど うな るか,技 術 が産 業 を ど う変 え るか と

い うこ とにつ い ては,ひ とつ共 同 でや りま し ょ うとい った よ うな こと

で,そ っちの ほbは ま だ で きて ないん で すo

そ こで・ 技 術 につ い て い くつ か 私 が お願 い した こ とが あ りますoそ

れは,日 本 の10年 ぐ らい の産 業 の動 きを見 て お ります'と,技 術 が こ

れ だ け 日本 の産 業 を大 き くした し,ま た 同時 に技術 の進 歩 にた い す る

考 え方,見 方 が,ど うも過 小 評 価 した のが,今 日の む ず か しい 問題 を

は らん でい る ん じゃな い か 。 た とえ は私 や平 出 さん が10年 前 に ちょ

うど他 出総 理 の 所得 倍 増 計 画 の お手伝 い を してい た わけ です が,あ の

当 時 には,工 業 生iも2倍 半 ぐ らい に10年 さ きに は な る だ ろ うと思

ってい た の が,全 体 と して4倍 に な りま したo鉱 工 業 生 産 指 数 とい う

の はほ ん と うか,う そ か 大 きな問題 が あ りますか,た だ 実数 で 申 しま

す と,10年 前 には 粗 銅 の 生 産 高は1800万 トン で,今 年 度 は840

万 トンで あ る こ とは ま ちか い ない し,石 油 の製 品 の供 給 高 が10年 前

は2400万 キロリットル,こ としは1億6000万 キロリットル とい うこ と も.

これ もほ ぼ ま ちが いな いoた だ多 くな った とい うこ とのほ か に,た と

え ば 鉄 に つ い て は10年 前 は10∩0ト ン溶 鉱炉 がい ちは ん 大 きか った

の が,こ の ごろ は7000ト ン溶 鉱炉 に な って,近 く1万 トン溶 鉱炉 と

い う こと に な って くるo石 油 の タ ン カー も,10年 前は5万 トン ぐら

い の もの が 多 か った の か,こ の ご ろは20万 トン,将 来30万 トン,

40万 トンに な るだ ろ う とい うこ とで す。 そ れ に はた だ,場 所 を大

き く した らい い た け で は な く,ど こへ 港 をつ くった らい い か 、 ど こへ
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工業 立 地 を した らい い か とい う問 題 が起 こ って くるoそ こに公 害 問趣

が 非 常 に大 き くク ローズ ア ップ され て くるわ け です ○

とい って も,6・7年 先 でGNPが 実 質 倍 に な る と して も,人 間 は

8%ぐ らい ふ え るん だ か ら,生 産 性 を倍 に して や って いか なけれ ぱ な

らな い とい う問 題 を考 え る と,案 外,予 測 とい うの は む ず か しい とい

う こ とに な っ て くるoた とえは 鹿 島 は 非 常 に野 心 的 な プ ロジ ェク トで 、

あ あい う もの か3つ4つ で きた ら日本 は万 万 歳 た とい って お ったん で

す が,い ま か ら考 え てみ る と,せ っか く太 平 洋 を切 り くず して港 をつ

くった けれ ど も,港 も,規 模 も小 さす ぎた とい うこ とに な る○ こん ど

は そ うい う誤 り を しない よ うに,技 術 進 歩 に つい て,ど こ らへ ん まで

見 通 しがつ くか とい うこ と を,日 本 の代 表 的 学 者 と実 務 家 に ク ェ スチ

ョンを 出 した わ け で す が,あ ん ま り満 足 した よ うな形 で い た だけ なか

ったoと もか くい ろ い ろ な形 で検 討 してい た だ い た とい うこ とは事 実

で す○

そ のほ か に・ い ま の 日本 では ま た 非常 に 小 さ だ ものだ け れ ど も ,将

来 非 常 に大 きな もの に な って,産 業 を変 え て しま う よ うな もの が起 こ

ってい る こ と も争 実 です ねoた とえ は 原子 力の 多 目的 利 用 とい うのが

行 なわ れ てい け は,製 鉄 業 なん か全 然変 わ って しま う し,化 学工i業 も

変 わ って しま う○ す ごい変 化 が起 こ るわ け で す○ そ れ か ら石 油 化 学が

どん どん 進 ん で いけ ば,た とえ は新 しい エサ もで き る し,場 合 に よ っ

ては,農 産 物 も合fixさ れ る とい った よ うな こ とに な るか も しれ な いo

プ ラス チ ック もそ れ らに非 常 に 大 き な裂化 を与 え て い く○ 最 近,ア ル

ミが 非 常 に 伸 びて きて,こ れ は い った い ど こ らへ ん ま でい くの か よ く

わか らないoそ うい うこ とを予想 して,あ る幅 で い ろ い ろ な こ と を考
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え ていか なけ れ は な らん とい うこ とと 同時 に,技 術 研 究 委 員会 で おや

り にな った の は,む しろそ うい った個 々の もの をつ くろ うとい う技術

が 中心 じゃ な く,つ くる と ころか ら最 後 の使 用 す る とこ ろま で,シ ス

テ ム化 の も とにお け る技 術 とい うもの を全 部 日本 が 開 発 しな け れは い

かん とい う問 題 が 出た と い う感 じを受 け る わけ ですo

電 力 と一 般論 と して の ツ リー と メ ッシ ュ

鈴 木 さ っ きの ツ リー と メ ッ シュ とい うこ とは,電 力の場 合,局 部

的 に コ ン トロール さ れ る とい う意味 で,非 常 に話 が は っ き りして お り

ます の で,こ の点 に つ い て うか が い た い の です がoさ きほ ど伊 大 知 先

生 が お っ しゃ った よ うに,い わ は 端 末 の企 業 内 シス テ ムが ソ リー で,

そ れ を越 え た 全体 か メ ッ シ ュ とい った よ うな感 じで つ か ま え て いい の

か,あ るい は そ う じゃな く,も う少 し大 きいネ ッ トワー ク に つ い て も

メ ッシ ュ と ツ リー を併 用 す る よ うな こ とが必 要 なの か←oそ れ に院

連 して電 気 の 場合,設 備 計 画 との 問題 が あ るの ですが,事 故 の さい の

予備 力 とい うこ とに な る と,わ れ わ れ 自身 の 情 報 使 用 の場 合 に も非常

に大 き く影 響 す るoま た い ろい ろ な計 画 の さい,ど の てい どの 予備 力

が あれ は い い か とい うこ と に も関 連 して くるか と思 い ます が,電 力で

は ど うい うふ うに お 考 え で す かo

北 川 い ま 出 され た 問 題 自身は,む しろ信 頼 性 の 問題 で,パ ラ レル

な並 べ 方 と シ リーズ な 並 べ 方 にお い て,故 障 が起 こ った と きに ど ち ら

が どの てい どの速 さ で み つ け られ る か とい う,あ ん ま り一 般 化 し ない

問題 では なか った か と思 い ます 。 そ うだ とす る と,パ ラ レル のほ うが

余 分 が あ るか ら,普 通 の 状 態 では だい た い 信頼 性 は 高 い け れ ど も,い

ったん 故 障 した ら,い ちい ち当 た っ てい か なけ れ ぱ な らな い とい うよ
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うな欠点 を持 って い る ところ が ツ リー とい うか,シ リーズ で あれ ば速

くみ つ けや す い。 これ は二 十 の扉 式 に な っ て い ます か らね○ つ ま りい

まの 問題 は そ うい う こと をい った の では な いか とい う印象 を持 ってい

るわ け ですoさ っ きの 話 に 関 す る限 りは,一 般 論 と して,イ ン フ

ォ メー シ ョン シス テ ムが メ ッシ ュか ソ リーか とい うこ とは,故 障 問題

では な く,ほ か の 次 元 の 問 題 だ と思 い ます ○

今

、

●
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第4章 デ ー タ の ニ ー ヅ と 処 理 シ ス テ ム

渡 辺 竜 雄

テ ー マの 「デ ー タ の ニー ヅと処 理 シ ステ ム 」 とい うこと につ い て論 じ

て み た い と思 う。

これ か ら述 べ る内容 は全 産 業 に わ た っ て約2年 間,実 態 調査 をや った

結 果 で あ り・全 般 的 な問 題 と して は,企 業 間 の競 争 の次 元 が資 本 面, .技

術 面 に加 え て経 営 管 理 面 に及 ん で き て い る こ とが あげ られ る。 と くに コ

ン ピュー ター の利 用 とい う面 では,い まま での事 務 作業 的方 面 の 利 用 か

ら,経 営 管理 面 に利 用 す る とい う過 渡 的 時期 であ った.経 営 管 理 面 に お

い て ぱ,情 報 処 理機 能 の果 た す役 割 りが非 常 に大 き くな っ て くる。 従 っ

てそ の機 能 の 高度 化 の持 つ意 義 が非 常 に大 き くな って いた 時期 で あ る。

い くつ か の実 例 と して,製 造 分 野 に おけ る事 例 を こ こに あげ る が だ い

た い5つ の タ イ プの情 報 処 理 が組 み 合 わ さ っ て,企 業 経 営 の た め の情 報

処 理,あ るい は情 報 需要 とい う形 が で きて い る。

第1の タ イプは 計 画 型 とい うよ うな情 報 の使 い 方 で あ る。 鉄 鋼 業 の よ

うな大 規 模 な プ ラ ン ト産 業 に 非 常 に象徴 的 に見 られ る.つ ま り,製 造 工

程 が あま り簡 単 に変 更 で き な く,製 品 の安 定供 給 を維持 す る と い っ た社

会 的責 任 が あ って,し か も注文 書 が 非 常 に先 物 買 的 で あ る ところ か らあ

ま り早 い ス ピー ド処 理 は 要 求 され な い の で あ る.し か し,長 期 的 見 通 し

に立 っ た生産 計 画,設 備 計 画 等 に つ い て の意 思 決 定 の た め に必 要 と され

る情 報 は,中 央官 庁 にお け る情 報 の需 要 どだい た い似た内容 になっている.

それ か ら第2の タ イ プ は,工 程 管 理型 とい うべ き タ イ プで あ る。.これ

は 同一 原 料 か ら数 多 くの 派 生 品,誘 導 品 をつ くる た め,部 分 的 に は非 常

に フ レキ シ ビ リテ ィー が あ り,し か も ス ピー ド処 理 が要 求 され る。 化 成
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石 油 化 学 な どでは,こ の よ うな特 徴 の ある情 報 の処 理 が行 な われ て お リ

マー ケ ッテ ィ ング に対応 した考 え 方 も入 って きて い る。

3番 目は,設 計 管 理 型 とい うべ きタ イプ で あ る.こ れ は 受注 生産 で,一

マーケ ッティ ングには あま り関係 が ない。入 札 競 争 に設 計 の 標準 化 とい うこ

とを進 めて す ぐにそのプ ロポーザルを出す ことができる よ うにも,足 りない 部

モ

分 だ け を付 け 加 え る とい う正 確 な見 積 りをや る必要 が あ る。 と ぐに 国

際入 札 の競 争 では,こ うい った 情報 処 理 機 能 が決 定 的 な競 争 力 の問 題 に

な って い る.さ らに プ ロポー ザ ル を出 して,受 注 が成 功 した あ と も,プ

ロポ ー ザ ル通 り進 行 してい るか ど うか,資 材 購 買 の管 理,あ る いは 原 価

管 理 を きわ め て現 実 に行 な うタ ィ ブで あ る。

第4の タィ ブ は,非 耐久 消 費財 の 関係 か ら販 売 管 理 型 と名 づ け られ る。

短 期 間 に変 化 す る市場 を対 象 と して 巨大 な販 売 組織 を維 持 し,そ こか ら

あが っ て くる消 費 者 の需 要動 向 を迅 速 に と らえ る と とで,マ ー ケ ッテ ィ

ング情 報 に たい す る依 存 が,決 定 的 に な っ て い る もの で あ る。

第5の タ イ プは 混 合型 で あ る。 この タ イ プ は とれ まで の タ イ プの 情 報

処 理 に加 え て,製 品 の ライフ タ イ ム も長 く,一 面 では機 種 の交 代 が激 し

い等 の問題 が あ っ て,注 文 書 が ア セ ンブ リー 。ライ ン に直結 して い る情

報 で あ る。 同時 に マス プ ロダ ク シ ョ ンの た めの情 報 処 理 が同 居 して お り,

あ る いは 交換 パ ー ツの補 給 のた め の フ ィー ドバ ック 情報 が 関連 して い る。

以 上 述べた よ うに製 品だけ ではな く,そ の あ とをさ らに追 い か け て パ ー

ソ 。ス ペ ックの動 きが ある。 この タ イプ では ア セ ン ブ リー 。ラ イ ンを維

持 す る ため に定 時,定 点,定 量 輸 送 とい う考 え 一 下 請 の パ ー ツ との 間

に輸 送 業 と直結 した情 報 の連 結 処 理 と い う高度 の情 報 処 理 機 能 がみ られ

た わ け で あ る。

こご ぐ ヒ　 ヒ
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結 論 的 に総 括 すれ ば,ま ず 企 業 にお け る情 報 の使 われ 方 は,き わ め て

多 種類 の情 報 を有機 的 に組 み 合 わせ た大 変 な フ ァ ン クシ ョンが働 い て い

る とい うこ と で あ る。 これ が第1点 。 第2点 は社 外 情 報 に た いす

る依 存 度 が想 像 以 上 に大 きい ことで あ る。

第1図 は 企 業 に おけ るMISの 機 能 に つい て の概 念 を整 理 して み た も

の で あ るが,要 す る に定 常 的 な 業務 を仮 に オ ベ レー シ ョナル 。シス テ ム

と名 まえ をつ け て お い て,こ こで定 常的 な 情報 の 処理,サ ー キ ュ レー シ

ョ ンが行 な われ て い る と考 え た と きに,い つ で もプ ランニ ング 。フ ァ ン

ク シ ョンに情 報 が引 き出 さ れ る こ とが可 能 な 条 件 の シ ンボル と して 置 い

た わけ で あ る。 これ は デ ー タバ ンク と名 づけ て も差 支 え た か ろ う。 さ ら

に も う一 つ は プ ランニ ング 。フ ァ ン ク シ ョ ンか らオベ レー シ ョナル 。フ

ァン ク シ ョ ン に フ ィー ドバ ッ クさ れ る条 件,要 す るに コマ ン ド 。フ ァ ン

ク シ ョンが動 か な い とMISに 左 らなLAa －で は な いか とい う意 味 で,コ

マ ン ド 。フ ァ ンク シ ョン を見 の が さな い よ うに しな けれ ば な らな い
。

と ころ が,プ ラ ンニ ング 。フ ァ ンク シ ョン にお け る外 部情 報 へ の依 存

の度 合 い が 非 常 に 高 い とい うこ とで,第2図 面 に ある よ うな外 部 か ら入

って くる太 い線 を条 件 と して考 え て おか な い と,MISと い う機 能 は 成

り立 た な くな る こ とに な る。

そ こで第3図 に整 理 して み た もの は,或 企 業'AとBを 考 え て,A社 と

B社 が取 引 き関係 に あ るな らば,オ ベ レーショナル ・ファンク ション で行

な われ てい る流 通(社 内流 通)は オ ペ レー シ ョナル 。フ ァンク シ ョンに

お い て,一 つ の情 報 の 流 通 ネ ッ トを構成 す る要 素 に な る。 情報 の 流 通 ネ

ッ トを構 成 す る要 素 にな り うる も の とれが① であって,た とえ ば 出荷 伝票

が発行 され,入 金 伝票 に な って返 って くる と云 う形 の もの で あ る。 あ る
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第1図 企 業 内 に お け るMISの 機 能
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第2図
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第3図MISの 最 小 ユ ニ ッ ト(A社 を 中心 と して)
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い は さ きほ どの例 に もあ った 定 時,定 点,定 量 輸 送 とい う場 合 の物 的 輸

送 業 者 が ア セ ンブ リー 。ライ ン,下 請 関 係 な どの情 報 の連 結 処理 が こ の

ケー ス に 当 た る と考 え られ る。

そ れ にた い して プ ラン ニ ン グ。フ ァンク ション は,い つ で も 自由 に 社 内

でデ ー タが とれ る とい う条 件 と,外 部 か らとい ケこととで架 空 の情 報 サ ー

ビス機 関C社 を想定 して 出来 る。

こ こでC社 に つ い て考 え てみ る と,第1にC社 の条 件 と して 考 え られ

るの は,サ ー ビス機 関 と して の機 能 で あ る。 第 二 は いろ い ろ な取 引 き関

係 つ ま リオペ レー シ ョナルな ファンクション以 外 で,た とえば 金 融 関 係 の

調 査 資 料 が取 引先 に サー ビス され る とか,あ る いは 専 業 の情 報 処 理 サー

ビス業 か ら提 供 さ れ る と云 った 場 合 をC社 と考 え る。 した が って,C社

同士 で も情 報 の流 通 が考 え られ る事 に 左 る.従 っ てネ ッ トワー ク機 能 と

MISと は不 離 不 即 の もの で あ って,お たが い に相補 うとい う条 件 でな

け れば な らな い。 そ して一 つ の企 業 の な か だ け ではMISは 絶 対完 成 し

な い とい うこ とか ら情 報 の 流通 問題 を考 え る場 合 には 企業 経 営 の経 営 権

あ る い は行政 め 行政 権 とい っ た問 題 を い っ し ょ に論 じな けれ ば いけ な い

と思 う。 さ らに官庁 につい て ふ れ て お く と,ア ド ミニス トレー テ ィ ブ 。

イ ン フォ メ ー シ ョン 。シス テ ム,い わ ゆ る官 庁MISと で もい うべ き こ

の機 能 を確 立 す る こ とが前 提 条 件 で あ りそ れ は官 庁 の合 理 化 だけ で は な

く,民 間 産業 のMIS機 能 成 立 の た め に も重要 な意 味 を持 つ。

さ らに官 庁 間 の ネ ッ トワー ク機 能 を考 え てみ る必要 があ る。 そ もそ も

私 が 定 義 して い るNISと は 国立 で や る とか い う意 味 で は な く,必 要 に

応 じてっ な が りが持 たれ て ゆ き,そ れ が や が て か らみ 合 って,社 会 全 体

をお お う よ うな 情 報 の流 通 網 を形 つ ぐる とい った 自然 発生 的 な もの で あ
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る と考 え る。 従 っ 一(NISと い うもの は,決 して閉 じた機能 で は な く,

と くに情i報 の 分 野 に よ って は,ワ ー ル ドワ イ ドに考 え る こと が必 要 な も

gが 相 当 あ る。 例 えば特 許 情 報 な どは 国境 がな い と考 え な け れば な らな

い。 問題 の展 開 の し方 と して,第1に 行政 とか経 営 の主 体 に 対 応 す る具

体的 機 能 ・ す な わ ち ・個 別 のAISと カ・MISの 機 能 の存 在 と対 応 して

ネ ッ トワー ク機 能 の重 要 さ を考 え るが,第2に これ は 本 来 オ ー トメ ー シ

ョン化 を前 提 とす る もの とは考 え られ な い の で ある。 要 す る に非 定型 的

な 要 素 を含 ん で い るの で単 な る コ ン ピュー タ通 信 シ ス テ ムだ け では構 成

で き る もの では な く,マ ン 。マ シン ・イ ンタ ラク シ ョン とい った面 の問

題 が非 常 に 重 要 に な 一て くる と思 う。

そ こで,以 下 は この よ うな システ ム に つ い て整 理 を して み た もの で あ

る。

そ の第1は 情 報 を経 済 財 と して扱 うべ きだ とい うと とで あ る。 そ の な

か で公 共 的 な情 報 と して 官庁 で 産み 出 さ れ る情 報 の 重要 な責 任 に つい て

の認 識 が 必要 で ある。 官庁 で 行 な われ てい る固有 業 務,と そ の処 理 の た

めの 事 務 作 業 な どが,ど ん どん電 子 計 算機 の処 理 に切 り替 え られ て い る

わけ だ が,こ れ が独 立 完 結 的 に す まさ れ てい る よ うな システ ム設 計 では

非常 に まず い。 これ をな ん とか プ ラ ン ニ ン グ ・ファンクシ ョンに活用 で き

る よ うにす る とい う考 え 方 が 必要 で あ り,さ らに今 後,電 算 機 に よる情

報 処理 能 力 とい うのは ま す ます 巨大 になって行 くが,こ こか ら生 み 出 され

る情 報 の価 値 を,非 常 に高い もの と して 使え る よ うに 設 計 す る必 要 が あ

る。

資 料2で 現 在 の 統計 関係 総予 算 と 電 算 機 関 係総 予算 とを例 示 的 に あげ

てみ た わ け だ が,2-2で は,た とえ ば 過去5年 間,統 計 関 係 の予 算 は
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L

資料1官 公庁 に おけ る統計関係 予算 と電算機 関係予算

1-143年 度 各 省別予算状況

(単 位:万 円)

統 計 電 算 機

A総 理 府 149,241 120,680

統 計 局 117,406 20,900

行 政 管 理 庁 1,748 一

警 察 庁 11,443 12,841

経 済 企 画 庁 18,644 9,231

防 衛 庁 一 77,708

B法 務 省 1,604

C外 務 省 13,824

D大 蔵 省 18,044 37β43

大 蔵 本 省 13,380 9,113

国 税 庁 4,664 28,731"

E文 部 省 7,987 13,355

文 部 本 省 7,987 9245

科 学 技 術 庁 一 34,110

F厚 生 省 78,709 46,678

厚 生 本 省 77,845 17,243

社 会 保 険 庁 864 29,435

G農 林 省 145,498 7,441

H通 商 産 業 省 88,853 40,331

通商 産業本省 76,631 40,331

中 小 企 業 庁 12,222 一
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統 計 電 算 機

1 運 輸 省 14,978 52,732

運 輸 本 省 12,719 12,094

気 象 庁 2,259 40,638

J 郵 政 省 10,456 30,402

K 労 働 省 22,304 70,827

L 建 設 省 10β51 5,124

M 自 治 省 1,942 1ユ59

自 治 本 省 1,757 1,159

消 防 省 185 －

N 人 事 院 1993 一

総 計

、

551,920

1
470,396

但 し,統 計 関係は統計調 査費のみ,電 算機関係 は機 器調整費 のみ

1--2過 去5年 間の推移

統 計 電 算 機

総 額 伸 び 率 総 額 伸 び 率
(百 万円) (%) (百 万円) (%)

39年 度 3,685 一

40〃 5,777 +568 2,314

41" 4,300 一256 3,077 +29 .9

42" 4,580 +65 4,348 +446

43" 5,519 +2015 4,704 +8 .2

但 し,39年 度 電 算機 関 係 予 算 は調 査 してい 力 い 。
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資 料1-3過 去5年 間 の推移

統計関係

_一 電 算機 関係

L-一・一・一一ーー－s>年 度

40414243

大体 に お き固定 的 で あ っ て,40,41と い うのは セ ンサ ス が行 なわ れ

な い た め の落 み 込 み で,平 らに な って い る。 そ れ にた い して電 算 関係 の

予算 の方 は,毎 年 ふ え る一 方 で,こ れ か ら も こ うい っ た形 での省 力化 と

い うのは どん どん 進 ん でい く。

と ころ で,公 共 財 的 な情 報 の な か で非 常 に 太 きカ ウエー トを占 め る 指

定 統 計 に 関 して は陳 腐 化,硬 直 化 の 現象 は 否 定 で きな い。戦 後,い ろ い

ろ制 定 され た統 計 法 あ るい は 規 則 に よって行 な われ て い る統 計 が,情 報

の ニー ズ の変 化 に 対応 で きない で,十 分使 え ない まま つづ い てい る。

そ こ で統 計 の体 系 化 が 唱 え られ るわけ だ が こ こに も少 し問題 が あ る と

思 わ れ る。 す な わ ち レ ジス トレー シ ョ ン的 な 日常 の 固有 業 務 の 事 務 作 業

の処 理 の結 果 と相 補 う よ うな関 係 を考 え た うえ で の統計 の体 系 化 が 必要

で,統 計 だ け を 別 体 系 で考 え よ うとす るの は,す で に考 え が ま ち が っ て

い る と思 う。
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最 近 ・総理 府 統計 局 が セ ンサ ス に関 して メ ッ シ ュの統 計 調 査 をや って

い る。 とれ は一 平 方 キ ロ メー トル の地 理 的条 件 を基 準 に して ,そ こ にい

ろい ろ な 問題 を全 部 入 れ て比 較 で き る よ うに す る,一 種 の異 質 な統 計 の

連 係 を考 え た条 件 での 新 しい統 計 調 査方 法 で あ る。 これ は非 常 に結 構 な

こと で あ る がそ れ は 地理 的要 因 とい う面 か らみ た一 つ の デ メ ン シ ョン を

満 たす にす ぎな い。

多 次元 の デ メ ン ジ ョ ン とい うこ とに な る と,公 共 財 的 な情 報 の提 供 側

に大 きな問題 が あ る とい え そ うで ある。 我 が国 では役 人 け 非 常 に勉 強 家

で,熱 心 で あ り,一 生 懸命 集 計 した り解 説 した り して い るが それ が情 報

の制 限 に つ な が って い な いか ど うか とい っ た面 での反 省 が必 要 で あ る
。

統 計 の作 成 者 と利 用 側 の ギ ャ ッ プ の埋 め 方 の点 では,役 人 の善 意 と熱意

が あ るか ど うか だけ で処 理 されていたが・民 間 で実際 に利用 す る場 合 には

妥 当 な情 報 で あ るか ど うか も問 題 にす べ きで あろ う.要 す る に,公 共財

的 な情報 とい うのは,制 約 が ない とい うこ とが な に よ り大 事 な こ とでは

ない か と思 う。 重要 な こ とはそ れぞ れ の ビュー ポ イ ン トに立 って ,情 報

を選 択 し加 工 す る知 的 創 造 性 の高 い情 報処 理,こ れ は民 間 の 自由競 争 原

理 で しか 生 まれ て こな い か も しれ な い が,創 造性 め 問 題 と 自由競 争 の原

理 とい う もの を,改 め て こ こ で考 え 直 して み る必要 が あ る よ うに思 う。

最後 に,情 報 の価 値 の 問題 で は,場 所 的 空 間 が埋 め られ て,時 間 的 な

問題 に切 り替 わ って い くとい うこ とを強調 しなけ れば な らな い。 これ は

マス コ ミュ ニケ ー シ ョ ン関係 の調 査 を行 な った と きに 出 て きた 問題 で あ

る。 私 の と こ ろ で実 際 にデ ー タを集 め てIRサ ー ビス を行 な っ てい るが
,

その経 験 か らい え ば ・ 利 用率 は 非 常 に悪 く,頻 度 の点 で もかな り劣 っ て

い る。 しか し・ 国益 に 閲 す る問 題 と して,コ ス トな ど も無 視 して取 組 ま
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なけ れば な らな い 国際 的 な交 渉 資 料 の調 整 の た め に膨 大 な計 算量 と シ ュ

ミレー シ ョ ンが 要 求 さ れ る。 そ うい う 情 報 処 理 へ要 求 が 多い の で あ る。

そ れ は 不 特 定 で,年 に何 回 もあ る ものでは な い が,あ っ た ときには た だ

ちにそ れ に応 じ られ る よ うな機 能 が必 要 で あ る。 す な わ ち頻 度 は小 さ く,

内容 は 非常 に 大 きい ケー ス が これ で あ り,ま して,政 治,軍 事,外 交政

策 等,別 の次 元 で論 じる必要 の あ る情報 二一 ヅが あ る。

そ うい う意 味 で,独 立 したデ ー タ 。バ ン グ機 能 は経 費 の ムダ使 い に な

る よ うな感 じに な る。 実 際の 日常 の オ ペ レー シ ョナル な業 務 を処 理 して

い ぐ過 程 に おい て,自 然 とデ ー タが蓄 積 さ れ,評 価 され,い ざ とい う と

きにそ れ がデ ー タ 。バ ン ク機能 と処 理 機 能 を兼 ね て,す ぐ動 き出せ る と

い う条 件 を考 え る必 要 が あ る よ うに思 う。 す な わ ち,'こ の場合 の デー タ・

バ ン ク とい うの は,各 省 ご とのAIS機 能 を大 巾 に充 実 させ る こ とに よ

って,そ れ ぞ れ公 共財 的 な情 報 が収集 され,蓄 積 され,評 価 さ れ て い る。

だ か ら各AISに お け るバ ンク的 な 機 能 が ネ ッ トワー ク を結 ぶ こ とに

よって.デ ー タ 。パ ンク そ の もの の機 能 を果 た す こ とが で きる とい う考

え方 が 必要 に な る と思 う。 従 って デ ー タ 。バ ンク の焦 点 は ネ ッ トワー ク

機 能 に あ る と もい え るの で あ る。

そ れで情 報 ネ ッ トワー ク をみ る場 合 に,集 中 的,集 権 的 な ツ リー構 造

◎◎ ◎
を さけ る こと が好 ま しい と思 う。

各種 の情 報 を 自 由 に選 択 し,か つ有 機 的 に結 合 させ る ことが で き る よ

うな条 件 を.フ ィ ール ソフ トで満 たそ うとす る場 合 には,ど うして もネ

ッ トワー ク が 必 要 とな る。 要 す る に誰 で もが,ど こか らで も,問 題 に よ

って 中心 に な れ,か つ ど こに で もア ク セ ス が で きる とい うよ う に それ

ぞ れ互 に補 い あえ る機 能 とな る ソ リー構 造 は 否定 さ れ ざ る を得 な い。
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ここで も う一 度,基 礎 にな る個別 の 情 報処 理 機 能 の内 容 を見 直 して み

た い と思 う。

情 報 処 理 機能 を要 素 別 に列 挙 して み れば 次 の よ うに な る。

a)資 料 の認 識(内 部,外 部 か らの資料 の ソー ス や入 手 ルー ト等 に関 す

る問 題 一 フ ィー ドバ ッ ク を含 む。)

b)資 料 の評 価(受 注 の 意味 作用 の 問題)

c)情 報 の記憶(体 系 化 と蓄積,検 索 の問題 一ーー－geeeを 含 む)

d)情 報 の加工 。分 析

e)情 報 の交換(オ ー ガ ニゼ ー シ ョ ン内部 でのa)～d)の 要 素 間 の情報

の 流れ を網 の 目の よ うに結 ぶ 問題)

とれ らの要 素 の うちe)の み は 極 め て フォー マル な もの で あ り,正 確,

高 速,低 コス トを主 に満 たせ ば,一 義 的 にシ ステ ム化 し易 く,い わ ゆ る

閉 じた性 格 で も差 支 え は な いが,a)～d)ぱ 一 義 的 には きめ られ ない も

ので あ り,開 い た性 格 を もっ た シス テ ムで あ る ことを要 求 す る。マン。マ

シ ン 。イ ンタ ラク シ ョンが 極 め て重 要 で あ る。

さ らに シス テ ム が情報 を ど う評価 す るか とい う受信 の意 味 作 用 が重 要

で あ るが,と れ に つい て は,資 料2-1の 図面 で考 え てみ た わ け です。 要

す るに 問題 意 識 が ゼ ロ,あ る い は学 識 経験 ゼ ロとい った 場 合 は,ど ん な

価値 の あ る情 報 を受 け 取 っ て も,そ の意 味 が わか らない。 学 識 経 験 が あ

り,問 題 意識 が あ る一 シ ス テ ムでい えば,情 報 の蓄 積 が あれ ば,そ れ

に対 応 した 評価 能 力 がつ い て くる わ け で あ る。 情 報 の蓄 積量 と受 信 の意

味 作 用 の深 さ に は積 分 関 係 で 説 明 出来 る性格 が想 定 さ れ る。 しか しな が

ら この場 合,蓄 積 情 報 に た い す る処 理 機 能 が飽和 点 に達 して い る と,ま

さ に受信 の 意 味作 用 力 は落 ち て 来 て,い わ ゆ る イ ン プ ッ ト。デ ー タに た
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いす る不 消 化 現 象 が あ らわ れ て くる ことにな る。

こ のた め ・ 情報 を捨 て る機 能 が必 要 に な って くる。 資料2-2の 図 面 は ,

防衛 庁 の戦 略 情 報 の場 合 の例 で.予 承 を得 て紹介 す る もの で あ る。 私 ど

もの経 済 情 報 の場 合 も原 子 力研 究 所 の 中本 秀 四郎 さ ん の科 学 情 報 の場 合

も ・や は りこの よ うな価 値 の減衰 が み られ る とい う報 告 が出 てい るが,

とれは ・グを とる と,直 線 に な っ て価 値 の減衰 と時間 経 過 の相 関 が きれ い

にみ られ る。 そ うい う意 味 で情 報 の棄 却機 能 が非 常 に だ い じで あ り ,棄

却 で きな い種 類 の情 報,た とえば 特 許 な どの場 合 は,巨 大 に しな いで,

分業,専 業 化 とい う形 で シ ス テ ムが進 化 してい ぐ方 向 づ け を 考 え る必 要

が ある と考 え る。 そ うい う意 味 で あ らゆ る ビュー ポ イ ン トに 対応 で き る

よ うな広 い分 野 の情 報 を扱 うオ ー ル オ ーバ ーのデー タ。バンク,あ るいは

集 中主義 の デ ー タ 。パ ンクな どは 非 現 実的 で あ る とい え る。

従 ってデー タ 。バ ンクの形 式 に当たっては,供 給条 件 を先行 させ て行 な

うの は よい方 法 では な ぐ,需 給 バ ランス の とれ た計 画 で 進 ま な い と,宙

に浮 い た デ ー タ 。パ ンク に な って し ま うと思 う。

そ こで い くつ か の問 題 が ある が まず 一 つ は シス テ ム 。アプ ロー チ の方

法 で あ る。 これ は,思 想 的 な問 題 に な るが,ネ ッ トワー ク の考 え方 とい

うもの は経 験 主 義 的 で あ っ て欧 米 大 陸 で発 達 した ような合理主義 とはだい

ぶ違 った行 き方 に な る と思 う。 経験 主 義 か ら一 つ の ア ル ゴ リズ ムを発見

し,そ の論理 を高 め て い くア プ ロー チの仕 方 だ け で い い のか とい うと ,

この とこ ろは これ か らの議 論 を ま つ ところで あ る。 も う一 つ は 自由競 争

原 理 を,知 的創 造 性 とつ な が る問 題 と して非常 に大 き く取 り上 げ て み た

のだが,経 済政 策 的 な面 で も 自由競 争 原 理 とい うもの を も う一 度 見 直 して

み る必要 が あ るの で は ない か と思 う。
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そ れ か ら技 術 的 に は安 全 性 と能 率 の比 較 論 が で て くる ツ リー構 造 は,

あ る意 味 で は非 常 に能 率 的 な条 件 に なrて い るが,フ ィー ル ソ フ トの条

件 を考 え る こ とか らネ ッ トワー ク の方法 を考 え 出 した わけ で ある。 しか

しそ れ以 外 の 方 法 も考 え られ るはず で あ る。

最 後 は,こ の よ うに どこか ら で もア ク セ ス で き,ど こか らで もつ な が

れ る フィ ー ル ソ フ トな ネ ッ トワー ク機 能 が世 界全 体 をお お った よ うな 場

合,「 参 加 の秩 序 」が これ か ら ど うい うふ うに変 わ っ てい くか 一政 治 の

あ り方 と も関 連 して くるだ ろ う と思 わ れ る 一 これ だ け ではい ささか 議

論不 足 の 問 題 が残 って い る わけ で あ る。

以 上 で私 の 考 え てい る こと の報 告 を終 るわ け だ が 次 に資料 の紹 介 に移

bた い と思 う。1つ はOECD科 学 政 策 委 員 会 の デー タ 。パ ンク専 門 家

会議 が こ と し2月 か ら開催 さ れ て い るが,担 当 コ ンサ ル タン トのW.

Thomasに よ り次 の よ うな デ ー タ 。バ ンク の定 義 が試 み られ た。

「デ ー タ 。バ ンクは 異 な るユ ーザ に有 効 な報 告 を与 え る機 能 を持 った

組 織 あ る い は組織 の一 部 で あ り,情 報 の収 集 選 択,調 整,蓄 積,検 索,

編 集 お よび評 価 の機 能 を持 った もの で あ る。 ま たMISと は完全 に区 別

す べ き で あ り,数 学 的 処 理 は含 ま ない 。 」

しか し各 国 は非 常 に慎 重 で,用 心 深 く対 処 し よ うと してい る。 そ れ か

ら・,大 部 分 の情 報 が 個別 の情報 処理 シ ス テ ムか ら出 るた め,個 別 の情 報

処 理 シス テ ムの 確立 が 前 提 で あ る とい っ た議 論 がさ れ た ことは注 目に値

す る と思 う。 われ わ れ は これ につ い て

1)デ ー タ 。バ ンク の定 義 に つ い て は,新 しい 言葉 であ り十 分 に浸 透 し

てい な い,今 後 の 技術 的 に発 展 に よ り変 化 し得 る,と い った理 由か ら

厳 密 な定 義 を下 さ な い のが望 ま しい。
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2)デ ー タ 。バ ンク の形 成 につ い て は,個 別 の情報 処理 シス テ ム を創 る

必 要 が あ る。

3)総 合 的 デ 一一タ 。バ ンクの 確 立 は 不 可能 で あ り,目 的,機 能 別 の専 門

デ ー タ 。バ ンク を確立 す べ きで あ る。

4)個 別 のAISお よびMIS間 の ネ ッ トワー ク は総 合 デ ー タ 。バ ン ク

と同 じ よ うな機 能 を持 つ こ とが 出来 る場 合 が 多 い。

以 上 の よ うな意 見 を 出 して お い た の で あ る。

そ れか ら,コ ンサ ル タ ン トの技術 屋 さん が い った問 題 と して数学 的処

理 で これ は お そ ら く加 工 分 析 を指 す の だ と思 わ れ る そ れ をデ ー

タ 。バ ン ク機 能 に入 れ る の か入 れ な い の か,今 後,議 論 の余 地 の あ る と

ころ で あ る。

そ れ か ら地方 行政 と中央 機 関 の間 は い った い ど うす るか,ま たデ ー タ

の秘 密 保持 の問 題 も提 出されたが・ ヨー ロッパ 各国 で も遅 れ ばせ な が ら議

論 が は じま った とい う状 態 で あ る。

最後 の参 考 デ ー タ と して シ ソー ラス の話 を して み た い。 シ ソー ラス を

評 価 す る方 法 は ま だ 確 立 さ れ な い が,要 す る に満 足 の度 合 い とい うも

の を ど う考 え るか とい う と とで,い ろい ろ計 測 の方法 が あ る。 とれ は電

気 試 験 所 の木 沢 さ ん が提 案 され た モ デル を,私 ど もが使 っ て や っ てみ た

わけ で,満 足 の度 合 い に つ い て は,数 量 化 の方 法 が確 立 さ れ てい な い と

い うよ うな こ とで,こ うい うモ デル につ い て も非 常 に限 られ た デ ー タ し

かえ られ な い のが 現 状 の よ うで あ る。 従 って評 価 の方 法 が確 立 してい な

い こ とが デ ー タ 。バ ンク機 能 につ い て の現段 階 の大 きな 問題 で は なか ろ

うか と考 え て い る。

そ の た め に,い ち い うな 評 価 の た め の テス ト 。デ ー タ を とっ てみ た の
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資料3

一

戸
《
《
ー

シ ソー ラス を使 用 せ ず シ ソ ー ラ ス を 使 用 し た 場 合

質問

番号 有効記事数 無効記事数 適 合 率 有効記事数 無効記事数 適 合 率

シソー ラス に

よる適合率 の

シソー ラスに

よる不適合率

部分 の部分

A C A C-A D-B
A B C

A+B

D

C+D C+D C+D C+D
・

1 18 11 0621 18 11 0621 0621 00 00

3 10 0 1.0 18 3 0857 0476 0381 0143

4 31 7 0816 53 16 0768 0449 0319 0130

5 37 2 0948 53 4 0929 1649 0281 0035

6 1 0 10 1 0
'10

10 00 00

7 18 1 0947 21 1 0955 0818 0136 00

8 3 0 10 4 0 10 075 025 00

9 5 0 10 11 13 0458 0208 025 0542

10 12 0 10 19 0 1.0 0632 0367 00

11 60 6 0909 86
…

8 0915
]

0638 0277 0021

■ ` ■



ー

戸
軽
口
ー

■ ● ● ●

12 2 0 1.0 4 0 1.0 0.5 05 0.0

13 2 0 1.0 2 0 1.0 1.0 00 QO

14 46 4 0.92 85 7 0924 05 0424 0033

15 2 0 10 5 1 0833 0333 0.5 0167

16 18 1 0947 26 3 0896 0,621 0,276 0,069

17 16 6 0,727 77 12 0865 0179 0,685 0,067

18 7 2 0778 33 9 0785 0167 0619 0167

19 7 1 0,875 26 21 0,553 0149 0,404 0,425

20 51 8 0,864 79 28 0738 0477 0,261 0,187

21 13 7 0650 15 8 0652 0565 0,087 0,043

22 5 8 0384 15 18 0,455 0,152 0,303 0,303

23 5 1 0,833 5 1 0,833 0,833 0.0 0.0

24 1 0 1.0 1 0
i1・o

1.0 00 0.0



で あ るが,つ ま りど うも うま くい っ て い ない とい う報 告 で ある。

そ れ で は こ こ にお い て シ ソー ラス を作 成 す る際 の具 体 的 な結 果 を紹 介

してみ る。 最 初 は実 際 に手 作 業 で35万 ワー ド拾 って み た。 現在 の コ ン

ピュー タで 自然 言 語 を扱 う場 合,論 理 シ ンタ ッ ク ス では 処理 で きる の で

す が,構 文 シ ン タ ック ス を扱 うことは大 変 難 か しい こ とに な る。 そ の た

め に記 事 の な か で の 言葉 の実 際 の使 わ れ方 を と り出 し分析 す る作 業 をや

って み た もの で ある。 その 結 果 を ま と めて み る と,言 葉 の使 われ 方 をとり

出し分 析 す る と とで充 分 や れ る とい う実 証 的 な確 認 を得 る こ とが で きて

い る。

この式 の意 味 は,あ とか ら紹 介 した い と思 うが,あ る こ とば を含 ん だ

記事 が 出て くる確 率 を使 って,こ ん どは そ の二 つ の こ とば を 同時 に 含 む

記事 の 出現 の実 績 値 を期待 値,こ れ とを組 み 合 わせ て,こ れ が イ コー ル

に な っ た場 合 は,統 計 的 に満 足 さ れ るわけ で あ るが,特 別,こ とば の 間

で意 味 が ない。 そ れ が大 き くな れば,違 う分 野 の,フ ィ ー ル ドの違 うこ

とば で あ る。 そ れ が 実測値 の ほ うが大 きけ れ ば特 別 の 関係 が あ る とい う

よ うな形 に して,膨 大 な こ とば の体 系 づけ を や る ことが で き る ので あ る。

こ の よ うに経 験 主 義 的 に い ろ いろ や って い る問 に ア ル ゴ リズ ムを 一 つ

ず つ 見 つけ 出 して い こ うとい うこ と疫 の で あ るが,な にせ,満 足 の度 合

を計 測 す る方 法 が 左い とか,あ るい は言 語 学 の分野 で理 論 が ま だ うま く

で き てい な い 。 た とえば チ ョムス キー の変 形 文 法 理 論 の よ うな もの を適

用 し よ う と して み て も,な か なか うま くい か な い よ うな実 情 が あ る わけ

で あ る。 そ うい う意 味 で技 術 的 に ま だ ま だ未 熟 な 問問 が 多 く残 って お リ

デ 一 夕 。バ ン ク につ い て論 ず る とき には,単 な るデ ー タ を集 め る とか,

デ ー タ の ネ ッ トワー ク だけ を考 え た の で不 充 分 で ある。 も う少 し周辺 の
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諸 サ イ エ ン ス の発 展 に まつ ところ が大 きい。 そ れ か らデ ー タ の交 換 と同

時 に技 術 の ネ ッ トワー ク とい うか,こ れ が い っ し ょにつ い て ま わ らな い

と 「デ ー タ 。パ ンク機 能 は うま くい か ない の では ないか とい う感 じが し

て い るわ け で あ る。
,

レ

●

`

討 論

〔オ ペ レー シ ョン ・シ ス テ ム とデ ー タ ・バ ンク 〕

羽賀 最 近 の電 算機 は 非 常 に 大 き くな っ て きて い ます。 そ して 必 ず オ

ペ レー シ ョン 。シス テ ム とい うもの が あ って,そ の中 に フ ァ イル 。シス

テ ム とい う もの が あbま す。 そ こ で,各 電 算機 メー カー でOSを 開 発 す

る と きに は,デ ー タ 。バ ン ク とい う もの を対 象 にす るの か しな い のか が

問 題 に な る と思 い ま すが,そ の 点 に 関 して の ご意 見 をお・きかせ ぐだ さい。

渡辺 これ は実 は標 準 化 の 問 題 に な っ二 くる と思 い ま す。 私 ど も も大

型 研 究 プ ロジ ェ ク トで,フ ァ イル の標準 化 で ある とか,OSの 設 計 思 想

等 をや って い るわ け で す が,こ れ らは 非 常 に むず か しい問 題 で す。 とい

うのは ・ ハ ー ドウェア 的 に標 準化 を進 め て しま うと,デ ー タ利 用 者 の 自

由創 造性 をそ こな って しま うこ とに な りま す。 ま た もう一 つ に は,ハ 『

ドウェ ア の方 で も,い わゆ る発展 途 上 の技 術 とい うもの が,ど うい う形

で標 準 化 さ れ た らポテ ン シャ ル を とわ さ な い で標 準化 出来 るか とい うこ

とな の で す が。

〔AISに つ し・て 〕

羽賀 通 産省 の め ざ して い るAISに つい て 説 明 します。 公 共 財 と し

て の デ ー タ 。バ ン クに は,統 計 とか,そ の よ うな 処理 をす る前 の デ ー タ

が 必要 だ と思 うの で す。 そ れ は 二 一 ヅに従 っ て検 索 出来 る と思 うの で す
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が,そ の 時 に,た とえ ば未 熟 な人 が 伺 うと きに は,何 だ か 分 らな いけ れ

ど もと にか く こ うい った もの が欲 しい とい わ れ る。 す る とデ ー タ 。パ ン

ク側 と して は そ れ に あ る程 度 解 釈 を加 え な い と,実 際 デ ー タ 。バ ン クが

使 用 さ れ る 率 が小 さ くな るん じ⑰な いか と思 うの で す が …… 。

渡辺AISの 問題 で処 理 しな い で,デ ー タ をサ ー ビス して もら った

方 が良 い とい うのは 同感 で す。 ただ し,解 釈 を加 え て 出 さなけ れ ば な ら

左 い場 合 も実 は あるの です。 中 小 企業 関 係 の ところ で,情 報 利 用 に格 差

が生 じて は いけ ない とい う ことか ら,情 報 の 消 化能 力 の ない 買場 は,現

在 行 な って い る診断,指 導 等 い ろ い ろ あ りま す が,そ うい っ た と ころ に

情報 の サ ー ビス機 能 を乗 せ て い くとい うケー ス は 当然 考 え られ るだ ろ う

と思 い ま す。 これ が行 き過 ぎれ ば,情 報 の制 限 に友 るので,気 を っ けな

け れ ば な らな い こ とだ と思 い ま す。

〔デ ー タ ・バ ン ク とネ ッ トワー クの 関 係 〕

羽賀 ネ ッ トワー ク的 な デ ー タ ・バ ン ク を考 え た と き,そ の ネ ッ トワ

ー ク に加入 す る ことに よ り私 企 業 に利 益 を もた らすか ど うか ,ま た,ネ

ッ トワー ク を維持 す る うえ で利 益 を得 る のは ど こか,そ の よ うな意 味 か

ら,デ ー タ 。パ ンク が ネ ッ トワー ク的 で あ らね ばな らな い とい った 意 味

が分 りか ね るの で す が。

渡 辺 これ は企 業 が利益 を得 ると か得 な い とか い った 意 味 で 申 し上 げ

たの で は な か った の で す。 公 平 の原 則 が,公 共 財 的 な情報 に貫 かれ て い

れ ば 御 懸 念 の ほ どは ない ので は な い か と思 い ま す。 ネ ッ トワー ク で あ っ

て しか るべ き理 由 とい うのは,む しろ ツ リー構造 では か え っ て都 合 が 悪

い とい うこ とか ら きて い る わけ で ご ざ い ま す。

一一148一

、

つ

`

`



■

●

〔ツ リー 構 造 の否 定 と ス イ ッチ ・セ ン ター の関 係 〕

伊大 知AISの 代 表 的 な ものの一 つ が,渡 辺 さん,ま た はそ の周 辺

か ら 出さ れ て い る通 産 型AISで あろ うと思 うの で す が,そ こで,そ の

通 産型AISと 民 間 の 関係 が ク ロー ズ ア ップ され て くる と思 うの で す。

各官 庁 のAISの 相 互 間 の問 題 が しっかb出 来 て い なけ れば,一 つ の

AISと 民 間 と の ネ ッ トワー ク が うま く行 か ない の で は な いか と思 い ま

す。

一 番 最 初 に ニー ヅの 分 類 を な さっ た ときに,計 画 型 二一 ヅが 中央 官 庁

型 なん だ と主張 され ま した が,今 の 通産 中 心 のAISも 計 画 型 ニー ヅに

陥 らなけ れば よい が と思 い ます。

そ れ か らネ ッ トワー ク の場 合 の ソ リー構 造 を否 定 さ れ ま した が,ツ リ

ー構 造 の否 定 の中 に は ス イ ッ チ 。セ ン ター とい うもの も否定 な され る わ

け で す か。

渡辺 ネ ッ トワー ク問 題 につ いて は,中 央官 庁27省 庁 で電 子 計 算機

に関 す る利 用 技 術 研 究 会 を持 って お り ます。 これ は工 業技 術 院 に設 け ら

れて い て,各 省 の 技 術 者 が研 究班 に 所属 して や って 為 ります.こ の周 辺

科 学 研 究班 の ほ うで,こ の ネ ッ トワー クの問 題 を扱 った結 果,ま ず 各 省

AISを 確立 す る ととが 先 決 問題 で,そ れ か らお互 い に ネ ッ トワー ク し

て行 こ うとい うこ とに な りま した。 この場 合 の方 向 と して は二 つ あ り ま

して,一 つは 警 察 の免 許 関係 の デ ー タ 。フ ァ イル と,運 輸 省 の 自動 車 登

録 関係 の デ ー タ 。フ ァ イル です。 これ らは ま さ に直 結 した ネ ッ トワー ク

が組 め る よ うに な って い ま す。 あ る いは社 会 保 険 庁 の事業 所 名簿 と労 災

保 険 とか の 事業 所 名簿 は ダ イ レク トに フ ァ イル 。コ ミュニ ケー シ ョンが

出来 る よ うに な ります 。 一 方 で プ ラニ ング 。フ ァン ク シ ョン で こ うい っ
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た資 料 が欲 しい とい う形 で ア ク セス さ れ る と,こ れ に つ い ては ク リア リ

ン グ機能 を含 む ス イ ッ チ ング ・セ ン ター を準備 す る必要 が あ る とい うこ

とで や って い ま す。 さ きほ どの通 産 型 とい うの は,28省 庁 の全 体 の研

究会 型 とい うこ と と,ネ ッ ト ワー ク機 能 につ い て は,ダ イ レク トな フ ァ

イ リ ング 。コ ミュ ニケ ー シ ョ ン と,ク リア リング機 能 を含 ん だ ス イ ッチ

ング 。セン ター を介 して ア ク セス す る系 統 と二 通 りの系 統 を研 究 してみ

よ うとい うこ とに な って い ま す。

〔デ ー タ ・バ ン ク の独 立性 〕

高 瀬 さ きほ ど,独 立 した デ ー タ ・バ ンクの 必 要 性 につ い て述 べ られ

ま したが,独 立 した デ ー タ 。バ ンク は,さ きほ どの 分 類 に従 うの で必要

は な い とい う意 味 で す か。 ま た各種 製 造 業 別 の デー タ 。バ ン ク とい う意

味 で すか。

渡辺 デ ー タが あ るか ら,そ の デー タ に関 す るデ ー タ 。バ ンク を創 ろ

うとす る供 給 条 件 の 先 行 型 の考 え 方 で の独立 した デ ー タ 。バ ンクは疑

問 が あ る との意 味 で 申 し上 げ た わ け です。

ニ ー ヅに応 じて 作 られ る のは,ど ん な形 で あ って もいい と思 い ま すけ

れ ど も,実 際 の ニー ヅ と結 びつ い たバ ンク機 能 でな け れ ば な らな い とい

うこ とです 。 要 す るに 独 立 とい う意 味 は,需 要,供 給 の バ ラ ンス が取 れ

て な い,あ るい は 需要 供 給条 件 が満 たさ れて い ない とい う ことで,そ う

い った供 給 力先 行 の デ ー タ 。バ ンクは 非 常 に疑 問 が あ る とい うこ とで す。

高 瀬 そ うす る と,現 在 の長 銀,開 銀 の デー タ 。バ ン ク とい うの は そ

うい うこ とに な って い ま せん か。

渡 辺 そ れ は む しろ長 銀,開 銀 の仕 事,た とえば 開 銀 の あれ ば,長 期

的 な問 題 とか い ろ い ろ 内 部 の計 画 的 な意 思決 定 に必 要 な限 りに お い てで
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き あが って い った デ ー タ ・バ ンク だ と思 うの です。 長 銀 の場 合 で も全 く

同 じケー ス だ った と思 い ま す。

高 瀬 そ の場 合 は 官庁 にお け る,と い う意 味 で すか.

渡辺 いや 一 般 論 と して の デ ー タ 。パ ン ク とい うことで す。

〔ス イ ッチ ング ・セ ン ター の機 能 〕

赤 司 ネ ッ トワー クの なか で ク リア リング機 能 を持 った ス イ ッ'チング 。

セ ンター を考 え た場 合,そ のス イ ッチ ン グ 。セン ター とい うの は い ま お

話 しに 出た よ うな,独 立 的 な機 能 に か な り近 くな る とい う こ とは考 え ら

れ ま せん 。

渡 辺 バ ン ク とい う風 に考 え てい ない わけ です。 要 す る にア ク セス の

行 き先 を交通 整 理 す る とい う機 能 で,一 種 の交 換機 能 み た い に考 えて も

い いん じゃ な い か と思 い ま す。

〔ネ ッ トワー ク と供 給 の 関 係 〕

伊 大知 自由競 争原理 に は すべ て 中心 が あ りま す。 いま の ネ ッ トワー

ク に つ いて もま さ に フ リー 。エ ン トリー とな って い ます 。官 庁 の場 合 は

少 し違 うわけ で すね 。

渡 辺 官 庁 の場 合 は,お 互 い に揃 い 合 う とい う公 共 財 の有 機 性 を保 つ

意 味 か ら,む しろ一 つ の機 能 と して の 内部 のネ ッ トワー ク を考 え る こ と

が可 能 じゃな いか と思 い ます。

伊 大知 あ る省 につ い て は ネ ッ トワー ク が幾 つ か あ るわ け で す ね。

渡 辺 そ れ は幾 つ もの デ ィ メ ンシ ョ ンが あ って もいいん で は な い か と

考 え ま す。 そ れ を しぼ る必 要 は 支 い と思 い ます。

伊 大知 さ っ き も出た よ うにデ ー タの ネ ッ トワー クだ け で な く,技 術

の ネ ッ トワー ク も必 要 だ とい う ことで す が,確 か にそ の遮 りだ と思 い ま
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ます が,お 互 い に 出 した くない 点 も多 分 に あ るの で は な い で しょ うか 。

渡 辺 そ れは 実 際 あ るで しょ う。 私 ど もの経 験 で も,一 つ ずつ の デー

タの最初 の問題 け コ ンバ ー ト技 術 か らは じま るわ け で す。 デ ー タを使 う

ペ ー ス と して は レベ ル が 同 じで交 換 した い とい うこ とに な るの で す。 相

手 方 の コ ン ピュー タ技 術 な り,情 報 解 析 技 術 が か な らず し もそ こまで い

って い な い場 合 に は,こ ち らか ら ソ フ トな技 術 を供 給 して や り,テ ス ト

的 に方 法 を確 か め て い ま す。

〔統計 の供 給 状 態 〕

伊 大知 原 理 的 に は裸 の デ ー タを 出 す のが 望 ま しい と思 い ま す。 とこ

ろ が,ど うい う状 態 が裸 な のか とい う と大 変 む ず か しい わ け です。 裸 の

状態 の 中で,+で に 二 一 ヅを反 映 して い る わけ です。 だ か ら裸 だ と思 っ

て も,か え っ て着 物 を着 て い るか も知 れ な い し,特 に官 庁 デ ー タの場 合

は,行 政 目的 か らデ ー タが作 成 され る関 係 上,裸 の判 定 が困難 だ と思 い

ます。 従 って,あ る処 理 を して 結 言]ら しい形 に なれ ば,す で に特 定 の 行

政 目的 とい っ た十 二 単 衣 位 を着 込 ん でい る こ とにな ります 。 です か ら,

ど うい う状 態 が裸 で ある のか が 問題 にな るの です。

渡 辺 デ ー タの供 給 者 と需 要 者 の 間 には 太 き左 ギャ ップ が あ りま す。

だ か ら同 じソー ス 。デ ー タか ら どん な イン フ ォ メー シ ョンで も発 掘 で き

る。 そ うい う情 報 を再 加 工 して 価値 の高 い もの にす る ポ テ ン シ ャル を ど

う して残 す か が大 きな問題 に な って きます 。 しか し,デ ー タの供給 者 と

して や っ た こ とは,作 成 渚 は限 られ た こ と しか 出来 な い とい うこ とか ら

間違 った こ とで は な か っ た と考 え ま す。裸 の デ ー タ問 題 は,供 給 老側 に

対 す る問 題 意 識 の提 起 と して 受 け収 め るべ きで あ りま しょ う。
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〔ギ ャ ップ の解消 方 法 に つ い て 〕

鈴 木 しか し実 際 に作 成 して,ま た統 一 的 に比 較 す る とい う側 か ら見

る と,な にか の基 準 で固 定 しな い と指 標 に な らな い と思 うの で す。 そ こ

で,そ うい った ギ ャ ッ プ の解 消 に 当 っ て は,コ ン ピュー タ能 力 た り,す

ぐれ た ソ フ トウェ ア な りで どれ 位 カバ ー 出来 る もの で しょ うか。

伊 大知 あ る統 計 調 査 を行 な っ た場 合,ま さに あ る 目的 に 関 す る表 面

の資料 を発 表 す るわ け で,こ れ には ま だ残 りの未 利 用 資料 がふ ん だ ん に

あ るわ け です。 だ か ら これ らの未 利 用 資 料 の再 開発 経 費 も含 め て,大 蔵

省 の 予算 に対 す る考 え方 を根 本 的 に改 め なけ れば だ め だ と思 い ま す。

〔裸 のデ ー タと分析技術 発展 の関係 〕

足 立 この10年 の間 に,分 析 手 法 が発 展 して い くに従 って,原 デ ー

タの正 確 性 を高 め て行 ぐ作 業 が 大 切 に な って くる と思 うの です が。 昔 は

極 く大 集 計 した最 後 の数 字 が参 考 に な った もので す が,そ れ を コ ン ピュ

ー タ で分 析 す る時代 に な る と,デ ー タの細 か さが非 常 に重 要 に左 って き

ま す。裸 の デー タの議 論 も分析 技 術 の発 展 に 関 して 変 って くるの だ ろ う

と思 うの です が,そ の事 に 関 して ご説 明下 さ い。

伊 大 知 私 の考 え て い る裸 の 姿 は,い ま ま での発 表 の形 もあ る意 味 で

は裸 で あろ うと思 うので す。 しか し分 析 技 術 が どん どん発 展 して くる と,

デ ー タ の正 確 さ,深 さが 出 る よ うな発 表 の し方 に して 行 か ねば な らな い

と思 うの で す。 私 は オ リジ ナル 。デ ィス トリビ ュー シ ョン を指 摘 した 訳

で す が,今 ま での発 表 で は,市 町村 の総 数 とか平 均 とか しか 出 て い な い

ので,そ うで は な い個 別 の一 戸 一 戸 の 家 とか 企業 のい わゆ る一 番 も とに

な る デ ィ ス トリ ビュー シ ョ ンだ け は 出 して も良 い と思 うの で す。 そ の よ

うな デ ィス トリ ビュー シ ョ ンの形 を 出 す こ とが,い わ ば裸 の デ ー タを 出
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す こ とに な るの で は ない か と思 うの で す。

終 戦 直 後 に出 来 た統 計 法そ の もの の解 釈 を改 正 しなけ れ ば いけ な い と

思 レ・ま す。

、
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第5章 デ ー タ ・バ ン ク の シ ス テ ム構 成

に お け る技 術 的 諸 問 題

中 井 浩

↑、 情 報 の流 通 機 構 を担 うも の と して のデ ー タ ・バ ン ク

科 学 技 術 情 報 セ ン ター で は,科 学 技術 につ い て の情 報 を世 界 中か ら

集 め て.そ れ を分析 して抄 録 を作 っ た り,い ろ い ろ な論 文 を見 つけ 出

す の に 必要 な ツー ル(道 具)を つ くり,そ れ を提 供 して い る。 さ らに

そ れ に よ って,い ろい ろ な もの を調 べ,必 要 な ものが見 つ か る と,オ

リジナ ル の コ ピー を作 り,あ るい は,翻 訳 を してい るの で あ る。 情 報

の大 きい フ ァイ ル を持 ち,そ れ を通 して サ ー ビス す る とい う意味 で は,

デ ー タ 。バ ンクの 一 種 とい う こ とに な ろ う^

扱 っ て い る のは科 学 技術 情報 とい う,内 容 が非 常 に複 雑 な もの で あ

るため,い わ ゆ ろ デー タ 。バ ンク とい う形 で イ メー ジが描 かれ て い る

もの とは,だ いぶ 内容 が 違 うもの が あ る と思 え る。 わ た した ちは,今

まで,「 デ ー タ 。バ ン ク 」 とい う名 前は 用 いず,「 情 報 の 蓄積 と検 索 」

と呼 ん で い た ので あ る。

この 「デ ー タ 。パ ン ク 」 に,わ た しな'り の 意 味 づ け を す る た

め にっ コ ミュ ニケ ー シ ョン とい う もの を,さ ま ざま な角 度 か らとらえて

みたいと思 う。 ま た 通 信 技 術 が発 生 した頃か らの古 典 的通 信 モ デ ル を描

き,そ れ を 一 つ 一 つ否 定 してい くこ と に よっ て.い ろい ろな場 面 が 展

開 す る とい う,そ の 否定 の精 神 で 問題 を展 開 させ よ うと思 う。

まず 古 典 的通 信 モ デ ル は,4つ に特 徴 づけ られ る こ とが で きる。 第

1に,信 号 は 発信 か ら受信 へ 流 れ る とい う1つ の 前 提 が あ る。 次 に ,
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発 信 と受信 の 間 に は何 らか の 明確 な対 応 が あ る。 テ レ ビの場 合 も,発

信局 と受 信 装 置 の間 に はは っ きbと した 対応 が あ る。 第3に,従 来 の

ノ イズ な ど を盛 ん な問題 とす る通 信 モデ ル で は,発 信 指向 的 で あ った。

さ らに,そ の 発信 指 向的 で あ る とい うこ とを技 術 と して考 え る と,発

信 信号 をで き るだけ 忠 実 に 受信 者 に届 け る とい う忠 実 性 が そ の時 の課

題 で あ った。 結 局 伝 送 過 程 で エ ン トロ ピー がふ え るわ け で あ るが.ふ

え る こ とを前提 に して.そ の増 加 を ミニ マ ムに もっ て い く こ とが,技

術 の課 題 で あ る とい う よ うに 考 え る。 これ を一 つ 一 つ 否定 して い ぐわ

けで ある。.

(1)発 信 指向 的か ら受 信 指 向的 へ

あ る程 度 忠 実 性 が 確 保 さ れ る と,通 信 系 と して は,忠 実性 以 外 の

要 素 が問 題 とな って くる。 そ れ は経 済 性 とい え よ う。 特 に,通 信衛

星 の場 合 だ と,打 ち上 げ に は 多 ぐの費 用 がか か り,そ れ を維 持 す る

の に も費用 がか か る.そ れ で,で き るだけ 回 線 をふ や して,利 潤 を

得 なけ れ ば な らない。 す 左わ ち忠 実性 に こだわ っ てい る と,利 潤 が

な い の で,で き るだ け エ コ ノ ミ カル に,そ の通 信 容 量 を利 用 しなけ

れ ば な らな い。 そ こで,技 術 として ど う考 え るか とい うと,発 信 指

向 的 とい う考 え方 を否 定 す る立 場 か ら出発 す る こ とに な るの では な

いか。

最 初 に,受 信者 側 で な に が必 要 か の情 報 を得 て お い て,そ の情 報

に より,発 信 す る もの を制 限,あ るい は セ レク トす る。

つま り,ま ず最 初 に,発 信 指 向 的 を否 定 して,受 信 指 向的 に も っ

て い くので あ り,情 報,需 要 に合 わ せ て,必 要 な 信 号 のみ を送 る と

い う通 信 モ デ ル,す 左 わ ち,ニ ー ドを知 って おい てそ れ に 合 わ せ て
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信 号 を送 る とい うこ と に な るわ け であ る,、

この 必 要 な もの だ け を よ り分 け る とい うこ とは,ラ ンダ ムな系 か

ら何 らか の 秩序 を,そ の系 に与 え る とい うこ とに な る。 そ こで経 済

性 とい うこ とを,技 術 の 立場 か らみ る と,結 局,忠 実 性 で は な く,

何 らか の秩 序 化 過 程 が は い って く る とい うこ とで あ る。 この場 合 に

は,そ の系 に お け る受 信 者 に と って,発 信 系 が ランダ ムだ とす る と,

そ れ に対 して何 らか の秩 序 を与 え る。 つ ま リエ ン トロ ピー が 減 少 す

る わけ で ある。 そ の減 少 の しか た を,マ キ シマ ムに もっ て い く。 こ

れ が デー タ圧 縮 とい う技 術 に対 す る通信 モ デ ル で あ る。

(2)発 受信 の対 応 が ラ ンダ ム な 通信 系

そ こで つ ぎに発 受信 の対 応 が 明確 で あ る とい うこ とを否 定 す る と,

これ が ラ ンダ ム に な っ て くる。 こ こで発生 して くる通 信 モ デ ル は な

に か とい うと,何 時,何 処 で,誰 が,何 を 発信 す るの か わ か らない

とい うソー ス が あ り,一 方,何 時,何 処 で,誰 が,何 を要 求 す るの

か わ か らな い とい うユ ー ザ ーが あ る。 そ こで,そ の ソ ー ス とユ ー ザ

ー の間 で ,コ ミュ ニ ケ ー ショ ンが 成 ち立 つか ど うか とい う問題 が あ

る。 しか し,こ れ に対 しては,商 品 の流通機 構 が非 常 に ア ナ ロジ カ

ル に適 用 で き る。 つ ま り,サ プ ラ イヤ ーの方 は 自分 の つ くった もの

を,何 時,誰 が,何 処 で使 うか わ か らない し,ユ ー ザ ー の ほ うも,

自分 の必要 とす る も の を,何 時,誰 が,何 処 で造 っ て い るか わ か ら

な い。 しか し,買 お う と思 え ば,買 え る し,売 ろ うと思 え ば,売 れ

る。 とれ は,流 通 機 構 が存 在 す る か らで あ る。 そ こで 発 受 信 の関係

を ラ ンダ ム に す る と,情 報 の流 通機 構 と して考 え るぺ き場 面 が生 ま

れ て くる。 勿 論,情 報 の流 通 機 構 も,サ プ ライ ヤー オ リエ ン テ ッ ド
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の 立 場 も あ れ ば,ユ ー ザ ー オ リエ ン テ ッ ドの 立 場 も あ る わ け で あ る。

例 え ば,報 導 管 制 な ど は,サ プ ラ イ ヤ ー オ リ エ ン テ ッ ドの コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン の代 表 的 な も の と考 え られ る が
,こ こ で 問 題 に す べ き

は,主 に ユ ー ザ ー オ リ エ ン テ ッ ドな立 場 で あ ろ う.そ うす る と,コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 。プ ロ セ ス の ど こか で 秩 序 化 が行 な わ れ る。 す な

わ ち,図1の プ ロ セ ス が 介 在 す る こ と に よ(て,初 め て 情 報 が うま

図1
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〈流 れ て い くこ とに な る。 この図 は そ の ま ま 商品 の場 合 に置 き替 え

られ る。

収 集 とは,生 産 され た商 品 が,個 々の生 産 者 の所 か ら,ど こか の

集 荷 場・所,例 え ば,中 央市 場 に 集 め られ る機 構 で あ る。 そ こで いろ

い ろ 左商 品 ご とに仕 分 げ て,そ の特 徴 を分 析 し,内 容 を 評価 した り,

値 段 をつ け た りす る。 これ は,商 品 を流 通 さ せ るた め の情 報 をつ く
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って い る とい え る。 そ うい う流 通 のた め の情 報 と商 品 そ の もの を,

一度 分 離 し ,商 品 の 方 は,ス トック とい う形 で,倉 庫 か 商 品棚 に フ

ァイル さ れ る。 一 方 流 通 の た め の情報 は,宣 伝 。広 告 。ダ イ レ ク ト

メー ル 。店 頭 で の デ ィス プ レー とい う形 で,流 れ て い く。 他 方,ユ

ーザ ー の 方 も ,自 分 は何 が ほ しい か とい う需 要 の分析 の ブ ・セス が

何 か の形 で 必 ず あ り,そ れ をは っ き り した購 買 の ため の条 件 に な お

し,流 れ て来 た流 通 の ため の情 報 とマ ッチ ング して必 要 な もの を決

める ので あ る。 この 決 定 に よっ て,ス トッ クか ら商 品 が と り出さ れ,

需要 者 に流 れ てい く。 とれ とま った く同 じ よ うに,情 報 の流通 の プ

ロセス を考 え る こ とが で き る。 この な か の流 通 の た め の見 出 し情 報

図2

ス トック の

ク 取 出 し

o

フ

ア

イ

ノレ

フ ・ イ ・レee需 を 明 敏 表 現 し た 見 出 し情 幸睦 マ ・ チ ン グ さ せ る

プ ロ セ ス と 。 そ れ に よ っ て,ス ト ック 。フ ァ イル か ら オ リ ジ ナ ル 情

報 を取 り 出 す プ ロセ ス が,狭 い 意 味 で,IRと か,デ ー タ 。パ ン ク
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と呼 ば れ る も の で あ る。

そ うす る と,デ ー タ ・バ ンク は本 質 的 に,発 受 信 の対 応 が ラ ンダ

ム な系 に おけ る情報 流 通 機構 の な か で 問題 とな っ て くる。 この機 構

の な ふ で も,中 心 とな る よ う浸 プ ロ セス とい え よ う。 しか しデー タ。

バ ンク の 問題 を広 く抱 え る と,ソ ー ス とユ ー ザー の 間 を結ぶ ブ ラッ

ク 。ボ ッ クス と して この 流通 機 構 を考 え た と き,こ のな か の収 集 か

らは じま る全 プ ロセ ス が問題 にな る。 そ こ で,各 段 階 に おけ る技 術

を確 立 して いか ねば な らな い。 まず 情 報 の ギ ャザ リング が あ り・そ

れ か ら フ ァ イル 。ア ドレス の決定 が あ る。 情 報 を集 め て,ス トック。

フ ァ イル をつ くる と きに,フ ァ イル 。オ ー ガ ニゼ ー ショ ンの方式 に

よって,ア ドレス を決 定 す る わけ で あ る。 この フ ァイル 。オ ー ガニ

ゼー シ ョンの 技 術 の 確立 が 問題 とな り,ま た,そ のな か に あ る変 型

とい うのは,活 版 印刷 さ れた もの を,マ イ ク ロ フ ィル ム に変 え る と

か,マ シ ン リー ダ ブル な形 に変 え る とか,そ うい う変 型 が あ り得 る

だ ろ うとい う ことで ある。 これ らの どれ を採 るか は,ス トック 。フ

ァ イル とい うか,一 次情 報(=オ リ ジナル な情 報)の フ ァ イル のオ

ー ガ ニ ゼ ー シ ョ ン(構 成)の 方 式,そ の技 術 に よっ て,ケ ー ス 。バ

イ 。ケ ー ス に決 ま っ て くるの で あ る。

それ か ら,内 容 分 析 と評価 に お い て も,分 析 す べ き内 容 が簡単 な

もの は い い が,科 学 技 術 情 報 とか,マ ネ ジ メ ン ト 。イン フナ メー シ

ョンの な か の非 常 に複 雑 な もの にな る と,分 析 の 方式 が,か な り問

題 とな っ て ぐる。 しか もそ の評 価 基 準 に な る と問 題 が非 常 に多 く,

この技 術 は ま だ完 成 され ては い な い。

つ ぎに 見 出 し情 報 の フ ァ イルに 友 る と,見 出 し 記 号 そ の もの の
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構 成 が ど うあ るべ きか,さ らに,そ れ を フ ァ イル と してオ ル ガナ イ

ズ す るフ ァ イル構 成技 術 が大 きな問 題 とな る。

一 方 ,ユ ー ザー の需 要 を い か に して分 析 しだ す か,そ れ をい か に

して見 出 し情 報 と して検 索 の た め の指令 にす るか等 の 技術 も確 立 さ

れ て い る とはい い難 い。 これ らは,後 で 現 状 と将 来 の見通 しにつ い

て の と ころ で,コ メ ン トす る。

(3)受 信 指 向 的 とい うこ と

発 受 信 の 関 係 を ラ ン ダ ムに す る とい う こ とか ら生 ず る流 動 シス テ

ムの なか で,受 信 指 向 的 とい うこ とを述 べ た が,こ の 受信 指 向的 と

は な に か,と い うこ と をは っ き りさせ る必 要 が あ る。 そ の た め に,

古 典 的 通 信 モ デ ル のな か で,も う'1つ 残 って い る もの,す な わ ち,

発 信 か ら受 信 へ のみ情 報 は流 れ る とい う考 え 方 を否定 してみ る。

そ うす る と,ま ず 最 初 に生 まれ て くる のが,two-wayの コ ミ

ュ ニ ケ_シ ョ ンに な るだ ろ う。 これ は,Aと い う個体 とBと い う個

体 の間 で,相 互 に コ ミコ ニ ケー シ ョ ンが行 な われ るモ デ ル とな ろ う。

そ して この2つ の個体 の 間 に流 通 シス テ ムが介 在 す る。

図3

こ の2つ の 個 体,Aな い しBの と こ ろ を ブ ラ ッ ク 。ボ ッ ク スuak・

い て 考 え る と,そ の ブ ラ ッ ク 。ボ ッ ク ス へ の入 力 が何 か の ル ー テ ィ

ン を 通 っ て,内 容 が 変 換 さ れ て 出 力 す る とい うモ デ ル が 得 られ る。
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これ を な ん とか解 明 しな い と,受 信 指 向 的 の意 味 が解決 で きな い。

4則 演算系4則 演 算系

特殊番号系 一一 ヰ亘蚕ii垂}一 特殊記号系

日常 言語 系 日常言語系

入力

この 系 に す る記号 系 は,大 き くわけ る と,入 出 力 が4則 演 算 の可 能

な 記号系,約 束 が非 常 に は っ き り して い る特 殊 な 記号 系,そ れ と 日

常 言 語系 が あ る。 今 ま で の コ ン ピュー タは,4則 演 算系 か ら出発 し

て,約 束 の は っ き り して い る特 殊 記 号 系 ま で,現 在 の とこ ろ扱 え る

よ うにな っ て い るが,こ れ か ら取 り組む べ き大 き な問題 は,日 常 言

語 を入 力 す れ ば,日 常 言語 が出 て くる とい う系 で あ る。

この 内容 変 換 の場 面 には,い ろ い ろ イ メ一二ジが描 け る と思 うが,

図4に あ る よ うに,ま ず メ ッ セ ー ジ が は い っ て く る と,そ のメ

図4

入 力 メッセ
ー ジの固有

の意味の分

析

'
入 力 メッセ1
一 ジの必要

部分 と記憶
ファイルの

中の関係部

分 の と り出

し

構文論的
)推 論

意味論的

「

→ 意味作用 今
の決定

」

出力

1酎 →

◆

鶴

首

記憶 プアイル

ッ 七 一 ジ 自 身 ど うい う意 味 を も っ て い る か を 分 析 しな け れ ば な

ら な い 。(し か し メ ッ セ ー ジそ の もの が 客 観 的 とい うか ・ 広

い 社 会 に お い て 共 通 した 意 味 を も っ て い な い.と,こ れ は 通 信
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を 可 能 に す る 記 号 系 と して 成 り立 た な い)。 そ の 意 味 が読 み

と ら れ る と,こ ん ど は,入 力 メ ッ セー ジ を ガ イ ドと して記憶 か

らい ろい ろ関 連 す る も のが 引 っ張 り出 され る。

一方 ,記 憶 の なか に は あ る程度 問題 意 識 が あ る の で,問 題 意識 に

基 い て,入 力 メ ッセ ー ジのな か か ら必 要 な もの が選 び 出 され る。 そ

れ が選 び 出 さ れ る と,シ ン タ テ ィ ック な推 論 に な る か,あ るいは

(わ た した ち の グ ル ー プの使 っ てい る言 葉 だ が)セ マ ンテ ックな推

論 に な る。 そ うい う もの を通 して,受 信 者 が勝手 に解 釈 す る意味 と

い うの が生 まれ て来 る。 そ の なか か ら,行 動 に結 び つ く もの を選 び

出 して,行 動 指 令 と して 出力 す る ので あ る。

そ こで意味 作用 とい っ てい る のけ,受 信者 の方 が勝 手 につ くりあ

げ る意 味 で あ り,実 際 の社 会 にか い ては,こ れ が大 きな役 割 りを担

っ て い る。 そ れ 故 に,同 じメ ッ セー ジ を受 け取 っ て も,入 に よっ て

受け取 り方 が違 うの は当 然 の こ とな の で あ り,そ れ に よって,い ろ

い ろな 創造 力 が生 ま れ て くるわ け で ある。 そ の意 味 作 用 が人 に よっ

て ま ちま ち だ とい う原 因 は,記 憶 フ ァ イルか らの取 り出 し方 と,入

力 メ ッセー ジ の左 か か ら取 り出す部 分 の違 い で あっ て,こ れ に よ り,

千差 万 別 のバ ライ エ テ ィ ーが 生 まれ て くる の で ある。

そ うす る と,IRと か,デ ー タ 。パ ン ク とい っ た もの の なか の記

憶 フ ァ イル の部 分 ば か りで な く,入 力 メ ッ セー ジの た か か ら必 要 な

もの を取 り出 す こ と もIRの 一 部 と考 え られ る。 こ こ の仕 組 み の あ 「

り方 を解 明 す る と同 時 に,そ れが 特定 の情 報処 理 系 に よって,ど う

違 って くるか とい う こ と を決 めて い ない と,特 に,意 味 を問題 に す

る よ うな メ ッセー ジの処 理 系 が は っ き り して こな い。 この問 題 も後
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で展 開す る つ も りで あ る。

(4)多 数 の個 体 間 の コ ミュニ ケー シ ョ ン

そ こで,2つ の 個体 間 での コ ミュニ ケ ー シ ョン の モ デル に お い て,

「個 体 が2つ 」 とい うこと を否 定 す る と,た くさん の個体 の 間 での

話 し合 い とい う ことに な る。 この場 合 に も,い ろ い ろな 個 体 が勝 手

に,雑 談 す るの で は な く、何 か の共 通 の 目的 を持 っ た個 体 の集 ま り

のな か での 会話 を考 え な くては な らない 。MISの イ ジー ジで 考 え

る と,大 き く 分 け て3つ の フェ ー ズ が考 え られ る。

ま ず最 初 け い くつ か の,互 に似 か よっ た 目的 を も って い るい くつ

か の個体 が1つ の フ ァ イル を通 して お互 い に話 し合 うとい う場 合 で

あ る。(図5)

図5

そ の 次 は,相 当 異 質 な グ ル ー プ 間 で,フ ァ イ ル と フ ァ イ ル の 話 し

合 い に よ っ て,コ ミ ュ=ケ ー シ ョ ン す る と い う場 合 で あ る。(図6)

最 後 は,そ の 全 体 を トー タ ル シス テ ム と して 考 え る と き に は,単

な る フ ァ イ ル と フ ァ イ ル の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 加 え て,そ れ ら を

イ ン テ グ レー トす る た め の フ ァ イル が存 在 しfzけ れ ば な らな い。(図7)
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結 局,た くさ ん の 個 体 が 話 し合 うと き に は,フ ァ ィ ル ー フ チ ィ ル コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 主 体 に な っ て い く わ け で あ り,そ の 全 体 が シ ス

テ ム を構 成 す る。
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この よ うな形 で シス テ ム をみ て み る と,こ れは 言 い換 え れ ば,組

織 とい う問題 を考 え る こ と に な る。 そ うす る と,従 来 の 伝 統

的組 織 のハ イ ア ラー キ カル な ピラ ミ ッ ド型 の 組織 を否 定 す る立 場 に

な り,こ の場 合,新 しい組 織 原則 を構 成 しなけ れ ば な らな い。 経 営

組織 論 の教 科 書 をみ る と十 ぐ らい の原 則 が あ げ て あ るが ・それ に対

応 す る新 しい ネ ッ ト 。ワー ク型 組 織 にお け る組 織 原 則 が ま だ明 瞭 に

浮 び上 っ てい ない。 例 えば,権 限(オ ー ソ リテ ィ ー)は 古 典 的 な組

織 論 で は,ア プ リオ リに,ト ップ が持 って お り,そ れ が委 譲 され る

わけ で あ る。 しか し,種 々の コ ン ポ ネ ン ト 。フ ァ ン ク シ ョンが,そ

れ だ け の 利 益 を求 め て,集 ま 一て 組継 を 造 る と き,権 限 は何 に よっ

て与 え られ るか,そ して 各 コ ンポ ネ ン トが もつべ き責 務 が 何 に よ っ

て,相 互 的 に定 ま るの だ ろ うか。 ピ ラ ミッ ド型 の 組織 の場 合 は責 務

も権 限 も,す べ て トッ プに あ る もの が,委 譲 原 則 に よっ て,ラ イ ン

状 に配分 さ れ て,各 コ ンポ ネ ン ト 。フ ァ ンク シ ョ ンに分 かれ て 行 く。

しか しネ ッ ト。ワー ク組 籏 では 、そ の よ うに は考 え られ ない。 そ う

い う組 織 原 則 の 問題 を真 剣 に考 え ね ば な らな い だ ろ う。

2.情 報 の秩 序 化 と検 索 の技 術

(1)受 信 指 向 的 流 通 機構 にお け る技 術 的 問 題 点

伝統的 な古 い通信 モデルを1つ1つ 否定 して い くと,い ろ い ろな場

合 が生 まれ て きて,そ の各 場 面 で解 決 しな けれ ば い け 左 い もの が た

くさ ん あ る。

こ の よ うに全 体 を概 観 した上 で,こ のな か で問 題 とす べ き]支術 的

側 面 を取 り上 げ る と,流 通 シス テ ム に おい て,な に が一 番 問 題 に な

るか とい うこ とを は っ き りさせ ね ば な らた い。 この受信 者 指 向的 な
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流通 システムを考えた場合に,そ の シス テ ムの 目的(オ ブ ジェ ク チ ブ)

は なん で あ るか。 これ を平 た くい うと 「情報 を必 要 とす る人 が,必

要 と した 時 に,必 要 と した ものだけ を,望 む媒 体 で,望 む コス トで,

最 小 の労 力 で 必 ず手 に入 れ る ことが で きる 」 とい うと とに渋 る。 そ

れ を一 つ一 つ,ク ラ ィ テ リオ ンに分 割 して い く と,ま ず 「情 報 を必

要 とす る人 」 とい うの が あ る。 これ には社 会 に おけ る階 層 も あれ ば,

専 門 分 業 もあ る。 そ の各 階 層 や 専 門 に よって,い ろ い ろ な ニ ー ドが

あ る。 そ の ニ ー ドを いか に考 え るか とい うこ とが 問題 に な っ て ぐる。

そ れ か ら 「必要 と した と きに 」 とい うととが あ る。 これ に は,2

つ の種 類 の時 間 間 隔 が問 題 にな る。 壬 つ は,ニ ー ドが発 生 して い る

か ら,手 には い る ま で の時 間 の ア ・ア ンスぱ,ど れ く らい か とい う

こ と,も う1一つ は,世 界 中 の どこか で,情 報 が発 生 した と きに,そ

れ が入 手 さ れ るま で の時 間 のア ロアン スけ どれ く らいか とい うこ と

で あ る。 この2つ は 全 く異質 で あ る。 後者 は,潜 在 的 に もっ て い る

ニー ドに対 して,発 生 した と きに ,す ぐにつ か まえ るとい う意 味 で,

前者 は,能 動 的 に ニ ー ド,す な わ ち情 報 を必 要 と す る問題 が起 こっ

た と きに,世 界 の ど こか で,発 表 され た,そ れ に 関す る情 報 を過 去

一も含 め て ,ど こか らか探 し出す こ と であ る。 こ の2つ の時 間 に分 け

た と きに,そ の ア ロア ンス は,ど れ くらい で あ るべ きか が問 題 とな

る。

「必 要 と した もの だ け 」 とい う場 合 には,必 要 な もの だけ を選 ん

で も,ど うして もノ イズが 入 っ て くる。 この ノ イズ の混 入 率 を ど う

考 え るべ きか をは っ き りさせ ね ば な らな いだ ろ う。

「望 む 媒 体 」に お い ては,情 報 伝 達 技 術 が発 展 す る こと と,ニ 一
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ヅ が 多様 化 す る こ とに よっ て,媒 体 の 多様 化 が起 こっ て くる。 従来

は活 版 印 刷,簡 易 印刷,そ の他,い くつ か の方 法 に よる コ ピー な ど

で あった が,だ ん だん マ シ ン リー ダ ブル な媒 体 も考 え られ,そ れ か

ら フィ ク ロフ ィ ル ム,超 マ イク ロ フィ ル ム とか が考 え られ る よ うに

な った。 この よ うな 多種 の媒 体 を,ユ ーザ ー の 方 が 選 択 す る 自由 を

有 してい る わけ で あ って,そ れ に合 わせ て,ど うい うふ うに組 ん で

い くとい う問 題 が あ る。 そ れか ら,「 コス ト」に つい て 考察 してみ

る と,情 報 とい って も,何 か の物 の 上 に乗 っ かて い る わけ で,例 え

ば,印 刷 物 を つ くるの に 必要 な コス トに,宏 に か プ ラス ア ル ファー

をつけ て売 っ て い る。 そ れ が売 れ て るの は,売 価 よ り効 用 が大 きい

か らで,そ れ が本 当は い か な る価値 が あ るか とい うこ とは考 え 安 い

で売 って い るわ け で あ る。 コス トの妥 当性 は,効 用 との 関係 で ど う

組 ま れ るべ き か で 問題 が あ る。 例 え ば,情 報 セ ン ター も,公 共 的 な

機 関 で ある か ら,で き るだ け安 い ほ うがい い だ ろ う。 各 企業 に お い

て は,ど ん な に 高 くて も,使 え る もの,役 に 立 つ も のは,そ れ が年

間2,3百 万 か か って も買 う。 そ うす る と,そ れ に 関 す る くわ しさ,

正 確 さ,網 羅 性,速 さ と売価 との 関連 は ど うあ るべ きか が大 きな問

題 とな って くる。

「力 」に関 して は,人 間 が歩 き回 っ て,情 報 を集 め る とい うこ と

も労 力 の一 つ で あ り,シ ス テ ムに い か に容 易 に ア プ ロー7チで き るか

とい う ことが 考 え られ ねば な らな い。 ユー ザー が 日本 全 国 に散 らば

ってい るの で あ るか ら,ユ ー ザー が,流 通 シス テ ム に,容 易 に アク

セ ス す るた め には,で き るだけ 窓 口が 近 くに あ る こ とが 必要 で あ る。

そ の窓 口 を通 して,あ らゆ る情 報 が 流 れ る よ うに して,情 報 を集 め
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る と ころ,加 工 す る と ころ,サ ー ビスす る と ころ,そ れ ら を ど うい

うふ うに機 能 分 化 さ せ るか と同時 に,地 理 的 に ど う配 分 す るか とい

っ た こと が大 き な問題 にな る と思 う。

最 後 に,「 か な らず手 に はい る 」とい うこ とは,漏 れ が な くな ら

な け れば い け な い。 現 在科 学 技術 情報 だけ で,世 界 でだ い た い4万

近 い 雑誌 が 出 て い るわけ で,そ の中 に,年 間2,3百 万 論 文 が発 表

さ れ て い る とい われ てい るが,わ た した ち の集 め てい るのは,日 本

を含 め て7千 種,世 界 で一 番 大 きい とい わ れ る ソ連 のVINITIで

も1万 数 千種 で,抄 録 して い るのは 百万 件 を割 ってい る わけ で あ る。

そ うす る と世界 での ア ウ トプ ッ トの数 分 の一 つ しか流 通 シス テ ムに

乗 っ てら な い。 これ で は網 羅性 が保 た れ て い る とけい え まい。 この

網 羅 性 に 対 して,流 通 効 率 との か らみ 合 いで,果 して 「すべ て集 め

て提 供 す る 」 とい うこ とが経 済 性 を考 え る と現 実 的 な のか とい う問

題 が起 こ って く る。

これ らの問一題を考 え る と流通 システ ムは,ま だ シス テ ムデ ザ イ ン

的 に問 題 がで き る と ころ ま でい っ てい な い とい うの が現 状 で あ る。

以 上 あけ た 直接 の ク ラィテ リオ ンの問 題 もあ るが,又,こ の ク ラィ

テ リオ ン を更 に 全体 と して ど う評 価 す るか,ど の部 分 を どの よ うに

ウェ ー トづ け るか な ど を して.全 体 の 流通 率 を測 定 しなけ れ ば な ら

ない。 この流 通 効 率 の問 題 は,情 報 の価値 の問 題 と本質 的 に か らみ

合 って い る もの で,こ の点 をは っ きりさせ て い ぐこ とが必 要 に な っ

て くる。 この よ うな シス テ ム の なか でい ろい ろ使 われ る技 術 に な る

と,ド キ ュメ ンテー シ ョン で,今 ま で あ る程 度 行 なっ て きて い るの

だ が,正 直 に い うと,経 験 を主 と した手工 業 の段 階 で,技 術(テ ク
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ノ ロ ジー)の 段 階 ま で い っ て い る のは 非 常 に 少 な い。 た とえ ば,

抄 録 を つ く るとか,分 類 をつ くる とい って も、 なか ば経 験 的 とい う

か,経 験 の積 み 重 ね の,職 人 的 な技 能 の段 階 で,エ ンジニア リン グ と

い う水準 ま で到 っ て い な い。

(2)意 味 的 圧縮 技 術

意 味 的 圧縮 技術 とは,デ 一 夕 コ ン プ レ ッシ ョ ンに対 して,「 意 味 」

を圧縮 す る技 術 とい うこ とで あ る が、 例 え ば,分 類 す る とか,抄 録

す る とか,見 出 し情 報 の な か に2つ 種類 が あ る。1つ は ア イ デ ンテ

ィフィケー シ ョンで,こ れ は 整 理 す べ き対 象 の 一 つ一 つ に 対 し,記

号 の空間 の1点1点 を対 応 さ せ る と,記 号 空 間 の1点 を 指 定 す れ ば,

対象 が1つ 指 定 され る。 例 え ば,著 者 名 だ とか 論 文 名 だ とか,そ れ

が 載 って い た雑 誌 名 だ とか 指 定 す る と,一 つ の メ ッ セー ジが 完全 に,

ア イデ ンテ ィ フ ァ イさ れ る.こ れ は,一 次情 報 の ス トック ・フ ァイ

ル を構 成 す る と き,そ の番 地 を与 え る とき に用 い られ る。

しか し分 類(ク ラシ フ ィケ ー シ ョ ン)と い う考 え方 にな る と.完

全 に一 つ 一つ 個別 に類 別 しな い。 分 類 の と きには,記 号 空 間(記 号

と,こ の対 象 を把 え る と,意 味 空 間 とい え るだ ろ う)を 考 え,そ れ

に対 して,そ の記 号 が対 象 とす る ドキ ュ メ ン トな ら ドキ ュメ ン トの

集 合 を考 え る。 そ うす る と.記 号 空 間 の1点 を指 定 す る と.ド キ ュ

メ ン トの集 合 の1点 では な く,あ る部 分 空 間 が対 応 す る とい うの が,

分 類 の基 本 的 な 考 え 方 とな る。

この分類 の 考 え方 の な か で,最 も普 通 に使 わ れ るの は,体 系 分 類

とい われ る もの で,こ れ は,意 味 空 間 と して考 え る と.「 ね じれ の

な い平 面 の上 に描 い た櫛 型構 造 」 とい う型 にな る。代 表 的 な もの は
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生 物 分 類 で,と の場 合 に は全 然 ね じれ を考 え て いな い。 と ころが

UDCC国 際 生 物 分 類 法 に な る と,ね じれ が起 こっ て くる。1つ

の 具 体的 な ものを概 念 と して抱 え る と,2つ の概念 と して とらえ ら

れ る場 合.意 味 空 間 の 中心 は2つ の点 で 表 わ され る。 そ れ を1つ の

言葉 で あ るか ら とい っ て,意 味 空 間 上 の2点 を一 致 させ る と,そ こ

にね じれ が起 とって くるの で あ って,そ うい うね じれ のは い った樹

型構 造 は,果 して,い い か悪 い か に な る と疑 問 が起 こって くる。 そ'

れ がUDCの 混乱 を起 こ してい る一番 大 きな原因 で あ る。 体 系 分類

と して徹 底 させ るな らば,や は りね じれ の な い,空 間 で行 な うべ き

で,例 え ば,生 物 の分 類 の よ うに,1つ の ものは1つ の系 統 を た ど

(て いけ ば,必 ず1つ の と ころに い ぐ。 そ れ がい ろ い うな と ころ に

分 かれ て い って,お 互 い に ね じれ て しま う よ うな場 面 には,体 系分

類 は使 うべ きで は な い と思 う。

そ れ を解 決 す るため には,座 標 的分 類 法(コ ー ジネー トク ラシ フ

ィ ケー シ ョン)と い う考 え 方 が あ る。 これ は意 味空 間 と して 直 交空

間 を考 え る。 これ が一番 便 利 な の は,例 え ば 人材 銀 行(ス キ ル イ ン

ベ ン トリー)な どをつ くる場 合 に,学 歴,性 格,家 庭環 境,趣 味,

適 性 等 の い くつ か の座 標 を考 え る。 そ れ に い くつ か の値 を与 え る と,

直交 空 間内 の1点 が指 定 で き,こ れ が座 標 分 類 の基 本的 な考 え 方 で

・あ る。 この場 合 に も,座 標 系 が単 純 で,そ の値 が簡単 に決 め られ る

と きは,便 利 だ が,例 え ば,性 格 な ど座 標 系 の な か で,ど の よ うに

値 を決 めれ ば よいか とい うこ とが,困 難 な ときはい ろい ろ問題 が あ

る。 科 学技 術 情 報 な どは,座 標 系 が非 常 に 多 岐 にな るので,こ の考

え 方 で意 味 空 間 を造 ろ うと して もあ ま り うま く行 か な し(。
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そ れ に対 して,フ ァセ ッ ト分 類 法 とい う ものが あ り,こ れ は,い

ろい ろ の側 面 が表 われ る。 とれ は,物 体 を切 る と,切 る角 度 に よ っ

て,多 種 の切 り口 が で き る とい う場 合 に よ く似 て い る。 そ の 切 り 日

ご と に,対 象 を と らえ て い く とい う考 え 方 で あ る。 そ うす る と,切

り口 が あま り多 い と,粉 み じん に な っ て しま うか ら,い くつか の切

合

表1フ ァセ ッ ト分類 の例

フ ァ セ ッ ト 分 類 記 号

部 分 Ca(Cd-n-ea)
1

物理的性質 Nbj-bk-vh

パ ラ メ ー タ Ogb

C:航 空機 の構造部 分

a:結 合

2
Cd:翼

鎖
－n:尾 翼

－ea:機 体

構
N:空 気 力 学

造 Nb:空 気 力学的 実体

否
Nbf:気 体 の 流 れ

庁
①
一 Nbj:準 音 速

ロ

㏄
吟
『
已

－bk:超 音 速

Np:空 気 力 学 的 な力

O
⌒

口
吟

O

Nv:機 体 にか か る圧 力

h:圧 力 の 中 心
1

Og:空 気 力 学 におけ るパ ラメー タ

b:迎 え 角

ぐ

じ

一172-一



この論 文 が対 象 とす る もの は,

3. (1)航 空機 の機体 と主翼 と尾翼 の結合構造部分 におけ る
　

分 　 (2)超 音速 お よび準 音速 時に機体 の各部分の圧力の中心 にか

類
記

　

かる空気 力学圧力か らみた

6 号
の
/(3)迎 え 角

意 に 関 す る内 容 を持 っ てい る。

∩

味
こ の と き,大 文 字 のC,N,Oが フ ァ セ ッ ト間 の 区 分 と リ ン ケ

一 ジ を表 わ す。

1

以 下 の見 出 し記号 の各 々 につ き1枚 つ つ カー ドを送 るか,各 見

出 し記号 の所 に内容記号 を書 き込むかす る。

1見
出 し記 号

　
そ の意味 内 容

一 次 デー タ

ア ドレス

4
10gb 迎え角 Ca(Cd－ トea)

Nbl-bk-vhOgb
×× × ◆× × ×

牽 2Nbj-bk-vh 圧力の中心
Ca(Cd-n-ea)
Nbj-bk-vh

× × × ・× ××

引

作

3.Nbj-bk-v 機体上の圧力
Ca(Cd-n-ea)

Nbトbk-v
X× ×"× ××

成 4Nbl-bk 超音速準音速 Ca(Cd－ トea)

Nbトbk
×× × 。× ××

形

式

5Nbj 準音速の流れ
Ca(Cd-n--ea)
Nbj

×× × 。× × ×

6Ca(Ca-n-ca) 機体 と翼と尾

翼の結合
Ca(Cd-n-ea)

w

× × × 。×× ×

● 7Ca(Cd-n)
翼 と尾翼の結

合
Ca(Cd-n) ×× × 。× ××

8.Ca(Cd) 翼の結合 Ca(Cd) × ×× 。× × ×

但

9.Ca 結 合 Ca ×× × 。× ××

り 口に制 限 しな け れば な らな い。 そ うす る と.切 り口 に よって,1

つ の平 面 が で き,そ の平 面 の な か では,樹 型 構造 を と って,意 味 空
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間 を構 成 して い る。 そ の平 面 をい くつか 組 み 合 わせ る こ とに よっ て

立 体 構 造 を描 くわけ で あ る.こ の場 合 も,人 間 の もの の 見方 に合 わ

せ て,完 全 な切 り口が用 意 で きれ ば いい が,人 の見 方 に よ(て は,

ば らば らに な る場 合 もあ り,混 乱 が 起 こ っ て くる.そ の 他,分 類 の

考 え 方 に もい ろい ろ あ るが,空 間 の一 点 を指 定 す る こ とに よって,

対 象 の部分 空 間 が一義 的 に指 定 で き る とい う考 え方 に基 ず く整 理 法

は,限 界 が あ る〔

(3)言 語 構 造 へ の接 近

そ こで,そ れ に疑 問 を抱 くと,人 間 は も のを考 え る こ とに よ って

分 類 がで き る とい う ことか ら,も の を考 え る とい うこ とに 接 近 して

いか ねば 左 らな い。 まず最 初 に,起 こって くるの は,人 間 が ものを

考 え,考 え た こ とを伝達 し あ う手 段 で あ る言 語構 造 へi接近 して い か

ね ば 友 らな い。 そ の言 語 構 造 を基 礎 とす る分類 に も,い ろい ろ な方

法 が あ るわ け だ が,一 番 単 純 な も のは,文 法 を無視 す る とい う考 え

方 で あ る。 とい うこ とは,い ろ い ろ左単 語 を,文 法 を無 視 して並 べ

る と とに よって も,だ い たい.意 味 す る とこ ろ が理 解 で き る の では

た か ろ うか とい う と とで あ る。 主 語 も,目 的語 も,動 詞 も すべ て順

序 を無 視 して,羅 列 して しま うの で あ る。 これ は,エ ル ゴー ド系 近

似 とい って い るが,こ れ で,ド キ ュ メン ト。レ トリー バに は,だ い

たい十 分 で あ る。 た だ し並 列 すべ き もの がな に か とい うこ とだ が,

そ れ に は,体 系 的分 類 で つ く りあげ た もの を.並 べ る方 法 もあ る。

最 近 の ア メ リカ では,キ ー 。ワー ドを用 い る傾 向 に ある。 言葉 を意

味 論 的立場 か らい うと,1つ の言葉 は た くさん の意 味 を もっ てい る。

そ れ をそ の まま許 してお くと,な にが な ん だか,わ か らな くな るの
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で,あ る規 制 が必 要 とた る。 そ れ が シ ソー ラス とい うこ とに な るわ

け で ある。

本 来,言 葉 とい う もの を扱 お うとす る と,基 本 的 に は語 義 辞書 を

基 不 に した考 え 方,そ の 語義 辞 書 のな か で も,は っ き り定 義 の で き

た 部 分 を取 り上 げ て い く とい うの が,最 もオ ー ト ドック ス で あ るが,

そ うい う問題 には い らず に,概 念 的 に上 位 か 下位 か,意 味 す る範 囲

が広 い か,狭 いか とい う形 だけ で言 葉 を扱 うの で あ る.中 身 に入 ら

ず に,現 象 面 だけ で,表 層 的 な段 階 で関係 をつ か ま え よ うと してい

み

るた め,シ ソー ラス とい うの は,ず いぶ ん む りを してい る。 全 く文

脈 構 造 を 無視 す る とい うの は,頼 りな い の で,あ る程 度 文脈 構造 を

入 れ よ うとい う考 え 方 は,当 然 出 て くる。

英 語 な どは,語 尾 変 化 と語 の配 列順 序 に よっ て文 脈 が構 成 され て

い て,単 語 の語 幹 は 意味 を担 っ て いる。 意 味 を担 って い る部 分 と,

文 脈 を担(て い る部 分 を 記号 的 に分 け,意 味 を担 って い る部 分 は セ

マ ニテ ィ ク記 号,文 脈 を担 って い る部分 は ロー ル 。イ ン ジケ ー タ と

い う形 で取 り出 す。 そ れ を組 み 合 わ せ る こ とに よ一 て,文 脈 構造 を

出 そ うとい う試 み が あ る。 これ は 米 国 の ウェ ス タ ー ン 。リザー ブ大

学 で造 られ た が,実 用 的 には,文 脈構 造 が ち ゃ ち につ ぐって あ るの

で,使 う場 合 には,い ろ い ろ迷 い が起 こ(て くる。 そ れ で,検 索 が

無理 に な る とい う報 告 が い くつか 発表 され て い る。 そ こで,ロ ー ル 。

イ ン ジケ ー タま でい か な い で,む しろ リンク的 皮 もの を使 っ た方 が

良 い とい う実 験 報 告 が あ っ た。

今 ま で は,内 容 が よ く分 か っ てい て,そ れ を ど うい う記号 で表 わ

せ ば い いか,と い うこ とだ け を語 って きたわ け だ が,本 質 的 には,
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内容 が分 か っ た もの を,記 号 系 で表 わ して も,だ い た い似 た り よっ

た りで あ る の で,そ の 内容 を い かに つ か み 出 す か とい うこ との 方 が

問 題 で あ る。

表2WRU大 学 の ロー ルoイ ンヂ ケ一 夕

1-1KOV:… … … に 与 え られ る 性 質

(1) 1-2KEJ:処 理 さ れ る材 料

材対
1-3KAJ:出 発 物 質

料象 1-4KUJ:成 分

叉 と
は な 1-5KW∫:生 成 物,製 品

プる 1-6KQJ:… … … の 方 法,手 段 に よ っ て
ロ も

セ の 1-7KAD:機 械 又 は装 置

ス
1-8KAG:中 間 生 成 物,サ プ ア セ ン ブ リ

の

1-9KAL:… … … に よ り影 響 を うけ る も の

(2)9 2-1KWV:与 え られ た性 質
吟

性8
質2

2-2KUP:決 定 さ れ た性 質

2-3KAP:影 響 さ れ た性 質
吟

ご 2-4KAL:影 響 をお よぼ す性質
　　

(3) 3-1KAM:プ 団 七 ス

プ
口 3-2KXM:否 定

セ
ス 3-3KAL:影 響 を お よぽ す プ ロ セ ス

(4)

条 4-1KAH:条 件

件
　

5-1KIS:場 所

(5)
5-2KWB:… … … か ら の 方 向

5-3KwC:… … …へ の 方 向

そ 5-41〈AB:晋 βP『

の 5-5KIT:発 生 時 刻

5-6KIG:地 理 的場 所

他
5-7KIB:属 す る組 織

5-8KEP:属 す る人 間
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実 の と ころ,論 文 の抄 録 や文章 の要約 や分類 は,な ぜ そ れ が で き

る のか とい うこ とは,あ ま り考 えず,全 く経験 的 に,少 な くと も,

研 究能 力 の あ る者 な ら,要 約や 分類 は で き る もの と考 え て い た が,

これ は本 当 だ ろ うか,と い う疑 問 を もつ と,そ こに メス を入 れ て み

る必要 が生 ず る。 そ の メ ス の入 れ 方 に もい ろい ろ あ るわ け で あ る。

記号 論(セ ミオ テ ィ ック ス)の 立 場 か ら述 べ る と,記 号 と記号 と

の 関係 でつ か まえ る部 分(構 文 論)と 記 号 と人 間 と の関 係 でつ か ま

え る部分(語 用論),そ れ か ら記号 と対 象 との関 係 で つ か ま え る部

分(意 味論)が あ る。 記号 と対 象 の関 係 とい うの は,そ のな か に必

ず,人 間 がは い る.人 間 に は 人 間社 会 が ぱ い って くる し,更 にそ の

歴 史 がは い っ て くる。 そ うな る と,意 味論 と して,直 接 記号 と対 象

の関 係 だ け で つ か ま え るの は,難 しい の で,構 文 論 の立 場,あ るい

は,語 用 論 の立 場 で つ か まえ て い くべ きで あ る。

ア メ リカに は,主 と して 語用 論 の立 場 を とっ て い て,い かに 人 間

が 分類 記号 を 使 った か とい う,過 去 の経 験 を よ く調 べ て,そ れ に 合

わせ て機 械 に させ よ う とい う試 み な どが この立 場 で あ る。 っ ま り,

人 間 が過去 に記 号 を どの よ うに使 った か とい う,経 験 を通 じて,そ

れ で将来 を類 推 し よ う とい う考 え方 で あ る。

あ るい は,実 際 に人 間 が 言葉 を使 っ た と きに,tつ の論 文 のな か

に頻 繁 に 使 わ れ る言 葉 は重 要 では なか ろ うか。 あ るい は,1つ の論

文 の タ イ トル のな か に,一 緒 に でて くる言 葉 とい うの は,相 関度 が

高 いは ず だ か ら,そ の相 関度 を基 に して,検 索オ ペ レー シ ョン を考

え て い こ うとい う試 み もあ る。 これ は ア メ リカで,主 と して行 な わ

れ てい て,使 われ た 言 語 の結果 を数 量 的 にモ デ ル に組 も うとい う こ
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とで あ る。 こ れ は語 用 論 の立 場 とい え よ う。

これ に対 して,構 文 論 は10年 ほ ど前 に提 案 さ れ た もの で あ る。

ア メ リカ の ウェ ス タ ン リザ ー ブ大 学 の ロー ル 。イ ン ジ ケ ー タ とい う

の が,つ か ま え られ た記 号 の文脈 構 造 を与 え る た め につ ぐられた の

であ るが.逆 に,文 脈 構 造 のな か で しか検 索 で きな い とい うこ とに

な る と,そ の文 脈 構造 を,今 度 は 内容 をつ か まえ るパ タ ー ン と して

考 え てみ るの で あ る。 そ れ を単 純 化 す る と,1一 つ のH,5つ のWと

い う形 で,い つ,誰 が,何 を何 処 で と同 じよ うに,対 象 が な ん で あ

って,そ れ に加 え る作 用 がなん で あ って,そ れ に よっ て で き る生成

物 は 力ん で あ って,そ れ を作 な った条 件 が なん で あっ て,方 法 が な

ん で あ る と い うパ ター ン を設 定 して,そ の内容 を つ か ま え て い くと

い うもの で あ り非 常 に マ ニア ル な基準 なので ある。 しか し,こ れ は貧

弱 す ぎ るの で.も っ と精 密 な理 論 展 開 が 必要 で あ って,そ れ を,構

文 論 の立 場 か ら解 明 して み る と,セ ンテ ンス とは,な に か の言 明 を

してい る もの であ る と考 え られ る。 そ の 言明 とい うもの を標 準 フ ォ

ー ムの なか に変 換 してみ る。 そ の標 準 フォ ー ム と,述 語 の論 理 式 を

基 礎 と した函 数 形 を採 用 し,そ の な か に,語 義 辞 書 的 な もの を入 れ

た り,意 味 的 推論 を入 れ る と,言 語 の もつ意 味 構 造 に だ いぶ 近 くな

った もの が得 られ る。 そ れ を意味 論 とい うよ りは,記 号 と記 号 との

関係 のな か に置 き替 え て,構 文 論 的 に と りあつ か って,い こ うと思

うの で あ る。 そ とで,フ ァク ト・ リ ト リーバ ル の方 へ 向 け て,あ る

いは質 疑 応 答 の方 へ 向 け て の実 験 モ デ ル を つ くろ う と考 え てい る。

(4)フ ァク トeiリ トリ・一輪ーバル

こ こで,問 題 が,フ ァク ト・ リト リー バル のほ うへ い くわ け であ
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るが,こ れ は.デ ー タ ・バ ン ク で も同 じこ と に佼 る と思 う。 リ ト リ一

一 バル に は,3つ の種 類 が ある とい わ れ て お り,そ の一 つは,ド キ

ュ メ ン ト 。リ ト リー バ ル,文 献 検 索 で あ り,こ れ は 質 問 を受 け た と

きに,フ ァ イルか ら取 り出す もの は,文 献 が単位 で あ る。

そ れ に対 して,デ ー タ 。レ ト リー バル とい われ る もの,す な わ ち,

数 値 デ ー タ の リ トリー バ ル だ が,こ れ は 経 済 的 な デ ー タ もあ る。 例

え ば,物 理学 で ニ ュー トロンの ク ロス 。セク シ ョン のデ ー タが最 近

ど うな っ てい るか と い うデ ー タ を引 き出 す もの で あ る。

も う一 つ は,フ ァ ク ト 。リ ト リー バ ル で,事 項 検 索 と呼 ば れ て い

るが,こ れ は い ろい ろ の定 義 もあ ろ うが,セ ン テ ンス及 び セ ン テ ン

ス の い くつ か の集 ま りが,何 らか の言 明 をな して い る とす る と,質

問 に合 わせ て,そ れ に 関 す る言 明 を取 り出 す もの だ と一応 定 義 して

お く。

そ のた め に は,や は り構 文 論 的 な 問 題 が全 部 表 面 に 出て くる。 例

え ば,言 語,セ ンテ ンス とい う もの は,言 明 を表現 して い る とす る

と,セ ンテ ン スの もっ て い る文 法 的情 報 か ら,そ れ を言 明単 位 で の

ファ イル に変 換 す る プ ロセ スが あ る。 そ の なか か ら,質 問 に合 う言

明 を 引 き出 す と き,質 問 と文 法構 造 が,一 対 一 に 対応 してい る もの

を引 き出 す。 プ ・セス は 非 常 に単 純 で あ るが,意 味 的 に関 係 の ある

もの を 引 っ張 り出す とな る と,ど うしそ も意味 論 的推 論 プ ロセス が

は い って くる。 そ こ で.意 味 論 的 な推 論 を ど うや っ てい くの か とい

う問題 が起 こって くる。

次 に,フ ァク ト。 リ トリー バ ル か ら も う一 つ 乗 り越 え た 段階 を考

え る と,質 問 が あ る とそ の質問 に意 味 的 に関係 あ る ものだ け を引 っ
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張 り出 す こ とばか りでな く,そ れ らを組 み合 わ せ て,な に か フ ァイ

ルの なか に なか った新 しい 答 え にす る とい う,応 答 合 成 の段 階 が 当

然考 え られ る。

例 え ば,「 ミシ シ ッ ピー川 の 長 さは,何 キ ロメー トル で す か 」 と

い う質問 だ と,そ うい う言 明 が あっ た ら,そ のま ま 引 っ張 り出せ ば

よい。 しか し,「 世 界 で一 番 長 い川 は,何 川 です か 」 とい う質 問 を

した ときに,フ ァ イル のな か には,州 の名 まえ と長 さだ け がはい っ

て い る とす る と,フ ァク ト 。リ トリー バ ル で は,答 が 出 て こな い わ

け で あ る。 そ こ で世 界 で一 番 長 い川 とい うのは.,分 か らな い。 そ こ

で質 問 を変 え て,「 あ な た の フ ァイ ルの な か で一 番 長 い川 は何 で す

か 」 と聞 くと.川 の名 ま え と長 さ を全 部 引 っ張 り出 して,そ れ を長

い順 に並 べ て,一 番 長 い の を取 り出 して,「 そ れ は ミシ シ ッ ピー川

で す 」 と答 え る。 この よ うな ものが,フ ァク ト 。リ トリー バ ルの 次

の段 階 の応 答 合 成 と考 え るの で ある。

この あた りに な る と,主 と して,意 味論 的 推 論 が 問題 とな って く

るが,こ れは ま だ将 来 の問 題 で,実 験 モ デ ル をつ くり出 す,非 常 に

初 歩 的 な ところ で とま どって い るの が実 状 であ る。 しか し,こ れ は

数 年 後,あ るい は10年 後 ぐ らい に は,当 然 な ん らかの 場 面 で実用

化 され ね ば な ら左 い だ ろ う。

最 後 に,情 報 流 通 シ ス テ ムを,よ り良 く構 成 す る には ・い ろ い ろ

な技 術 を開 発 しなけ れ ば な らな い が,技 術 開 発 自身 が シス テ ム的 に

行 な われ るべ きだ と思 う。

これ か ら開 発 すべ き もの を,も っ と広 い場 面 で討 議 しな が ら・ あ

げ てい っ て,そ れ を,ど うい う手 順 で シス テ ム的 に開 発 す べ きだ と
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い う国 家 的 な議 論 が起 こるべ きだ ろ う。

討 論

渡 辺:受 信 指 向 的 とい う場 合 に,マ ス コ ミュ ニ ケ ー シ ョン的 な形 で

の,発 信 側 の 情 報 選 択,そ れ か ら,ミ ニ コ ミュニ ケ ー シ ョン的 な場 合,

そ の中 間 の メデ ィ アム コ ミュニ ケー シ ョン的 な場 合 の,今 後 この3つ の

どれ が主 流 に な っ て い くの か。

中 井:受 信 指 向 的 とい うこ とな の だ が,マ ス 。コ ミ,ミ ニ,メ デ ィ

ア ム の3種 の うち,ど れ が主 流 にな るか,と い う観 点 は,実ttあ まb考

え て い ない 。 乱 暴 な言 い方 を する と,情 報 の ソー ス と ニー ドの 関係 にお

い て,そ れぞ れ が,そ れぞ れ の場 面 を 占め るべ きだ ろ うとい うことで あ

る。 そ こで,ど れ が主 流 に な る か とい うこ と より も,む しろ ユ ー ザ ーか

らの フ ィー ドバ ッ ク の相 手 が3つ あ る。1つ は ソー ス 自身 に フィ ー ドバ

ック す る。 も う1つ は,マ ス 。コ ミな どの場 合,発 信 へ の フ ィー ドバ ッ

ク とい う もの が あ る。 も う一 つは,流 通 シ ステ ム機 構 へ の フィー ドバ ッ

ク,こ の3つ が あ る と思 う。 わ た しは,主 と して流 通 シス テ ムへ の フィ

ー ドバ ック のほ うを一生 懸 命考 え て お り,ソ ース 自身 に,い か に フ ィー

ドバ ック す る か,あ るいは,発 信機 構 が いか に フ ィー ドバ ック を受 け載

るか とい う と とに対 して は適 切 な答 が で きな い が,ど れ が主 流 にな るか

とい う こと につ い ては,こ うい うこ とが いえ るの では ない か と思 う。 す

なわ ち,情 報 産 業 とか知 識 産 業 とか い われ て い るが,こ れ 自身 まだ 非 常

に黎 明 期 で あ る。 しか も日本 に とっ て は非 常 に重要 な産 業 で あ る と考 え

られ てい る。 そ うす る と現在 の段 階 で は社 会 に おけ る,先 行投 資 が 必 要

な段 階 で あ る と思 う。 流通 シス テ ムの 中 に は,ニ ー ドが強 く,商 業 的 に

成 立 す る も のは,自 然発 生 的 に どん どん つ くりあげ られ て い くとい う場
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面 もい くつか あ るわけ だ が,そ れ以 外 に,国 家 と して の大 きな 先行 投 資

型,育 成 型 の施 策 が 必要 な と きで あ る.そ うす る と,ソ ー スへ の フ ィー

ドバ ッ ク,発 信へ の フィ ー ドバ ッグ あ た りでは,や は り国家 とか社 会 と

か の姿 勢 が まず 問 題 に た っ て くるだ ろ うと思 う。 そ して 中 間過 程,い わ

ゆ る流 通 シス テ ムへ の フ ィー ドバ ッグ は,流 通 シス テ ム をつ くる とい う

こと 自身 が,社 会 あ るい は,国 家 の大 きな問 題 だ が,こ れ が いか に フィ

ー ドバ ック を受 け取 って,シ ス テ ム 自身 が変 わ って い ぐか とい うこ とは,

シス テ ムを組 み 上 げ て い く ときの 考 え 方 の中 で,根 本 的 な部 分 で は な か

ろ うか。 しか し,現 在 は む しろ先行 投 資 型 の段階 だ か ら,や は り,サ プ

ライ ヤー のほ うに相 当大 きな オ ブ リゲー シ ョンを与 え なけ れ ば な らな い

だ ろ う。 とす る と,サ プ ライ ヤ ー,オ リエ ンテ ッ ドの観 点 が相 当 強 くな

る とい う気 が す る。 本 質 的 に は,ユ ーザ ー,オ リエ ンテ ッ ドに段 々 もっ

てい くべ く,今 は,先 行 投 資 すべ き時 期 では な い か と思 う。

渡辺:2次 デ ー タの 作 成 とか,あ る いは分 類 法 の話 が出 た が,要 す

る に,デ ー タのね じれ の ない 意 味 空 間 とかい ろ い ろ あ る が,デ ー タ の ひ

ず み の発 生 とい う問 題 を,こ れか らどん なふ うに考 え てい っ た らよい の

か 』

中井:デ ー タの ひず み は,発 信 オ リエ ン テ ッ ドに考 え た場 合 に は,

ど うして も避 け られ な い が,そ れ を ミニ マ ム してい こ うとい う考 え方 が

あ り,一 方,ユ ー ザ ー側 か らい うと,ラ ンダ ムな系 か ら,自 分 のほ しい

もの だ け を取 り出 す とい う意 味 での,エ ン トロ ピー の 減 少 が あ る。 これ

は,一 方 では エ ン ト ロ ピー が ふ え る こと を防 ぎ,他 方 で は,エ ン トロ ピ

ー の減 少 を で き るだけ 大 き くす る とい うこ とが,全 然違 った 次元 で 問題

にな って くる。 ユー ザ ー側 に エ ン トロ ピー の減 少 を重 ん ず る あま り,発
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信 指 向 的 にみ る と,デ ー タの ひず み が あま りに大 きす ぎ る。 これ では ま

ず い わ け で,や は り ど こか.ク ラィ テ リア を おか な け れ ば いけ な い ん で

は な い か と思 う。

現状 か ら言 うと,抄 録 とは い っ て も,ひ どい もの で,デ ー タの ひず み

は 今 の と ころ相 当大 きい もの で あ る。 と ころ が,品 質 管理 を しよ うとす

る と.品 質 を明 確 に す る ク ラ ィテ リァ が ない ため に,品 質 管 理 もで きな

い で い る。 そ うい う意 味 で の品 質 管理 を ど う もち こむ か計 量 的 な 尺度 に

困 っ て い る段 階 で あ る。

渡 辺:構 文 シ ン タ ック ス,い わ ゆ る文 法 を扱 う場 合 に,例 えば,ア

メ リカで盛 ん に実 験 され て い る コン ピュー テ ー シ ョナ ル 。リング ィ ス テ

ィ ック の よ うな 研 究 が な ぜ 日本 では行 な われ てい な い の か。 日本 語 で行

なわ れ た場 合,果 して コ ン ピュー タ 。サ イ エ ンス の な か に うま く フィ ッ

ト して くる可 能性 が あ るか。

中井:コ ン ピュー テ ー シ ョナル 。 リン グィ ス テ ィ ク ス の問題 だ が,

ア メ リカ や ソ ビエ トあ た りは.構 文 分 析 は 進 ん で い る。 わ た した ちに は

い って くる情 報 は,ア メ リカのほ うが 多い の だが,ア メ リカの構 文 分析

をみて も,結 局文法的構文構造の段階 で しか で き てい ない。 これは 文法 的 に

正 しい解 釈 を,そ の文 章 に与 え るの だ が,意 味 的 に は ナ ンセ ンス で ある

とい う答 が 多数 出 て くる。 ハ ー バ ー ド大学 の久 野 璋 さ ん の出 して い る例

だ が,光 陰 矢 の ご と しとい うTimeflieslikeanarrow.と い

う文 章 を と る と.1つ は光 陰 矢 の ご と しとい う意 味 と直結 す る構文 分 析

の結 果 が 出 る。Timeが 名詞 で あ り,文 法 構 造 と して は主 語 で あ る。

fliesと い うのは 自動詞 で あ って,文 法 的 には述 語 動 詞 で あ る。like

が 前 置詞 で あ って ・anarrOWが そ の 目的 で あ る とい う答 にな る。
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と ころ が,ほ か に もい ろ い ろ な答 が 出 て くるの で あ って,そ の1つ は,

全 体 を命 令 文 に と る。Timeと い うの を他 動 詞 に とb,命 令 文 に 赴 け る

fliesが=複 数 名 詞 で,そ れ が他 動 詞 の 目的 語 で あ る。Iikeanarrow

に 副 詞的 な前 置 詞 とい うよ うに な る。 意味 的 に み る と,fliesを ハ エ

と して,ハ エ を矢 の よ うに数 え よ とい う ことに な る。

3番 目は,Timeが 名 詞 で あ るけ れ ど も,文 法 構 造 的 には,つ ぎの 名

詞 の 限定 詞 とい う形 に と る。fliesと い うの が名 詞 で あ り,平 叙 文 の

主 語 で あ る。likeが 他 動 詞 で,述 語 動 詞,anarrowが 述 語動 詞 の

目的語 で あ る。 つ ま りdragonflyと かbutterflyと 同 じ よ うに,

timeflyと い うの が あ る と考 え て,そ れ が矢 で あ る とい う よ うに な

「て しま う。 これ も文 法 的 に は正 しい わけ で あ る。

そ の なか で,意 味 的 に正 しい 光 陰 矢 の ご と しだ け が なぜ選 ば れ るの か

とい う と,こ れ は 文法 構 造 の場 面 で解 明 す べ き もの で は な くて,意 味 論

の立 場 で あ る とい うわけ で あ る。 そ うす る と,意 味 情 報 をい か に入 れ る

か に よっ て,そ れ が セ レク トで き る よ うに シ ステ ム がつ くられ るか とい

うことに な る。 や は り,そ れ ぞ れ の単 語 の意 味 を きちん と与 え ねば な ら

ず,そ の単語 が い くつ か の意 味 を もつ と き,文 脈 の 中 で どれ を と るか は,

前 後 の 関係 の中 に あ る制 限条 件 に よ って決 ま る。 つ ま り文脈 的 に決 ま る。

そ の構 造 を は っ き り取 り出 して,そ れ を構 文 論 的 に表 現 し,さ らにル ー

ル と し て表 現 す る。 そ れ に よっ て,意 味 的 に正 しい もの だけ を選 び 出 す

た め の手 続 きを ア ル ゴ ィス ム に表 現 す る とい う構 造 を入 れ な け れ ば な ら

な い。 この ユ ニー ク 左意 味 決 定 が,セ ン テ ンス毅階 で.で き る か とい う

と多 少疑 問 が あ る。 例 え ば,Itisgoodtodrink・ とい うこ とに な

る と,itは,す で にな にか あっ て そ の先 行 す る もの を受 け て,そ れ は
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飲 む の に よい とい う意 味 と,も う一 つ は,形 式 的 主 語 に と 三て,飲 む こ

とは よい とい う意 味 の2つ が あb,ど ち らが,意 味 的 に正 しい か とい う

こ とは,セ ンテ ン ス段 階 では 決 ま ら左 い わけ で あ る。 セ ンテ ンス を越 え

た,も う少 し広 い文 脈 のな か で しか決 ま ら安い。

文 法 的構 文 分 析 の場 合 に は,セ ンテ ンス段 階 で あ っ て,セ ンテ ンス の

な か で しか働 か な い。 そ こで,そ の制 限 を取 り払 っ て,も う少 し広 い セ

ンテ ンス群 のな か で働 くよ うな規 則 をつ くらなけ れ ば な らな い。 しか し

け っ き り した答 は ま だ分 か らな い 状 態 で あ る。

これ を 日本 語 で や りた か っ た のだ が,構 文分 析 法 が確 立 さ れ てい な く,

そ の大 き な理 由 は,ど うも漢字 に あ る よ うに思 え る。 漢字 とい うもの で,

意 味 のか た ま りをつ か ま え て,そ れ を,テ ニオハ 的 に かな が結 ん で い る

構 造 に な ってい るわけ で,漢 字 の問 題 と切 り離 して,日 本 の 構 文 構造 と

い うの け な か なか 考 え に くい。

先ず,コ ン ピ ュー タ で 漢字 を扱 え る よ うな仕 組 み を,た ん とか 考 え ね

ば な らな い。 現在 日本 科 学 技 術 情 報 セ ンター で は,文 献 速 報 の 漢字 か

な ま じ 膓の文 章 を,手 書 き原 稿 か ら,磁 気 テ ー プ に入 れ て,そ れ を編 集

して,漢 字 か な ま じ りの 活 版 印刷 と同 じ よ うな,品 質 の 文 字 を フ ィル ム

上 に出 力 し,そ れ を版 下 に して本 をつ くる とい うと ころ ま で や ってい る

が.先 ず そ こか ら出 発 して,漢 字 か な ま じ りの 日本 語 の構 文 構 造 のほ う

へ,段 々接 近 して い く こ とを考 え て い るの で あ る。

私 た ちの ファク ト 。レ ト リー バ ル の研 究 の場 合 には,そ の構 文 構造 に

関 しては.他 所 で開 発 した もの を,借 りな けれ ば しか たが な い の で,そ

れ が一 応 で き上 っ て い る英 語 を現 在 用 い て い る。 この あ た りで,日 本 語

の言語 学 が,そ のほ うへ,方 向転 換 して もらわ な い と困 る と思 う。

-185一



渡 辺:フ ァ ク ト 。リ ト リー バ ル を,ジ ェネ レー ター み たい な ものに

開発 して い こ うとい うこ とで,汎 用性 を広 くとろ うとす ると,非 常 に問

題 が あ る よ うな感 じが す る。 そ れ に対 して ど うい う考 え を もっ て い るの

か。

中井:汎 用 シス テ ムに す る と,ま ず問 題 とな って くるの は,語 義 辞

書 の こと で あ る が,そ の語 義 辞 書 を全 部 記 号 的 に表 現 して しま う。 そ の

フ ァイ ル とい うの を,マ シ ン リー ダ ブル な 形 で,構 文 分析 に連 動 で き る

よ うな 辞書 フ ァ イル を つ くる とい うと ころか らは い るべ きで あろ う。 そ

の語 義 フ ァイ ル の な か で も,こ ん どは,い ろ い ろ な学 問 的 な定 義 を きち

ん と して,そ の 定 義 に基 づ いて,語 義 辞 書 を精 密 化 す る とい うこ とを,

各 学 問 分 野 で して くれ ない とい け ない。 そ のへ ん か ら,基 本 的 に考 え な

お して い って,コ ン ピ ュー タの 利用 を,完 成 して い くとい う こ とでは な

い か。

質 問:日 本 語 の 問 題 で あ るが,技 術 が進 歩 した段 階 で,ど う して も

漢字 は使 うべ きな の か。 ・一 マ字 化,カ ナ文 字 化 の方向 は考 え られ な い

のか。

中井:本 質 的 な こ とに な る と分 か らな い が,こ うな る と意地 の よ う

'な もの で
,日 本 人 は 漢 字 を使 え な い とい うのは おか しい。 と い うよ うな

立場 か ら出発 してい る の で あ る。 これ は コ ン ピ ュー タの 場 合 で も,マ イ

ク ロ フィ ル ム の場 合 で もい え る。 現在 マ イク ロ フィ ル ム の いろ い ろ な基

準,ス タ ンダ ー ドは,ア メ リカの を,日 本 で も採 っ て い る。 英 語 の アル

フ ァベ ッ トを判 読 す るの に 必要 な 解造 力 は相 当悪 くて も読 め るが,漢 字

にな る と,角 桁 解 造 力 を上 げ な い と処 理 で きな い。 そ こで 日本 の マ イ ク

ロ フィル ム メー カー の 立場 か らい えば,漢 字 が 処理 で きる とい う目標 で
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技 術 を開 発 すれ ば,お そ ら く,世 界 に通用 で きる と思 え る。 私 た ちは も

っ と デ メ リッ ト的 な もの を,メ リッ トを考 え て,技 術 を 開発 したほ うが

い い の では な い か と思 っ て い る。

そ れ か ら も う一 つ は,漢 字 とい うのは,案 外 情 報 量 が 多 い と思 う。 と

い うのは,英 語 の場 合,ア ル フ ァベ ッ トに わず かな 記号 を加 え て ,お よ

そ6ビ ッ トで い い と言 わ れ て い るが,漢 字 の場 合,私 のほ うで も3000

字扱 って い るが ・ ど うして も12ビ ッ トは 必要 で あ る。 人 名 とか,固 有

名 詞 を漢字 で 表現 す る と.teよ そ1万 字 必 要 で,14ビ ッ ト必 要 に な る。

と ころ が.日 本 語 を英 語 に,英 語 を 日本 語 に翻訳 して もい い が,キ ャ ラ

ク タ数 を とっ てみ て,ビ ッ ト数 をか け て み る と,漢 字 ま じ りの 日本 文 で

書 くと.英 語 で書 い た と き よ りも半 分 ぐらい の ビ ッ ト数 で よい。 そ うい

う意 味 で は ・漢字 の もっ て い る情 報量 は非 常 に大 きい とい え る。 そ れ を

む ざむ ざ捨 て る こ とは な い の で はな い か.

質 問:ね じれ の な い空 間 で追 求 す る と,最 後 に使 うと きに,む だ

な部 分 が た くさん 出 る とい う問 題 が あ る。 専 用 の場 合 だ と,む だ が あ っ

て も'あ る程度 ね じれ が あ って もい い の だろ うか。

中`井:現 在 図書 館 系 を 中心 と して 発展 して き た分類 法 とい うの は,

例 え ば ・ 日本十 進 分 類 法 が あ るが,イ メー ジにお い て,樹 型構 造 に入 れ^

よ うとい う考 え方 が非 常 に強 い。 そ れ の 成 り立 つ 部分 は 確 か に あ るの だ

が,生 物 分類 の よ うに1つ の もの を,必 ず1つ の と ころ に入 れ て,あ る

一 本 の ア プ ロー チ で,そ こに到 達 しなけ れ ば な らな い とい う性 質 の場 合

は.体 系 分類 が非 常 に よい わけ で あ り,伝 統 的組織 構 造 もそ うい うふ う

に な っ てい るの で,体 系 分 類法 が 可能 な わけ で あ る。

い わ ゆ る経 済情 報 にせ よ,科 学技 術 情 報 にせ よ,一 つ の ものが ,い ろ
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い う な概 念 で つ か まえ られ る場 合,結 局 概 念 と して は,き れ い に櫛 型 構

造 に な って い て も,日 常 言語 に変 換 処 理 す る と,と たん にね じれ が起 こ

って くる。 このね じれ が ど うして も起 こ る よ うな場 面 では,体 系 分類 は

不 利 に な っ て ぐる。 だか ら,狭 い 範 囲 に な れ ば な るほ ど櫛型 構 造 が うま

く使 え るが,汎 用 的 にな って ぐれ ば くるほ ど櫛 型構 造 は だめ に な る とい

うこ とで ある。

質 問:非 常 に とっぴ な話 だ が,情 報 を書 く人 は ・ 日常 言語 を使 わ な

い よ うに.した らい い の では な い か。

中井:発 信 者 へ の フ ィー ドバ ック の なか で ・一 番 大 きい問 題 だ と思

う。 論 文 の書 き方,デ ー タの発 表 の しか た を整 理 しない と,流 通 機 構 は

非 常 に困 るわ け で あ る。 だ か ら社 内規 格 な ど の場 合 は,標 準 的 な発 表 形

式,用 記 用 字 な どが使 いやすレ・。 この場 合 は徹 底 し,報 告書 の 書 き方 ・デ

ー タの 出 し方 は で き るだけ統 一 す る とい い。 研 究論 文 は,い い た い こと

だけ を は っ き り 言え ばい い ので,そ うい う表 し方 をだ ん だん ソー ス の な

か に浸 透 させ,習 慣 づ け なけ れ ば い け な い。 しか し 日常 言語 を全 然使 わ

左 くて もい い よ うには な る ま い。

質 問:シ ソー ラスに 関 して お たず ね した い。

中井:シ ソー ラス を造 る上 で,そ れ が中 途 半端 だ とい う ことが,一

番 は っ き りす るの は 関連 語,つ ま り,リ レー テ ッ ド,ウ ー ドの決 め方 に

ある と思 う。 下 位(ナ ・一 ア)上 位(ブ ・一 ア)の 決 め 方 に 赴 いて も,

実 は問 題 が あ る。 例 えば,自 動 車業 界 にお い て は.ナ ロー ア で あ って も,

これ が合 成 ゴ ムな どへ い った ら,む しろ,ナ ロー ア にな って しま うとい

う よ うな場 合 が あ り得 る。 狭 い分 野 では,ナ ロー ア,ナ ロー ア の決 め 方

ほ割'り合 い に単 純 に い くが,い ろ い ろ な 分野 を抱含 す る と困 る事例 が い
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くつ も起 っ て来 る。 最 初 に述 べ た関連 語 で あ るが,互 い に 関 係 が ある と

判 定 す る と きに,語 義 的 辞 書 的 な 意 味 での語 そ の もの の内在 的 な リレー

シ ョン が あ る もの と,人 間 が 使 う場 合 に,文 脈 の 中 で,関 連 づ け て い る

場 合 と,二 つ の リレー シ ョンが混 在 にな って しま って い る。 関 係 して い

るか,し て い ない か の ク ラィ テ リオ ンが,意 味 論 的 に で きてい な い ため

に,実 際 に は,多 数 決 でや っ てい る。 これ が 良 い か悪 い か,い ささ か疑

問 で あ る。

質 問:マ ス コ ミか ミニ コ ミか とい う問 題 に 友 る と,単 に,一 方 通 行

か フィー ドバ ック か とい う こと以 外 に,不 特 定 多数 と特 定 の 少数 の場 合

とで は,発 信側 の態 度 が遠 って くる。 つ ま リ ピ通 信 を前提 と しだ ぐて も,

相 手 を 意識 し友 が ら,情 報 を送 る とい う,ソ ー ス が あ るわけ で あ る。 と

ころ が マス コ ミとい う不 特 定 多 数 だ と,か な り一 方 通 行的 で あ る。 ア プ

ロー チ は,む しろ 受信 側 か ら接 近 して い る。 そ れ を ど うい うふ うに,マ

ッチさ せ るか とい うこ と にな って くる。 マス コ ミ と,そ れ か ら完 全 に特

定 な もの で,お 互 い に意 識 さ せ る とい うか,つ ま り,受 信 側 が な に を求

め るか,か な り発 信 側 に影 響 を及 ぼ す形 の コ ミュ ニ ケー シ ョ ンが あ る と

思 う。 そ のへ ん の問 題 は ど う考 え て い るか。

中井:経 済 に 関 しては素 人 であ るが,商 品 の流 通 過程 の発 展 をみ て

も,は じめ は ミニ コ ミか らは じま っ てい る と思 う。 自分 が造 った もの を

だ れ が 買 って くれ るの か とい うととが,だ い た い分 か って い て,そ の う

ち間 口 が広 が っ た り,製 造 が 多種 に な って きて,対 応 で きな くな って い

った の で あ る。 現 在 の よ うに 生産 量 も多 くな っ て来 る と,商 品 の流 通 場

面 に お け る仕 分 け の な か で,通 信 モ デル に対 して い ろい ろ参 考 に な る も

の が あ る と思 え る。 アナ ロジ カル に で き る と ころ は,で き るだ け,ア ナ
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ロジ カル に す る。 そ こで ど う して も情 報 は ふつ うの商 品 で は ない とい う

～二と か ら起 こ っ.て く・る 問題 点 を摘 出 して,そ の問 題 を解 明 してい く と

い う.ア プ ロー チ が い い の では な い か と思 う。

受信 生 産 型 での場 合 と マ ス ブ ・型 の場 合 の欠 点 の違 い,フ ィー ドバ

ック の違 い,あ るい は,地 域 開 発 とい っ た場 合 に,ミ ニ コ ミ ュニケ ー シ

ョンの機 能 を全 国 一律 にや る違 い で す ね。 こ うい った場 面 で共 通 に適 用

され て お る問題 で,や は り,ア ル ゴ リズ ム を追 及 してみ よ うとい う問題

に共 通 して い る よ うな感 じが す る が.

北川:専 門 的 で,非 常 に 大 きい もの を用 意 して,そ れ を一 般 の デー

タ ・バ ング の問 題 に みん な が い か に うま く,解 釈 しな 来 して利 用 す るか

とい う問題 を含 ん で い る とい う意味 で は 安 いか
o

今 の質 問 は,中 井 さん が指 摘 してい る内容 分 析 の 問題 で あ る程 度 解

決 が っ く と思 う。 っ ま り,マ ス コ ミの形 式 が,い わ ゆ る大衆 に与 え る と

い う働 きで あ る.し か し現 在 の 内容 分 析 の方 法 を使 うと,ち ょ うど,コ

ンシ ュー マー オ リエ ンテ ッ ドと 同 じ よ うに,情 報 源 と受 け取 る側 との 間

に,分 析 者 が存 在 す る こ とに よって,あ る一 定 の情報 を特 定 に集 め る。

最初 は,情 報 提 供 側 がな に を考 え てい るか とい うこ とと同 時 に,情 報 を

受 け 取 るほ うが,な に を考 え て い るの か わ か らな い。 そ れ を分析 す る過

程 の なか で,分 析 者 が得 た結 果 を もとに して,逆 に また,情 報提 供 老 に

戻 す とい うのが,内 容 分 析 の手 法 で は あ るまい か。 今 の と ころ.内 容 分

析 は,国 際 水 準 しか使 わ れ て い な い が,市 場 分 析 な どに便 った場 合 に,

非 常 に 有 効 では な い か とい う感 じが す る。

中井:ド キ ュ メ ンテー シ ョンが や っ てい た のは,主 と して,科 学 技

術 論 文 の分 析 で あ る。 そ こで 使 わ れて い る よ うな考 え 方 が,ほ か の場 合
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で も.い ろ い ろ 使わ れ る と思 う.そ この橋渡 しが で きて い な い。 そ の あ

た りに,経 済 的 な情 報 分 析 をす る立 場 の人 が はい る と,だ いぶ 違 って く

る とい う気 が す る。

具 体 的 な も の と して 考 え て い た のは,専 門 技 術 雑 誌 の もの での レ ト

リー バ ル を考 え る場 合 に,そ うい っ た技 術 的 な問 題 に入 る以 前 の,提 供

側 と需要 側 の間 の コ ミュ ニ ケー シ ョン とい うか,約 束 ご と とい うか,そ

れ を一 般 に も っ と普 及 さ せ る こ とに よっ て,そ の よ うな こ とを簡単 に す

る ことは 可 能 で あ る とい うこ とで あ る。 そ うい っ た技 術 的 な問題 を進 め

る と同時 に,一 般 的 な コ ミ ュニ ケー シ ョ ンとい うよ うな こ とで,か な り

の接 近 が 可 能 では 左い か と思 う。

中井:わ れ わ れ のIRと い う立 場 で 考 え た場 合,座 席 予 約 の シス テ

ム とか,在 庫 管 理 の シ ス テ ム とか は,IRで あ る。 と ころ が ,そ うい う

レベ ル で のIRに つ い て は,こ ち ら もあ まbに も,不 熱 心 す ぎた とい う

こ とで,そ うい う レベ ル のIRに 対 して も,IRの 立 場 か ら,真 剣 に考

え る必要 が あ る と反省 して い るわけ で ある。

中井:い い例 が あ る。 あ ると こ ろで,耐 熱 材 をつ くるた め の材 料 を,

一生 懸 命 捜 して い た
。 そ うす る と,ど とか の地 方 大 学 の 家 政 科 の発 表 し

た,食 品 分析 表 の なか に,耐 熱 性 の高 い物 質 が,食 物 添 加 剤 と して の っ

てい た。 これ だ とい うの で 、 非常 に あ りが たが った とい う と とで ある。

食 品分 析 表 を書 い た人 は.こ れ が,耐 熱材 料 に 使 われるな どとは,お そ ら

く意 識 に なか っ た と思 う。 そ うい う使 われ 方 が あ る とい う こ とで あ る。

北 川:新 聞 記事 は 意 外 にル ー ルが 守 られ て い る。 使 う用 語 も一 定 し

てい る し,漢 字 な ど も制 限 を よ く守 って い る。 書 き方 も,三 段 論法 的 で

非 常 に良 い。
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中 井:ま だ発 表 され て い な い もの を ・い か にす るか とい うこ とにな

ると,現 在 ア メ リカな ど で も,レ フェ ラル サ ー ビス とか,ク リア リング。

ハ ウス とい う形 で,「 いま,ど こで,だ れが,な に をや っ て い るか 」 と

い う情報 を集 め て,そ れ をみ ん な に伝 え る。 そ れを も とに して,ま だ 発

表 され てい な い,頭 に あ る よ うな もの を引 き出 す ルー トを提供 してい る

とい う と ころま で で あ る。

あ とは,ま だ接 近 で き る のは,学 会 誌 に発 表 す る前 の,い わゆ るプ ラ

イベ ー トコ ミ ュニ ケ ー シ ョンで,学 会 誌 の編 集者 に送 った原 稿 の タィブ

を プ リン トして み ん な に配 る。 そ うい うと ころ ま で,接 近 で きる が.頭

のな か に あ る もの ま で は,ま だ接 近 で きな い と思 う。

ア メ リカで や って い る方 法 は,国 務 省 な ら国 際政 治,各 省庁 は,厚

生 の場 合 は い くつ か の 部 門 が あ って,関 係 の学 者 に直接 ア ン ケー トを 送

って,年2回 と る。 そ して,い ま してい ろ研 究 をい くつか の段 階 に分 け

て,論 文 が で きて い る。 印刷 中 で あ る,ま だ 構想 中 で あ る とい うよ うに,

非 常 に くわ しい報 告 を,だ いた い2回 要 求 して,そ れ を書 い てお く と,

各省 庁 が 半 年 ご とに 印 刷 して,書 いた 人全 体 に 配 る。 そ れ は,主 題 別,

名 まえ別 に 力 っ てい る。 そ うす る と,い ま 出 て い な い研 究 で も.だ れ が,

な にをやrて い るか わ か るの で あ る。 そ れ を も とに して,手 紙 を交換 し

た り して,協 同研 究 を は じめ た り,意 見 を交 換 した り して い る。 日本 で

はそ れ が な い で しょ う。

中井:イ ン フ ォ メー シ ョン 。ク リア リン グ とい う形 で ・な ん とか 実

現 しよ うと してい る と ころで あ る。

北川:そ れ を や る の に は,実 際は ど うす るの か。 学 者 が向 こ うへ 行

(た 時 に,い まや っ て い る こ とを聞 くとい うこ とで しか な い わ けか 。
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中井:オ ー ラル系 で の コ ミュニ ケー シ ョンを い か に,流 通 シス テ ム に

に組 み こむか とい うこ とだ が,こ うな る と研 究体 制 の問 題 とか らみ 合 っ

て きて,な か なか メス が 入 れ に くい。 日本 の あ る会 社 では や って い る ら

しいが。

逆 に イン フ ォ メー シ ョン にの っ たほ うが,ア メ リカ の場合 財 界 か ら

金 を も ら う。 フ ォー ド 。ロ ック フ ェ ラー な どの財 団 が,よ く見 て いて,

良 い 研 究 だ と,手 紙 を 出 して や る意 志 を尋 ね る 。NASAと か

FCに い ぐ と,そ れ を もと に して,た とえ ば 委 託研 究 費 を 出 してい る。

中 井:論 文 内 容 を さ っ とつ か む の は,非 常 にむ ず か しいけ れ ど,そ

の論 文 が 引用 してい る論 文 をみ る と,あ る程 度 接 近 で きる。 そ うい う間

接 的 な方 法 もあ るわ け で ある.

■

●
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第6章 情 報 の 価格 形 成

今 井 賢 一

最 近,情 報 に か んす る経 済 分析 も よ うや く緒 に つ きは じめ た が ,し

か し情 報 の市 場分 析,と くに情 報 の価 格 形成 の分 析 は ほ とん ど未 開拓

であ る。

そ こで,以 下 で は,情 報 の価 格 形成 を め ぐる諸 問 題 を,ご く基礎 的

な点 か ら考察 した い と思 う。 いわ ば,情 報 の 価格 形 成 一 序 論 で あ る。

まった くの 暫定 的試 論 の域 を 出 ない もの で あるが ,御 批判 をい た だ き

た いe

1、 情 報 市場 の問 題 点

情 報 の市 場 が形 成 され る上 での 障 害 とな る点 と して は,既 に く りか

え し指 摘 して きた 情 報 の特 性 か ら して,次 の よ うな もの が 考 え られ る。

① 情 報 はい っ たん 生 産 され れ ば,ご く僅 か の 費用 で再 生 産 で き る。

た と えば'コ ン ピ ュー タ ー の プ ログ ラ ムは ,カ ー ドをデ ュ プ ロす れ

ば よい。 この よ うな 財 の 市場 で は,特 許 な どに よ っ て財 の専有 性 を

確 立 しない か ぎ り,市 場 が成 り立 ちに くい。 しか し,例 えば リン ガ

フ ナ ンの テ ー プな どは 再生 が容 易 で あ る に もか か わ らず ,か な り高

価 な 価格 が成 立 してい る と ころを み る と,そ の よ うな 制 度 化 もそ れ

ほ ど困 難 では ない と考 え られる。

② 多 くの情 報 は公 共 財 的 な性 格 を もち,排 除原 則 が適 用 され ない。

例 えば ・NHKの テ レ ビ。 この 場合 には,公 共 部 門 と して取 り扱 わ

れ,価 格は 料金 と してtax-price的 に徴 収 され る こ とに な る
。
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しか し,公 共 財的 な情 報 の場 合 に も,調 査 機 関 を 作 っ て そ の加 入

者 に だけ 情 報 を提供 す る とい う場合 の よ うに,い わば 準 公 共 部 門 と

してク ラ ブ 財的 に と り扱 わ れ る場 合 が あ る。 この 場合 には,固 定 料

金 と比 例 料 金 とを とる二 部 料 金 制 が用 い られ る場 合 か 多い で あ ろ う。

③ 一 方,特 定 の使 用 者 にだ け しか 効用 の ない 情 報 とい うもの も多い 。

この 場 合 には,市 場は い わば 無 数 にで きるわ け で,医 者 の 料金 制が

確 立 しな い 以 前 の よ うに,需 要 者 の所 得 に対応 した差別 価 格 が 設 け

ら れる 場合 か 多い で あ ろ う。

2.公 共 財 と して の 需要 曲 線

そ こで ま ず,純 粋 の 公 共 財 の 場合 につ い て 検討 し よ う。 これは,サ

ミュ エ ル ソ ン の公共 財 の 場合 に は個 別 需要 曲線 を タ テに た す こ とに よ

っ て え られ る の で あ り,佃i格 は 次 図 のE点 に決 め られ る こと に なる。

■

,

図1 公共 財の需要 曲線
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`

な お,こ こで 公 共 財 とj6intsupplyの 場合 との 区男llva注意 して

お き たい。 例 えば,あ る製 品,と技術 情 報 とが結 合 生 産 物 と して 生産 さ

れ る場合 にけ,需 要 曲線 は 次 の よ うにや は りタ テに足 し て え られ るが

そ の プ ロセ スは ま っ た く異 な るの で あ る。

● 図2 公共 材の 需要曲線一結合 生産物の場合
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5,情 報の需要 曲線 と供給 曲線 の導 出

公共財 の場合 の図1に おけ る需要 曲線は,個 々の需要者 が孤立 した

状態にあった場合 の限界 評価 曲線 を示す ものでは あるが,図 に疑似需
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要 曲線(pseudo-demandcurrve)と い う用 語で 書 い て おい た よ

うに,実 際 に需 要 者 が この 曲線 の上 に 沿 っ て 行動 す る とい うもの では

ない 。

そ こで次 に,ご く単純 な 場合 か ら始 めて,公 共 財 と して の情 報 の 需

要 曲線 が どの よ うに導 きだ さ れるか を 検討 す る こ と と しよ う。

(以 下 の 議 論は,Buchanan,J.M.,TheDemandandSupPly

ofPublicGoods,1968に 負 うと ころが 多 い。)

い ま,A社 とB社 とが 海外 の原 料事 情 に か ん す る一 般 的な 情 報 を必

要 として い る場 合 を 考 え る。 そ して,二 股 の 需要 曲線 の 場合 と同 じ よ

うに,図3の よ うな 評価 曲線DDを 書 く。 そ して,も っ とも単 純 な場

合 か ら出発 す るた め に,A,B両 社 と も評 価 曲線 の か た ちは 同 じで あ

る と仮定 す る。 また,そ の よ うな 情 報 を うる た め の 調 査費 は 単位 当 り

一 定 で あ り ,図 の よ うなMC線 で 示 さ れ る も の とす る。 例 えば,一 地

域 毎 の原 料事 情 の調 査 費は 一 定 で あ る と仮 定す る。

●
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図3情 報 の交換過程一 同一 評価 曲線 の場合
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,

この 場合 に,も しA社 だけ が情 報 の 収 集 を行 な うとす れ ば,均 衡 点

はAで あ り,AX1と い う調 査 費を 支 払っ て,OXIの 情 報量 を うる で

あ ろ う。A社 が その 情報 を公 開す る とす れ ば,B社 は 無 料 でそ の利 益

を うけ る ことに な る.と こ ろが,両 社 が孤 立 してい て,B社 も 同 じ よ

うな調 査 をす る とすれ ば,APに 移 っ て しま うこ とに な る。

そ して,こ の情 報 も公 開 さ れ る とし よ う。 そ の場 合 に は,今 度 はA

社 の方 が,B社 の情 報 を 頼 っ て,情 報 活動 を 止 め て し ま うか も知 れ な

い。 あ るい は,両 社 と もお互 い に相 手 を 頼 っ て 止め て しま う場合 もあ

り うる で あろ う。 した が っ て,こ の よ うな情 況で は,情 報 の生 産 は,

ゼ ・ と過 剰 生 産 との 両極 の間 を 往復 す る こ とに な るの で あ る
。

しか し,や が て両 社 は こ の よ うな相 互 依 存 関係 に気 付 き,あ る 種 の

バ ー ゲ イニ ン グ活動 を 開 始 す るで あろ う。 再 びA社 だ け が情 報 活 動 を

行 なっ てい る 場合 を考 え る と,A社 と してはOX1が 均 衡 点で あ るが,

しか しB社 か ら分担 金 が え られ る とす れ ば,OX1以 上 に生 産 を 行 うで

あ ろ う。 た とえ ばB点 を 考 え る と,限 界 費用 と使用 価値 の 差 額 で あ る

bだ け の 分 担金 を もら え は,X来 まで生 産 して も よい で あ ろ う。 同様

vaい くつ か の点 を 考 え る と,こ の よ うな意 味 で の供細 線sが え ら れ

る。 そ し て,ノ ミー ゲ イ ニ ン グ の 最 終 的 な 均 衡 点 はcと な り ,A社 は

OXと い う情 報 をXAtと い う費用 を 支 出 し て調 査{し ,公 開す る と とも

に,B社 か らA℃ の分 担 金 を受 け とる こ とに なる。 図か ら明 らか な よ

うに 当然Atc=CXで あ るか ら,以 上 は 常 識 的に 自明 な こ とを言 っ て

い る に す ぎない 。 す な わち,A社 が情 報 活 動 を 担 当して ,そ の費 用 を

1)A
,B両 社 で 半 々 に負 担 す る結果 とな る の であ る。

1)な お以上の議論 では,価 格変化に ともな うincomeeffectを 無 視 し,ま
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た価格につ いても限界内単位 についてUniformityofPriceを 仮 定 してい

る。

と ころで,こ の よ うな 目明の 結果 とな るの は,両 者 の 需要 曲 線 が 同

じか た ちを して い る と仮 定 して い る か らで あ る。

そ こで次 に,一 般 的 な 場 合を 検 討 しよ う。

■

●

図4情 報の交換過程一評価 曲線が異な る場合

↑
価
格

(
な

い
し

一
般
財
の
量

)

A社 の評価 曲線

AAt

X1 X2

SA←A社 の供給 曲線

→ 情報 の量

この 図 でA社 の 情 報 に 対す る評価 曲 線はB社 の そ れ よりも非 弾 力 的

に作 られ てい る。 とい うことは,こ の情 報はA社 に とって よ り必需 品

的 な性 格 を もっ て い る わ けで,A社 が まず 情 報 活 動 を 行な っ て い る も

の と して 出発 す る。A社 を 孤 立点 に 考 えた 場 合 の 均衡 点Aを こえ た以

降 では,さ き と 同様 に してA社 の 供給 曲線 が 図 のSAの よ うに え られ

る。

図が 若 干 複雑 なの で,く わ しい 説 明は 省 略 せ ざ るを えない が,こ の

場合 の最 終 的 な 均衡 点 はBで あ り,OX2の 情 報 が 生産 さ れ る。 こ こ

で は,BX2をB社 が 分 担 し,A'B(=Btx2)をA社 が 支 出す る結

果 とな る。 つ ま り,A社 だけ が 情 報 活 動 を 担 当 す る の で あ るが,そ の
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費用 分 担 はA.B両 社 間 で不 均 等 に な る ので あ る。 あ るい は,A社 は

よ り弾 力 的 な 評価 曲線 を もつB社 に たい して,情 報 をBXOの 価 格 で

　 　 　 　 　 コ 　

売っ てい る と考 えて も よい であ ろ う。 いず れ にせ よ,費 用 負 担 が不 均

　 　 ロ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 り 　 　 　 ロ リ 　 　 　 コ 　 　 　 　

等 にな る とい うこ と,よ り一 般 的 に い えば 差 別価 格 が 発生 す る とい う

　 　 ロ 　 　 　 　 　

こ とが 重要 で ある。

4、 情報 の差 別価 格(1)

以上 は,A,Bの 二 つ の会社 が あ り,そ の いず れ か一 方 だ けが 情 報

生 産を 担 当す る 場合 を 考 え たの で あ るが;よ り一 般的 に は 専 門 の情 報

生 産 社 が あ らわ れて,AとBの 両方 に,あ るい は よ り多 くの 需要 者 に

情 報を 販 売 す る場 合が 考 え ら れ る。

そ して,そ の 場合 の 価 格 形成 の 型 は,一 般的 な 差別 価 格 とな る。 す

な わ ち,需 要 者 の 限界 評 価 価 値 に も とつ い て 需要 者 毎 に別個 の 価 格 が

決 め られ る こ とに な る。 一 般 の 私的 財 の 場 合 には,再 販 売 が 可 能 な た

め に.こ の よ うな差 別 価 格は 販 売者 が 独 占力 を もってい る 場 合以 外 に

は 成 りた た な いが,情 報 の 場合 には,再 販売 とい うこ とは意 味 を も た

な い か ら,競 争 市場 に お い て も需 要 着倒 の差 別価 格が で き るの で あ る。

もし,各 需要 者 の 情 報 に 対す る限 界 評 価 関数 とい うものが か な り明

白 なか た ちで 把 握 され てい るとす る な らば,情 報 の価 格は.そ の限 界

評 価 曲 線 よ りい くぶ ん 低 い と ころ に定 め られ るで あ ろ う。 す な わち,

図5に おい てEAを 需 要 者Aの 限 界 評価 曲 線 とす る な らば,情 報 の価

格は 点線 の よ うに な る。

もし,情 報 の 価格が 限 界 評 価 額 よ りも高け れば,需 要 者は 決 して提

示 価 格 に応 じな いか ら,価 格 は 明 ら か に この 曲線 の下 に なけ れ ば な ら

ない 。 また,そ の取引 に よって 若干 の 利益 か なけ れ ば,契 約 に応 じ た
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図5

情 報の限界評価曲線EA

↑＼ 一」
情 報の価格

の

●

りは しな い で あ ろ うか ら,価 格 は限 界 評価 曲 線 よ りい くぶ ん下 に な け

れ ば な らない 。 しか し,需 要 者 は そ れを 大幅 に 引 き下 げ て買 う ことは

で きな い で あ ろ う。 逆 にい えば,供 給 者 は大 幅な値 引 き を しては 売 ら

な い で あ ろ う。 なぜ な ら,買 い手 の方 は 限 界 評 価を つ ね に 低 目に い う

傾 向 か あ り,値 引 きの バ ー ゲ ィ ニン グに応 じて い れ ぽ き りが な く,す

べ て の 需要 者 に 一様 に値 引 き しな け れは な らな くな る か らで あ る,、

さて,こ の よ うに 需要 量 に 応 じて漸 次 引 き下 げ られ る価 格は,一 般

に ブ ロ ック料 金 制 と よば れ る もの で あ り,電 気 や ガス の料金 の 場合 に

用 い られ て い る。 例 えば,日 本 の ガス 料 金 もかな り細 かな ブ ロック 料

金 で あ り,何 ㎡ ま でい くら,そ れを こえ て 何mSま では い くら,と い う

か た ちで 料金 表 が作 られ てい る。 と ころ が,こ の よ うな ブ ロ ック 料金

制 の 原理 には か な りの混 乱 が あ る ので あ り,そ の 点 を 検討 す ると ,こ

こで と りあげ てい る情 報 の 価 格 にっい て の 手 が か りが え られ る己 思 う。

す なわ ち,ブ ・ ック料 金 制 の考 え方は,ブ ロ ックを 細 か くわ け る ほ

ど収 入は 増大 す る とい うもの で あ り,さ きの 図で い えば 需要 曲 線 に沿

っ て 価 格を つ ける よ うな 完 全 な 差別 価格 を 理 想 とす る もので あ る。 し

か し,こ れ は 消費 者 が 価格 が需 要 曲線 に 応 じて漸 次 下 る ことを 知って
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い る場 合 には 奇妙 な ことで あ り ,限 界 単 位の 価 格 だ けが正 し く決 まっ

てい れば ・限 界 内 の 諸 単位 の価格 を 糸田か くわ け る必要 は ま
った く ない

は ず であ る。

た と えば ・図6で ・需 要 曲線DDと 限 界費 用 曲線MCと の交 点 で 限

A

図6

C1

0 、

1単 位・X2

界単 位 の価格P2が 決 ま る とす れば,消 費 者 に とっ て も供給 者 に と
っ

て も ・限界 単 位 内の 価格 は1つ で 十 分 で ある。 す なわ ち
,総 収 入=総

支 出が 需要 曲 線 下 の 面積 に 等 し くな るよ うに さえす れ ば よい ので あ る

か ら ・図 か ら 明 らか な よ うに ・四角 形ABCDの 面 積 を 斜 線 の部 分 の

面積 と等 し くな る よ5vaP1の 大 き さを 決 め れば よい ので ある .そ し

て ・X1の 大 きさ は ど うい う値に とっ て も よいの であ るか ら ,こ れを

1単 位 とす れ ば ・P1は 一 種 の 固 定 料金 とな る。(な お ,上 記 の考 え

方は,各 消 費 者 の 需要 曲線 が 同一 で ある こ とを 前提 と し てい る。 実 際
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には,各 需 要者 毎 にP1.し た が っ一(-P2の 大 きさ が変 わ る こと もあ

り う る)。

さて,情 報 の 価格 の場 合 には,こ の 固定 料金 とい う点が,き わ め て

望 ま しい もの と な る。 す なわ ち,電 気 や ガスの 場合 と違っ て,情 報 は

再 販 売が 可 能 であ る。 あ るいは,情 報 は公 開 さ れて しま えぱ 離 れ もが

使 え る か ら,再 販 売 は 意 味 が ない か も知 れな い が,逆 に い えば,値 段

を つけ よ うとす るか ぎ り再販 売 を防 止す る制 度 を 考 えな け れ ば な ら な

い。 具 体 的に は,あ る グル ー プに だけ 情 報を提 供す る よ うな シス テ ム

で あ り,す で に のべ た ク ラブ 財的 な と り扱い で あ る。 そ こで,こ の よ

うな ク ラブへ の加入 の 条 件 と して ライセ ンス料 の よ うな 固定 料金 を 設

け るわけ であ り 、加 入者 は 需要 量 に 応 じ て単 位 料金P1を 支払 う よ う

な 二 部料金 制 とす るの で あ る。

5.情 報 の差 別 価 格(2)一 生 産 物 分 化 と差 別価 格

さて,つ ぎに供 給側 の事 情 を 考 え て み よ う。 例 えばIBMが コ ン ピ

ュー タの プロ グ ラムを 販 売 し よ うとす る よ うな 場合 を念 頭 に お こ う。

IBMと し ては,数 多 くの プ ロ グ ラマー と,蓄 積 され た ソ フ ト ・ウエ

アー の能 力 とを,経 営 資 源 と して 所 有 し てい る。 そ して,こ れ ら の 資

源 は,化 学 プラ ン トの よ うに固 定 され て し ま うもの では な く,い ろ い

ろ な用 途 の 聞 に 移転 可 能で あ る。 た とえば,い ろい ろな.目 的に応 じ た

各 種 の プ ログ ラムを 作 り うる よ うに プ ログ ラマーを 編 成 す るこ とが で

きる。

し たが って,こ の よ うな 企 業 が販 売 す る ものは,あ らか じめ 決 め ら

れた 製品 では な く,情 報 の 生 産 能 力 で あ る。 そ して,そ の よ うな 能 力

を で き るだ け 高 く売 る ため に 市場 を 開拓 す る こ とが 企 業 の課 題 と な り
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そ こ で は 次 の よ うな 価 格 形成 が 行 な わ れ る も の と 考 え られ る。(な お,

以 下 は 基 本 的 な 点 を,E.W.C!emens,"PriceDiscrimination

andtheMUltipleprod"ctsFirm,uReviewofEconomic

Studies,1950-51,ppは 一11.と い う興 味 ぶ か い 論 文 に 負

っ てい る)。

い ま,こ の 企 業 は,市 場 を3つ に 分 割 し う る も の と し よ う。 例 え ば

第1の 市 場 は,汎 用 プPグ ラ ム,第2は 需 要 者 向 け の 特 定 プ ロ グ ラ ム,

第3は 基 礎 的 プ ロ グ ラ ム と.し,便 宜 上 こ の3っ の 市 場 は 独 立 で あ る と

仮 定 し よ う。

価

格

ー

コ

ス

ト

M
R

情報 の差別 価格

P31
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そ して,さ しあ た り第1の 市場 か ら手 をっ け,次 第 に第2,第3の 市

場 に侵 入 して いっ たも の と し,利 潤率は この順 序 で高 く.し たが っ て

第3の 市 場 が限 界 市 場 だ と し よ う。
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この場 合 には ・均衡 生産 量 お よび 価格 は,図7の よ うに 決 め られ る。

す な わ ち,ま す 第3の 限 界 市場 におい て,限 界 収 入=限 界費 用 の均 等

が 達成 さ れ る よ うに生 産 量 がX2×3と して決 ま る。 なお ,図 で は,

第2市 場 の生 産量 はX1,第3市 場 の 生産 量 はX2を 起 点 と して は か

っ てい る。 そ して,こ の 限 界 収 入=限 界 費用 の 点が決 ま ると,各 市 場

で この 限 界 収 入 に等 し くな る よ うに生 産 量 が 決め られ る。 つ ま り.図

で い う と ・各 市 場 に お け る限 界 収 入 曲線 と,等 限界 収入 線 とが交 わ る

と ころでX1お よびX2が 決 ま るわ けで あ る。 こ の よ う{(し て ,各 市

場 に おけ る生 産 量 が 決 まる と同時 に,対 応 す る 価格P1,P2,お よ

びP3が,需 要 曲 線 と交 わ る 点 と して 求め られ る。

す でに のべ た よ うに,こ の よ うな 決 定 の背 後 には,つ ぎ の よ うな 企

業 の 行 動が 前提 とされ てい る。 す なわ ち,企 業は 製 品の差 別化 に よっ

て 相 互 に独 立 な い くつ か の 市場 を 作 る こ とが で き,そ れ らを 利 潤 率の

高い と 思わ れ る順 に 開拓 してゆ く。 言い か えれ ば,一 つ の 市場 で 佃 格

を 下 げて 需要 を み い'だ して ゆ くよ りも,他 の新 しい 市場 に 目を つ け ,

少 く とも限 界 費用 を上 廻 る よ うな 限 界 収入 の え ら れる限 り,そ の市 場

に侵 入 して ゆ く。 そ して,各 企 業閥 に おけ る この よ うな 市 場 の取 り合

い の過程 で ・そ れ ぞれ の 生 産量 と価 格が 決 定 さ れ てゆ く の で あ る。(い

うまで もな く ・ここ では各 企業 があ る程度 の独 占 力 を もっ こと を 前提

と して い る)。

この よ うに し て企業 は,限 界 費用 は 殆 ん ど変 らな い製 品,(こ の 場合

は,プ 。 グ ラム)を,p1,P2,P3と い う差 別 的な 価 格 で 販売 す

る の であ り ・情 報の よ うな生 産物 の 場合 には,製 品 の 多 角化 と..需 要

著 聞 の差 別価 格 とは 同 じこ とに 帰着 す るわ け で あ る。
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そ して,さ ら に さ き に の べ た よ うに,需 要 量の 間 で も差 別 価 格 が設

け ら れ るな ら ば,上 図 の各 市 場 におけ る 限界収 入 曲 線は 次第 に 需 要 曲

線 に接 近 して ゆ き,か りに 完全 な差 別 価 格が で き る とす れ ば,両 曲 線

は 一 致 す る ことに な る。

6.差 別価 格 の1諸形態

次に,情 報 の取 引 きが 実 際 に どの よ うに行な わ れ るか に つ い て は 類

推の 域 を で ない けれ ど も,他 の製 品 の 場 合に 行 な われ て い る差 別価 格

の 諸 形態,お よび マハ ル ッ プに よるそ の分 類 に した がっ て,あ り うべ

き 形態 を検 討 し てお こ う。

まず,以 上 にの べ た 形 式 的 な 分 析 か ら も明 ら か な よ うに,個 人 間 の

価格 差 別 と製 品 間 の価 格差 別 とが 一 応 区別 され る。(た だ し,前 節 に

も指 摘 した よ うに,情 報 の 場合 に は 両者 は 殆 ん ど同 じ結 果 とな り,こ

れは 便 宜上 の 区別 にす ぎ ない)。

佃 人 間の 価格 差別 としては ・まずhag91e-eVery-timeと い

う型が あ げ られ る。 これは ケ ー ス 毎 の 交 渉 に よっ て 価格 の成 立す る場

合 で あ り ・自然 な 取 引 で あ る。 つ ぎ に,give-in-if-you-'mustと

い う型は,供 給 能 力が 過 剰 ぎみ にな っ た 時 に値 引 きを行 な うス タイ ル

の もの で あ り 。これ は 競 争 促進 的 な効 果 を もっ て い る。

っ ぎ に,1et-him-pay-moretypeは ご くEl然 な差 別 価 格 で あ り,

供給 者 が と くに独 占力 を もた ない か ぎ り,弊 害を 伴 うもので は な い。

同 じ く,size-uP-his-incomeと よばれ る型 も,医 者 や弁 護 士 に対

す る報 酬な どの 場合 にみ られ る も の で,こ れ らは サ ー ビス ない し情 報

の 質 に ともな う差 別 価 格 で あ り,そ の か ぎ りに おい て 問題 は ない 。 し

か し,需 要 者の 無 知 を利 用 した 取 引が 行 な わ れ ない よ うにあ る種 の公
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示 制 を は か る 必 要 が あ る。

っ ぎ に,製 品 間 の 価 格 差 別 と して は,ま ず,appea1-to-the-

Classと よ ば れ る 型 が あ り,こ れ は い わ ゆ る デ ラ ック ス 版 の 場 合 で

あ る。 競 争 か そ の よ うな 面 に 極 度 に 向 か わ な い か ぎ り,弊 害 を と も な

う もの で は な い 。 ま た,make-them-pay-for-the-1abbe1と い う

型 も,そ れ が 一 種 の 品 質 保 証 に な っ て い る わ け で あ る か ら.情 報 の 場

合 に け む しろ 好 意 的 に み る べ き で あ ろ う。 さ ら に,switch-them-

to-off-・Peak-timeと よ ば れ る 型 は,ラ ッ シ ュ ・ア ワー の 料 金 を 高

く し,ひ ま な時 の 料 金 を 下 げ る とい う種 類 の も の で,ピ ー ク ・ ロー ド ・

プ ライ シ ン グ と して 知 ら れ て い る も の で あ る 。 これ は む し ろ 時 間 毎 の

正 当 な コ ス ト差 を 反 映 す る もの で あ り,大 い に 奨 励 さ れ る べ き もの で

あ る。 情 報 の 場 合 に も,納 期 に よ っ て 大 き な 価 格 差 が つ く と い う よ う

な か た ち で 利 用 さ れ る で あ ろ う。

個 人 間 の 差 別 価 格 と して は,も う一 つ,measure-the-useと よ

ば れ る 重 要 な も の が あ る。 こ れ は.特 許 料 の よ うに,需 要 者 の 売上 高

の 一 定 割 合 を 徴 収 す る と い う よ うな,シ ス テ マ テ ィ ッ ク な 価 格 差 別 で

あ り,実 際 に 成 り た ち や す い 契 約 で あ る。 こ の よ うな 価 格 が 経 済 厚 生

に ど の よ うな 影 響 を 与 え る かは,個 々 の 場 合 に つ い て の綿 密 な 検 討 を

必 要 と し よ う。

最 後 に,製 品 間 の 差 別 と し て 一 時 的 に,get-the-most-for-

each-productと よ ば れ る も の が あ る が,こ れ は す で に の べ た よ う

に 情 報 の 場 合 に は 一 般 的 な 差 別 価 格 と 同 じ こ と に な る か ら,と くに 区

別 す る必 要 は な い で あ ろ う。

そ して,以 上 の よ うな 差 別 価 格 を 検討 す る 視点 は,各 供 給 者 が ど の
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程 度 の独 占力 を もっ てい るか ど うか,ま た 差別 が 競争者 のcollusion

に も とつ い て い る か ど うか とい う点 に帰 着 す る ので あ り.個 々 の取 引

でmake-the-mostを 試 み る方法 自体 に つい ては,産 業組 織 論 の 観点

か らも特 に問 題 とす る必要 は な い で あ ろ う。

●

,

討 論

1.公 共 財的 な情 報 の分 け方

高 瀬 公 共 財 的 な分 け 方 に おけ る,そ の 象徴 的 な もの と して,カ リフォ ル

ニ ア州 で あっ た例 を 見 てみ ま し よ う。

アメ リカは 戦 争 直 後 か ら道 路 網 の 設 備 の た め,ハ イ ウェ ー の建 設 を

し,道 路 料金 を 取 る か取 らな い か の 問題 で 意 見 が2つ に分か れ ま した。

カ リフ ナル ニ ァ州 で は道 路 料金 を取 らない フ リー ウエ イ とい うシ ステ

ム を 取 り,シ カゴ以 北 で は フ リー ウエ イ と言 うシ ス テ ムは 取 らず,料

金 を徴 収 す る事 に な り ま した。 当時,道 路 は 公 共 財 で あ る か ら料 金 の

徴 収 は す べ きで け ない とい う意見 が 出た に もか かわ らず,2つ の シス

テ ムの 差 が 出 た のは な ぜ な の か と言 えば,カ リフ ォル ニア州 の 場合,

ガ ソ リ ン税 の 中に 道路 使 用 料 を 含め る こ とに よ り,ガ ソ リンは 高 くな

るが,そ れ を フ リー ウ エ ー で還 元す る。 東 部 に おい ては,ガ ソ リンは

安 い が,道 路料 金 は 別 に徴 収 す る とい うこ とに な ったか らです。 この

シ ス テムの 差 が 出 た 理 由は,カ リ フォル ニ ア州 の場 合,日 大 本土 と同

程 度 の 面 積を もっ てい るの で,他 州 か らの流 入 車 が 少 な く,呂 州 の 人

間 が 使 用 す る状 態 が 高 い た め に,使 用 料 を 取 る必 要は な い。 東 部 では

日本 の 県 並 み の小 さな 州 が 隣接 して い るた め,大 多 数の 車が 州 か ら州

へ また が っ て 行 き きす る。 そ の た め 他州 の 車 の た め に道 を作 る とい う
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不 合理 か ら 使用 す る 人 間 か ら料金 を徴 収 す る とい うシ ステ ムが 生 ま

れた 。 これは 公 共 財 の 情報 の問 題 に 関 連 が あ る と思 わ れ ます。 政 府 が

一 種 の公 共 財 の 問題 に対 して 情 報 と して の公 共 財 とい う役 割 りをす る

か,と い う問題 を我 々は 今 後 考 えな くて は い け ない と思わ れ る の は

アメ リカで は 連 邦 政 府 が 情 報 と して の ク ラ ブメ ンバ ー的 な ものを リサ

ー チ 。ア ン ド 。テ ク ノ ロ ジー の 中 で 非 常 に共 鳴 してい る傾 向 が あ りま

す。 とい うのは い くつ か の プ ロジ ェ ク トを通 じて,イ ンフ ォ ー メ ー シ

ョ ンの交 換 の 問題 が 出て 来 るわけ で す。

1,政 府 機 関 の クラ ブ メ ンバ ー作 リ

①AEC

多額 の 費用 を 使 っ て 行 なわ れ る アメ リカ 政 府 の機 関 は原 子 力 委 員会,

NASA,国 防総 省 の3つ が あ りま す。 一 つ の 傾 向 と してAEC

の担 当官 どの話 し合い の感 想 で は 出来 上 っ た 技術.い わばAECが

民 間 企 業 に委 託 して 研 究 開 発 をす る と 結 果は 政府 の場合 は 政 府 に総

べ て ノウハ ウパ テ ン トを 申 し上 げ るがAECの 場合 一種 の ク ラ ブ

組 織 に な って い る よ うに感 じ ま した 。AECの 話 では 原 子 力 産 業 と

い うものが 限 られ てい て だ れが 何 をや っ て い るか 良 く知っ て い るた

め,そ れを あ え て 公開 す る必 要 は な く 同 時 に国 家 的 機密 に密 接 な 関

係 を もっ て い る ため いわ ゆ る クラ ブ組 織で 情 報 交換 をす れ ば 良い と

い う事 です。 そ の ため 他 の省 庁 と惟 い た と えば ウエ ス チ ング ・ハ ウ

ス が 受 け た ものは 別 に ウエ スチ ソ グ ・ハ ウス に 優先 権 を 与 えず .す

ぐ同 じ ク ラ ブメ ンバ ー が 自 由 に使 用 で きる とい うこと です。

②NASA

又,NASAの 場 合は 公 開 の 原 則 であ り,一ー－e応NASA関 係 で 開 発

さ れた 技術 は 総 べ て,NASAに 入 り,後 の 各社 は 自 由に 使用 で き る。
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そ の 場合,NASAは ア メ リカ国 内だ け を対 象 に してい るの か と言 う

と,国 際 的 に もそ れは 自由だ と言 っ て い ま した。

国 防総 省

国 防 総 省 の 場合 は 二 種 類 あ り,定 期会議 で 公開 す る と問題 が 起 き る

た め,プ ラン組 織 で 行 なっ てい る。 国 防総 省 の 開 発は かな らず しも兵

器 体 系 で は な く,関 連 の 物が 多い。 原則 的 に は 公 開 とい う形式 でや っ

て い るo

ただ こ の場 合,情 報 使 用 の あ り方 と して,大 学が 大 きな役 割 りを演

じてい る。 こ の こ とは っ ま り政府 が大 学に 対 して,大 きな援助 を与 え

てい る とい う事 で す。 一般 的 に政 府 が 民間 に委 託 調 査 す る形式 は,ブ

ラ ン ドと コ ン トラ ク トに 分 け られ る。 プ ラ ン ト形 式 で は大 多数は 大 学

に 委 託 さ れ,民 間 企 業 は 少 数 で あ り,原 則 的 には 開発 者 に 全部 属 し ま

す。 コ ン ト ラ ク ト形 式 の 場 合 は大 多 数 が 企 業 であ り,大 学 は 少数 で,

全 部 の パ テ ン ト,ノ ウ ハ ウは 政 府 の所有 に な り ます 。 しか し この場 合

で も大 学 に 関 して は あ くまで も優先 権 を与 え る とい う形式 を 取っ てい

ます。

こ れ らか ら,い わ ゆ る交 換 情 報 の価 値 とい うもの の 中で,政 府 の 役

割 りが 非常 に 大 き く,ア メ リカのRア ン ドTの 発展 が,こ の よ うな政

府 の直 接,間 接 的 な援 助 に よっ てさ さ え られ てい る と思わ れ ます。 国

防総 省 の話 しで は,巨 大 企 業 ば か りが対 象 に さ れ るの では な く,中 小

企業 で も非 常 に技 術 的 に優 れ た 場 合は`ク ラ ブメ ンバ ー に入 れ る こと

に よっ て育 成 す る と語 っ てい ます。 ク ラ ブメ ン バー の 資 格 につ い て は

アメ リカの契 約 期間 は2年 で あ り,こ の2年 の 契 約 が 終 っ た後i評 価

を行 な う。 アメ リカ の 研究 開発 で は,原 則 的 に コス ト十 フィ ックス フ
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イ リティ ー とい うこ とで,コ ス トは全 額政 府 が も ち,,後 は 結 果 を 評価

す る こ とに よっ て 資 格 を きめ ます。 た と えは1万 ドル の コ ス トが かか

っ た と きに,8パ ーセ ン トの フィ リテ が あ る もの を,8パ ーセ ン トグ

ル ー プ,15パ ー セ ン トの ブイ リィテイ が あ れ は,15パ ー セ ン トグル

ー プとい う形 式 で 分け ,15パ ーセ ン トグル ー プ に対 しては,政 府 が

最高 の 援助 を す る形 式を とっ て い ます。 企 業 に とっ ては 毎年8か ら9

パ ー セ ン トグル ー プ ,又,9か ら10パ ー セ ン トグル ー プ とい うこ と

を 希 望 して,一 生 懸命 技術 開 発を す る ことに より,技 術 水 準 を 上 げ て

い る わけ です.Pt

又 クラ ブメ ンバー に 入っ てい る企 業 で は,同 業 が何 を 開発 してい る

か全 部 わ か り,A社 が 政 府 か ら コ ンタ ク トを もらっ た 場合,B社 はA

社 が どこまで 開発 で き るか を 予測 し,う ま く行 か な け れ ばB社 か らク

レー ムを付 け る とい う形 式 で,お 互 に 競争 させ てい ます。 この 点 な ど

大 い に考 えな けれ ばな ら ない と思 わ れ ます。

情 報 の使 用 とい うこ とを考 え る場 合,情 報 とサ ー ビス を区別 し)を

け れば な りませ ん か?

今 井 そ うで す。 例 えば 実 際 に使 う情 報 は,サ ー ビス が加 わ っ た も

の です。 加 工 して コ ンサ ル テ ィ ングす る場 合 に は,基 本 的 な情 報 に,

サ ー ビス が 加 わ って存 在 す るわ け で す。 私 が 言 い ま す の は,サ ー ビ

ス料 金 では な く,少 な く と も情 報 とい うもの が客 観 的 に評 価 され る

こ とで す.例 えば計 算 機 の プ ログ ラム もあ る長 さ では か るわけ で す。

そ の長 さ が横 軸 に な る とい うこ とで すか。

今 井 そ うで す。 しか しおそ ら くど うい う諸 官庁 で も,そ れ ほ ど単

位 がは っ き り して いた わけ で は な く,例 え ば サ ー ビス料 金 で もい い
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か げ ん な単 位 で 売 り買 い して い る わけ で す。

一 一 そ れ は仮 説 で あ って ,私 の感 じで は,先 生 のお っ しゃ る イ ンパ

ー ソナ ル な情 報 理 論 を作 るため に は従 来 の経 済 学 で は で きな い
。

今 井 あ る意 味 で は そ うか も知 れ ませ ん 。 おそ ら く昔 の教 科 書 で も

経 済 学 で も,効 用 曲線 をは か る とい うことは や らな か った。 た だそ

うい う分 析 用 具 で,こ の情報 価格 は均 等 な料 金 に したほ うが よいか,

あ る種 の差 別 を した方 が 良い か とい うよ うな こ とは 言 え る と思 いま

す。 つ ま り黒 板 に書 いた もの を数 字 で こ うや りな さ い と言 うこ とは

出来 老 い わ け です。

そ れ は わ か ります が,横 に書 いて い る限 りは変 化 で あ るか ら,

そ れ に対 応 す る変 化 を何 にす るのか,一 つ の生 産 と他 の生 産 とが合

計 さ れ た ら ど うな るか,と い うよ うな情 報 量 の合 計 は何 を意 味 す る

ので し ょ うか。 た だ茶 わん が1万 個 で きた,2万 個 で きた とい うこ

と と違 うの で は な い か。

今 井 茶 わん の よ うな製 品 の場 合 に も,ず い ぶ ん 進 ん で きて,全 部

が全 部 同 じ製 品 で は な い,個 々の違 った製 品 に な って きて い るわけ

で す。 そ れ と同様 に情 報 の場 合 は もっ とフ ァィ レー シ ョンが進 ん だ

考 え が あれ ぱ,あ る程 度 解決 で き るの では ない で しょ うか。

非常 にむずか しい問題 ですが,確 かに商品で も差 別価裕 は成立

して い ま す。 しか し情 報 と違 うと ころは,商 品 で は,供 給者 が あ る

程 度,そ の製 品 の質 を きめて しま うとい うこ と です。 い わ ゆ る大量

生 産 機構 で,能 力 がほ ぼ は っ き り して いて,消 費 者 は そ の 中 か ら適

宜 選択 す る以 上 の こ とは で きま せん し,ま た特 徴 が あ るか ら,あ る
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程 度 の期 間はPRし な け れ ば い け た い わけ です。 つ ま り需 要 開 発 が

行 な われ,そ れ に流 通 が 不能 的 とい う感 じで差 別 が行 な われ て い る

と思 い ま す。 しか し情 報 の場 合 はそ うでは な ぐて,か な りの点 で需

要 側 が リー ドをす る,ま た そ れ が なけれ ば 新 た な涜 発 は 行 な われ な

い 面 が あ り,そ こに 非 常 に質 的 な 問題 が あ る と思 い ま す。

今 井 需 要者 の ほ うが 生 産 に タッ チ してい る。 そ の意 味 で は サー ビ

ス と同 じわ け で す。

サー ビス とい うの は流 通 に入 り,歩 くま で も生 産 とい うか,開

発 とい うよ うな感 じに な る。 市 場 の情報 は流 通 とい うか,需 給経 済

の対 象 に は な らな い わけ で す ね。

そ うでは たい と思 い ま す。 情 報 で もマ ー ケ ッ テ ィ ン グ リサ ー チ

を頼 む とい うこ とで や って い ま す か ら,流 通 価値 は あ る わけ です。

今 井 それ を相 互 に 交換 し,合 同 で,無 料 で や り取 りす る と い うこ

と にな る と,ま た違 った 問題 が 出て くる とい うこ とで す。

っ ま り企 業 経 営 とい うこ とが な く友 って,情 報 を全 部 各 企業 間に

流 通 しあ った ら,情 報 が 自 由 にな るわけ です。 又 意 志決 定 が ル ー チ

ン化 す る と,コ ン ピュー タで 意志 決 定 す る場合,プ ログ ラ ミングす

るわけ で,そ こで競 争 関 係 は デ リケ ー トな 問 題 が あ るわ け で す。 コ

ン ピュー タ で で きない よ うな フ ァク ターが 要 求 され て 経 済 分 析 の対

象 に な らな くな る よ うな気 が します。

情 報 の 生 産 と価 値 に関 連 し,こ の問 題 を現 実 的 に考 え ま す と,

情報 とい うの は非 常 に生 命 が短 く,ま た生 産 コス トと,情 報 の ユ ー

テ ィ リテ ィー の間 に非 常 に大 きな格 差 が あ りま す。 情 報 の ユー テ ィ

リテ ィー を高 く,あ る次元 に お いて,要 求 して い る所へ 情 報 が 届 く
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か ど うか,と い う情 報 の 生 産 の 中味 は,コ ミュ ニ ケー シ ョン を 担当

してい る 人の,コ ミュ ニ ケー シ ョン のた め の 費 用 とい う感 じが し ま

す 。

受 信 側 の オ リエ ン テ ッ ドの 情報 シス テ ムに 変わ っ て 行 くとい う

こ とで,今 の マス コ ミの一 方 的 なも の では,情 報伝 達 は い け な い と

い う問 題 が 強 い ので す 。 そ れ と同 時 に 情 報 内 容 的 に み る と,今 の マ

ス コ ミの もっ てい る速 報 の価 値は,コ ミュ ニ ケ ー シ ョン段 階 で 非常

に 力を もっ て い る よ うな 情 報価 値 と違 うよ うな所 に 求 め なけ れば い

け ない と思い ます 。 また そ のへ んは す で にそ な わ っ てい るか も知 れ

ませ ん が,デ ー タバ ン ク とい うよ うな ものは,た とえば それ を コ ミ

ュ ニケ ー シ ョン内 部 にの せ て,な るべ く広い 範 囲 の人 に,速 いス ピ

ー ドで ,同 時 的 に伝 え る方 向に 向か っ てい る とい う前提 で あ り,情

報 の 価 値 を くつが えす よ うな 形で と ら え られ てい る一 般 の イ メー ジ

とい うもの は,正 しい か ど うか わ か らな い が,そ こ に根 本 的な 問 題

が あ る よ うに 思 わ れ ます。

●

一215一



■

,
,

泰

7

.

.

(



♪

▲

▼

第7章 デ ー タ ・バ ン ク シ ン ポ ジ ウ ム の ま とめ

一 総 合 討 論 一

〔議題 の提起 〕

北 川 昨 日 と今 日の討 論 で非 常 に 沢 山 の話 題 が 出 され ま し たが,そ の

中か ら特 に 次 の 問題 に つ い て 整理 しては ど うで し ょ うか。

1つ は,昨 日,足 立 さん か ら 「情報 憲 章」 とい う言葉 を使 って の御 提

案 が あ りま した が,そ れ は,情 報 の作 成,保 存,廃 棄 ある いは ネ ッ トワ

ー ク に よる交 換 ・公 開 の 批判 ・検 討 等 に関 す る基 本的 な 職業 倫 理 を 我 々

と して は 考え た い とい う御 提 案 で しだ。 この 「情 報 憲 章」 とい う言葉 自

身 は あ ま り聞 かれ な い と思 い ます が,こ の 会 合 では この よ うな概 念 が決

ま りま した。 これ は きわ めて 重要 な御提 案 で も あ りま す し,別 の機 会 に

足 立 さ ん に も っ と具 体的 に この事 に 関 して書 い て もらい検 討 したい と思

い ます 。

次 は 情報 の価 値 な い し価格 ・情 報 市場 の 問題 が 提起 され ま したが,午

前 中 の 今井 さん の御 批判 に もあ りま した よ うに 非 常 にむず か しい問 題 で

す。 これ は経 済学 者 の 問題 で あ ると 同時 に,情 報 問題 に関心 の あ る入 に

とって は 重要 な 問題 で 肪 り,こ の場 で提 起 され た こ とを銘 記 しだ い と思

い ます。

第 三 は デー タバ ン クを 考え てい く うえで しっ か り した技術 的 理論 が な

くては な らぬ とい う事 で す。 これ に つ い て は,特 別 な分野 では あ ります

が,科 学 技術 情 報 とい う言葉 を借 りて その 方面 の術 語 の説明 が あ りま し

プヒo

我 々が デー タバ ンク を考 え る とき には,流 通 問題 か ら,コ ミュ ニ ケー

シ ョンの背 後 ま です べ て の情報 理論 が 必要 で あ ろ う とい う示 唆 が あ りま
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した。 これ も我 々の 実際 的 な 問題 で あ りま す の で,今 後研 究 して ゆか ね

ば な らな い もの と思 い ます。

〔官 庁 統 計 〕

北 川 今 日は 時間 の 関 係 も あ りま す の で,こ れ か ら討論 して い た だ き

た い と思 う議題 を二 つ ば か り申 し上 げ ます ので そ の事 につ い て お話 し合

い をお 願 い します 。

そ の一 つ は,非 常 に沢 山 の 問題 を含 ん でお りま す。 ことの 起 りは官 庁

統 計 とい う と ころか らは じま って い ま す。 官 庁統 計 とい う言葉 の 中で 色

色 な問題 が 出 ま した の は,企 業 サ イ ドか らい うと 自分 自身 の活 動 を もと

に して で きる デ ー タ で は あ りませ ん の で,い わ ば 外 部条件 とい う形 で と

らえ られ る し,ま た 公共 的 な情 報 とい うもの で も と らえ るわ け で あ りま

す。 そ うい うもの に対 す る情報 が か な り 出て お り,一 方,官 庁 ではAIS

とい う考 え が あ る こ とが 昨 日の 渡辺 さんか ら 出て お りま す。

これ と国民 的 な デ ー タバ ン ク とい う もの との 関係 は どう な るの か とい

った こと も,い まい っ た 官庁 統 計 とい うもの の 中に 含 め て 議論 してい た

だ き たい と思い ます 。

また,社 会 開発 の問 題 が 出 ま した。 そ うい う観点 か ら見 て わ が国 の官

庁 統 計 あ るいは 公 共 的 な統 計 に何 を期 待 すれ ば よい か とい うこ とが 現 実

問題 と して あ る と思い ます。 この 問題 を も含 め て議論 したい と思 い ます 。

第二 に,ネ ッ トワー クの 問題 です が,こ れ は 昨 日 よ りの議 論 の経 過 か

ら,ツ リー 構造 と ネ ッ トワー ク構造 とい う もの が 出て お りま す 。 これ に

つ い て,そ の意義 は 何 で ある か,あ るい は優 劣 可 否 とい う ような 問題 も

含 めて 検 討 したい と思 い ま す。
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伊 大知 官 庁 統 計 につ いて は2つ の 問題 点 が あ る と思 い ま す。

河 合 そ れ は次 の2点 か と思 わ れ ま す。

第1点 は,世 の中 が非 常 に変貌 し,戦 後 の指 定 統 計,そ の他 の制 度 が

しか れ た に も拘 らず,こ の20年 間rcfoけ る統 謝 側 か らの 順応 が不 十 分

で は な か った か とい うこ と。

第2点 は,発 表 の しかた につ い て で各 省は行 政 需要 に の っ と った 分類

整 理 を行 って い るの で,裸 の整理 を しなけ れば な らない とい う こ とで す。

この2点 と も非 常 に 重要 な ことだ と思 い ます。 第 一点 につ い て 申 .Lま

す と,御 承 知 の よ うに昭 和21(EEva統 計委 員 会 が で きて,統 計 法 とい う

法 律 に もとつ い て は じめて の一般 法 を つ くり指 定統 計 とい う制 度 をつ く

っ だ。 そ れ に よっ て正 確 性 の保 護 と体 系 の整 備,'さ らに秘密 の 保 護 に あ

だ り,し か も敏速 に供 給 す る とい う こ とは 当時 と して は きわ め て 画期 的

な考 え だ と思 い ま す 。 そ れが 戦 後 社 会 の 大変 革 とい う波 にの って,統 計

が 予算 的 に も相 当 に恵 ま れ た形 に な り,組 織 と して もか な り大 きな もの

に な った。 そ うい う状態 の下 で指 定統 計 を中心 に した 現在 の統 計 制 度が

出来 た とい う ことで す。 そ こで そ の後 ど うい う風 に 順 応 して きたか とい

うと,法 律 自体 の根本 的 改 正 は な い し,ま た 各省庁 の とって い る統 計 の

内容 は あ る程 度 時代 の変遷 に応 じて は きたが,あ ま り画期 的 な違 い とい

う もの は な く,主 と して 旧来 の形 をそ の ま ま踏襲 して きた。 各省 庁 内 部

で も,こ れ を支持 人 と否 定 す る人 と二 つ にわ かれ て お ります。 そ れ に,

統 計 とい う ものが も っと 発達 す べ き では な いか と い う批 判 に対 し,む し

ろ統計 が 段 々 と整備 の対象 的 な扱 い を受 け て きた ん じゃ ない か とい う批

判 さ え あ る の です 。一 方 にお いて は,た とえ ば戦 後 食 糧 管理 制度 が厳 密
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に しか れ た ころ何 千 人 の 農 業統 計 の 職 員 が 現 在 も一 万何 千 人 残 っ て い る

とい う事 実 が あ りま す。 これ はそ の 比率 は滅 って い るが、 現 在 の 国 民 統

計の 中 では か な りの分 野 を 占め てお り、 公 務 員全 体 の バ ラ ン スか らい っ

て も、 仕 事 の ウエー トか らい っ て もお か しい とい う意 見が 強 くあ ります 。

つ ま り伸 ば すべ き統 計 を伸 ば して い ない の で は な いか とい う議 論 が あ ま

り大 き な声 に な っ て外 に 出 てい ない とい うこ とで あ ります 。

伸 江す べ き統 計 が 伸 び てい ない とい うこ とに な る と、確 か に い ろい ろ

な会 社 の変 化 に きわ め て 敏 速 に 即 応 して きた とはい え ない。 で は どの よ

うに 即 応 す べ きなの か とい う とそ の 指 針 が 示 され て い な か っ た と もい え

る と思 うの で す。 ま た順 応 すべ きだ とい う点 が 出た として も、 卒 直 に い

っ て官 庁 内 部 の 堕 性 とい うか 、 予算 制度 の弊 害 とい うか、 従 来 認 め られ

て きた 予算 が 認 め られ や す く新 しい 予 算 は認 め られ に くい とい う官 庁組

織 が あ る意 味 で は 悪 く作 用 して 、 仲 々以 前 の 形 が直 せ な か っ たの だ とい

え ま す。

た とえ ば斑 産 省 の 場 合 を例 に と るな ら、 私 が直 接 統 計 の 仕 事 に関 係 し

て い た と き、 工 業 統 計 の 内 容 を改善 し よ うと した が、 要 す る に統 計 の改

善 とい っ て も、 あ る意 味 で は ス ク ラ ップ ・ア ン ド ・ビノレドの思 想 で い く

べ きで あ り、 中 身 の い らな くな っ た もの もあ る と考 え るの は 当 然 だ と思

うの です が 、 通 産 省 の とっ て い る工 業統 計 が ほ かの 国 の 様 式 に 比べ て非

常 に 硬 直 な の で す。 毎 年 や っ て い る こ とが す で に ほ かの 国 に 比べ る と非

常 にお か しい こ とで あ る し、 同 じ要 求 に対 して も同 じ調 査 員 を 使 って い

るの もお か しな 話 で す。 さ らに 相 当 の零 細 規 模 に まで 相 当 に 細 か く調 査

して い る。 何 の た め に こ うい う方 法 を とらね ば な らない の か。 そ れ よ り

も2、3年 に 一 度 工 業統 計 を す る よ うに して も・ そ の 間 に 直 接 行 政 的 に
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も企業 の 方 か ら して も、 そ れ を 利用 出来 る よ うな 調査 を か な りの金 をか

け て や るこ とが 出 来 る と思 う。 しか しこれ まで 二 、 三年 に 一 度 の 工 業統

計 で よい とい う議 論 を 統 計 審 議会 に 出 して い ろい ろ と講 論 して もら って

い るの だが 、 結 局 は通 産 省 側 に お い て、 それ では 利 用 に不 便 で あ る とい

う。 確 か に不 便 な 点 も あ る と思 うが、 その 不便 な 点 が 強 調 され る と同時

に 、 企業 側 か ら も、毎 年 統 計 が 出 な け れ ば具合 が 悪 い とい う こ とに な り、

結 局 は その ま ま にな っ て し まい ま した。 い わ ゆ る 甲表 、 乙表 とい う こと

で 、 甲張 が 企 業 対 象 で し たが 、 そ れ が い まま で五 人 未 満 の 事 業 所 につ い

て は 簡単 な 調査 に し、 五 人 以 上 の もの につ い て細 か くす る とい うこ とだ

っ たの に十 九 人 の 線 まで 引 き あげ た の で すが、 そ れ 以上 は 私 ど もの 考 え

た こ とが実 現 さ れな か っ た とい うこ と もあ りま した。 こ れは 私 ど もが誰

の た め に それ を実 現 出 来 なか っ たの か とい う意 味 で は な く、 中 身 を 変 え

てい く、 あるい は ス ク ラ ップ、 ア ン ド ・ビノノドで い くとい う こ とにつ い

て は必 ず この よ うな レ ジス タ ンス が出 て くる とい うこ とで す。 そ れ では

ス クラ ップの方 は その ま ま に して ビル ドだ けは 認 め られ る か とい うと、

これは 仲 々む ず か しい こ とが あ る と思 い ます 。

極 端 に申 しま す と、 国 勢 調 査 を 五年 に 一度 や るの は不 必要 じ ゃ ない か

とい うこ とに な り、 そ れ よ りも同 じ金 を別 な方 面 に 利 用 で き るの で は な

いか とい ろい ろ 識論 が 出 て くる と思 い ます。 そ うい う議 論 は だ い たい に

お い て 現状 維 持 以 下 の 所 で結 着 して しま う もの な の です 。 な に か も う少

し強 い イ ンセ ンテ ィブが ない となか な か うま く行 か ない の で は な い か と

思 い ます。 そ うい う面 で 、 統 計 の 進 歩 発達 を はか る義 務 を 負 っ て い る私

ど もと して は卑 怯 な言 い 方か も知 れ ませ んが 、 ど うもそ うい っ た 傾 向が

非 常 に 強 いの で す。
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そ れ と、 私 は 、 統 計 資 料 が あれ ば あ る程 い い とい う観 念 は あ る意 味 で

間違 っ てい るの で は ない か と思 うの で す。 事 実 、 不 用 な もの が 可 成 あ る

の で す。 そ うい う もの はむ し ろ あっ て は 邪魔 に な るの で は ない か とい う

気 も しま す が、 どれ が 邪魔 で あ りどれ が 邪 魔 で ない か は むず か しい こ と

で も あ り、 とに か く統 計が 沢 山 あれ ば あ る程 いい とい うこ とは、 ときに

よ って は マ イナ スの 作 用 を す るの で は な い か とい う気 が しま す。

そ うい うこ とで 統 計 の 近代 化 が十 分 に実 っ て な い と思 い ま す。 これは

私 ども も努 力 しな けれ ば な らな い と思 い ます。 そ れ と同時 に、 ど うい う

もの につ い ての 資 料 が 必 要 な の か を 是非 と も聞 き たい もの だ と思 い ま す。

私 ど もは 毎 年 各 省の 統 計予 算 要求 を み てい ます が、 新 しい 面 が 出 て き

た とい う非 侯 を示 す要 求 が 案 外 とない もの で す。 これ は、 もっ と役 立 つ

統 計 が 必要 で あ る とい う反 面、 行 政 を 扱 っ てい る立 場 だ け の対 立 場 で 考

えて い るの で は必 ず し もな い と思 うの で す が 、 そ れ ぞ れ の統 計分 野 の責

任者 か ら是 非 と も新 しい統 計 予 算 を もらい た い とい う要 求 が 出 ない ので

す。 統 計 に 関 して は、 この 統 計 が ほ しい とか 、 この 統 計 が な い とい うこ

とは あ るの で す が 、 む しろそ うい うこ とば 統 計 の 扱 い 方 の 仕 組 み を 整理

すれ ば解 決 す る こ とで あ る と思 い ま す。

そ 汀 か ら発 表 の しか たで す が 、 これ はお そ ら く今 まで に もい ろい ろ な

議 論 が あ っ た と思 い ま す が、 官 庁 が 実 施者 とし て それ を整 理 、 発 表 す る

こ とに な れ ば、 ど うして も行 政 目的 に応 じた分 類 、 集 計の しか た にな ち

ざ るを 得 な い と思 い ま す。 そ こでい ろい ろ議 論 の あ る と ころで すが 、 デ

ー タ ーバ ン クの 問題 に もな り,政 府 全 体 の バ ン ク、 あ るい は 日本全 体 の

バ ン ク とい うこ とに な る と、 他の 国の 考 え方 や 、 私 と しで は 素 人 で は あ

るが 、 コ ン ピ ュー タ ー の 問題 か ら して み て も、 少 な くど も当 分 の問 は技
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術的 に も考 え られ な い とい うこ と であ ります 。 しか し、 そ れ ぞれ の フ ァ

ンク シ ョン毎 の データ ・セ ン ター の よ うな もの は方 々 に 出来 てお りま す
。

日本全 体 の もの は しば ら くは 考 え られ な い とな る と
、 統 計 な ら統 計 資料

だけの バ ンクが で き、 あ る いは あ る種 の 情 報 につ い て の バ ン クが で き る

ので は な い か と思 い ま す。 そ の 際 は、 統 計 資 料 に限 られ たバ ン クの 運 営

な りそ の資 料 の 格 納 の しか た に よっ て、 い ま、 伊 大 知 先 生 の い わ れ た よ

うな裸 の 数 字 が 使 え る よ うに な るの で は な いか と思 い ま す
。 その 点 は こ

れ か ら皆様 方 に 伺 わね ば な らな い 点 で あ る と思 い ます
。

伊 大 知 先 に話 した 二 点 につ い て追 加的 にい くつ か 申 し上 げ て お きた

い と思 い ま す 。

最 初 の全 体 と しての 統 計 活 動 につ い ては 、 内容 的 に絶 えず 新 しい もの

をふ や し、 い ら な くな っ た ものは どん どん捨 てて い く形 が必 要 で す
。

しか し、 い わ ゆ る行 政 目的 とい うもの に手 をつ け られて い る に もか か わ

らず 、行 政活 動 とい う もの を一 般会 計 予算 で現 わ した とす る と問 題 は あ

るが 、各 省の 一 般 会 計 予算 が だ ん だ ん と拡大 す る とい うこ とで す ね
。 こ

の 中に 占め る統 計 活 動 の 予 算 で す ね。 これ は もち ろ ん人 件 費 も含 め ます。

これ が 私の 計算 で は・ 昭 和25年 の 比 率 が 一 番 高 く
、 そ れ か ら後 は転

落 の 一途 なのです。これ で は行 政 目的 とい うこ とだ け を 考 え て も
、 果 して

い まの よ うな予算 規 模 で いい の か とし・擬 問 が 湧 い て き ま す
.し か し、

これを 内容 的 に ス ク ラ ップ ・ア ン ド ・ビル ドに直 さな け れ は な らな い と

い う点 もあ るが ・ ど う も この 点 は一 般 か らの要 求 が 強 くな
っ て い る に も

か か わ らず,総 量 的 に逃 げ腰 の よ うな気 が して な らない の です。

第2点 は、 発 表 の しか た の 硬 直 性 の問 題 もか らん で お ります が
、 と く

に 裸 の 資料 とい うこ とは昨 日以 来問 題 に な りま した が
、 結局 、 特 に指 定
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統 計 に な る とい うま で もな い ん で すが、 秘 密 の防 止 問題 も あ り、 指定 価

値 をめ ぐる統 計 法 そ の もの な ん か硬 直 的 とい うこ とで 問 題 にな る と思 い

ます 。 た とえ ば 、 統 計 法 に 従 っ て 、統 計 目的 に よ って 統 計 は調 べ るの だ

か ら、 これ 以 上 は 発 表 出 来 な い とい う線 が あ る わけ で す ね。 た とえ ぱ、

地理 的 に市 町 村 を一 つ の 単 位 に して、 そ れ か らあ とは分 け られ ない とか 、

産 業分 類 を し た場 合 で も、 その 一 番 小 さ い 分類 項 目で ま とめ た平 均 値 と

か、 総 量 以 外 に は 出せ な い とい う ことで す ね。 そ うな る と も う少 し下 ま

での、 何 の 何 某 が どれ だ け の 数値 を もっ て い る とい う こ とが 問 題 だ と思

いま す。 そ うで な けれ ば 今 ま で 発表 され て き た最 小 単 位 を も う少 し砕 い

た形 の もの で、 これ が秘 密 保 持 と関係 な く出来 る範 囲 に おい て成 り立つ

よ うで なけ れ ばい け ない と思 うの で す。 そ うす れ ば、 行 政 目的 に発 表 さ

れた こ とで も、 そ こま で デ ー ター が裸 の形 で 出 て くる'と利 用 す る方 で も

か な り自由 な 組 み 合 せ で 利 用 出来 るの で は ない か と思 い ます 。裸 とい う

の で も、 解 釈 は 色 々 と あ る と思 い ます が 、 少 な くと もデー タの あ り方 と

して は 、 も う少 し下 まで 下 った 、 骨 が現 われ る よ うな 発表 の方 法 を考 え

た らよい と思 うの で す。 今 後 これ が ど うな るの か とな る と、 こ とに統 計

法 と絡 ん で くる 以 上 統計 法 その もの の解 釈 を 変 えな け れ ば な らない と思

い ます。 法規 そ の もの は 変 え られ ない が 、 二 十 数 年 来 同 じで あ った解 釈

は、 そ ろ そ ろ変 えて もい い んで は ない です か 。

河 合 お 話 の 通 りで す。 統 計 目的の 解 釈 は、 秘 密 の防 止 に 触れ ない限

りは、 な るべ く有利 に 解釈 す る方 が良 い と思 い ます 。

〔資料 の発 表 方 法 〕

伊 大 知 私 が ロ ン ドンに行 っ た とき、 企 業 統 計 局 の モー ゼ ノレさんの 部

下 に会 い ま した が 、 彼 は 特 に公表 の 秘 密 を め ぐる保 護 の 問題 を担 当 して
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い た が、 その 可 能 性 を 尋 ね る と 「可能 で あ る 」との こ とで した。 問題 は

オ リジ ナル ・デス ト リビ ュー シ ョンを 作 る ときに、 デス トリ ビュー シ ョ

ンの イ コ ケー シ ョンを ど うす るか とい うこ とだ と思 い ます 。 だか ら各 省

の 努 力 次 第 で は もっ と素 晴 しい 資 料 が 出 る と思 い ま す 。

河 合 事 業 所 統 計 な どで も、 細 か く分 類 す る と二 つ しか ない 、 三つ し

か な い とい うこ とに な るの で す。 そ うか とい っ て 出す と各 々は っ き りし

た形 で 出 て こない わ け で す。

伊 大知 だ か ら、 この事 業 所 とい うもの は 、 分 け て しま うとは っ き り

す るわ け で 、 そ こだ け を何 か バ イパ スす る よ うな 事 を考 えて 、 大 量 に集

っ てい る とこ ろは 出 さな か っ た とい うこ とに なる ので す。 そ の事 業 所 の

要 求 も昨 日は 出 てい た と思 い ます が。

北 川 出 せ る形 で発 表 す る とい っ て も、 使 い た け れ ばそ の デー タ に、

この範 囲 で接 近 し得 る とい うこ とで 一 。

伊 大 知 だ い た い の 資 料 は 出 来 る よ うにな って い ま す。 とこ ろが発 表

の と きに 集 計 しない の で す 。 だ か ら集 計 計 画 と調 査 の 設 計 とは だい ぶ 距

離 が あ るの で す。 つ ま り末 利用 資 源 が ふ ん だ ん に あ るの で は ない か と思

い ま す。

北川 そ れ が 印刷 ・刊 行 とい う概 念 ま で 要求 す るの か、 印 刷 ・刊 行 は

しな くて も よい とい うの か 。 そ の 点 に つ い て、

伊 大知 そ れは あ りま す ね 。

北川 そ れ は 経済 学 な どは非 常 に ほ しが るか もし れ ない が 、 これ を全

部 や る とい うこ とは別 だ と思 い ます 。 あ れ ば い い とい うこ とな の で す。

河合 教科書的な御 返事にな りましたが・言い換え ると組織の問題だ

とい う事 で す 。 官 庁 組 織 とい うもの は 、 内 閣 制 度 として各 省の 所 管 大 臣
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が 決 ま っ てお り、 この 大 臣が 所 管業 務 に つ い て の 責 任 を 負 っ てお ります。

こ の こ とは 、 その 誤務 が うま く進 まな け れ ば 首 にな る とい うこ とで あ り、

自分 の行 政 に都 合 の よい手 段 を取 るの も当然 と思 うの で す。 そ こで、 こ

れ を ど う調 整 して 行 くか が 問 題 なの で す。 最 近 我 々は 縦割 り、 横 割 りと

言 って い ます が 、 今 まで は 、 縦 割 り行 政 で き た の で すが 、 こ れに 横 割 り

行 政 を どの よ うに 入 れ 込 む か が 問題 に な っ て い るわけ です 。 公 害 、 交通

問 題 に して も、 各 省 庁 が あ るわ げ です け れ ど も、 一 省 庁 の 問 題 で は な く、

これ を横 割 りに した 場合 そ の責 任 を誰 が 負 うか とな る と、 所 管 大 臣 は 負

わ な い の です 。 内 閣総 理 大 臣 よ りない とい うこ とです 。 そ の よ うな こ と

か ら内 閣の 機 能 強 化 が 出 て くるわ け で す 。 統 計 の 場 合 で も、 個 々の 省庁

の 責 任 にお い て 作 る統 計 は 、 その 範 囲 に お い て 自分 の 都合 の よい よ うに

や ら ざる を得 な くな っ てい る と思 い ま す。 この あた りで、 統 計 組 織 を全

省 一体 にす るか 、 それ と も政 府 全 体 で 行 な うか、 ま た は各 省 ぱ らぱ らに

や るか で そ の 取 り扱 い 方 の 問 題 が 出 て くる所 で す。 統 計組 織 を一 本 にま

と めて 、 中央 統 計 局 な る もの が そ の業 務 を扱 うの も一 つ の 理 想 で す が、

そ うな る と、 統 計 とい うもの の非 常 に大 き な イ ンセ ン クテ ィブな 目的 が、

行 政 目的 の為 に曖 昧 に な っ て しま うと も言 え る と思 い ます 。 そ れ ぞ れの

行 政 目的 に使 うか ら、 あれ も要 る、 これ も要 る とい うこ とに な り、 それ

ら は行 政 か ら離 れ る と、 い わ ば 土 地 の た めの 統 計 に な る恐 れが あ る と思

い ます 。 そ の 矛 盾が 常 に あ り、 日本 で は 各 省 に まか せ た まま私 ど もが 調

整 を 図 る立 場 に 立 って い るの です。 調 整 を図 る事 自体 が す で に横 割 り行

政 で は ない の で す。 そ の た めに 、農 林 省 な ら農林 省 統 計 に対 して、 全 体

の 立 場 か ら、 ど う しろ と言 って も、 強 制 力 を持 たせ る こ とは出 来 ない の

で す 。 実 情 は この よ うで あ る と思 い ます。
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北 川 今,河 合 さん か ら出 され た縦 割 り,横 割 りの問題 は、 昨 日 も午 前

中 に 出 た の で す が,高 瀬 さん,鈴 木 さん の 出 され た社 会 開発 の問 題 とか,

投 資、 計 画 の 問題 は,今 の政 治 状勢 を考 え る と,裸 の 統計 で果 して うま く

利 用 出来 るか とい うと,現 実 には か な りむ ず か しい問 題 にな って くる と思

い ま す。 そ れ と,昨 日のMISで,各 官庁 の行 政 目的 を尊 重 した建 て前 で,

そ れ にネ ッ トワー クを考 え利 用 し よ うとす る の が.一つ の理 論 の焦 点 に な り

つ つ あ る と思 い ま す。 こ こで あ る矛 盾 に気 付 い た ので す が,つ ま り資料 を

つ ぐる うえ で は 各官 庁 の行 政 目的 を尊 重 しな け れ ば 力 が 出て こな い。 つ ま

り,縦 割 り,横 割 りに使 うとい う重 要 性 を尊 重 す る と あま り縛 られ す ぎて

や りに くい し,そ の へん は ア メ リカ な ど では ど の よ うに な って い る の で し

ょ うか。

声

〔諸 外 国 の 実 情 〕

高 瀬 先 程 申 し上 げ た よ うに,連 邦3局 に対 して は,す で に今 ま で の や

り方 で は 出来 な くな って い ま す。 そ れ で新 しい方 法 を研 究 して,す で に そ

れ が 出 て い る よ うで す。 ア メ リカの場 合 は 容 易 に 出来 るそ うで す。

伊 大 知 先程 の 縦 割 り,横 割 りの問 題 で は ロン ドンの モ ーゼ ル局 長 が こ

うい う こと を言 って い ま した。 彼 の書 い た論 文 を見 せ られ た の で す が,そ

の中 で,セ ン トラル ゼ イ シ ョン 。ガバ メ ン ト 。ス タ ック とい う言i葉 が あ り輌

各 省 分立 して い るの を セ ン トラル ライ ズ しなけ れ ば い け ない と言 って い る

のか と思 うとiそ うでは な く,各 省 が独 自にや らなけ れ ば死 ん だ統 計 に な

って しま う とい っ て い るの で す。 なぜ セ ン トラル ゼ イシ ョン と書 い たか と

言 うと,ま さ に セ ン トラ ル ラ イズ す る ものは デ ー タ 。バ ンクで あ る と言 う

ので す。 そ の デ ー タ 。バ ンク を創 るの に,自 分 は 非 常に よい位置 に い る と

言 って い ま した 。 つ ま り統 計 局 の職 員 の任 免 権 を一 手 に握 って い るの で す。

そ して縦 割 りを非 常 に礼 讃 して いま した。 結 局 あ とで使 うときに横 割 り出
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来 る事 を強 調 して い るので す。

河 合 、た だ モ ー ゼ ル氏 の 言 って い るの は ・ イギ リス に は デ ー タ 。バ ンク

的 な もの は あ るに は あ るが,政 府 統 計,特 に経 済統 計 の バ ンク 的 な もの に

し よ う と して い る の だ と思 われ ま す。 そ れ か らゼネ ラル 。サ ーベ イオ フィ

ス の もの とな り,そ れ が社会 統 計 資料 の バ ンク的 な もの に な るの で あ ろ う

と思 い ま ナ。 そ れ か ら,イ ギ リス とい う国 はず べ て政治 規 格 の と ころ で

す か ら,自 力 で コ ン ピュー ター を導 入 出 来 左 くて も,国 が ま と め て委 託 を

や るわ け です。 そ れ が今度,中 型 の コン ピュー ター を入 れ て,中 小 規 模 の

官庁 の委 託 を受け て セ ンタ ー的 皮 もの に なろ うと して い る の が1つ あ りま

す。 そ れ か ら中央 統 計 局 は,統 計 自体 はや らな くて総 合 調 査 をや っ て い る

とい う こ とで す。 あ る種 の経 済 統 計 資料 を もっ て,そ こに エ コノ ミ ッ ク 。

モ デル を入 れ て,官 庁,企 業 等 の利 用 した い と思 う者 に貸 して い るの で す。

利 用 者 側 が モ デル に適 当 な係 数 を入 れ て計 算 すれ ば 良 い とい った シス テ ム に

に た って い ま す。 つ ま り,あ る意 味 で バ ンク的 だ もの で す。

伊 大知 結 局 ヨー ロ ッパ 全 体 の 問題 で す が,例 の マク ロ 。デ ー タ 。バ ン

ク と ミク ロ 。デ ー タ 。バ ン ク の区 別 を ヨー ロ ッパ では盛 ん に してい ま す。

イ ギ リス の場 合 で も機構 は 出来 て い る よ うで す が,実 際 に は ま だ動 い ては

い ませ ん 。 そ れ と,人 口統 計 を 中心 に した ミク ロ ・デ ー タ 。バ ン クを盛 ん

にや って い ます。

河合 フ ランス で は,技 術 的 に も,そ うい う政 府 全体 の バ ンク 的 な もの

は不可 能 だ と言 って い ま す。

渡 辺 うか が った 議論 で は,次 元 が違 う とい うか,そ うい う議 論 では何

も生 ま れて こ左 いの で は な い か と思 い ま す。

とい うのは,縦 割 りの機 構 を 認 め て,仮 に 中央 権 的 な デ ー タ ・バ ン ク を

作 った と ころ で,そ れ は横 割 りの機 能 を果 さ な い替 りに,縦 割 夕の 機 能 を

維 持 す る為 に使 われ るに過 ぎな い ので は な い か と思 うので す 。 仮 に統 計 関
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係 の デ ー タ 。パ ンク が出来 た と して も,そ れ は統 計 を扱 う上 で は機 能 的 で

しょ うが,地 域展 開,産 業 別 展 開 に して も,そ れ らは いろ いろ な デー タの

ニー ヅ の多 次 元 的 な組 み 合 わせ で あ りま す か ら,結 局 は 縦 割 りを幾 つ も幾

つ も作 る こ とで あ り,単 な る突 っか い 棒的 な役 割 り しか 果 さ な い と思 うの

で す。 だ か ら,単 に縦割 りの組 み替 え が 出来,多 種 多様 に取 り扱 え る よ う

な別 の次元 で の発 想 が必 要 だ と考 え るの で す。

伊 大知 そ れ を引 き出 して くる為 に 我 々は 考 えて い るのだ と思 うのですが。

〔統計体 制 の現状 〕

鈴木 利 用者 側 か らの意 見 を述 べ たい と思 い ます。 統 計 とな る と民 間で

は つ くれ ませ ん。 つ ま り,資 料 を集 め る に際 しては,指 定 統 計 に頼 らざ る

を得 な い とい う面 が あ るの で す。 そ うい う意味 で,問 題 は 利 用 者 が利 用 し

や す い とい うか,ニ ー ヅに即 した とい うか,そ うい う方 面 で考 え て頂 く よ

り仕 方 が ない と思 い ま す。 こ こで,今 ま で の議論 を具 体 的 に展 開 させ て み

ま す と,河 合 さん が お っ しゃ っ た よ うに,現 在 の統 計 が需 要面 か ら多 くの

問題 をか か え て い る とい うこ とは,単 に利 用 者 側 だ け で な く,作 成 者側 で

も等 し く感 じて い る こ とだ と思 い ます 。 作 成 者 側 では,や は り現 在 の体 制

を前提 に した,統 計 内容 につ いて の制 度 の改 善,調 査 手 法 の改 善,あ るい

は 市 町 村 職員 の待 遇改 善 な どが問題 で あろ うと思 い ます。 そ れ に対 して 民

間側,利 用 者 側 につ いて は,作 成 者側 の よ うな前 進 的 な もので は な く,飛

躍 的,根 本 的 な改 善 が必要 で あ ります。

メ ッ シ ュ統 計 の基 礎 にな へ た統 計整 備 の研 究 会 の討 論 の よ うに,現 在 は

デ ィス プ レー トの 統計 なん か を活 用 す る こと に よって 最 小 限 の統 計 が な さ

れて い る と思 い ます。 こ うい う現 状 に即 して具 体 的 に書 い た ものが,別 刷

の5枚 目以 下 に あ る,外 部 関 係 機 関 へ の要 望 とい う所 で す。 っ ま り,ニ ー

ヅの変 化 に対 応 し得 る よ うに,指 定 統 計 の全体 を根 本 的,飛 躍 的 に改 善 す
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す る こ とが望 ま しい と思 うゐ です。

だ が 問題 は,現 在 の統 計 が昭 和22年 に統 計 法 が 出来 て以 来 の歴 史的 発

展 の経 過 に あ る か と思 い ます が,当 時 の認 識 と して の生 産 力 の重 視,産 業

重視 の観 点 か ら,そ の方 面 の統 計 が 中心 に な って お り,そ の意 味 で は非 常

に完 備 して い る と思 うので す。 だ が反 面,社 会 現象 の方 面 に関 して は不 充

分 な点 が あ るの で す。 た とえば,情 報 量 の問題 とか,NHKの 生 活 実 態 調

査 に関 す る統 計 が殆 ん どな い状 態 で す 。 特 に,と の ような社 会 面 の統 計 が

立 ち遅 れ て い る と思 い ま す。

そ れ で,こ の際歴 史的 積 み 上 げ か ら出来 あが って い る現在 の統 計 体 制 か

ら離 れ て,新 た 左科 学 的 な統 計体 制 を整 備 す る必要 が あ る と思 い ま す。

具 体 的 には 次 の3点 で す。

1歴 史 的 使命 を終 え た統 計 を廃 棄 す る。

2現 在 の統 計 を更 に合 理 化 す る。

3.必 要 な新 統 計 を積 極 的 に追加 す る。

以 上3点 の よ うな統 計 改 革 を進 展 させ る必要 が あ る と思 い ま す。 特 に新

統 計 の積極 的追 加 と言 った こ とでは,た とえ ば新 統 合 開 発 資料 の よ うな問

題 に立 ち向 っ た場 合,周 防 灘 の場 合 の如 く,新 しい プ ロジ ェ ク トを作 る事

が計 画 され て い るの が,そ れ に 伴 う国 土 調 査 等 に利 用 し得 る資 料 が不 足 だ

とい う実 情 なの です。 そ れ か ら,生 活 意 識,価 値 感 の変化 等 の エ コノ ミッ

ク 。エ ン ジケ 一 夕では な く,総 合 生 活 指標 と言 うべ きエ コ ノ ミック 。ソ シ

ア ル 。エ シジ ケ 一 夕 とい った 開 発 に も必 要 で あろ うと思 い ます 。 も う1つ

は,新 た な プ ロ ジェク トを計 画 して 行 くのに 際 し,ど の地 点 が有 利 か とい

っ た取 捨 選 択 が 迫 られ る訳 で す が,そ の開 発効 果 を測 定 す る基 礎 統 計 が殆

ん ど安 い の で す。 つ ま り,新 し く追 加 す る とい う意 味 では,こ うい う面 に,

今 ま で な か っ た もの を加 え て 行 くべ きだ と思 い ます。 ま た,現 在 の統 計 実

施官 庁 の再 編 成 に際 し,試 行 錯誤 的 な方 法 で は,最 早 需 要 に 追 い つ け な い

と思 い ます 。従 って 規格 段 階 に関 す る総 合 的官 庁 な りを作 る事 が ま ず先 決

で あ る と強 く感 じて い ま す。
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〔統 計作 成 と 利 用 に つい て の要望 〕

鈴 木 話題 に な って お りますkmメ ワ シマ統 計 計 画 とい っ た もの も,

そ れ に 応 ず る た めの 計画 で あ れば よろ しいの です が,単 に 農林 統 計 事 務

所 の再 編成,国 勢 調査 局 の再 編 成 とい った よ う な こ とに 終 るの で あれ ば

あ ま り効 果 は な い と思 い ま す。 そ れが いわば 作成 側 に対 す る要 望 の具 体

的 な 説明 だ とい う こ とで す。 又 ㍉発 表 とい う段階 を考 え て み ます と,時

間 の 問題 とい うの は か な り重 要 では ない か と思 え ます。

従 って集 計 シ ス テ ムを なん らか の形 で 改善 しない と利 用 者 が十 分 に利

用 で きない とい う感 じが します。 そ の具 体的 な方策 と して 検 索統 計の よ

うな もの につ い て,集 計 を分散 して 各部 で コン ピュー ター を使 っ た うえ

で さ らに ま とめ る とい っ だ よ うな ことが で き ないか,と 考 え ま す。 た と

えば 国勢 調 査 で あれ ば 一億 人 の 原票 が あ っ て,そ れ を一 ヵ所 で や れば一

日百 万枚 や れ るOCRが あっftと して も百 日か か る わけ です 。 そ れ を各

所 でや れば ず っ と早 く集計 が 終 わる とい う感 じが しま す。 国 勢 調査 に し

ろ,工 業 セ ンサス に しろ 今 の発 表 タイ ミング では 利用 す る側 は不 便 を感

じて い る とい う こ とで す。

も うひ とつ は 有機 的 関 連 利用 とい うこ とで す が,人 口 ひ とつ と りあ げ

て も国勢 調査 と入 口動 態 と住民録 が いか なる関連 にお い て,ど うい うふ

うに使 えば 良 いの か わ か らな い 状態 です。 そ れ だけ では な く,前 に発 表

され た もの とあ と で発 表 さ れ た もの が合 わ ない,と い った 問題 が常 に 起

こ っ て きま す。 こう いっ た 流通 面に つ い ては 磁気 テ ー プに よってそ れ を

発表,利 用 で きる よ うに す る こ と も当然 コン ピュー タ ・サ イ ドで問題 に

な って くるか と思 い ます 。

そ れか ら秘密 保持 の 問題 につ いて は,さ きほ ど ご指摘 が ∂ り ま した よ
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うに 実際 に 困 るの は石 油 化 学 工 業等 で,府 県 別 に 出荷 額 を把 握 しよ うと

す る場 合 で も,事 業 所 の 少 ない と きには 事 業所 管 理 も して いな い の で数

字 も使 え ない とい う問 題 が ある わけ で す。

流通 面 に 関 して,ひ とつ は ネ ッ トワ ー クの 情報 交換 とい う考 え方 です

が,こ れ は渡 辺 さ ん か ら の お話 の 通 りだ と思 い ます。 も うひ とつ は サ ー

ビス 活 動 に つ い て で,裸 の 統 計 も加 工 統計 も,も っ と必要 に応 じて 使 え

る よ うな形 で 精 密 に し,そ の よ うな面 につ いて の サ ー ビス は 民間 部 門 を

なん らかの形 で活 用 で き ない か とい うこ とです 。

統計 の 作成 と利 用 と い う面 に つ い て,こ うい った 民間 側 の立場 を 申 し

上げ ま した。

北 川 高瀬 さん,ソ シ ア ル ・イン デ ィ ケー タ のお 話 が あ り ま しだが,

もう一 度 お願 い しま す。

高 瀬 私 の 地 方 行 政 の デ ー タバ ン クの話 の中 で,今 一 番 ア メ リカ で必

要 とされ て い る の は 社会 経 済 指標 の整 備 で ある と報 告 い た しま したが,

実際 的 に 現在 ア メ リカに は完 備 しだ 社会 経 済 指標 の デー タバ ン クは ない

と思、って い ます。

基礎 計画 をするにあたっては非常 に問題が あって,原 則的 には現場 の

シス テ ム関係 の 連 中 が ア メ リ カの 国 勢 調 査,ま たは 各 省 庁 の統 計表 を利

用 す るの で す が,ど う して も結果 と集 計 時 との 差が あ ります。その差 の だ

apva,ftと えば 国 勢 調 査 の場 合 に は4年 も5年 もか か り,又 各 省 庁 の統

:計 も半 年 な い し1年 以 上 も遅 れ て い る とい う こと な の です 。 ア メ リカの

よ うな 地方 行 政 にお い て 一 一日本 も同 じで あ る と思 い ます が 一 口一各省 庁

の統計 とい うもの が 全 国 的 な もの を対 象 に して お り,ロ ー カル テ ィ とい

うもの に対 して は 不 完 全 で あ る とい う こ とで す。 そ れ で各 地 方 団 体 が 自
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か らそ れ を集 め る よ うな 体制 を整 え ねば な りませ ん し,ま た そ うす る こ

と に よって 逆 に最 近 カ リフ ォル ニ ア では民 間 資本 の導 入 され た 社会 開発

とい うことが 叫 ば れ て い て,社 会 経済 指標 の デー タバ ン クが発 生 して,

民間 産 業 に大 きな 影 響 を与 え る とすれ ば,逆 に ペ イす る もの であ るとい

う試 論が あ ります 。

た だ し地 方行 政 団 体,州 及 び 市 団 体が つ くる ことは非 常 にむ ずか しい。

金が かか る とい うことが言え る。 そ こで米 国 で は 今 年8月 中旬 にニ クソ

ン大統 領 が,今 ま で 個人 所得 税 と い う形 で各 州に戻 してい たの を,補 助 金

の形 式 ではい い プロ ジ ェ ク ト を もっ た と ころ に しか 戻 らな いの で,今 後

は 地方 計画 の だめ に 人頭 割 りに,す なわ ち税 の 何%か を各 州 に戻 す とい

う画 期 的な 声 明 を 全米 の 州知 事 会 議 で行なってお ります。そ の こ とに つ い

て カル フ ォ ルニ ア 州 では,も しそ うい う可能 性 が で き た場 合 に は,わ れ

われ と しては 第一 に 社会 経済 指 標 のデ ータ バ ンク をつ くる 資金 に なる と

言 って い ます。 た だ それ も な か なか 先 の こと に な るの で,そ の ひ とつ の

中間 的 な方 策 と して,ア メ リカの各 地方 毎 に あ る6つ の 連 邦 準備 銀行 が

今,デ ー タバ ンク をつ くって い ま す。 デー タ バ ンクは 単 に い わ ゆ る金 融

関係 の情 報 で は な くて総 合 的 な 社会 経済 指標 ま で集 め る とい う動 きが あ

る そ うで す。

す でに私 の'聞 いた範 囲 では セ ン トル イ ス とニ ュー ヨー ク にはそ うい う

デ ー タバ ンクが あ り,そ の 地 方 の サー ビス を し てい ます 。 これ は 原 則 的

には 銀行 の利 用 です か ら,地 方 公 共 団 体を含 め た部 外者 に い つ で もそ の

磁 気 テー プ を提供 さ せ る とい う こと で利 用 さ せて い る わ け で す。 そ の他

サ ン フ ラン シス コで も,あ と数 ヵ月後 には完 成 す る ような こ とで しだ。

そ うな ります と州 単位 ま で い か な くと も,い くつか の州 に ま たが っ た ブ
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ロ ック別 の デ ー タバ ン ク がで き,非 常に 地方 計 画 に プ ラス で あ るわけ で

す。

各 州 の 中に は 農 業 局 とか,財 務 部,労 働 部 とか,い わゆ る 日本 の 各県

の部 に あた る ものが あ ります。 カ リフ ォル ニ ア 州 では統 計 を調 整 しデ ー

タバ ンクに い れ るひ とつ の手 段 と して,経 済 関 係 に対 して は 統計 部 とい

うの を利用 し,社 会 関 係 の もの は各 部 で 集 め た デ ー タ を も う一 度 整理 し

直 して入 れ る役 所 をつ くって い ま す。 その ひ とつ の例 は ヒ ュー マ ン ・ リ

レイ シ ョンズ,エ イ ジェ ン シー とい う もの で ,こ れは ひ とつ の お も しろ

い ゆ き方 で ある と思 い ま す。

北 川 それ は 経済 のほ うで つ くった デ ー タ をも ら うの です か。

高 瀬 農 業 部 とか 労 働 部 とか の うち社会 関 係 に必要 な もの,た とえ ば

農 民 の 生活 水 準 の 問題 とか,労 働 関 係 の うち労 働 者 の 個 々の問題 とか を

集 め て別 の デ ィ メン シ ョン のほ うか ら整理 し よ うとい う こ とです。 か っ

ての部 局 の形 式 でや る と ど うして も経 済 中心 で 人 間 の面 とい う ものが あ

ま り出て こな い と い って い ま した。

北 川 そ れは 統計 を つ くる前 に相 談 をす る の で す か。

高 瀬 そ うで す。 イ ンフ ォ メー シ ョン ・セ ン ター をつ くる フィ ジ ビル

ス タデ ィ の と きの,ロ ッキ ー ドの 回答に,「 今 まで の ス タ ック ・ラ イン ・

シス テ ム では うま くい か ない 。 や は り大 きな 社会 開発 とい うもの は 入 間

の要 素 と い う もの を無 視 しなけれ ば で きな い 。 」 とあ った ので新 たな 機

関の 設置 を要 望 しま し た。 そ れ で ヒ ュー マ ン ・リレ ィ シ ョンズ・・エ イ ジ

ェ ン シーが で きた とい う ことで す。

北 川 簡 単 に 言 う と,ひ とつ 役所 をつ く って 発言 力 を もたせ て,統 計

をっ くる時 に,今 まで のつ くる と ころへ 割 り込 ん だ り,相 談 した り,従

一234一

、

よ



'戸

-

A

∫

って 新 し くで きた もの は そ の角 度 か ら統 計 が とれ る とい う ことで す か 。

高瀬 そ うです。 そ の か わ り,非 常 な抵 抗 が 元 の部 か らあ っ たそ うで

す。

北 川 それ とネ ッ ト ワー クの 問題 は ど うい う関 係 に な り ます か。

渡辺 そ うい う新 しい 部局 がで き た とい うの は,社 会 開発 な り ,地 域

な り地 域 計画 につ い て の シス テ ム的 な考 え 方 が あっ て,そ の うえ で デー

タの 二 ～ ヅがい ろい ろ な面 で 多次 元 に組 み 合 わ され る もの で す か ら ,そ

こか ら ど うな った らい い か とい うこ とか ら出発 して い ます。 そ れ が す な

わ ち情報 の ネ ッ トワー ク機 能 に つ なが っ て い く問題 に な って ゆ く と思 い

ます。 そ れ が 現在 の 機構 を突 っか え 棒 す る よ うな感 じで ,統 計 だ け を 集

め た ら うま くい く とい う ことは 空 中楼 閣 では ない か と思 い ます 。

平 田 今 の 問題 は 各省 の情報 機構 を どうす る かとい うことだが,国 土 全

体 と して 日本 の各 省 ・各地 域 の行 政 は 高度 化 して お り,要 請に 応 じ きれ

ない とこ ろ があ る,つ ま 吻行政 官庁 の 機 能 的 に も問題 が あるわ け です 。 一

つは 統 計 所 有 者 の エ ゴ イズ ム,2つ は 狭い 地域 の セ ク シ ョナ リズ ム,三

つ め は 中央官 庁 の縦 割 りの セ クシ ョナ リズ ムが あ る と い う こと で す。

情報 の問題 と相関 連 し,コ ン ピュー ター の導 入 と も相 関連 して そ うい

う問題 も少 し考 え・ 今 後 の 新 しい 時 代 に どう うま く対応 す る か とい う考

え方 で一 応 の タ ィブ を役所 も考 え て い か な い と大変 な行 政 シス テ ム の ギ

ャ ップ が生 じて くるお そ れ が あ ると 思 います 。

しか し情報 問題 はそ れ と違 って技 術 的 な問題 もあ ります。 二 一 ヅとい

うのは 具 体的 な ニー ヅ,一 般 的 な ニー ヅ とた くさん ある の です か ら,そ

のへ ん を うま く考え ね ば な りませ ん し ,各 省 の分 担 問題 も うま く整理 し

て ほ しい よ うに 思 い ま す。
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そ れか ら今 度 の 国勢 調査 では ど うい うと ころ が改 良 さ れ た か,開 発 さ

れ た か とい うこ とを具 体 的 にお話 し くだ さ い 。

河 合 メ ッシ ュ もOCRも この 前 か らな の で,こ ん ど新 し くす る のは

卒 直 に い って な い とい うこ とで ず 。

伊 大 知 え,特 に新 しい 問題 を して は な い の で す か。 集計 を なる べ く

早 くフ ァイ ルす る点 が… …。

平 田 集計 の 内 容 を最 高 の ニーヅ に 応 ず る よ うなデ ー タ をい ち早 く 出

す とか,そ うい う検 討 は され た うえ で実 行 に移 してい るの か ど うか … …。

伊 大知 そ れ も も ちろん 考 えて や って い る と思 うので す が,た だ 大 き

な 数字 の変 化 は な い の です 。

た と えば 原 爆 の被 害者 につ いて の 調 査 をや る とか,や らない とか,そ

うい う項 目を入 れ る,入 れ な い とい う討 論 は あ りま した 。 け れ ど も大 き

な基 本的 項 目は 変 わ りあ り ません。 む しろ 今 の 集計 をい か に して早 く出

す か が 大 き な問題 で あ り,そ れ に か らん で メ ッシ ュ問題 が 出 て い るだけ

が違 う点 では な い で しょ うか 。

河 合 今度 果 た し て ど うい うテ クニ ック を入 れ た か とい うと,私 は 特

に新 しい もの は ない とい っ て い い と思 い ま す。 だ だ,機 械 の性 能 が進 ん

だ ことに よって ス ピー ドが早 ま る とい う動 的 な 変 化 しか な い とい うふ

う・に 理解 して い る の です。 これ は 国勢 調 査 の 本 来 の 性格 か らい って そ れ

ほ ど画 期 的 に変 わる とい うよ うな もの で も な い と思 い ます 。

この前 の 国勢 調査 で百 分 の一 集計 を して み たが これ がほ とん ど前 の 集

計 と変 わ りませ ん 。 で,国 勢 調 査 を抜 本 的 に速 くす るの は ス ピー ドの問

題 です 。 府県 別 の 地方 分 散 以外 に ない と思 って お ります。 そ れ を国 で ま

とめ る と い うこ とに なれ ば か な り速 くな る と思 い ます。
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伊 大 知 この 実験 を農 業 セ ンサス でや る こ と に な って い ます。 今度 は

そ れ を特 に 評価 して い る よ うです の で,そ れ が うま くい け ば ,で きない

こ とは ない と思 い ま す。

河 合 昭和22年 ごろ地方 分 散 しま しft。 地 方 で集 計 させ る と基準 の

適 要 が 不統一 に なるん です。 そ うい う点 の 不 正 確 さは ある と して も速 く

や る ほ うが 利 口 では ない か と思、うの で す。

平 田 まずそ のへ んか らひ とつ行 政 官庁,各 省 に 模範 を示 して も らい

た レ、で す ね。

河 合 その よ うに 努力 は しま す。 これ は ま っ た く私見 ですが ,国 勢 調

査 はそ れ では,ほ ん と うに ひ とり ひ と り調べ る 必要 があるのか,は じめ

か ら百 分 の一 な り,十 分 の一 な りの サ ンプル で い い の では ない か とい う

討論 も当然 出て くる と思 わ れ ま す。

今度 は 集計 を押 え る,そ れ と集 ま っ た調 査 票 の うち,百 枚 な ら百枚 の

うち一 枚 を抜 いて さ きに 集 計す る。 そ うす る と速 くな る。 これ は全 体 と

ほ とん ど変 わ りませ ん。 変 わ らない とい う ことは 調 査 の ときか ら百分 の

一 でしへい の で は な いか とい うこ とで す
。 そ の誤 差 は 非 常に 少 な い とい う

こ とです。

平 田 モ ラル の 問題 もあ る と思 い ま す が,そ れ に して も これ だ け い ろ

い ろ と進 歩 しftの です か ら,今 まで よ り も格 段 の もの を期待1た とい う

こど なの で す 。

河 合 地域 的 な開発 デ ー タに な り ます と,今 は 行政 区域 毎 の 集計 に な

る と思 い ます が,行 政 区域 とは 必 ず しも合 わ ない 集計 が出 るの です。 こ

れが また ひ とつ 地域 分 業 の 問題 に なる の です 。

平 田 オ ン ライ ンが進 ん だ らど うで し ょ う。
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河 合 相 当 先 の 話 だと 思 うの で す。

平 田 コン ピュー タ ・シス テ ム を ど うつ くるか は,デ ー タ バ ン ク的 な

機能 を 含め て重要 な問題 で す ね。

北 川 それ は 県単 位 で し ょ う。

平 田 岡 山県 ・広 島 県 で は や って い ま した。 とにか く市 町村 関 係 で も

十 分 関心 を持 って や っ て い た だ きた い です ね。

河 合 先 日,コ ペ ン ハ ー ゲ ンで 主 と して 市 町村 関 係の デ ー タ プ ロセス

とい う会議 が行 なわれ た の をの ぞ き ま した。

た とえ ば デ ン マー ク とか,オ ランダ とかには 市 町村 がい くつ か ま と ま っ

て デ ー タ ・セ ンタ ーの よ うな もの が あ り,そ こに 市町 村 の 行政 プ ロセ ス

を委 託 して い るの で す。 そ れ を組 織 的 に や って お り,非 常 に 進ん で お り

ます。

伊 大 知 それ は い くつ かあ る とい う こと です か。 それ と も網 の 目の よ

うに して しま い ま したか。

河 合 そ れは ち ょっ と違 い,デ ンマークは全 土 に重複 してい くつ かセ ン

ター が あ って,地 域 では 分 け て お りま せ ん。 オ ラン ダ の場 合 は 地域 に分

け る計画 でや って い ます。

鈴 木 国勢 調査 の入 間 の問題 について は,職 業別 に分 業 は 細 か い の です

が,た と えば会 社 の中 で コン ピ ュー タに携 わ って い る入 間 が何 人 い る と

か,あ るい は情 報知 識 産業 とい うよ うな分野 は 割 り合 い荒 らか っ た と思

うの で す。

そ れ か ら,世 帯別 にい う と準世 帯 は あ ま り調 べて い ない の です ね 。 と

こ ろ がゲ バ棒 を かつ い で い る学生 は だ い たい 準世 帯 なん で す。 そ れが東

京都 に何 人 い るか とい う よ うな ことで す。 家族 人 員 別,世 帯 種類 別 を見
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る と普 通 世帯 しか 調 べ て い ない。それに産業 別 で も製造 業 に 大 きな ウエ イ

トが か か って非 製造 業 の 分 類 は荒 らい とい う感 じが す る ので す が ,こ れ

な どは 時代 に 即応 して い ない と思 うの です。

河 合 新 し く出て きた 職業 につ い て 分類 を ど うす るか とい う ことは 役

所 の仕 事 が 遅 れ るの で,コ ンサル テ ィ ング な どの ,新 しく変 え て い く こ

とは どう して も遅れ ま す。 特 に情 報 産業 関係 とい うふ うな職業 に な る と

これは 我 々 も よくわ か っ て い ない の で す。 そ れ を職i業 分類 の 中 に折 り込

む と い うのは たい へ ん な こと な ので す。

これは 今の5年,】0年 の行 政 組織 を考えk場 合 に縦 割 り,横 割 りと

い う考 え 方 を完 全 に 脱 脚 してい く こ とが 非 常 に む ずか しい の で す
。

縦 割 りの行政 をな ん らかの形 で横 割 りの シス テ ム と し横 割 り業 務 に つ

い て も交 通 とか,公 害 とか,広 域 行政 開発 と か ,こ うい う ものを や りや

す い よ うに縦 割 りの 中 の シス テ ム に組 み入 れ て ゆ く こ とで ある と思 い ま

す。

縦 割 り,横 割 り とい う観念 を脱 脚 しだ組 織 が あ れば 良 い と思 うの で す

が ・20年 ・30年 先 の問題 と して な らと もか く少 な くて もここ5年,10

年 の 問題 と して は やは り行政 組織 として は縦 割 り,横 割 りで ,そ の ど ち

らか に 徹 して しま わ な け れ ば な りません 。

そ こで 今 の縦 割 り行 政 の前提 に立 てば,横 割 りの 業務 が 社会 的発 展 か

らどん どん で きて きて い る。 そ うい う もの が非 常 に動 きや す い よ うな シ

ス テ ム を縦 割 りの中 に 導入 して い く ことが ある意 味 で は突 っか え 棒 に な

る と思 うの です 。 そ れ以 外 にや り方 は ない の では ない か とい う考 え 方 を

して い るの です。

平 田 情 報 問題 はそ うい った 問題 を考 え なが らい い方 向 に向 け る 有 カ
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なひ とつ の手段 と な り得 る と思 い ます。 そ のへ ん を考 え て うま く機 能 す

る よ うに し てほ しい とい う こ と です。

河 合 情報 処理 とい うものは 横割 り組織 を す る の に大 きな 役 割 を は た

す と思 い ます。

渡辺 私 が なぜ そ れ を強 調 しだ か った か とい い ます と,情 報 シス テ ム

は 縦 割 りを 認 め た と して も一 番 そ うい う横 割 りの シス テ ム を組 み やす い

の です。

です か ら,そ の 場合 に 河 合 さん の お っ しゃ る様 に現 実 と して は 縦 割 り

の中 に横 割 りの シス テ ム を組 む とい う ことは やれ な い か も知 れ ませ ん け

れ ども,し か し横割 りは な じみ や す い機 能 なわ け です 。 そ うす る と一 時

現 実 問題 は現 実 問題 と して もや は りあ との 姿 を 討論 す る 必要 が あ る と思

うの です。 そ うい う意 味 で,あ との 姿 を画 き出 さない 形 だ と,突 っ か え

ぼ うの よ うな こ とを 討論 す る にす ぎ ない と思 うの です 。

北 川 だ か ら ただ縦 割 りを こわす とい うこと では散 歩 的 にな っ て しま

うので す。 何 を ど こで や るか とい うニ ー ヅ です ね。 そ れ を もっ と具 体的

に され て 話 を したほ うが 良 い と思 い ま す。

今 井 新 しい デー タに対 す る需 要 があると,た とえば 国土 調 査 とか,社

会 変動 の実 態 を トレー ス で きる よ うな 生活 水準 とか,PPBSの よ うな

評価 をす る ため の デ ー タ,つ ま り今 ま での 場合 は 民間 の 企業 とい った も

の の調 整 は 非 常に や った の です が 肝 心 の パブ リッ ク ・ファ ク ター に つ い

て の デー タ を や らな か っ だの で す。 こ とに これ は秘 密 も何 もい らな いの

で,み ん な が ど うい う公 共 財 を 必 要 と してい るか とい う よ うな調 査 を太

い にゃ らな けれ ば な らない。

です か ら こ うい うもの を出 発 点 と して,新 しい もの を つ くって い け ば
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個 も古 い デ ー タ ・シス テ ム を 競合 関係 す る こ とが な い と思 い ます。 これ

は 大学論 でい えば 新 幹線 大 学 では な い で し ょ うか。 古 い ほ うを こ わす よ

りも,も う一 本 新幹 線 をつ くろ うとい う よ うな こ とで す。

だ だ,こ の場合 に ち ょ っ と気 に な るの は,今 までの デー タの取 り方 で

す とす ごい 調 査 表 をつ くっ て 全部 書 き込 ま ない とで き ません 。 ところ が

そ の 調 査表 を も ら ったほ うは,こ れ は とて も書 けま せ ん。 な にか オ ー バ

ー ホー ル では な くて ,逐 次 的 に 情報 がは い って くる とい うセ ンス で すね。

そ して一 度意 思 決定 に ど う役立 っ たか と い う こと で情報 の 評価 を しなが

ら,ま だ次 の 情報 を求 め て い くと い うこと が 必要 では な い で し ょ うか。

も うひ とつは,た とえ ば 政 府 でPPBSの デ ー タ を出 させ る こ とに なる

と・,あ る意 味 で は フィ クシ ョンの 上 に フィ クシ ョンを 重 ね る とい うよう

な危険 が あ る わ け です。 特 に ど うい うデ ー タ を 出す か とい う こ とに な る

と,そ うい う危険 が強 い わけ で す。 た とえ ば市 町村 な り,地 域 社会 にい

ろい ろ の計画 を もっ てい る人 が い るわ け で,こ うい う橋 を つ くりだい と

言え ば 自分 の こと だか らま ち がい な く計 算 してい る わけ で す 。 そ うい う

もの を ど こか バ ン ク に集 め て お く とい う よ うな や り方 を しな い と,お 上

の命 令 で全 部 出せ とい うこ とに な りか ね ませ ん。 だ か ら,主 権 者 とい う

フェ ンス と,少 し民 間 を入 れ て い っだ 考 え 方 で 新幹線 をつ くっ た らい い

と思 うので す。

もうひ とつ は,そ の場合 にやは リデ一 夕に もナ ワ張 りが あ る と思 うの

です。 た と えば 経 済 デ ー タ とい う と経 済 学者 が と い う こ と なの で すが,

そ う では な くて行 動 科 学 的 な セ ンス で経 済 デ ー タで も心理 学 者 もは い っ

て,こ うい うデ ー タがい るん だ とい うふ うで な い と,こ の デ ータは 技術

だか ら技術 屋 さん とい うふ うな,学 問 のセ クシ ョナ リズ ム とい う印象 が
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あ るの で す。

中園 私 は ユー ザー の立場 で統 計 学 も知ち ない の で す が,い わ ゆ る官

庁統 計 に期待 す る もの は い ろ い ろ 性格 で割 っ て み る と,連 続性,正 確 性,

総合 管 理 性 な どで,こ の よ うない ろい ろ な フ ァ イ ター は逆 相 関 の 性格 を

持 つだ もの だ と思い ます 。 あ ま り官庁 統 計 は 完全 主 義 でな くて は い け な

い とい う信 仰 が 浸 透 してる と,迅 速性 と い う性 格 に 決定 的 な もの を与 え ま

す。

と ころ が われ わ れ の 立場 か らみ る と,資 料 目的 に よって は概 数 を百 分

の一 抽 出 とい う形 の もの が 非 常 に ある概 念 性 を も って い る とす れ ば ,こ

れ を迅 速 に 出 し て も ら い た い と い うこ と です。 そ れ で ファース ト。ス テ

ップ の使 命 が果 たせ て しか もその上それ をや る こ と に 意味 を持 つ ユー ザー

が た くさん い れば コス トがた い へ ん か か る とい え ど も,そ れ を や る こ と

で す。

つ ま り不完 全 主 義 にの っ とった 官庁 統 計 が もっ と あ って も良 い とい う

ことで す。

河合 行 政 の立 場 で早 くせ ね ば な らない の は ま ちがい な い こ とで す が,

どう して も完 全 主 義 とい うもの が あ るわけ です。 この 前 の調 査 か ら変 わ

りつつ ある の で これ は 序 々 に要 望 に 応 え うる と思 い ま す。

北 川AISに つ い て伊 大知 さん に 説明 して い た だ き ます。

伊 大 知AISを 官 庁 内の デ ー タバ ン クの 問題 と す る と,そ れ は 策 略

的 に考 え られ す ぎる ので は ない か と思 い ます 。 そ れが す っ き り しない と

AISの 外 に対 す る 関係 は,内 部 か ら くずれ は しない で し ょ うか。

渡辺 電 子 計算 機 に よる レ ジス トレー シ ョン,あ るい は 許認 可業 務 と

い った よ うな 分野 の官庁 の 固有 業務 が電 算 化 され て くるの です 。 今 ま で
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単 な る 手作 業 に よる完結 作業 と して 進 ん だ もの に,そ うい った 固有 業務

を処 理 す る ことに よって 得 られ る材料,資 料,そ の結果 等 が ガ イ ドポ ス

ト資 料 と して役 立 っ て くるケ ー スが多 い わ け で す。

そ うしま す と,統 計 と レ ジ ス トレー シ ョ ンの結果 得 られ なか っだ ガ イ

ドポス ト資料 を組 み合 わせ る こと に よって,今 まで 得 られ なか った 価 値

の高 い イ ン フォ メー シ ョ ンが 得 られ る可能 性 が あ りま す。 そ うい う意 味

でAISを き わ めて高 密度 に各省 で完 成 す る とい うのが ひ とつ の 前提 条

件 に な って い ま す。

従 ってAIS間 の ネ ッ ト ワー クは,全 体 を合 わせ て ひ とつ の政 府 の デ

ー タ バ ン クの 機 能 にな る とい う考え 方 で
,そ れ を切 り離 してな に か ひ と

つ つ くれ ば 良 い と い うよ うな ことで は うま くい か ない と思 い ます 。

伊 大 知 各省 が ま さに そ ろ って いれ ば い いの で す が。

渡 辺 意外 と ヨー ロ ッパ諸 国 よ り 日本 の官庁 の場合 のほ うが 進 ん でい

る面 が あ ります。 現 実 の 内容,特 に レ ジス トレー シ ョンの結 果 か ら出 て

きて い る内容 を正 し く評価 し,そ れ か らな にが 得 られ る か,そ して得 ら

れftも の と,そ の 組 合 わ せ はAISの 中 だ けで は な くて,AIS間 の組

み合 わせ と ど う関係 す るか を 知 れば もっ と高 い 価値 の あ る情 報 を生 み 出

す こ とが で き る 可能 性 が あ ります。 そ うい う意味 で各 省 の レベル を早 く

そ ろ えて い くこ とが 当面 の 課題 であ る と思 い ます。

河 合 そ れ で は 官庁 側,民 間 側 の み な さん の意 見 を 聞 き なが らだい た

い 方 向性 をつ け て い きた い と思 い ます。

ドイツが5カ 年 計画,イ ギ リス は10カ 年 計 画,フ ラ ンス は5カ 年計

画 で,政 府 の 中 の コ ン ピュー タ組織 は ど うい う形 にな る か とい う計画 を

持 っ て い る わ け です 。 が,日 本 には そ うい う もの が な い し,こ れは 非 常
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にい け な い こ とだ と思 うので す。

で,調 査 研究 費を 各 省 の ど こに お い た ら良 い か,な どを ガ ッチ リ研 究

したい と思 って お りま す。

渡辺 この研究 会 に も期 待 したい の は,政 府 の 中 の機能 とい うものは

パー トナ ー もい っ しょ に育 て な けれ ば い け ない と い う認 識 が 各 省 間で お

互 い に 出 て きた とい うこ とで す。 各省 はそ こか ら出 る公共 財 と して デ ー

タの需要 な りの リス トを 出す わけ で す。 民間 側 で の デ ー タ バ ン クの 機能

が描 き 出 され た時,AISあ るい はAISネ ッ ト ・ワー ク の間 がい っk

し(どうなる か。

現 在,公 共財 を提 供 す るの は一 つ の 新 しい 行政 事 務 がふ え る の だ とい

う考え 方 と,官 庁 では 民 間 に垣 根 を 設 け な いか 開 い た機 能 を考 え る とい

う考 え方 と二 つ あ りま す 。 問題 は,民 間 と官庁 サ イ ドの パー トナ ー関 係

を ど う した らい い か とい う と ころな の で す。

河合 具 体的 な 問題 とな るの は コンバ ー ジ ョンの 問題 で ある 。

渡辺 です か ら こ うい う機能 を考 え る と ど うも現 在 の機構 に こだ わ っ

て しま い,組 織 構 成 の ひ とつ の基本 的 な 考え 方 とい うか,た とえば こ う

いっ た ネ ッ ト ・ワー ク機 能 を考 えた場 合 には,要 す るに 組 織 原則 が なん

に よって 構成 さ れ た らい い のか と い う問題 が 出 て くる 訳 で す。

そ の 問題 が現 実 を改 善 しよ う とい う よ うな発 想 で ある と,組 織 の原 則

の よ うな もの を.与え るオ ー ソ リテ ィは い っ たい何 なの か とい った よ うな

ことは描 き出 せ ない の です 。

や は り10年,20年 後 の 問題 も考 え,現 実 と ど うウ ォ ッチす る か と

い う問題 の ア プ ロ ー チ を しな い と うま くい か ない の で は な い か と思 い ま

す。
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赤 司 民間 企業 は ど うぶ らさ が ってそ の恩 恵 を受 け ようか とい うこ と

ば か り考 え る と問題 が あ る と思 うの です。

た と えば 電 力会 社は 世 帯 数 の 移動 に つい て オペ レー シ ョナ ル な過 程 の

中 でそ うい う情 報 をつ くって い ま す。 です か ら統計 は あ く まで 官 庁 に お

願 い しなけ れ ば な ら ない と い う考 え では な くて,民 間の ネ ッ ト ・ワ ー ク

の 間に そ うい うデ ー タバ ン クの機 能 が 出 て,そ うい う官庁 のAISと い

う もの が つ なが って い く よ うな こ とを考 え てお か なけ れ ば い け な い と思

うの です。

伊 大 知 そ れ と同 時 に,そ の ネ ッ ト全 体 を円満 に動 か す た めの 条件 と

い うか 価値 問題 が か らん で,そ れ で む ずか し くなるの で す。

鈴 木 やは リシス テ ム とサ ブ ・シス テムの よ うな こ とに な る と思 うの

で す。 ま っ た く官 庁 に依 存 しな け れ ば 集 ま らない と い うこ とで もない で

し ょ うか ら。 ただ あれ は か な りの程 度に 秘 密 性 を 必要 とす るの です 。

、
`

■

〔発 展 を阻 害 す るも の 〕

足 立 河 合 さん に うか が い た いん で ずが,こ うい うふ うな シス テ ム な

り,ネ ッ ト ・ワー クを考 え る とき に,現 実 的 に こ うい う発 展 を阻害 して

い る要 因 が二 つ あ る と して,そ の一 つ は情 報 収拾 す る権 限 あるい は秘 密

性 とい う よ うな制 度的 な 問題 な の か。 も う一 つ は こ うい う もの を動 かす

た めに 現 実 的に 技術 的 に 問題 が あ る とい う こと なのか とい う こ とです が 。

河 合 そ れ は い まの こ うい うAISと い う もの をつ くる場 合 です か … 。

政 府 部 内 だけ に限 っ た場合 には制 度的 な障 壁 とい うもの は,現 在 あ る

もの を落 と して い くとい う ことが な ぐしか も付 加 的 な もの で あ れ ば 一も

ちろ ん い ろ い ろ あ ります け れ ど もね 一そ れ ほ ど大 きな もの で は あ りま せ
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ん。 ど うで す か… 。

なん と も いえ な いで す ね。

そ れ ほ ど大 きな もの で は な い とい うか,ち ょっ と心 配 に なる。 技術 的

な問題 は非 常 に あ りま す 。

た だ,ど こで この 省 は これ 以 上 や っ た らい か ん とか,あ とは こ っ ちで

や る と かい うこ とに なる とむず か し く な ります ね。

ですか らそ うい う意味 で な しに ま っ た く付 加 的 な もの を考 え れ ばそ れ

は あ ま りそ うい う面 での 障壁 は ない よ うですが,付 加 的 で あ るか な い か

とい う判 断 の 問題 は,あ る程 度見通 しです か ら,こ れ がか らん で くる と

や は り問 題点 が ある と思 います 。

こち らは 付 加 的 でな い とい っ て も,い や 付加 的 で あ ると い って も,先

方 は 必ず しもそ うは 受 け 取 らん とい う こ と もあ る わ け です。

で,現 在 や って い る と ころが若 干 で も拘束 的 な もの に な った らむず か

しい で すね 。

〔ネ ッ ト ・ワー ク 〕

足 立 そ れ に 関連 して 中井 さん に 質問 したい の です が。 技 術 の進 歩 が

な され てい ます が,パ ッチ ・シス テ ム で こうい う主 張 をす る場 合 に,リ

アル タ イ ム で こ うい うネ ッ ト ・ワー ク をつ く る と きは将 来 の見 通 しと し

て何 年 ぐ らい か か るの で し ょ うか。

中 井IRの 立 場 で しか わ か りま せん が,い わ ゆ る ドキ ュ メン ト リ ト

リパ ル程度 の もの で あれ ば,と くに オ ン ライ ン に しなけ れ ば な ち な い 必

然 性 は ない ん です 。 で す か ら十 分 パ ッチ で いい んで す。オ ン ライ ンす る

のに わ ざわ ざ金 をか け た り大 規模 な シス テ ム を行 な わ な くて もい い ん で

す。
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将 来,非 常 に ニー ヅが高 くて,時 間 的 な ア ロア ンス が短 い デ ー タに つ

い ては 当 然 オ ン ラ イ ン化 してい くだろ う。 そ の場 合 に いま よく夢 で 画 か

れ て い る デー タバ ンク は,オ ン ラ イ ン を想定 され てい るわ け なん です が ,

果 た してそ れ に 必要 な ニー ヅが どれ だ け ある だ ろ うか とい うと ち ょっ と

わか らな い。 む しろバ ッチ でや っ て もまに あ う。 た とえ ば朝 電話 して お・

い て,夕 方 受け 取 る と,そ れ で十 分 なん です 。 次 の 日で もか ま わ な い と

い う場 面 は相 当 あ ります か ら,必 ず し もオ ン ラ イ ンでな けれ ば い け な い

とい うこ とは ほ とん どない と思 い ます。

も し,あ る と すれ ば,だ と えば経 営 の だ めに い ます ぐ必要 だ とい う社

内 オ ンラ イ ン程 度 の こ とは 数年 後に ボ ソ ボ ツ 行 な われ る で し ょ うが,社

外 を相手 に して オ ン ライ ンでな け れ ば い け な い とい う場 面 は あま り考 え

られ ませ ん 。

そ れか ら あ と技 術 的 な 問 題 と して は,デ ー タ回線 の 自由化 もあ るが,

使用量 が問 題 にな っ て くる。

最 後 に,オ ン ライ ンとい うけ れ ど も,オ ン ラ イ ンがほん と うに で き る

ハ ー ドが あ るの か とい われ ると ,や は リ八 一 ドよ り もソ フ トで あ る と思

うし,そ の あ た りは2,3年 は か か る と思 って い ます。

、
`

●

〔デ ー タ の互 換 性 〕

野 ロ 質問 です が,AISな りなん な りの構 想 を画 く場 合 に,い ま の

官 庁 には い って い る コン ピ ュー タは 国 産機 が ほ とん どです が,い ろ い ろ

の機種 が あ るわ け です。 す る と プロ グ ラ ミン グ の問題 とか,い ろい ろ な

パ タ ー ンで ネ ッ ト ・ワー クが組 まれ る とす ご く大 きな障 害 に なっ て くる

ん じ ゃ ない か ・ デ ー タの互 換 性 とい うことが,い うがやす くして 実際 は互
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換 性が ない ん じゃ ないか 。 しか もそ れ は 年数 が たて ば だつ ほ どます ま す

プ ロ グ ラ ミン グが むず か し くな り,デ ー タ も入 れ直 す の が た いへ ん だ と

い う こと に なるん じゃな い か。

そ うす る と,も しAISと い う構想 で ネ ッ ト 。ワー ク を組 む こと な ど

を考 え る と,デ ー タが 互換 性 を もち うる よ うな コン ピ ュー タの利 用 体制

を と らない と5年,101igftっftら 大 変 な こ とに な りは しな いか 。 そ の

場 合 にそ の問題 は技術 的 に解 決 でき るん だ と い う こ と で し ょ うか。

渡辺 ひ とつ,そ れ につ いて ち ょ っ と被 害 妄想 に な って い るん じゃ な

いか と 思 うん です 。 実情 を 申 し ます と,現 在2分 の1イ ンチ 幅 のテ ー プ

でBCG構 造 に なっ て い る もの につ い て は,全 部 コンバ ー テ ー ブル が で

きて お ります。 そ れか ら9チ ャ ンネ ル のはABS構i造 とJIS構i造 と二

つ あ り,ど ち らにす るか と い う事 なの です が,わ れ われ 大 型 機 につ け る

プ ロジェ ク トで は一 応JISで で きる よ うに ハ ー ドの ほ うは や っftん で

す 。 しか し現実 にはJISで 動 い てい る機 械 は 一 台 もない です か ら,ま

ずABSで 動 く よ うに してtaLAて,ど ち ら も可能 な よ うに。 そ れか ら現

実 に あるBCG構 造に つ い て は27省 庁 が 集 ま って い る研究 会 に ょって

一応 の と ころ は解 決 の域 に達 した と い うふ うに 申 し上 げ て お き ます 。

そ れ で問 題 はむ しろそ うい う道 具 立 て のほ うか ら くる原 因 では な くて,

い わ ゆ る分類 構 造の ちが い とか,デ ー タ フ ァ イル の ロ ジ カル ・・レ コ ー ド

のほ うの違 い。 す な わ ち制 度 とか な どが じゃ ま して い るわ け です ね 。'そ

れ を どうす るか とい う問題 だけ が 残 ってい る とい う こと です。

河 合 そ のへ ん,さ っ き言 い お と したん です が,制 度 的 な障 害 とい う

のは,そ うい う意 味 で 行政 のほ うの い ろい ろ な 実際 の 手 つ づ き などが行

政上 の 仕 組 み と して 決 ま って い ま して,そ れ を変 え る こ と 自体 が行 政 上
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の仕 組 み を変 え る こ とに な るのが 非 常 に 多 い とい う こ とをさ しま す。

そ うい う意味 か ら含 め て も制 度的 な 障害 とい うの は非 常 に 大 きい。 こ

れ は 実際 に行 政 のほ うを変 え ない と分 類 が変 え られ な い ん です 。 手 つ づ

き を変 え ない と ち ょ う よ うが変 わ らん と い う の な ら,い ま まで や っ て

きだ もの を基 本 的 に変 える の は か な わん と い うこと でAISに 対 す る制

度 的 な レ ジス タ ンス とい うの が非 常 に 大 きいわけです。これ は 大問題 なん

で す。

野 口 そ れ で私 の 申 し上 げ だ の は,そ うい う コー ドの 分類 も含 め て で

す が,時 間 が たて ば たつ ほ ど蓄 積 され た もの を交換 す るのは 困難 に な っ

て い くん じ ゃな い か とい うこ となん です … …。

渡辺 そ れ は一 面 言え るん で すが,た だ し ロ ジ カルな もの は ロ ジ カル

に 処理 で き る わけ なん で す。 で すか ら ロ ジカル に処理 す る量 は 多 くな る。

遅 れ れ ば で す ね。 そ うい う問題 で質 の 問題 に ま では な らな い とい うふ う

に考 え てい るん です が,や は りた いへ ん です 。

も う一 つ は プ ロ グ ラム で すが,こ れ は人 事,給 与,統 計 につ いて は,

共通 プ ロ グ ラム の開 発 もす で には じめ てk・ り,来 年1月 か ら2月 に そ の

へ ん は ジェ ネ レー ター 形式 に して,い くつ か共 通 して い ま や って い るん

です 。 そ うす る と どこの 人事 をや る と きには,ど の ジェ ネ レー タ と どの

ジェ ネ レー ター を組 み合 わ せ れば い い とい うこ とで,ジ ェ ネ レー ター方

式 を と って,当 面 とに か く よけ い な こと を お互 い にや らん よ うに し よ う

と して い ま す。 そ うい う意味 で,被 害妄 想 とい っ たん です が ・ そ う考 え

る ほ ど技 術 関 係 は ナ ワ張 り争 い は な い わけ なん です 。 互 い にだぶ った こ

とを や っだ ら損 だ。 補 い合 った ほ うが い い ん だ とい う一 つ の 総 合 効果 は

技術 面 では うま くい って お ります 。
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す な わ ち,そ うい う意味 で案 外 と技 術 的 な こ とでは 大 き な問題 は ない

ん です。 やは り制 度的 な 問題 のほ うが い ろい ろ と時 間 が かか る と思 って

い ます。

〔組 織 原 則 に つ い て 〕

中 井 そ れ か ら,私 は 組 織 原 則 と い う こと を い っ た の で す が,こ れ に

対 じて は イ メ… ジが は っ き り しな い の で す 。 し か しち ょ っ と考 え ら れ る

の は,い わ ゆ る サ ブ ・ フ ァ イ ル 間 の 相 互 コ ン ト ・一 ル は,だ い た い 原 則

と して ギ ブ ・ ア ン ド ・テ イ ク とい う形 で,そ うい う も の を ペ ー ス に して

一 応 考 え る こ とが で き る と い う こ と で す
.

と こ ろ が,真 ん 中の コ ン ト ロ ー ル ・バ デ ィ と オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・バ デ

ィ との 間 の 関 係 は,い っ だ い な にで と る の か と い う と,コ ン ト ロ ー ル ・

バ デ ィ が オ ペ レ ー テ ィ ング ・バ デ ィ に何 か を 指 令 す る と き は,た だ 口 で

「お前 こ うせ よ」 と い うん じ ゃ な く て,や は リ リ ソ ー トの 対 人 問 題 が は

い って い る ん じ ゃ な い か 。 で す か ら フ ァ ン ク シ ョン が 配 分 さ れ て い る と

き に,そ こ に リ ソー ト を 配 分 す る こ と に よ っ て コ ン ト ロー ル が 可 能 に な

る ん じ ゃ な か ろ うか 。 と 考 え る と,さ きほ ど の ハイ ・ラジ カ ルな 組 織 原 則

を そ の ま ま 借 りれ ば,つ ま り は じ め に シ ス テ ムの 目的 あ り と,こ れ も決

ま っ て い る わ け で,こ う い うた め に は こ うい うフ ァ ン ク シ ョン の 配 分 を

して お い て と い う形 な ら ば,い ま ま で の 組 織 原 則 で も わ れ われ が 考 え られ

る し,新 しい シス テ ム を つ く る と きに は,そ の ほ うが つ く り や す い と思

うん で す 。

と こ ろ が 一 方 で は そ う い うも の か ら 離 れ て い ろ い ろの フ ァ ン ク シ 戸・ン

が す で に あ っ た と 考 え,そ れ が 共 通 の 目的 が あ りそ うだ か ら,み ん な で
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集 ま っ て コ ン トロール ・バ デ ィ をつ くる とい う形 に な る と,パ デ ィ ング

の問 題 に な って くる わけ です。 パ デ ィ ング の形 で組 織 を組み合 わ せ る と

きの組 織 原則 は 何 か とい う と ころ が問 題 に な って くる ん では なか ろ うか

と思 うん で す。

北 川 そ れ は ど うい う こ とです か… 。

中井 い ろ い ろ な構 成 メ ンバ ー が い ろ い ろ な欲 求 を もって い る と,そ

の欲 求 と組織 全 体 と して の 目標 とを い か に 合 わ して い くかが問題 にな って

くる。 組 織 全 体 と して 明確 な 目標 が ない 場合 に,も しそ の欲 求 の な か の

どれ を満 た す か とい う ことで,一 時期 に い っぺん には 満だ せ ない か ら順

に満 た して い くとい うい き方 と,最 大 公 約的 な満 た し方 です ね。 そ の あ

た りが きれ い に 割 り切 れ て な い か らネ ッ ト ・ ワー クの 組織 を考 え る場 合

に もた もた し ちゃ うん じゃ ない か とい う気 が す るん です。

今 井 権 限 を 自発 的 に預 け る ん です ね。 つ ま り上 か ら命令 さ れて い る

権 限 を絶 対 的に もって い るん で は な くて,そ の メ ンバ ーの権限 を 自発 的

に 向 こ うへ 預 け る わけ です。 い わば下 か らの組 織論 です ね。 それ が い ま

の組 織 論 と して は主流 に な りつ つ あ る とい うこ とで す。 会 社 の場 合 はい

いが,そ れ だけ で動 くか ど うか です ね。

渡 辺 そ うい う形 で組 織 原 則 を 考え る と きに,い っ だ い ど うな る の か・

技術 的 に これ で うま くい くは ず だ と思 って も,や れ,や れ と い って い る

うち に二 階 に上 が って ハ シ ゴ をは ず され た よ うに ね。 要 す る に官庁 全 体

が 全部 そ っぽ を向 くと い うか,と くに 上の ほ うが 全 然 動 か ない と,あ る

いは そ うい う考 え方 に同調 して くれ ない とい うわ け でそ ん なふ う な問題

を 生 ず る お そ れが ある。 ある いは 断絶 感 を もってい る とい う よ うな 状態

は 否 定 で き ない。
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です か ら,そ うい う意味 でそ の へん に問 題 が あ るん じゃ ない か と思 う

ん で す。 情報 処理 の シス テ ム だ けが一 入 歩 きで きない のが 官庁 なん です。

そ こに断 絶 感 が あ る よ うに 思 いま す。

〔研 究 会 のあ リ方 〕

伊 大 知 こ うい う こ とを い って い い か ど うか わか りません が,い ろい

ろ と意見 が 出 て お り ま すが,こ の研 究 会 の 最 後 の結果 は ど こまで い くん

で しょ うか 。

北 川 協 会 は 教育 問 題 な ど提起 しで い ます が,こ の研 究 会 の成 果 に よ

って は,協 会 自身 の責 任 でつ け る とい う こ とは あ る と思 い ます ・ た だ し

今 日は 自由 討論 とい う こと なん で す。

それ か ら憲 章 は こ うい う情報 関係 の入 が あ る程 度 団 体 で もつ くる よ う

に して い く気 で もあれ ば,そ の へ ん で や っ て み たい と思 って お ります。

そ れ ぞれ 具 体化 は する ん で して,だ だ意 見 を述 べ 合 って,な るほ ど世 の

中 は こ うい うもの か とい うこ とで 帰 る の で は な い。

レ

平 田 結 論 は 出さん ほ うが い い と思 うん です 。問 題 は ど うい うと ころ

に ある か とい う こ とが わか れば い い し,で き る だけ客 観 的に 話 し合 って

認識 してい け ば い い とい う こ と じゃ な い です か 。 そ れ を土 台 に して さ ら

に 前進 して い くとい うこ とで す ね。

、遍ヒ川 とにか く気 を楽 に して や っ て み ま し ょ う。 では,こ れ で終 わ る

ことに い だ します。
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